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は
じ
め
に

 
豊
見
城
市
史
（
村
史
）
編
集
事
業
は
一
九
九
三
・
平
成
５
年
に
始
ま
り
、

こ
れ
ま
で
に
、
文
献
資
料
編
（
一
九
九
八
・
平
成
10
年
）
、
と
み
ぐ
す
く
写

真
帳
（
一
九
九
八
・
平
成
10
年
）
、
戦
争
編
（
二
〇
〇
一
・
平
成
13
年
）
、
民

俗
編
（
二
〇
〇
八
・
平
成
20
年
）
、
新
聞
集
成
編
（
二
〇
一
〇
・
平
成
22
年
）
、

移
民
編
（
二
〇
一
六
・
平
成
28
年
）
を
発
刊
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市

史
（
村
史
）
本
誌
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
数
々
の
記
録
を
「
豊
見
城
市
史
（
村

史
）
だ
よ
り
」
に
ま
と
め
一
九
九
五
・
平
成
７
年
の
創
刊
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
刊
行
を
続
け
て
お
り
ま
す
。 

 

今
回
の
第
14
号
は
、
ジ
ョ
ン
万
次
郎
関
係
資
料
（
10
）
と
し
て
国
宝
で
あ

る
尚
家
文
書
の
な
か
か
ら
「
土
佐
人
漂
着
日
記
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
琉
球

王
国
時
代
の
王
家
で
あ
る
尚
家
に
伝
来
し
て
き
た
古
文
書
の
ひ
と
つ
で
す
。

ジ
ョ
ン
万
次
郎
は
土
佐
藩
中
ノ
浜
村
（
現
在
の
高
知
県
土
佐
清
水
市
）
の
出

身
で
あ
る
た
め
、
文
書
の
名
称
に
「
土
佐
人
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

14
歳
の
時
に
出
漁
中
に
遭
難
し
た
ジ
ョ
ン
万
次
郎
は
、
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨

船
に
救
助
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
英
語
を
始
め
航
海
術
や
造
船
、
測
量
技
術
な

ど
を
学
び
、
捕
鯨
船
の
航
海
士
や
副
船
長
と
し
て
世
界
の
海
を
駆
け
巡
る
な

ど
異
郷
の
地
で
約
10
年
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
時
鎖
国
下
の
日
本

へ
帰
国
す
る
前
に
、
琉
球
に
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
。
一
八
五
一
年
旧
暦
１
月
、

万
次
郎
ら
は
琉
球
国
摩
文
仁
間
切
小
渡
海
岸
（
現
在
の
糸
満
市
大
度
）
に
上

陸
。
取
り
調
べ
の
た
め
最
初
、
那
覇
に
向
け
護
送
さ
れ
ま
す
が
、
那
覇
に
居

留
し
て
い
た
外
国
人
を
避
け
る
た
め
、
手
前
で
引
き
返
し
豊
見
城
間
切
翁
長

村
（
現
在
の
豊
見
城
市
字
翁
長
）
の
高
安
家
に
留
め
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
上
陸
か
ら
半
年
間
に
関
す
る
行
政
記
録
が
今
回
の
「
土
佐
人
漂
着
日

記
」
と
な
り
ま
す
。
当
時
の
現
場
に
い
た
役
人
が
各
部
署
と
や
り
取
り
す
る

上
で
報
告
や
規
則
、
前
例
な
ど
様
々
な
こ
と
を
基
に
文
書
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
文
書
を
み
る
こ
と
で
当
時
の
ジ
ョ
ン
万
次
郎
達
の
様
子
や
関
わ
っ
た

人
々
の
細
か
な
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
解
説
や
現
代
語
訳
文
も
付

い
て
お
り
ま
す
の
で
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ま
に
一
読
い
た
だ
け
る
と
大

変
あ
り
が
た
い
で
す
。

今
号
は
、
浦
添
市
立
図
書
館
沖
縄
学
研
究
室
嘱
託
で
歴
史
家
の
栗
野
慎
一

郎
氏
よ
り
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
栗
野
氏
は
早
く
か
ら
尚
家
文
書
の

「
土
佐
人
漂
着
日
記
」
に
注
目
し
、
翻
刻
作
業
や
ジ
ョ
ン
万
次
郎
会
等
で
ご

発
表
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
姉
妹
都
市
交
流
な
ど
ジ
ョ
ン
万
次
郎
と

豊
見
城
市
と
の
長
年
の
友
好
関
係
に
ご
配
慮
い
た
だ
き
、
豊
見
城
市
史
だ
よ

り
へ
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
本
史
料
の
掲
載
を
許
可
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
那
覇
市
歴
史
博

物
館
、
そ
し
て
史
料
の
翻
刻
、
現
代
語
訳
文
、
解
題
、
解
説
を
執
筆
し
て
く

だ
さ
っ
た
栗
野
慎
一
郎
氏
に
は
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

 

万次郎の上陸地からの護送経路

「所蔵：豊見城市教育委員会（複製）

原版：高知県土佐清水市ジョン万次郎資料館」

解解
説説  

「「
土土
佐佐
人人
漂漂
着着
日日
記記
」」
をを
読読
むむ
ーー
豊豊
見見
城城
とと
ジジ
ョョ
ンン
万万
次次
郎郎
ーー  

栗栗
野野
慎慎
一一
郎郎   

はは
じじ
めめ
にに  

 

嘉
永
四
年
一
月
三
日
、
琉
球
国

摩ま

文ぶ

仁に

間
切

小お

渡ど

浜は
ま

に
異
国
風
の
衣
装

を
来
た
三
人
の
男
が
小
さ
な
ボ
ー
ト
で
上
陸
し
た
。
三
人
は
も
と
土
佐
国
の
漁

師
で
、
伝
蔵
（
四
十
八
歳
）
、
五
右
衛
門
（
二
十
五
歳
）、
万
次
郎
（
二
十
三
歳
）

と
名
乗
っ
た
。
彼
ら
は
十
年
前
に
漁
に
出
た
ま
ま
漂
流
し
、
米
国
の
捕
鯨
船
に

救
助
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
捕
鯨
船
で
世
界
の
海
を
巡
っ
た
の
ち
、
外
国

で
の
生
活
を
経
て
、
帰
国
の
途
上
に
あ
っ
た
。
出
漁
の
際
に
五
人
い
た
仲
間
の

う
ち
、
一
人
は
滞
在
先
の
ハ
ワ
イ
で
病
死
し
、
ハ
ワ
イ
で
大
工
仕
事
に
就
い
て

い
た
も
う
一
人
は
そ
の
ま
ま
現
地
に
と
ど
ま
っ
た
。
彼
ら
三
人
に
と
っ
て
、
琉

球
上
陸
は
「
帰
国
」
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
綿
密
な
計
画
と
計
算
に
も
と
づ
い

て
の
行
動
だ
っ
た
の
だ
が
、
琉
球
国
の
当
局
者
は
彼
ら
を
あ
く
ま
で
「
漂
着
者
」

と
し
て
扱
っ
た
。
し
か
し
、
小
渡
浜
に
上
陸
し
た
彼
ら
が
、
た
ん
な
る
「
漂
流

者
」
や
「
漂
着
者
」
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
自
分
ら
で
働
い
て
貯
め
た
金
で
購

入
し
た
上
陸
用
の
ボ
ー
ト
に
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ラ
ー
号
」（
冒
険
者adventurer

号
）
と
名
づ
け
て
い
た
こ
と
か
ら
も

窺
う
か
が

え
る
。
も
っ
と
も
、
十
年
に
お
よ
ん
だ

苦
難
と
冒
険
の
月
日
に
比
べ
て
も
、
小
さ
な
ボ
ー
ト
で
の
琉
球
上
陸
は
、
そ
れ

じ
た
い
危
険
に
満
ち
た
「
冒
険
」
の
名
に
あ
た
い
す
る
試
み
だ
っ
た
。 

 

三
人
の
男
は
、
摩
文
仁
間
切
番
所
で
役
人
の
取
り
調
べ
を
受
け
た
の
ち
、
そ

の
日
の
夕
方
、
那
覇
に
向
け
て
出
発
し
た
。
小
禄
間
切
小
禄
村
で
休
息
し
、
深

夜
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
移
動
し
て
、
旧
暦
（
唐
暦
）
の
七
月
十
二
日
ま
で

の
約
半
年
間
を
、
翁
長
村
で
過
ご
し
た
。 

 

万万
次次
郎郎
とと
いい
うう
男男  

 

三
人
の
男
の
う
ち
、
や
が
て
世
間
が
万
次
郎
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
る
。
だ

が
、
そ
れ
は
彼
ら
の
琉
球
上
陸
か
ら
少
し
時
間
が
た
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
。
最

初
に
万
次
郎
に
注
目
し
た
の
は
、
鹿
児
島
の
島
津

斉な

り

彬
あ
き
ら

だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
万
次
郎
は
、
二
年
後
に
土
佐
藩
に
登
用
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
一
年
後
に
は
、

幕
府
直
参
の
武
士
と
な
り
、
中
濱
の
姓
を
名
乗
る
。
ペ
リ
ー
浦
賀
再
訪
の
際
に
、

交
渉
の
舞
台
裏
で
通
訳
と
し
て
尽
力
し
、
そ
の
後
、
幕
府
軍
艦
教
授
所
の
教
授

に
な
り
、
勝
海
舟
や
福
沢
諭
吉
ら
と
と
も
に
咸
臨
丸
で
太
平
洋
を
横
断
す
る
。

幕
末
に
は
西
郷
隆
盛
や
坂
本
龍
馬
、
後
藤
象
二
郎
ら
、
薩
摩
藩
や
土
佐
藩
の
志

士
た
ち
に
海
外
の
知
識
を
提
供
し
、
明
治
新
政
府
で
は
開
成
学
校
（
の
ち
の
東

京
帝
国
大
学
）
の
教
授
に
な
る
。・
・
・
の
ち
に
こ
の
よ
う
に
華
々
し
い
活
躍
を

見
せ
る
万
次
郎
だ
が
、
万
次
郎
の
名
が
広
く
世
間
に
知
れ
渡
っ
た
の
は
、
井
伏

鱒
二
の
小
説
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』（
昭
和
十
二
年
、
翌
年
に
直
木
賞
受
賞
）

が
刊
行
さ
れ
た
後
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
井
伏
の
小
説
の
約
一
年
半
前
に
、

2
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が
広
く
世
間
に
知
れ
渡
っ
た
の
は
、
井
伏

鱒
二
の
小
説
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』（
昭
和
十
二
年
、
翌
年
に
直
木
賞
受
賞
）

が
刊
行
さ
れ
た
後
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
井
伏
の
小
説
の
約
一
年
半
前
に
、

3



長
男
の
東
一
郎
に
よ
る
浩
瀚
な
伝
記
『
中
濱
萬
次
郎
』
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

英
文
を
含
む
豊
富
な
史
料
を
引
用
し
て
、
万
次
郎
の
生
涯
を
描
き
つ
く
し
て
い

た
が
。 

 

万
次
郎
が
「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
」
の
名
前
で
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
井
伏
の
小

説
の
影
響
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
る
（
中
濱
博
『
中
濱
万
次
郎
』
な
ど
）
。
万

次
郎
は
ア
メ
リ
カ
で
「
ジ
ョ
ン
・
マ
ンJohn M

ung

」
の
通
称
で
呼
ば
れ
て
い

た
。
最
初
に
万
次
郎
た
ち
を
救
助
し
た
ジ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ラ
ン
ド
号
の
「
ジ
ョ
ン
」

と
万
次
郎
の
「
万
」
を
と
っ
て
「
ジ
ョ
ン
・
マ
ンJohn M

ung

」
な
の
だ
と
い

う
。
日
本
で
は
あ
く
ま
で
「
中
濱
萬
次
郎
」
だ
っ
た
。
た
だ
、
井
伏
鱒
二
『
ジ

ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
以
前
に
「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
」
と
い
う
呼
び
方
は
な
く
、

井
伏
が
こ
の
通
称
を
創
作
し
た
と
考
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
誤
解
だ
ろ
う
。

昭
和
十
一
年
刊
行
の
中
濱
東
一
郎
『
中
濱
萬
次
郎
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
英
文

資
料
（
ホ
ノ
ル
ル
で
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
「
フ
レ
ン
ズThe Frends

」
紙
）

にJohn M
anjiro

（
東
一
郎
の
和
訳
で
「
ヂ
ョ
ン
・
マ
ン
ヂ
ロ
ー
」）
と
出
て

い
て
、
井
伏
は
東
一
郎
の
著
書
に
依
拠
し
て
小
説
を
書
き
、
タ
イ
ト
ル
に
も
こ

の
名
称
を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
ハ
ワ
イ
で
万
次
郎
と
親
交
を
深

め
て
い
た
「
フ
レ
ン
ズThe Frends

」
紙
の
編
集
者
デ
ー
マ
ンD

em
an

牧
師

に
と
っ
て
も
、
万
次
郎
は
た
だ
の
（
通
称
の
）「
ジ
ョ
ン
・
マ
ンJohn M

ung
」

で
は
な
く
、「
ジ
ョ
ン
万
次
郎John M

anjiro

」
だ
っ
た
の
だ
。 

 

ち
な
み
に
、
さ
き
ほ
ど
、
上
陸
用
ボ
ー
ト
に
万
次
郎
た
ち
が
「
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ラ
ー
号
」（
冒
険
者．adventurer

号
）
と
名
づ
け
て
い
た
と
書
い
た
。
こ
れ

は
、
一
八
五
一
年
一
月
九
日
付
「
フ
レ
ン
ズThe Frends

」
紙
の
記
載
に
よ
っ

て
い
る
（
川
澄
哲
夫
『
黒
船
異
聞
』
四
四
頁
を
参
照
）。
と
こ
ろ
が
、
中
濱
東
一

郎
『
中
濱
萬
次
郎
』
で
も
、
井
伏
鱒
二
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
で
も
、「
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
号
」（
冒
険adventure

号
）
と
な
っ
て
い
て
、
後
続
の
本
の
多

く
が
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
米
国
で
出
版
さ
れ
日
本
語
に
も
訳
さ
れ
た
エ
ミ

リ
ー
・
V
・
ウ
ォ
リ
ナ
ー
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
は
正
し
く
「
冒
険
者
（
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ラ
）」
号
と
記
載
し
て
い
る
。 
 

と
も
あ
れ
、
万
次
郎
は
世
間
か
ら
死
後
も
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
な
く
（
明
治

三
十
一
年
、
脳
溢
血
に
よ
り
七
十
一
歳
で
死
去
）
、
生
前
よ
り
む
し
ろ
有
名
に
な

っ
た
。
「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
」
は
い
ま
や
明
治
維
新
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
一
人
で
あ
り
、

小
説
や
ド
ラ
マ
の
主
人
公
と
し
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
躍
を
続
け
て
い
る
（
マ
ギ

ー
・
ブ
ロ
イ
ス
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
』、
山
本
一
力
『
ジ
ョ
ン
・
マ
ン
』
等
）
。 

 

「「
土土
佐佐
人人
漂漂
着着
日日
記記
」」
へへ
のの
招招
待待  

 

さ
て
、
最
初
の
上
陸
の
場
面
に
戻
ろ
う
。 

 

土
佐
に
帰
国
し
た
万
次
郎
は
そ
の
後
、
薩
摩
藩
や
幕
府
に
多
く
の
情
報
を
も

た
ら
し
た
。
彼
が
伝
え
た
ア
メ
リ
カ
建
国
の
精
神
が
、
坂
本
や
後
藤
ら
に
影
響

を
与
え
、
「
船
中
八
策
」
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
の
原
型
と
な
っ
た
こ
と
も
今
日

で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

だ
が
、
万
次
郎
た
ち
が
日
本
に
帰
国
す
る
際
に
上
陸
地
点
と
し
て
選
ん
だ
場

所
が
、
琉
球
国
摩
文
仁
間
切
の
小
渡
（
現
在
は
大
度
）
海
岸
だ
っ
た
こ
と
、
ま

た
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
で
過
ご
し
た
半
年
あ
ま
り
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。 

 

「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
は
多
い
が
、
沖
縄
の
歴
史
の
本
に

は
、
万
次
郎
に
関
す
る
記
述
が
意
外
に
少
な
い
」
と
仲
地
哲
夫
氏
は
書
い
て
い

る
（
『
豊
見
城
村
史
』
第
九
巻
「
文
献
資
料
集
」
三
一
五
頁
）
。
仲
地
氏
は
、
沖

縄
で
「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
に
つ
い
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
」
理
由
と
し
て
、
万

次
郎
が
「
沖
縄
の
歴
史
に
と
っ
て
と
く
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
」
こ
と
、
そ
し
て
「
明
治
以
降
、
沖
縄
人
は
幕
末
維
新
期
の
日
本
の

歴
史
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
関
心
を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
」
こ
と
の
二
つ
を
挙
げ

て
い
る
（
同
三
一
六
頁
）
。 

 

仲
地
氏
の
指
摘
を
肯
定
し
つ
つ
、
筆
者
は
第
三
の
要
因
と
し
て
、
琉
球
側
の

ま
と
ま
っ
た
記
録
が
こ
れ
ま
で
欠
如
し
て
き
た
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。 

 

万
次
郎
た
ち
土
佐
人
「
漂
着
」
事
件
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
球
陽
』
に
記
事

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
概
略
を
知
る
こ
と
は
で
き
た
（
『
豊
見
城
村
史
』
第
九
巻

「
文
献
資
料
集
」
三
二
八
～
九
頁
）。
だ
が
、
そ
の
内
容
は
王
府
に
よ
る
尋
問
に

た
い
す
る
答
え
が
中
心
で
、
漂
着
者
の
来
歴
と
経
緯
が
簡
略
に
述
べ
ら
れ
て
い

た
に
す
ぎ
な
い
。 

 

一
方
、『
島
津
斉
彬
文
書
』
や
「
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
」
に
転
載
さ
れ
た
琉

球
史
料
や
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
に
収
録
さ
れ
た
断
片
的
な
記
事
か
ら
、

こ
の
漂
着
事
件
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
「
一
件
文
書
」（
一
件
書
類
）
の
存
在
が

予
想
さ
れ
た
。
「
一
件
文
書
」
（
一
件
書
類
）
と
は
、
あ
る
政
治
的
事
件
に
関
す

る
書
類
を
一
括
に
、
ま
た
網
羅
的
に
綴
っ
た
史
料
で
、
首
里
王
府
評
定
所
で
は

日
記
形
式
で
多
数
作
成
さ
れ
て
い
た
。『
旧
琉
球
藩
評
定
所
書
類
目
録
』
の
標
題

欄
を
見
る
と
「
一
件
文
書
」（
一
件
書
類
）
を
含
む
漂
着
関
係
史
料
が
51
件
あ
り
、

「
尚
家
文
書
」
（
尚
家
継
承
文
書
）
の
目
録
で
は
５
件
が
確
認
で
き
る
。 

 

筆
者
は
、
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
（
浦
添
市
教
育
委
員
会
）
刊
行
時
に
は

該
当
す
る
資
料
名
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
の
だ
が
、
二
〇
〇
三
年
に
『
尚
家
関

係
史
料
総
合
調
査
報
告
書 

Ⅰ
古
文
書
篇
』
が
刊
行
さ
れ
、
目
録
中
に
「
土
佐
人

漂
着
日
記
」
の
タ
イ
ト
ル
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
筆
者
の
史
料
発
見
の

経
緯
は
史
料
本
文
に
付
し
た
「
解
題
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

今
回
こ
の
『
豊
見
城
市
史
だ
よ
り
』
で
紹
介
す
る
史
料
、
尚
家
継
承
古
文
書

「
土
佐
人
漂
着
日
記
」
に
は
、
琉
球
に
上
陸
し
た
当
日
の
一
月
三
日
か
ら
七
月

に
い
た
る
ま
で
の
、
彼
ら
漂
着
土
佐
人
た
ち
の
翁
長
村
で
の
生
活
や
、
首
里
王

府
の
役
人
の
対
応
や
薩
摩
の
役
人
に
よ
る
尋
問
の
様
子
、
土
佐
人
の
要
望
に
応

え
る
形
で
提
供
さ
れ
た
物
品
リ
ス
ト
な
ど
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。（
以
下

の
解
説
で
は
、
琉
球
で
通
常
使
用
さ
れ
て
い
た
唐
暦
の
年
号
「
咸
豊
」
を
使
用

す
る
。） 

 

漂漂
着着
事事
件件
とと
はは
何何
かか  

 

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
琉
球
へ
の
漂
着
船
は
、
近
世
期
を
つ
う
じ
て
驚
く
ほ

ど
数
が
多
い
。
琉
球
国
に
と
っ
て
漂
着
事
件
に
正
し
く
対
処
す
る
こ
と
は
国
家

的
使
命
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
の
重
要
案
件
だ
っ
た
。
琉
球
国
で
は
漂
着
船
や
漂

着
者
に
つ
い
て
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
、
日
本
人
、
中
国
人
・
朝
鮮
人
、
異
国

人
と
ケ
ー
ス
ご
と
に
作
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
日
本
人
の
漂
着
に
つ
い

て
は
「
日
本
他
領
之
船
漂
着
之
時
御
用
帳
」
と
い
う
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
雍
正

年
間
に
作
成
さ
れ
て
い
て
、
漂
着
者
へ
の
対
応
が
事
細
か
く
規
定
さ
れ
て
い
た

（
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
第
十
六
巻
収
録
）。 

 

後
述
す
る
が
、
本
史
料
に
見
ら
れ
る
首
里
王
府
の
対
応
は
、
基
本
的
に
こ
の

漂
着
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
規
定
に
沿
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
ま
で
、
万
次
郎
た
ち
土
佐
人
の
琉
球
上
陸
に
つ
い
て
は
、『
漂
巽
紀
畧

ひ
ょ
う
そ
ん
き
り
ゃ
く

』
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濱
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て
い
る
（
マ
ギ

ー
・
ブ
ロ
イ
ス
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
』、
山
本
一
力
『
ジ
ョ
ン
・
マ
ン
』
等
）
。 

 

「「
土土
佐佐
人人
漂漂
着着
日日
記記
」」
へへ
のの
招招
待待  

 

さ
て
、
最
初
の
上
陸
の
場
面
に
戻
ろ
う
。 

 

土
佐
に
帰
国
し
た
万
次
郎
は
そ
の
後
、
薩
摩
藩
や
幕
府
に
多
く
の
情
報
を
も

た
ら
し
た
。
彼
が
伝
え
た
ア
メ
リ
カ
建
国
の
精
神
が
、
坂
本
や
後
藤
ら
に
影
響

を
与
え
、
「
船
中
八
策
」
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
の
原
型
と
な
っ
た
こ
と
も
今
日

で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

だ
が
、
万
次
郎
た
ち
が
日
本
に
帰
国
す
る
際
に
上
陸
地
点
と
し
て
選
ん
だ
場

所
が
、
琉
球
国
摩
文
仁
間
切
の
小
渡
（
現
在
は
大
度
）
海
岸
だ
っ
た
こ
と
、
ま

た
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
で
過
ご
し
た
半
年
あ
ま
り
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。 

 

「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
は
多
い
が
、
沖
縄
の
歴
史
の
本
に

は
、
万
次
郎
に
関
す
る
記
述
が
意
外
に
少
な
い
」
と
仲
地
哲
夫
氏
は
書
い
て
い

る
（
『
豊
見
城
村
史
』
第
九
巻
「
文
献
資
料
集
」
三
一
五
頁
）
。
仲
地
氏
は
、
沖

縄
で
「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
に
つ
い
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
」
理
由
と
し
て
、
万

次
郎
が
「
沖
縄
の
歴
史
に
と
っ
て
と
く
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
」
こ
と
、
そ
し
て
「
明
治
以
降
、
沖
縄
人
は
幕
末
維
新
期
の
日
本
の

歴
史
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
関
心
を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
」
こ
と
の
二
つ
を
挙
げ

て
い
る
（
同
三
一
六
頁
）
。 

 

仲
地
氏
の
指
摘
を
肯
定
し
つ
つ
、
筆
者
は
第
三
の
要
因
と
し
て
、
琉
球
側
の

ま
と
ま
っ
た
記
録
が
こ
れ
ま
で
欠
如
し
て
き
た
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。 

 

万
次
郎
た
ち
土
佐
人
「
漂
着
」
事
件
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
球
陽
』
に
記
事

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
概
略
を
知
る
こ
と
は
で
き
た
（
『
豊
見
城
村
史
』
第
九
巻

「
文
献
資
料
集
」
三
二
八
～
九
頁
）。
だ
が
、
そ
の
内
容
は
王
府
に
よ
る
尋
問
に

た
い
す
る
答
え
が
中
心
で
、
漂
着
者
の
来
歴
と
経
緯
が
簡
略
に
述
べ
ら
れ
て
い

た
に
す
ぎ
な
い
。 

 

一
方
、『
島
津
斉
彬
文
書
』
や
「
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
」
に
転
載
さ
れ
た
琉

球
史
料
や
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
に
収
録
さ
れ
た
断
片
的
な
記
事
か
ら
、

こ
の
漂
着
事
件
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
「
一
件
文
書
」（
一
件
書
類
）
の
存
在
が

予
想
さ
れ
た
。
「
一
件
文
書
」
（
一
件
書
類
）
と
は
、
あ
る
政
治
的
事
件
に
関
す

る
書
類
を
一
括
に
、
ま
た
網
羅
的
に
綴
っ
た
史
料
で
、
首
里
王
府
評
定
所
で
は

日
記
形
式
で
多
数
作
成
さ
れ
て
い
た
。『
旧
琉
球
藩
評
定
所
書
類
目
録
』
の
標
題

欄
を
見
る
と
「
一
件
文
書
」（
一
件
書
類
）
を
含
む
漂
着
関
係
史
料
が
51
件
あ
り
、

「
尚
家
文
書
」
（
尚
家
継
承
文
書
）
の
目
録
で
は
５
件
が
確
認
で
き
る
。 

 

筆
者
は
、
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
（
浦
添
市
教
育
委
員
会
）
刊
行
時
に
は

該
当
す
る
資
料
名
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
の
だ
が
、
二
〇
〇
三
年
に
『
尚
家
関

係
史
料
総
合
調
査
報
告
書 

Ⅰ
古
文
書
篇
』
が
刊
行
さ
れ
、
目
録
中
に
「
土
佐
人

漂
着
日
記
」
の
タ
イ
ト
ル
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
筆
者
の
史
料
発
見
の

経
緯
は
史
料
本
文
に
付
し
た
「
解
題
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

今
回
こ
の
『
豊
見
城
市
史
だ
よ
り
』
で
紹
介
す
る
史
料
、
尚
家
継
承
古
文
書

「
土
佐
人
漂
着
日
記
」
に
は
、
琉
球
に
上
陸
し
た
当
日
の
一
月
三
日
か
ら
七
月

に
い
た
る
ま
で
の
、
彼
ら
漂
着
土
佐
人
た
ち
の
翁
長
村
で
の
生
活
や
、
首
里
王

府
の
役
人
の
対
応
や
薩
摩
の
役
人
に
よ
る
尋
問
の
様
子
、
土
佐
人
の
要
望
に
応

え
る
形
で
提
供
さ
れ
た
物
品
リ
ス
ト
な
ど
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。（
以
下

の
解
説
で
は
、
琉
球
で
通
常
使
用
さ
れ
て
い
た
唐
暦
の
年
号
「
咸
豊
」
を
使
用

す
る
。） 

 

漂漂
着着
事事
件件
とと
はは
何何
かか  

 

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
琉
球
へ
の
漂
着
船
は
、
近
世
期
を
つ
う
じ
て
驚
く
ほ

ど
数
が
多
い
。
琉
球
国
に
と
っ
て
漂
着
事
件
に
正
し
く
対
処
す
る
こ
と
は
国
家

的
使
命
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
の
重
要
案
件
だ
っ
た
。
琉
球
国
で
は
漂
着
船
や
漂

着
者
に
つ
い
て
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
、
日
本
人
、
中
国
人
・
朝
鮮
人
、
異
国

人
と
ケ
ー
ス
ご
と
に
作
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
日
本
人
の
漂
着
に
つ
い

て
は
「
日
本
他
領
之
船
漂
着
之
時
御
用
帳
」
と
い
う
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
雍
正

年
間
に
作
成
さ
れ
て
い
て
、
漂
着
者
へ
の
対
応
が
事
細
か
く
規
定
さ
れ
て
い
た

（
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
第
十
六
巻
収
録
）。 

 

後
述
す
る
が
、
本
史
料
に
見
ら
れ
る
首
里
王
府
の
対
応
は
、
基
本
的
に
こ
の

漂
着
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
規
定
に
沿
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
ま
で
、
万
次
郎
た
ち
土
佐
人
の
琉
球
上
陸
に
つ
い
て
は
、『
漂
巽
紀
畧

ひ
ょ
う
そ
ん
き
り
ゃ
く

』

5



の
よ
う
な
聞
き
書
き
か
、『
島
津
斉
彬
文
書
』
に
収
録
さ
れ
た
薩
摩
と
琉
球
の
首

脳
レ
ベ
ル
で
交
わ
し
た
文
書
記
録
類
に
依
拠
し
て
い
た
。
繰
り
返
す
が
、
本
史

料
「
土
佐
人
漂
着
日
記
」
に
よ
っ
て
、
琉
球
王
国
（
首
里
王
府
）
の
漂
着
者
に

た
い
す
る
通
常
の
規
定
に
の
っ
と
っ
た
現
場
で
の
対
応
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

 

後
段
で
は
、
本
史
料
の
内
容
を
、「
日
本
他
領
之
船
漂
着
之
時
御
用
帳
」
の
規

定
に
照
ら
し
な
が
ら
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
等

に
収
録
さ
れ
た
他
の
漂
着
記
録
を
参
照
し
な
が
ら
検
証
す
る
。 

 

さ
ら
に
、『
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
典
蔵 

琉
球
関
係
史
料
集
成 

第
三
巻
』
が

二
〇
一
六
年
に
刊
行
さ
れ
、
収
録
史
料
「
咸
豊
元
年 

異
国
日
記
」
に
よ
っ
て
、

万
次
郎
た
ち
土
佐
人
の
漂
着
事
件
に
つ
い
て
、
同
時
期
の
那
覇
の
記
録
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
史
料
と
内
容
が
重
複
す
る
箇
所
が
見
ら
れ

る
な
ど
、
貴
重
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
本
史
料
と
関
連
す
る
内
容
に
つ
い
て

こ
の
「
異
国
日
記
」
も
参
照
し
た
い
と
思
う
。 

 

事事
件件
のの
概概
要要
をを
たた
どど
るる  

 

さ
て
、
本
史
料
の
概
要
を
日
付
順
に
追
っ
て
み
よ
う
。 

 

旧
暦
一
月
二
日
の
午
後
二
時
頃
に
外
国
船
（
サ
ラ
ボ
イ
ド
号
）
か
ら
ボ
ー
ト

を
卸
し
て
上
陸
を
試
み
た
万
次
郎
た
ち
土
佐
人
三
人
が
摩
文
仁
間
切
の
村
人
と

役
人
に
発
見
さ
れ
た
の
が
三
日
午
後
二
時
頃
。
夕
方
に
那
覇
に
向
け
出
発
し
、

小
禄
間
切
小
禄
村
ま
で
到
達
す
る
が
、
来
た
道
を
引
き
返
し
、
そ
の
日
の
深
夜

に
豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
収
容
さ
れ
る
。
そ
の
後
に
大
き
な
動
き
は
な
い
が
、

王
府
役
人
と
薩
摩
役
人
の
尋
問
を
繰
り
返
し
受
け
て
い
る
。
薩
摩
藩
の
大
聖
丸

で
乗
っ
て
来
た
ボ
ー
ト
（
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ラ
ー
号
）
と
も
ど
も
鹿
児
島
に
護
送

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
る
が
、
出
帆
予
定
の
六
月
十
四
日
が
天
候
不
順
の
た
め
に

延
期
さ
れ
た
の
が
、
前
日
の
十
三
日
で
あ
る…

。 
 

こ
こ
で
、
王
府
側
の
動
き
を
整
理
し
て
み
る
。 

 

一
月
三
日
の
夜
八
時
頃
、
摩
文
仁
間
切
か
ら
書
付
が
到
来
す
る
。（
冒
頭
1
番

文
書
、
以
下
で
は
〔
1
〕
と
表
記
す
る
。
）「
覚
」
と
題
さ
れ
た
文
書
が
そ
れ
で
、

小
渡
浜
に
三
人
が
「
漂
着
」
し
た
と
報
告
し
て
い
る
。〔
1
〕
の
「
一
」
以
下
は

評
定
所
の
記
録
で
あ
る
。
書
付
を
首
里
城
ま
で
持
参
し
て
き
た
摩
文
仁
間
切
の

人
間
が
「
（
漂
着
者
た
ち
を
）
那
覇
に
護
送
す
る
準
備
を
整
え
て
い
る
」
と
言
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
那
覇
と
真
和
志
間
切
の
宿
所
か
ら
取
納
座
役
人
を
派
遣
し

て
、
途
中
で
待
ち
受
け
さ
せ
、
那
覇
護
送
を
中
止
さ
せ
る
指
示
を
出
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
現
場
の
指
揮
を
執
る
た
め
に
、
御
物
奉
行
勝
連
親
方
と
御
鎖
之
側

小
禄
親
雲
上
を
は
じ
め
と
す
る
首
里
王
府
の
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
て

い
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
、
評
定
所
筆
者
と
御
物
奉
行
方
筆
者
の
ほ
か
、
外

国
語
の
能
力
が
買
わ
れ
頭
角
を
現
し
て
き
て
い
た
当
時
は
御
用
意
方
筆
者
の
板

良
敷
里
之
子
親
雲
上
（
牧
志
朝
忠
）
も
含
ま
れ
て
い
た
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
日
（
三
日
）
の
深
夜
二
時
頃
に
、
現
地
か
ら
小
禄
の
報
告
書

（
兼
城
親
雲
上
宛
）
が
首
里
城
に
到
来
す
る
〔
3
〕
。
す
で
に
在
番
奉
行
所
に
は

小
禄
自
身
が
出
向
き
、
摩
文
仁
間
切
へ
の
差
戻
し
と
い
う
王
府
の
方
針
（
提
案
）

を
伝
達
し
て
い
た
。
し
か
し
、
現
場
に
急
行
し
た
小
禄
た
ち
が
目
に
し
た
も
の

は
、
疲
労
困
憊
の
あ
ま
り
路
上
に
倒
れ
伏
し
て
い
る
土
佐
人
た
ち
の
姿
だ
っ
た
。

場
所
は
小
禄
間
切
小
禄
村
で
あ
る
。 

 

無
論
、
こ
の
ま
ま
路
上
に
寝
か
せ
て
置
く
わ
け
に
も
い
か
ず
、
付
近
の
小
屋

に
収
容
す
る
が
、
宣
教
師
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
滞
在
中
と
い
う
事
情
を
勘
案
し
、

豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
宿
の
用
意
を
命
じ
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
は
じ
め
て
翁
長
村
の
名
前
が
出
て
く
る
。
だ
が
、
収
容
場
所
が
正
式

に
決
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
小
禄
は
首
里
に
い
る
日
帳
主
取
の
兼
城
に
、

収
容
場
所
変
更
に
つ
い
て
在
番
奉
行
所
に
説
明
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。 

 

以
上
の
う
ち
、
漂
着
地
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
御
鎖
之
側
が
在
番
奉
行
所
に

報
告
に
赴
く
と
と
も
に
、
現
場
指
揮
の
た
め
御
物
奉
行
と
御
鎖
之
側
が
現
地
に

派
遣
さ
れ
る
こ
と
な
ど
は
前
記
「
日
本
他
領
之
船
漂
着
之
時
御
用
帳
」
の
規
定

に
の
っ
と
っ
た
動
き
で
あ
る
。
ま
た
、
翌
日
に
は
豊
見
城
間
切
の
役
人
宛
に
漂

着
者
に
関
連
し
た
取
り
締
ま
り
の
通
達
が
出
さ
れ
て
い
る
が
（
〔
６
〕
「
覚
」
）
、

こ
れ
な
ど
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
規
定
そ
の
ま
ま
と
言
え
る
。 

 

た
だ
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
違
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
漂
着
人
の
那
覇

移
送
を
摩
文
仁
間
切
が
決
め
、
そ
れ
を
差
し
戻
す
判
断
を
首
里
王
府
が
下
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
背
景
に
漂
着
者
収
容
を
め
ぐ
っ
て
在
番
奉
行
所
と
王
府
間

で
判
断
の
違
い
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
反
映
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

実
は
、
前
掲
「
咸
豊
元
年 

異
国
日
記
」
に
こ
の
間
の
那
覇
で
の
動
き
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。「
異
国
日
記
」
１
号
文
書
は
、
那
覇
の
親
見
世
に
も
摩
文
仁
間
切

か
ら
同
様
の
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
在
番
奉
行
所
と
相
談
し
た
結
果
、

漂
着
者
を
久
米
村
に
収
容
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。 

 

続
く
２
号
文
書
に
は
、
御
鎖
之
側
が
在
番
奉
行
と
相
談
し
た
結
果
、
摩
文
仁

間
切
に
留
め
置
く
方
針
に
変
更
さ
れ
た
と
、
簡
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
異
国
日
記
」
に
よ
り
、
久
米
村
収
容
と
い
う
具
体
的
な
方
針
が
在
番
奉
行

所
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
一
方
、
摩
文
仁
間
切
に
留
置
す
る
と
い
う
、

そ
の
記
述
が
、
本
史
料
に
よ
っ
て
裏
書
き
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

那那
覇覇
移移
送送
とと
翁翁
長長
村村
収収
容容
をを
めめ
ぐぐ
っっ
てて  

 

そ
れ
に
し
て
も
、
漂
着
者
の
収
容
場
所
を
め
ぐ
る
在
番
奉
行
所
と
首
里
王
府

の
方
針
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

あ
る
い
は
、
那
覇
移
送
を
即
断
し
た
摩
文
仁
間
切
が
単
純
に
大
き
な
ミ
ス
を

犯
し
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

「
異
国
日
記
」
に
は
久
米
村
収
容
の
前
例
と
し
て
、
道
光
二
十
年
に
勝
連
間

切
浜
村
に
漂
着
し
た
水
戸
人
の
ケ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
日
本
人
漂
着
時
は
那
覇
か
久
米
村
に
収
容
す
る
と
い
う
前
例
が
小
禄

の
書
簡
中
で
語
ら
れ
て
い
る
〔
22-1
〕
。 

 

ま
た
、
雍
正
期
に
作
成
さ
れ
た
「
日
本
他
領
之
船
漂
着
之
時
御
用
帳
」
で
も

「
陸
宿
」
の
場
所
は
「
那
覇
・
久
米
村
之
内
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
10
の
漂
着
事
例
の
う
ち
収
容
場
所
は
那
覇

が
７
例
、
漂
着
地
の
近
隣
地
が
３
例
、
久
米
村
は
０
例
で
あ
る
。
な
お
、
那
覇

収
容
の
場
合
の
漂
着
地
は
す
べ
て
両
先
島
（
宮
古
島
・
八
重
山
島
）
で
あ
る
。 

 

憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
那
覇
移
送
と
収
容
場
所
変
更
の
背
景
に
は
、
異
国

船
対
策
と
し
て
道
光
二
十
四
年
に
薩
摩
藩
が
異
国
方
役
人
を
琉
球
に
送
り
込
ん

で
以
来
の
変
化
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
漂
着
者
が
異
国
人
の
場
合

は
（
そ
の
可
能
性
を
含
め
て
）
漂
着
地
の
間
切
か
ら
首
里
だ
け
で
な
く
、
那
覇

役
人
を
通
じ
て
在
番
奉
行
所
に
も
た
だ
ち
に
連
絡
が
行
く
よ
う
な
体
制
が
す
で

に
組
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
両
者
の
温
度
差
が
気
に
な
る
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
地
に
駆
け
つ
け
た
御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
ら
の
判
断
で
、
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の
よ
う
な
聞
き
書
き
か
、『
島
津
斉
彬
文
書
』
に
収
録
さ
れ
た
薩
摩
と
琉
球
の
首

脳
レ
ベ
ル
で
交
わ
し
た
文
書
記
録
類
に
依
拠
し
て
い
た
。
繰
り
返
す
が
、
本
史

料
「
土
佐
人
漂
着
日
記
」
に
よ
っ
て
、
琉
球
王
国
（
首
里
王
府
）
の
漂
着
者
に

た
い
す
る
通
常
の
規
定
に
の
っ
と
っ
た
現
場
で
の
対
応
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

 

後
段
で
は
、
本
史
料
の
内
容
を
、「
日
本
他
領
之
船
漂
着
之
時
御
用
帳
」
の
規

定
に
照
ら
し
な
が
ら
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
等

に
収
録
さ
れ
た
他
の
漂
着
記
録
を
参
照
し
な
が
ら
検
証
す
る
。 

 

さ
ら
に
、『
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
典
蔵 

琉
球
関
係
史
料
集
成 

第
三
巻
』
が

二
〇
一
六
年
に
刊
行
さ
れ
、
収
録
史
料
「
咸
豊
元
年 

異
国
日
記
」
に
よ
っ
て
、

万
次
郎
た
ち
土
佐
人
の
漂
着
事
件
に
つ
い
て
、
同
時
期
の
那
覇
の
記
録
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
史
料
と
内
容
が
重
複
す
る
箇
所
が
見
ら
れ

る
な
ど
、
貴
重
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
本
史
料
と
関
連
す
る
内
容
に
つ
い
て

こ
の
「
異
国
日
記
」
も
参
照
し
た
い
と
思
う
。 

 

事事
件件
のの
概概
要要
をを
たた
どど
るる  

 

さ
て
、
本
史
料
の
概
要
を
日
付
順
に
追
っ
て
み
よ
う
。 

 

旧
暦
一
月
二
日
の
午
後
二
時
頃
に
外
国
船
（
サ
ラ
ボ
イ
ド
号
）
か
ら
ボ
ー
ト

を
卸
し
て
上
陸
を
試
み
た
万
次
郎
た
ち
土
佐
人
三
人
が
摩
文
仁
間
切
の
村
人
と

役
人
に
発
見
さ
れ
た
の
が
三
日
午
後
二
時
頃
。
夕
方
に
那
覇
に
向
け
出
発
し
、

小
禄
間
切
小
禄
村
ま
で
到
達
す
る
が
、
来
た
道
を
引
き
返
し
、
そ
の
日
の
深
夜

に
豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
収
容
さ
れ
る
。
そ
の
後
に
大
き
な
動
き
は
な
い
が
、

王
府
役
人
と
薩
摩
役
人
の
尋
問
を
繰
り
返
し
受
け
て
い
る
。
薩
摩
藩
の
大
聖
丸

で
乗
っ
て
来
た
ボ
ー
ト
（
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ラ
ー
号
）
と
も
ど
も
鹿
児
島
に
護
送

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
る
が
、
出
帆
予
定
の
六
月
十
四
日
が
天
候
不
順
の
た
め
に

延
期
さ
れ
た
の
が
、
前
日
の
十
三
日
で
あ
る…

。 
 

こ
こ
で
、
王
府
側
の
動
き
を
整
理
し
て
み
る
。 

 

一
月
三
日
の
夜
八
時
頃
、
摩
文
仁
間
切
か
ら
書
付
が
到
来
す
る
。（
冒
頭
1
番

文
書
、
以
下
で
は
〔
1
〕
と
表
記
す
る
。
）「
覚
」
と
題
さ
れ
た
文
書
が
そ
れ
で
、

小
渡
浜
に
三
人
が
「
漂
着
」
し
た
と
報
告
し
て
い
る
。〔
1
〕
の
「
一
」
以
下
は

評
定
所
の
記
録
で
あ
る
。
書
付
を
首
里
城
ま
で
持
参
し
て
き
た
摩
文
仁
間
切
の

人
間
が
「
（
漂
着
者
た
ち
を
）
那
覇
に
護
送
す
る
準
備
を
整
え
て
い
る
」
と
言
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
那
覇
と
真
和
志
間
切
の
宿
所
か
ら
取
納
座
役
人
を
派
遣
し

て
、
途
中
で
待
ち
受
け
さ
せ
、
那
覇
護
送
を
中
止
さ
せ
る
指
示
を
出
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
現
場
の
指
揮
を
執
る
た
め
に
、
御
物
奉
行
勝
連
親
方
と
御
鎖
之
側

小
禄
親
雲
上
を
は
じ
め
と
す
る
首
里
王
府
の
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
て

い
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
、
評
定
所
筆
者
と
御
物
奉
行
方
筆
者
の
ほ
か
、
外

国
語
の
能
力
が
買
わ
れ
頭
角
を
現
し
て
き
て
い
た
当
時
は
御
用
意
方
筆
者
の
板

良
敷
里
之
子
親
雲
上
（
牧
志
朝
忠
）
も
含
ま
れ
て
い
た
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
日
（
三
日
）
の
深
夜
二
時
頃
に
、
現
地
か
ら
小
禄
の
報
告
書

（
兼
城
親
雲
上
宛
）
が
首
里
城
に
到
来
す
る
〔
3
〕
。
す
で
に
在
番
奉
行
所
に
は

小
禄
自
身
が
出
向
き
、
摩
文
仁
間
切
へ
の
差
戻
し
と
い
う
王
府
の
方
針
（
提
案
）

を
伝
達
し
て
い
た
。
し
か
し
、
現
場
に
急
行
し
た
小
禄
た
ち
が
目
に
し
た
も
の

は
、
疲
労
困
憊
の
あ
ま
り
路
上
に
倒
れ
伏
し
て
い
る
土
佐
人
た
ち
の
姿
だ
っ
た
。

場
所
は
小
禄
間
切
小
禄
村
で
あ
る
。 

 

無
論
、
こ
の
ま
ま
路
上
に
寝
か
せ
て
置
く
わ
け
に
も
い
か
ず
、
付
近
の
小
屋

に
収
容
す
る
が
、
宣
教
師
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
滞
在
中
と
い
う
事
情
を
勘
案
し
、

豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
宿
の
用
意
を
命
じ
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
は
じ
め
て
翁
長
村
の
名
前
が
出
て
く
る
。
だ
が
、
収
容
場
所
が
正
式

に
決
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
小
禄
は
首
里
に
い
る
日
帳
主
取
の
兼
城
に
、

収
容
場
所
変
更
に
つ
い
て
在
番
奉
行
所
に
説
明
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。 

 

以
上
の
う
ち
、
漂
着
地
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
御
鎖
之
側
が
在
番
奉
行
所
に

報
告
に
赴
く
と
と
も
に
、
現
場
指
揮
の
た
め
御
物
奉
行
と
御
鎖
之
側
が
現
地
に

派
遣
さ
れ
る
こ
と
な
ど
は
前
記
「
日
本
他
領
之
船
漂
着
之
時
御
用
帳
」
の
規
定

に
の
っ
と
っ
た
動
き
で
あ
る
。
ま
た
、
翌
日
に
は
豊
見
城
間
切
の
役
人
宛
に
漂

着
者
に
関
連
し
た
取
り
締
ま
り
の
通
達
が
出
さ
れ
て
い
る
が
（
〔
６
〕
「
覚
」
）
、

こ
れ
な
ど
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
規
定
そ
の
ま
ま
と
言
え
る
。 

 

た
だ
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
違
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
漂
着
人
の
那
覇

移
送
を
摩
文
仁
間
切
が
決
め
、
そ
れ
を
差
し
戻
す
判
断
を
首
里
王
府
が
下
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
背
景
に
漂
着
者
収
容
を
め
ぐ
っ
て
在
番
奉
行
所
と
王
府
間

で
判
断
の
違
い
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
反
映
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

実
は
、
前
掲
「
咸
豊
元
年 

異
国
日
記
」
に
こ
の
間
の
那
覇
で
の
動
き
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。「
異
国
日
記
」
１
号
文
書
は
、
那
覇
の
親
見
世
に
も
摩
文
仁
間
切

か
ら
同
様
の
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
在
番
奉
行
所
と
相
談
し
た
結
果
、

漂
着
者
を
久
米
村
に
収
容
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。 

 

続
く
２
号
文
書
に
は
、
御
鎖
之
側
が
在
番
奉
行
と
相
談
し
た
結
果
、
摩
文
仁

間
切
に
留
め
置
く
方
針
に
変
更
さ
れ
た
と
、
簡
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
異
国
日
記
」
に
よ
り
、
久
米
村
収
容
と
い
う
具
体
的
な
方
針
が
在
番
奉
行

所
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
一
方
、
摩
文
仁
間
切
に
留
置
す
る
と
い
う
、

そ
の
記
述
が
、
本
史
料
に
よ
っ
て
裏
書
き
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

那那
覇覇
移移
送送
とと
翁翁
長長
村村
収収
容容
をを
めめ
ぐぐ
っっ
てて  

 

そ
れ
に
し
て
も
、
漂
着
者
の
収
容
場
所
を
め
ぐ
る
在
番
奉
行
所
と
首
里
王
府

の
方
針
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 
 

あ
る
い
は
、
那
覇
移
送
を
即
断
し
た
摩
文
仁
間
切
が
単
純
に
大
き
な
ミ
ス
を

犯
し
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

「
異
国
日
記
」
に
は
久
米
村
収
容
の
前
例
と
し
て
、
道
光
二
十
年
に
勝
連
間

切
浜
村
に
漂
着
し
た
水
戸
人
の
ケ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
日
本
人
漂
着
時
は
那
覇
か
久
米
村
に
収
容
す
る
と
い
う
前
例
が
小
禄

の
書
簡
中
で
語
ら
れ
て
い
る
〔
22-1
〕
。 

 

ま
た
、
雍
正
期
に
作
成
さ
れ
た
「
日
本
他
領
之
船
漂
着
之
時
御
用
帳
」
で
も

「
陸
宿
」
の
場
所
は
「
那
覇
・
久
米
村
之
内
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
10
の
漂
着
事
例
の
う
ち
収
容
場
所
は
那
覇

が
７
例
、
漂
着
地
の
近
隣
地
が
３
例
、
久
米
村
は
０
例
で
あ
る
。
な
お
、
那
覇

収
容
の
場
合
の
漂
着
地
は
す
べ
て
両
先
島
（
宮
古
島
・
八
重
山
島
）
で
あ
る
。 

 

憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
那
覇
移
送
と
収
容
場
所
変
更
の
背
景
に
は
、
異
国

船
対
策
と
し
て
道
光
二
十
四
年
に
薩
摩
藩
が
異
国
方
役
人
を
琉
球
に
送
り
込
ん

で
以
来
の
変
化
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
漂
着
者
が
異
国
人
の
場
合

は
（
そ
の
可
能
性
を
含
め
て
）
漂
着
地
の
間
切
か
ら
首
里
だ
け
で
な
く
、
那
覇

役
人
を
通
じ
て
在
番
奉
行
所
に
も
た
だ
ち
に
連
絡
が
行
く
よ
う
な
体
制
が
す
で

に
組
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
両
者
の
温
度
差
が
気
に
な
る
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
地
に
駆
け
つ
け
た
御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
ら
の
判
断
で
、
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仮
の
収
容
場
所
が
翁
長
村
に
と
り
あ
え
ず
決
定
さ
れ
る
。 

 
た
だ
し
、
翁
長
村
へ
の
収
容
と
い
う
方
針
は
当
初
、
変
更
の
余
地
を
残
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
在
番
奉
行
所
と
は
そ
の
後
も
意
見
が
折
り
合
わ
な
か
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
の
が
、
一
月
五
日
付
の
小
禄
・

勝
連
連
名
の
兼
城
宛
文
書
〔
10-1
〕
で
、
今
後
那
覇
に
移
送
す
る
可
能
性
も
排
除

で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
も
調
整
段
階
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

一
月
四
日
付
の
重
要
文
書
が
、
さ
き
ほ
ど
も
言
及
し
た
「
覚
」〔
22-1
〕
で
あ
る
。

小
禄
が

認
し
た
た

め
、
小
禄
自
身
で
在
番
奉
行
所
に
届
け
て
い
る
。
那
覇
移
送
中
止
と

翁
長
村
収
容
の
理
由
を
述
べ
た
第
一
条
を
筆
頭
に
、
漂
着
者
収
容
方
針
が
九
条

に
わ
た
り
示
さ
れ
て
い
る
。
摂
政
・
三
司
官
か
ら
の
指
示
と
い
う
形
式
を
と
る

が
、
原
案
作
成
は
小
禄
自
身
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

一
月
八
日
付
「
口
上
」
〔
21
〕
も
、
お
そ
ら
く
〔
22-1
〕
と
相
前
後
し
て
在
番

奉
行
所
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
翁
長
村
収
容
の
報
告
だ
が
、
専
断
的
に

事
を
進
め
た
小
禄
自
身
の
弁
明
と
し
て
も
読
め
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

一
方
、
一
月
九
日
に
小
禄
が
在
番
奉
行
所
に
赴
い
た
折
に
附
役
を
介
し
て
渡

さ
れ
た
文
書
〔
29
〕
に
は
、
在
番
奉
行
所
内
の
や
や
複
雑
な
事
情
（
在
番
奉
行

島
津
登
と
異
国
方
の
齟
齬
な
ど
）
が
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
久
米
村
収
容
と
い
う
在
番
奉
行
所
の
方
針
に
反

し
、
英
人
逗
留
を
理
由
に
豊
見
城
間
切
翁
長
村
で
の
収
容
に
議
論
を
導
い
た
の

は
首
里
王
府
の
側
で
あ
り
、
現
場
の
小
禄
だ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。 

 

結
果
と
し
て
、
那
覇
移
送
は
大
聖
丸
に
よ
る
鹿
児
島
移
送
の
め
ど
が
立
っ
て

か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
〔
74
〕〔
76
〕
。
那
覇
移
送
は
六
月
十
四
日
に
決
定

さ
れ
る
が
〔
88
〕
〔
89
〕
、
天
候
不
順
に
よ
り
日
程
が
延
期
さ
れ
る
〔
91
〕
。 

どど
んん
なな
待待
遇遇
をを
受受
けけ
たた
のの
かか  

 

次
に
、
漂
着
者
の
待
遇
に
つ
い
て
考
え
て
お
こ
う
。 

 

ま
ず
、
支
給
品
に
つ
い
て
見
て
み
る
。 

 

支
給
品
は
お
よ
そ
、
食
料
品
、
衣
料
品
、
日
用
品
等
に
分
か
れ
る
が
、
食
料

品
に
つ
い
て
は
、
中
白
米
七
合
五
勺
、
醤
油
三
勺
、
酢
三
勺
、
塩
三
勺
、
上
味

噌
七
勺
五
才
等
が
一
人
一
日
分
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
〔
22-2
〕
。
こ
の
分
量
は

「
日
本
他
領
之
船
漂
着
之
時
御
用
帳
」
に
明
記
さ
れ
た
規
定
の
分
量
で
あ
る
。 

 

支
給
品
に
つ
い
て
は
興
味
深
い
こ
と
が
〔
10-1
〕
に
書
か
れ
て
い
る
。
漂
着
者

の
待
遇
に
つ
い
て
王
府
内
で
当
初
、
朝
鮮
人
漂
着
の
時
と
同
様
の
待
遇
に
す
る

と
い
う
「
申
し
含
め
」
が
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
人
と
同
様
の
待
遇
で
は
軽
い
の
で
、

在
番
奉
行
所
の
意
向
を
入
れ
て
、
他
領
の
（
薩
摩
藩
以
外
の
）
日
本
人
漂
着
の

時
と
同
様
の
接
遇
に
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果

が
上
記
の
食
料
品
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。 

 

支
給
品
の
中
に
は
焼
酎
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
盃
25
杯
分
の
壺
一
つ
と

い
う
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
多
い
分
量
で
は
な
い
。
調
べ
て
み
る
と
天
草
人
（
咸
豊

二
年
）
も
二
名
で
盃
25
杯
分
一
壺
、
奥
州
人
（
咸
豊
九
年
）
も
七
名
で
50
杯
分

一
壺
を
支
給
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
万
次
郎
た
ち
土
佐
人
だ
け
の
優
遇
で
は
な
い
。 

 

さ
ら
に
、
鳥
島
に
漂
着
し
た
朝
鮮
人
た
ち
六
名
も
三
月
と
五
月
と
九
月
の
節

句
に
祝
い
物
と
し
て
焼
酎
六
合
、
豚
肉
三
斤
、
上
味
噌
一
合
二
勺
を
支
給
さ
れ

て
い
る
。
朝
鮮
人
の
食
料
品
支
給
は
記
録
を
見
る
限
り
、
日
本
人
の
基
準
よ
り

低
い
の
だ
が
、
追
加
支
給
の
措
置
が
な
さ
れ
て
、
結
局
、
日
本
人
と
大
差
な
い

待
遇
と
な
っ
て
い
る
（
中
白
米
六
合
に
二
合
が
後
日
追
加
で
計
八
合
）。 

 

さ
ら
に
、
興
味
を
引
く
の
が
、
衣
料
品
の
支
給
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

 

マ
ニ
ュ
ア
ル
「
日
本
他
領
之
船
漂
着
之
時
御
用
帳
」
に
は
、「
衣
裳
」
と
し
て
、

夏
用
は
上
布
、
冬
は
白
木
綿
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
本
史
料
〔
10-1
〕
に
は
、

乾
隆
十
二
年
の
前
例
を
参
考
に
し
て
、
木
綿
の
袷
（
あ
わ
せ
）
・
単
（
ひ
と
え
）

衣
裳
・
綿
入
れ
を
一
枚
ず
つ
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
（
四
日
付
）
。
こ
れ
は

公
儀
（
幕
府
）
へ
の
外
聞
を
気
に
す
る
在
番
奉
行
所
の
意
向
を
受
け
た
も
の
で
、

二
日
後
に
野
元
一
郎
と
堀
与
左
衛
門
か
ら
出
さ
れ
た
日
帳
主
取
兼
城
宛
の
文
書

に
は
、
沖
縄
で
仕
立
て
た
単
（
ひ
と
え
）
物
と
袷
（
あ
わ
せ
）
用
の
絹
織
物
を

一
枚
ず
つ
支
給
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。 

 

協
議
の
結
果
、
一
月
七
日
に
決
着
が
見
ら
れ
、
漂
着
土
佐
人
に
は
水
色
木
綿

の
袷
（
あ
わ
せ
）
衣
装
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
〔
16
〕〔
17
〕
〔
19
〕
。 

 

こ
れ
に
加
え
、
四
月
に
は
夏
用
と
し
て
、
木
綿
布
仕
立
て
の
単
（
ひ
と
え
）

物
「
琉
衣
裳
」
の
調
製
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
が
一
つ
の
前
例
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
翌
年
十
月
に
漂
着
し
た
天
草
人

に
は
「
水
色
木
綿
袷
衣
装
」
が
、
八
年
後
の
四
月
に
は
奥
州
人
に
夏
衣
裳
一
枚

ず
つ
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。 

 

日
用
品
で
は
、
帯
・
草
履
・
下
駄
・
た
ば
こ
・
芭
蕉
紙
が
漂
着
者
の
要
望
に

応
え
る
形
で
支
給
さ
れ
て
い
る
。
草
履
は
各
自
に
一
月
と
三
月
と
五
月
の
都
合

三
度
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
歩
き
ま
わ
る
距
離
が
多
か
っ
た
た
め
か
、
万
次
郎

だ
け
は
六
月
に
も
支
給
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
芭
蕉
紙
は
記
録
用
で
は
な
く
、

故
郷
へ
の
土
産
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

以
上
、
支
給
品
に
つ
い
て
書
い
た
が
、
確
認
し
た
か
っ
た
の
は
万
次
郎
た
ち

漂
着
土
佐
人
の
待
遇
が
特
殊
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
だ
。 

 

本
史
料
を
読
む
か
ぎ
り
、
王
府
の
対
応
は
あ
く
ま
で
も
漂
着
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
土
佐
人
を
優
遇
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
の
は
む
し
ろ

在
番
奉
行
所
の
側
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
翁
長
村
で
万
次
郎
た
ち
は
格
別
好
待
遇
を
受
け
て
い
た
と
い
う

話
が
万
次
郎
フ
ァ
ン
の
間
で
ま
か
り
通
っ
て
い
る
。 

 

『
島
津
斉
彬
文
書
』
所
収
の
「
西
疇

せ
い
ち
ゅ
う

叢
書

そ
う
し
ょ

」
に
は
「
毎
日
お
酒
を
支
給
さ
れ

た
」
と
い
う
記
述
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
「
裏
事
情
」
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

万
次
郎
ら
の
滞
在
中
は
日
々
暖
か
い
も
て
な
し
を
受
け
た
。
と
く
に
翁
長

村
を
去
る
と
き
は
、
三
人
の
た
め
に
駕
籠
を
準
備
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
と
い

う
の
も
先
年
、
琉
球
の
人
々
が
土
佐
ヘ
漂
着
し
た
際
は
、
い
ろ
い
ろ
と
お
世

話
し
て
い
た
だ
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
御
恩
に
報
い
る
た
め
に
、
粗
略

な
扱
い
を
し
な
い
よ
う
に
と
、
と
く
に
国
王
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

（
『
豊
見
城
村
史
』
第
九
巻
「
文
献
資
料
集
」
三
二
三
頁
、
現
代
語
訳
は
仲
地

哲
夫
氏
） 

  

琉
球
人
の
土
佐
国
漂
着
と
は
『
大
島
筆
記
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
宝
暦
三
年

（
一
七
六
二
）
の
事
件
の
こ
と
で
あ
る
。
「
漂
洋
琑
談

ひ
ょ
う
よ
う
さ
だ
ん

」
（
中
浜
家
蔵
）
と
い
う

史
料
に
こ
の
話
の
原
形
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

（
前
略
）
傳
蔵
云
、
先
年
琉
球
人
土
佐
ヘ
漂
流
ノ
節
種
々
御
介
補
ノ
コ
ト

ア
ル
由
ヲ
以
テ
、
右
報
恩
ノ
為
サ
レ
ハ
麁
略
ナ
キ
様
ニ
國
王
ヨ
リ
申
付
如
此

ノ
扱
有
リ
ケ
ル
ト
ナ
リ
。（
伝
蔵
が
言
う
。
以
前
琉
球
人
が
土
佐
に
漂
流
し
た

折
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
恩
に
報
い
る
た
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仮
の
収
容
場
所
が
翁
長
村
に
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り
あ
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決
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さ
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。 
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翁
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村
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収
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方
針
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ら
れ
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。
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。
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れ
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に
は
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。
こ
れ
は
盃
25
杯
分
の
壺
一
つ
と

い
う
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
多
い
分
量
で
は
な
い
。
調
べ
て
み
る
と
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（
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、
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次
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け
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さ
ら
に
、
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に
漂
着
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た
朝
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人
た
ち
六
名
も
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と
五
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と
九
月
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に
祝
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物
と
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、
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三
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、
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一
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二
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準
よ
り

低
い
の
だ
が
、
追
加
支
給
の
措
置
が
な
さ
れ
て
、
結
局
、
日
本
人
と
大
差
な
い

待
遇
と
な
っ
て
い
る
（
中
白
米
六
合
に
二
合
が
後
日
追
加
で
計
八
合
）。 

 

さ
ら
に
、
興
味
を
引
く
の
が
、
衣
料
品
の
支
給
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

 
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
日
本
他
領
之
船
漂
着
之
時
御
用
帳
」
に
は
、「
衣
裳
」
と
し
て
、

夏
用
は
上
布
、
冬
は
白
木
綿
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
本
史
料
〔
10-1
〕
に
は
、

乾
隆
十
二
年
の
前
例
を
参
考
に
し
て
、
木
綿
の
袷
（
あ
わ
せ
）
・
単
（
ひ
と
え
）

衣
裳
・
綿
入
れ
を
一
枚
ず
つ
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
（
四
日
付
）
。
こ
れ
は

公
儀
（
幕
府
）
へ
の
外
聞
を
気
に
す
る
在
番
奉
行
所
の
意
向
を
受
け
た
も
の
で
、

二
日
後
に
野
元
一
郎
と
堀
与
左
衛
門
か
ら
出
さ
れ
た
日
帳
主
取
兼
城
宛
の
文
書

に
は
、
沖
縄
で
仕
立
て
た
単
（
ひ
と
え
）
物
と
袷
（
あ
わ
せ
）
用
の
絹
織
物
を

一
枚
ず
つ
支
給
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。 

 

協
議
の
結
果
、
一
月
七
日
に
決
着
が
見
ら
れ
、
漂
着
土
佐
人
に
は
水
色
木
綿

の
袷
（
あ
わ
せ
）
衣
装
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
〔
16
〕〔
17
〕
〔
19
〕
。 

 

こ
れ
に
加
え
、
四
月
に
は
夏
用
と
し
て
、
木
綿
布
仕
立
て
の
単
（
ひ
と
え
）

物
「
琉
衣
裳
」
の
調
製
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
が
一
つ
の
前
例
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
翌
年
十
月
に
漂
着
し
た
天
草
人

に
は
「
水
色
木
綿
袷
衣
装
」
が
、
八
年
後
の
四
月
に
は
奥
州
人
に
夏
衣
裳
一
枚

ず
つ
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。 

 

日
用
品
で
は
、
帯
・
草
履
・
下
駄
・
た
ば
こ
・
芭
蕉
紙
が
漂
着
者
の
要
望
に

応
え
る
形
で
支
給
さ
れ
て
い
る
。
草
履
は
各
自
に
一
月
と
三
月
と
五
月
の
都
合

三
度
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
歩
き
ま
わ
る
距
離
が
多
か
っ
た
た
め
か
、
万
次
郎

だ
け
は
六
月
に
も
支
給
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
芭
蕉
紙
は
記
録
用
で
は
な
く
、

故
郷
へ
の
土
産
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

以
上
、
支
給
品
に
つ
い
て
書
い
た
が
、
確
認
し
た
か
っ
た
の
は
万
次
郎
た
ち

漂
着
土
佐
人
の
待
遇
が
特
殊
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
だ
。 

 

本
史
料
を
読
む
か
ぎ
り
、
王
府
の
対
応
は
あ
く
ま
で
も
漂
着
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
土
佐
人
を
優
遇
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
の
は
む
し
ろ

在
番
奉
行
所
の
側
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
翁
長
村
で
万
次
郎
た
ち
は
格
別
好
待
遇
を
受
け
て
い
た
と
い
う

話
が
万
次
郎
フ
ァ
ン
の
間
で
ま
か
り
通
っ
て
い
る
。 

 

『
島
津
斉
彬
文
書
』
所
収
の
「
西
疇

せ
い
ち
ゅ
う

叢
書

そ
う
し
ょ

」
に
は
「
毎
日
お
酒
を
支
給
さ
れ

た
」
と
い
う
記
述
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
「
裏
事
情
」
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

万
次
郎
ら
の
滞
在
中
は
日
々
暖
か
い
も
て
な
し
を
受
け
た
。
と
く
に
翁
長

村
を
去
る
と
き
は
、
三
人
の
た
め
に
駕
籠
を
準
備
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
と
い

う
の
も
先
年
、
琉
球
の
人
々
が
土
佐
ヘ
漂
着
し
た
際
は
、
い
ろ
い
ろ
と
お
世

話
し
て
い
た
だ
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
御
恩
に
報
い
る
た
め
に
、
粗
略

な
扱
い
を
し
な
い
よ
う
に
と
、
と
く
に
国
王
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

（
『
豊
見
城
村
史
』
第
九
巻
「
文
献
資
料
集
」
三
二
三
頁
、
現
代
語
訳
は
仲
地

哲
夫
氏
） 

  

琉
球
人
の
土
佐
国
漂
着
と
は
『
大
島
筆
記
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
宝
暦
三
年

（
一
七
六
二
）
の
事
件
の
こ
と
で
あ
る
。
「
漂
洋
琑
談

ひ
ょ
う
よ
う
さ
だ
ん

」
（
中
浜
家
蔵
）
と
い
う

史
料
に
こ
の
話
の
原
形
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

（
前
略
）
傳
蔵
云
、
先
年
琉
球
人
土
佐
ヘ
漂
流
ノ
節
種
々
御
介
補
ノ
コ
ト

ア
ル
由
ヲ
以
テ
、
右
報
恩
ノ
為
サ
レ
ハ
麁
略
ナ
キ
様
ニ
國
王
ヨ
リ
申
付
如
此

ノ
扱
有
リ
ケ
ル
ト
ナ
リ
。（
伝
蔵
が
言
う
。
以
前
琉
球
人
が
土
佐
に
漂
流
し
た

折
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
恩
に
報
い
る
た

9



め
に
も
粗
末
な
扱
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、
国
王
が
命
じ
た
の
で
、
こ
の

よ
う
な
厚
遇
に
な
っ
た
の
だ
と
。
）
（『
中
浜
万
次
郎
集
成
』
六
一
三
頁
） 

  

年
長
者
の
伝
蔵
は
九
十
年
前
の
漂
着
事
件
の
こ
と
も
聞
き
及
ん
で
い
た
の
だ

ろ
う
。
こ
の
伝
説
の
作
者
は
伝
蔵
だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

万
次
郎
た
ち
三
人
は
翁
長
村
で
の
待
遇
に
満
足
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
土
佐
人
だ
か
ら
」
優
遇
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
琉
球
国
が
ど
の
漂
着
者
に
も

示
す
通
常
の
取
り
扱
い
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。 

 

最最
後後
にに  

 

尋
問
の
記
録
か
ら
ふ
た
つ
、
興
味
深
い
内
容
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

 

ひ
と
つ
は
一
月
十
八
日
の
聴
取
で
、
万
次
郎
が
ホ
ヲ
ニ
ン
（
無
人
の
意
味
、

小
笠
原
諸
島
を
指
す
）
に
漂
着
し
た
琉
球
船
と
乗
員
に
つ
い
て
語
る
箇
所
〔
44
〕
。

二
つ
め
は
翌
十
九
日
の
聴
取
で
、「
節
用
」
の
よ
う
な
書
物
を
「
白
坊
主
」
と
い

う
者
か
ら
渡
さ
れ
た
と
語
る
場
面
。
琉
球
に
い
る
友
人
と
は
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム

の
可
能
性
も
あ
る
。
興
味
を
引
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
〔
45
〕。 

 

最
後
に
、
小
禄
親
雲
上
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
馬
姓
小
禄
家
12
世
小
禄
良
忠

（
馬
克
承
）
は
嘉
慶
二
十
四
年
生
れ
。
九
歳
で
楽
童
子
と
し
て
江
戸
に
上
り
、

若
里
之
子
に
叙
せ
ら
れ
る
。
十
八
歳
の
時
に
冠
船
が
渡
来
し
、
冊
封
使
の
前
で

踊
員
を
務
め
る
。
満
22
歳
で
下
庫
理
当
、
28
歳
で
那
覇
里
主
、
道
光
三
十
年
、

30
歳
で
泊
地
頭
、
同
年
十
二
月
に
は
御
鎖
之
側
を
拝
命
す
る
。
本
史
料
に
登
場

す
る
小
禄
は
当
時
31
歳
で
王
府
を
背
負
う
若
き
官
僚
だ
っ
た
。
翌
咸
豊
二
年
に

は
ロ
バ
ー
ト
バ
ウ
ン
号
対
策
で
八
重
山
に
派
遣
さ
れ
、
二
年
後
に
は
副
使
と
し

て
江
戸
に
行
き
、
38
歳
で
三
司
官
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
尋
常
で
な
い
出
世
を

遂
げ
た
小
禄
だ
が
、
家
譜
に
よ
れ
ば
、
二
年
後
の
咸
豊
九
年
に
40
歳
で
職
を
辞

す
る
。
世
に
言
う
「
牧
志
・
恩
河
事
件
」
に
連
座
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

薩
摩
側
の
人
物
で
は
、
異
国
方
の
松
本
十
兵
衛
・
堀
与
左
衛
門
・
野
元
一
郎

ら
の
動
き
が
興
味
深
い
。
野
元
・
堀
が
王
府
に
提
出
さ
せ
た
元
禄
年
間
の
「
御

条
書
」
の
内
容
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
〔
12
〕
〔
13
〕
〔
70
〕
。 

 

参参
考考
文文
献献  

・
『
中
濱
萬
次
郎
』（
中
濱
東
一
郎
、
冨
山
房
） 

・
『
中
濱
万
次
郎
』（
中
濱
博
） 

・
『
中
浜
万
次
郎
集
成
』（
小
学
館
） 

・
『
豊
見
城
村
史
』
第
九
巻
「
文
献
資
料
集
」
（
豊
見
城
村
教
育
委
員
会
） 

・
『
琉
球
関
係
史
料
集
成
』
第
３
巻
（
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
） 

・
『
大
日
本
維
新
史
料
』 

・
『
島
津
斉
彬
文
書
』
中
巻
（
吉
川
弘
文
館
） 

・
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』（
浦
添
市
教
育
委
員
会
） 

 

追追
記記  本

史
料
に
見
る
限
り
、
万
次
郎
た
ち
三
人
は
小
禄
間
切
小
禄
村
で
引
き
返
し

て
い
る
。
つ
ま
り
湖
城
村
ま
で
は
到
達
し
て
い
な
い
。
本
誌
２
頁
に
転
載
さ
れ

た
土
佐
清
水
市
ジ
ョ
ン
万
次
郎
資
料
館
作
成
「
万
次
郎
の
上
陸
地
・
護
送
経
路
」

図
は
修
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

〈〈
史史
料料
紹紹
介介
〉〉  

 
 
 
 
 
 

尚
家
継
承
古
文
書 

四
九
二
号
「
土
佐
人
漂
着
日
記
」
ー
解
題
と
翻
刻
、
現
代
語
訳
お
よ
び
脚
注
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栗栗
野野
慎慎
一一
郎郎  

〔〔
解解
題題
〕〕  

 

本
史
料
は
、
現
在
那
覇
市
が
所
蔵
す
る
「
尚
家
継
承
古
文
書
」（
尚
家
文
書
）
目
録
番
号

四
九
二
号
「
土
佐
人
漂
着
日
記
」
で
あ
る
。
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
琉
球
大
学
附
属
図
書

館
所
蔵
の
紙
焼
き
製
本
を
使
用
し
、
難
読
箇
所
を
同
図
書
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

と
那
覇
市
歴
史
博
物
館
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
画
像
で
確
認
し
た
。 

 

本
史
料
「
土
佐
人
漂
着
日
記
」
は
、
咸
豊
元
年
（
一
八
五
一
年
）
の
中
浜
万
次
郎
ら
、

土
佐
人
琉
球
上
陸
事
件
に
つ
い
て
の
琉
球
王
府
の
正
式
記
録
で
あ
り
、
事
件
当
時
に
作
成

さ
れ
た
、
こ
の
事
件
に
関
す
る
唯
一
の
一
件
文
書
で
あ
る
。 

 

し
か
し
こ
の
史
料
の
存
在
が
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
く
、
戦
前
期
に
作
成

さ
れ
た
尚
家
文
書
の
目
録
で
あ
る
「
御
蔵
本
目
録
」「
書
籍
目
録
」
に
本
史
料
の
史
料
名
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。あ
る
い
は
両
目
録
に「
漂
着
人
介
抱
方
并
送
届
日
記 

六
冊
」

と
記
さ
れ
た
史
料
の
一
冊
と
し
て
存
在
し
て
い
た
に
せ
よ
、
東
恩
納
寛
惇
ら
当
時
、
尚
家

文
書
を
閲
覧
で
き
た
数
少
な
い
研
究
者
に
よ
っ
て
も
本
史
料
が
注
目
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

史
料
の
存
在
が
世
に
知
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
四
八
年
度
「
古
文
書
等
緊
急
調
査
」（
沖
縄
県

教
育
委
員
会
）
に
よ
る
が
、
こ
の
時
の
調
査
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
史
料
名
は
「
摩
文
仁

間
切
江
土
佐
人
漂
着
豊
見
城
間
切
翁
長
村
江
召
置
致
介
抱
便
船
を
以
御
国
許
江
差
登
候
日

記
」
と
い
う
長
大
な
も
の
で
あ
り
、
現
状
の
も
の
と
は
異
な
る
。
本
史
料
が
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、「
尚
家
関
係
資
料
」
の
那
覇
市
移
管
に
と
も
な
う
「
尚
家
関
係
資
料

総
合
調
査
」（
平
成
一
〇
～
一
四
年
度
）
と
報
告
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
報
告
書
に
収
録
さ
れ
た
「
尚
家
継
承
古
文
書
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
本
史
料
は
史
料
名

で
あ
る
外
題
の
ほ
か
に
先
に
挙
げ
た
長
大
な
内
題
を
有
し
て
い
る
が
、
琉
球
大
学
附
属
図

書
館
所
蔵
の
四
九
二
号
の
紙
焼
き
製
本
に
こ
の
内
題
は
な
い
（
注
）。 

 

本
史
料
に
つ
い
て
は
『
中
浜
万
次
郎
集
成
』（
小
学
館
、
一
九
九
〇
年
。
増
補
改
訂
版
、

二
〇
〇
一
年
）
に
も
、『
豊
見
城
村
史
』
第
九
巻
（
一
九
九
八
年
）「
文
献
史
料
集
」
に
も

記
載
が
な
く
、
一
切
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
史
料
に
は
、

中
浜
万
次
郎
ら
三
名
の
土
佐
国
人
が
日
本
に
帰
還
す
る
際
に
最
初
に
上
陸
し
た
琉
球
で
の

出
来
事
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
記
述
さ
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
貴
重
な
記
録
と
言
え
る
。 

 

こ
こ
で
本
史
料
の
記
述
の
特
徴
を
挙
げ
て
お
こ
う
。 

 

本
史
料
は
、
琉
球
王
府
評
定
所
で
作
成
さ
れ
た
他
の
一
件
文
書
と
同
様
の
日
記
形
式
を

有
し
て
お
り
、『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』『
旧
琉
球
藩
評
定
所
書
類
目
録
』
に
見
ら
れ
る

他
の
漂
着
関
係
記
録
と
ほ
ぼ
同
形
式
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
史
料
も
ま
た
首
里
城
北
殿

の
評
定
所
で
筆
写
・
作
成
さ
れ
た
漂
着
関
係
文
書
の
一
つ
で
あ
り
、
明
治
十
二
年
三
月
ま

で
は
評
定
所
で
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
の
一
冊
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
本
史
料
が
尚
家

文
書
と
し
て
保
管
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
。 

 

本
史
料
に
は
、
土
佐
人
三
名
が
摩
文
仁
間
切
小
渡
浜
に
上
陸
し
た
嘉
永
４
年
１
月
３
日

か
ら
７
月
ま
で
の
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
日
付
ま
で
打
た
れ
て
い
る
記
事

は
６
月
24
日
が
最
後
で
あ
り
、
日
記
の
地
の
文
と
し
て
は
、
６
月
13
日
が
実
質
的
に
最
終

と
な
っ
て
い
る
。
実
際
の
那
覇
出
帆
が
７
月
18
日
、
翁
長
村
出
立
が
７
月
11
日
、
乗
船
が

同
夜
（
史
料
に
よ
っ
て
は
出
立
・
乗
船
と
も
に
12
日
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
の
３
、
４

週
間
分
の
記
事
が
抜
け
落
ち
て
い
る
こ
と
に
な
る
。『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
に
収
録
さ

れ
た
他
の
漂
着
日
記
を
見
る
限
り
、
漂
着
時
か
ら
護
送
・
乗
船
ま
た
は
出
帆
ま
で
を
記
録

す
る
の
が
通
常
の
形
式
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
史
料
の
場
合
に
は
、
あ
る
特
殊
な
事
情

が
存
在
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
史
料
表
紙
に
、
所
管
部
署
を
示
す
「
評
定

所
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
も
通
例
と
異
な
る
。
し
か
し
、
本
史
料
に
出
立
・

乗
船
・
出
帆
の
記
事
が
見
当
た
ら
な
い
に
せ
よ
、
６
月
14
日
が
出
立
・
出
帆
の
当
初
の
予

定
日
だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
本
史
料
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
事
実
も
多
い
。 

 

本
史
料
は
従
来
の
土
佐
人
関
係
資
料
の
欠
落
を
補
う
内
容
を
有
し
て
い
る
。
と
り
わ
け

上
陸
直
後
の
１
月
の
記
事
が
多
く
、
96
件
中
51
文
書
を
１
月
の
記
事
が
占
め
て
い
る
。 

 

本
史
料
に
は
、
小
渡
浜
上
陸
直
後
に
開
始
さ
れ
る
、
漂
着
者
受
入
態
勢
構
築
の
経
緯
と

王
府
の
対
応
が
細
か
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
３
日
の
記
事
を
見
る
と
、
土
佐
人
ら
は
午
後

４
時
頃
に
摩
文
仁
間
切
番
所
を
出
立
。
夜
10
時
過
ぎ
に
は
小
禄
間
切
同
村
（
現
在
の
那
覇

市
小
禄
）
で
足
止
め
さ
れ
て
お
り
、
疲
労
の
た
め
に
路
上
に
臥
し
て
仮
眠
を
と
っ
て
い
る

（
文
書
番
号
3
。
以
下
、
括
弧
内
の
数
字
は
文
書
番
号
を
示
す
）。
那
覇
へ
の
移
送
を
中

止
さ
せ
た
上
（
1
）、
当
面
は
近
辺
の
「
原
屋
」
に
召
し
置
き
、
豊
見
城
翁
長
村
に
「
宿

拵
え
」
さ
せ
た
こ
と
（
3
）
な
ど
一
連
の
指
示
が
、
王
府
側
の
即
座
の
判
断
だ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
那
覇
移
送
中
止
は
王
府
評
定
所
の
指
示
、
翁
長
村
へ
の
止
宿
は
現
地
で
の
御

鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
の
指
示
で
あ
る
。
ま
た
、
止
宿
地
を
翁
長
村
に
決
定
し
た
の
も
事
前

の
打
ち
合
わ
せ
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
現
地
で
の
小
禄
親
雲
上
の
判
断
だ
っ
た
こ
と
が
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本
史
料
は
、
現
在
那
覇
市
が
所
蔵
す
る
「
尚
家
継
承
古
文
書
」（
尚
家
文
書
）
目
録
番
号

四
九
二
号
「
土
佐
人
漂
着
日
記
」
で
あ
る
。
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
琉
球
大
学
附
属
図
書

館
所
蔵
の
紙
焼
き
製
本
を
使
用
し
、
難
読
箇
所
を
同
図
書
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

と
那
覇
市
歴
史
博
物
館
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
画
像
で
確
認
し
た
。 

 

本
史
料
「
土
佐
人
漂
着
日
記
」
は
、
咸
豊
元
年
（
一
八
五
一
年
）
の
中
浜
万
次
郎
ら
、

土
佐
人
琉
球
上
陸
事
件
に
つ
い
て
の
琉
球
王
府
の
正
式
記
録
で
あ
り
、
事
件
当
時
に
作
成

さ
れ
た
、
こ
の
事
件
に
関
す
る
唯
一
の
一
件
文
書
で
あ
る
。 

 

し
か
し
こ
の
史
料
の
存
在
が
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
く
、
戦
前
期
に
作
成

さ
れ
た
尚
家
文
書
の
目
録
で
あ
る
「
御
蔵
本
目
録
」「
書
籍
目
録
」
に
本
史
料
の
史
料
名
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。あ
る
い
は
両
目
録
に「
漂
着
人
介
抱
方
并
送
届
日
記 

六
冊
」

と
記
さ
れ
た
史
料
の
一
冊
と
し
て
存
在
し
て
い
た
に
せ
よ
、
東
恩
納
寛
惇
ら
当
時
、
尚
家

文
書
を
閲
覧
で
き
た
数
少
な
い
研
究
者
に
よ
っ
て
も
本
史
料
が
注
目
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

史
料
の
存
在
が
世
に
知
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
四
八
年
度
「
古
文
書
等
緊
急
調
査
」（
沖
縄
県

教
育
委
員
会
）
に
よ
る
が
、
こ
の
時
の
調
査
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
史
料
名
は
「
摩
文
仁

間
切
江
土
佐
人
漂
着
豊
見
城
間
切
翁
長
村
江
召
置
致
介
抱
便
船
を
以
御
国
許
江
差
登
候
日

記
」
と
い
う
長
大
な
も
の
で
あ
り
、
現
状
の
も
の
と
は
異
な
る
。
本
史
料
が
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、「
尚
家
関
係
資
料
」
の
那
覇
市
移
管
に
と
も
な
う
「
尚
家
関
係
資
料

総
合
調
査
」（
平
成
一
〇
～
一
四
年
度
）
と
報
告
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
報
告
書
に
収
録
さ
れ
た
「
尚
家
継
承
古
文
書
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
本
史
料
は
史
料
名

で
あ
る
外
題
の
ほ
か
に
先
に
挙
げ
た
長
大
な
内
題
を
有
し
て
い
る
が
、
琉
球
大
学
附
属
図

書
館
所
蔵
の
四
九
二
号
の
紙
焼
き
製
本
に
こ
の
内
題
は
な
い
（
注
）。 

 

本
史
料
に
つ
い
て
は
『
中
浜
万
次
郎
集
成
』（
小
学
館
、
一
九
九
〇
年
。
増
補
改
訂
版
、

二
〇
〇
一
年
）
に
も
、『
豊
見
城
村
史
』
第
九
巻
（
一
九
九
八
年
）「
文
献
史
料
集
」
に
も

記
載
が
な
く
、
一
切
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
史
料
に
は
、

中
浜
万
次
郎
ら
三
名
の
土
佐
国
人
が
日
本
に
帰
還
す
る
際
に
最
初
に
上
陸
し
た
琉
球
で
の

出
来
事
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
記
述
さ
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
貴
重
な
記
録
と
言
え
る
。 

 

こ
こ
で
本
史
料
の
記
述
の
特
徴
を
挙
げ
て
お
こ
う
。 

 

本
史
料
は
、
琉
球
王
府
評
定
所
で
作
成
さ
れ
た
他
の
一
件
文
書
と
同
様
の
日
記
形
式
を

有
し
て
お
り
、『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』『
旧
琉
球
藩
評
定
所
書
類
目
録
』
に
見
ら
れ
る

他
の
漂
着
関
係
記
録
と
ほ
ぼ
同
形
式
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
史
料
も
ま
た
首
里
城
北
殿

の
評
定
所
で
筆
写
・
作
成
さ
れ
た
漂
着
関
係
文
書
の
一
つ
で
あ
り
、
明
治
十
二
年
三
月
ま

で
は
評
定
所
で
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
の
一
冊
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
本
史
料
が
尚
家

文
書
と
し
て
保
管
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
。 

 

本
史
料
に
は
、
土
佐
人
三
名
が
摩
文
仁
間
切
小
渡
浜
に
上
陸
し
た
嘉
永
４
年
１
月
３
日

か
ら
７
月
ま
で
の
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
日
付
ま
で
打
た
れ
て
い
る
記
事

は
６
月
24
日
が
最
後
で
あ
り
、
日
記
の
地
の
文
と
し
て
は
、
６
月
13
日
が
実
質
的
に
最
終

と
な
っ
て
い
る
。
実
際
の
那
覇
出
帆
が
７
月
18
日
、
翁
長
村
出
立
が
７
月
11
日
、
乗
船
が

同
夜
（
史
料
に
よ
っ
て
は
出
立
・
乗
船
と
も
に
12
日
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
の
３
、
４

週
間
分
の
記
事
が
抜
け
落
ち
て
い
る
こ
と
に
な
る
。『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
に
収
録
さ

れ
た
他
の
漂
着
日
記
を
見
る
限
り
、
漂
着
時
か
ら
護
送
・
乗
船
ま
た
は
出
帆
ま
で
を
記
録

す
る
の
が
通
常
の
形
式
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
史
料
の
場
合
に
は
、
あ
る
特
殊
な
事
情

が
存
在
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
史
料
表
紙
に
、
所
管
部
署
を
示
す
「
評
定

所
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
も
通
例
と
異
な
る
。
し
か
し
、
本
史
料
に
出
立
・

乗
船
・
出
帆
の
記
事
が
見
当
た
ら
な
い
に
せ
よ
、
６
月
14
日
が
出
立
・
出
帆
の
当
初
の
予

定
日
だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
本
史
料
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
事
実
も
多
い
。 

 

本
史
料
は
従
来
の
土
佐
人
関
係
資
料
の
欠
落
を
補
う
内
容
を
有
し
て
い
る
。
と
り
わ
け

上
陸
直
後
の
１
月
の
記
事
が
多
く
、
96
件
中
51
文
書
を
１
月
の
記
事
が
占
め
て
い
る
。 

 

本
史
料
に
は
、
小
渡
浜
上
陸
直
後
に
開
始
さ
れ
る
、
漂
着
者
受
入
態
勢
構
築
の
経
緯
と

王
府
の
対
応
が
細
か
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
３
日
の
記
事
を
見
る
と
、
土
佐
人
ら
は
午
後

４
時
頃
に
摩
文
仁
間
切
番
所
を
出
立
。
夜
10
時
過
ぎ
に
は
小
禄
間
切
同
村
（
現
在
の
那
覇

市
小
禄
）
で
足
止
め
さ
れ
て
お
り
、
疲
労
の
た
め
に
路
上
に
臥
し
て
仮
眠
を
と
っ
て
い
る

（
文
書
番
号
3
。
以
下
、
括
弧
内
の
数
字
は
文
書
番
号
を
示
す
）。
那
覇
へ
の
移
送
を
中

止
さ
せ
た
上
（
1
）、
当
面
は
近
辺
の
「
原
屋
」
に
召
し
置
き
、
豊
見
城
翁
長
村
に
「
宿

拵
え
」
さ
せ
た
こ
と
（
3
）
な
ど
一
連
の
指
示
が
、
王
府
側
の
即
座
の
判
断
だ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
那
覇
移
送
中
止
は
王
府
評
定
所
の
指
示
、
翁
長
村
へ
の
止
宿
は
現
地
で
の
御

鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
の
指
示
で
あ
る
。
ま
た
、
止
宿
地
を
翁
長
村
に
決
定
し
た
の
も
事
前

の
打
ち
合
わ
せ
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
現
地
で
の
小
禄
親
雲
上
の
判
断
だ
っ
た
こ
と
が
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土
佐
人
漂
着
日
記 

 
 
 
 
 
 
 

一
冊 

   

大
清
咸
豊
元
年
辛
亥 

日
本
嘉
永
四
年 

 

1 

正
月
三
日 

本
文
夜
五
ツ
時
分
到
来
。
御
書
院
当
宇
地
原 

親
雲
上
御
取
次
備 

上
覧
。
御
仮
屋
方
江
者
御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
持
下 

御
届
申
上
候
也
。 

 

覚 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

摩
文
仁
間
切 

 

今
日
八
ツ
時
分
、
異
国
伝
間
一
艘
人
数
三
人
乗
組 

 

当
間
切
小
渡
浜
江
致
漂
着
候
付
形
行
相
尋
候
処
、 

 

大
和
口
上
を
以
、
我
々
者
土
佐
国
之
者
、
昨
日
八
ツ
時
分 

 

阿
蘭
陀
船
よ
り
伝
間
相
卸
致
到
着
候
段
、 

 

大
抵
相
通
申
候
。
先
早
々
此
段
首
尾
申
上
候
。
以
上
。 

 
 

附 

 
 

一
昨
日
者
雨
天
、
殊
ニ
霧
多
相
懸
り
本
船
者 

 
 
 

相
見
得
不
申
候
。 

 
 

一
伝
間
者
小
渡
浜
江
格
護
仕
置
申
候
。 

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

検
者 

 
 

正
月
三
日 

 
 
 
 
 

新
嘉
喜
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
知
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
久
里
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在
番 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
城
筑
登
之
親
雲
上 

注 〔
御
書
院
当 

ご
し
ょ
い
ん
あ
た
い
〕

首
里
城
御
書
院
詰
め
の
担
当
官
。
国

王
へ
の
上
奏
の
取
次
ぎ
を
務
め
る
。 

〔
上
覧 

じ
ょ
う
ら
ん
〕
国
王
が
文
書

を
閲
覧
す
る
こ
と
。 

〔
御
仮
屋
方 

お
か
り
や
ほ
う
〕
那
覇

西
町
に
あ
っ
た
薩
摩
の
在
番
奉
行

所
。 

〔
御
鎖
之
側 

お
さ
す
の
そ
ば
〕
首
里

王
府
の
役
職
。
申
口
方
に
属
す
。
評

定
所
表
十
五
人
の
一
人
。 

〔
伝
間 

て
ん
ま
〕
伝
馬
船
。
ボ
ー
ト
。 

〔
形
行 

け
い
ぎ
ょ
う
〕
事
の
成
行

き
。
経
緯
。 

〔
大
和
口
上 

や
ま
と
こ
う
じ
ょ
う
〕

日
本
の
言
葉
づ
か
い
。
土
佐
弁
か
。 

〔
阿
蘭
陀
船 

お
ら
ん
だ
せ
ん
〕
外
国

船
。
異
国
船
。 

〔
首
尾 

し
ゅ
び
〕
結
果
。
顛
末
。 

〔
附 

つ
け
た
り
〕
追
記
。
追
条
。 

〔
検
者 

け
ん
じ
ゃ
〕
雍
正
13
（
一
七

三
五
）
年
に
王
府
が
各
間
切
に
設
置

し
た
役
職
。
摩
文
仁
間
切
に
は
「
近

年
疲
乏
」
の
た
め
、
乾
隆
51
（
一
七

八
六
）
年
に
検
者
一
人
が
加
立
さ
れ

た
。 

 

土
佐
人
漂
着
日
記 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
冊 

   

大
清
咸
豊
元
年
辛
亥 

日
本
嘉
永
四
年 

 

1 

正
月
三
日 

【
本
文
は
夜
八
時
頃
に
到
来
。
御
書
院
当
の
宇
地
原
親
雲
上
が
取
り
次
ぎ
、

国
王
の
上
覧
に
備
え
た
。
在
番
奉
行
所
に
は
御
鎖
之
側
の
小
禄
親
雲
上
が
持

ち
下
り
、
お
届
け
申
し
上
げ
た
。】 

 
 

覚
（
摩
文
仁
間
切
） 

 

本
日
午
後
二
時
頃
、
乗
員
三
人
の
異
国
の
伝
馬
船
（
ボ
ー
ト
）
一
艘
が
当

間
切
（
摩
文
仁
間
切
）
の
小
渡
浜
に
漂
着
し
た
の
で
経
緯
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

や
ま
と
の
言
葉
で
「
我
々
は
土
佐
国
の
者
で
、
昨
日
午
後
二
時
頃
に
外
国
船

か
ら
ボ
ー
ト
を
卸
し
て
到
着
し
た
」
と
い
う
（
言
明
の
）
お
お
よ
そ
は
了
解

で
き
ま
し
た
。
ま
ず
早
急
に
こ
の
件
を
報
告
し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

追
記 

一
、
昨
日
は
雨
天
で
、
特
に
霧
が
多
く
懸
か
り
本
船
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

一
、
ボ
ー
ト
は
小
渡
浜
に
保
管
し
て
置
き
ま
し
た
。 

 

亥
正
月
三
日 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

検
者 

 

新
嘉
喜
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
知
役 

喜
久
里
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

在
番 

 

金
城
筑
登
之
親
雲
上 

 

わ
か
る
。
在
番
奉
行
所
へ
の
連
絡
は
当
初
か
ら
密
に
と
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
見

て
い
く
と
、
一
連
の
指
示
と
判
断
が
御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
当
初
、
小
禄
は
、
土
佐
人
ら
を
途
中
で
引

き
返
さ
せ
摩
文
仁
間
切
に
留
め
置
く
と
す
る
方
針
を
立
て
、
自
身
で
在
番
奉
行
所
に
赴
き

伝
達
し
て
い
た
が
（
1
）、
現
地
で
方
針
を
変
更
し
て
、
翁
長
移
送
決
定
の
事
後
報
告
を

首
里
に
い
る
日
帳
主
取
の
兼
城
親
雲
上
に
託
し
て
い
る
（
3
）。 

 

ま
た
、
１
月
４
日
の
指
示
（
8
・
9
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
接
見
の
た
め
来
村
す
る

薩
摩
役
人
へ
の
応
対
を
含
め
、
急
遽
派
遣
さ
れ
た
小
禄
親
雲
上
と
御
物
奉
行
の
勝
連
親
方

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
示
が
矢
継
ぎ
早
に
出
さ
れ
、
上
陸
の
翌
日
ま
で
に
漂
着
人
の

応
対
準
備
が
急
速
に
整
え
ら
れ
て
い
く
様
を
本
史
料
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
で
の
特
筆
す
べ
き
記
事
を
以
下
に
挙
げ
て
み
よ
う
。 

①
村
民（
地
下
人
）を
主
な
対
象
に
し
て
以
下
の
５
項
目
の
禁
止
事
項
が
示
さ
れ
て
い
る
。

a.
漂
着
人
の
村
中
歩
行
禁
止
。
b.
村
民
の
漂
着
人
と
の
接
触
禁
止
と
中
国
・
日
本
・
琉

球
そ
の
他
に
関
す
る
会
話
の
禁
止
。
c.
漂
着
人
宿
近
辺
へ
の
女
性
の
通
行
禁
止
。
d.
火

の
用
心
。
e.
漂
着
人
と
の
商
売
の
禁
止
と
進
物
・
贈
物
の
禁
止
。（
6
） 

②
漂
着
土
佐
人
接
見
の
た
め
来
村
す
る
薩
摩
側
役
人
へ
の
対
応
（
7･

8･

9･

10
他
）。 

③
上
陸
時
の
土
佐
人
ら
の
服
装
が
洋
装
だ
っ
た
た
め
、「
日
本
着
物
」（
和
服
）
に
改
め
る

よ
う
に
、
在
番
奉
行
所
の
横
目
斎
藤
助
五
郎
と
附
役
永
山
嘉
左
衛
門
か
ら
指
示
さ
れ
て

い
る
（
10
・
11
）。
こ
の
指
示
は
「
沖
縄
仕
立
」
の
単
（
ひ
と
え
）
物
と
袷
（
あ
わ
せ
）

用
の
絹
織
物
に
具
体
的
に
指
定
し
直
さ
れ
て
い
る
が
、
薩
摩
側
（
異
国
方
野
元
一
郎
と

堀
与
左
衛
門
）
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
土
佐
人
ら
の
帰
国
後
の
琉
球
滞
在
中
の
待
遇
の

評
価
に
な
る
と
し
て
い
る
（
14
）。
４
月
21
日
に
は
夏
向
け
の
単
の
「
琉
衣
裳
」
作
成

の
指
示
が
評
定
所
か
ら
小
細
工
奉
行
所
に
出
さ
れ
て
い
る
（
64
・
65
）。 

④
滞
在
中
、
漂
着
土
佐
人
の
所
望
品
要
求
が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
か
な
え
ら
れ
て
い
る
。

帯
（
27
・
28
）、
草
履
（
50
・
72
・
73
）、
木
履
（
52
）、
多
葉
粉
（
51
）、
芭
蕉
紙

（
96
）
等
。
多
葉
粉
に
つ
い
て
は
国
分
産
の
下
か
ら
中
へ
の
変
更
で
あ
る
。 

⑤
来
村
す
る
産
物
方
（
26
）
異
国
方
（
31
）
ら
薩
摩
役
人
ら
へ
の
対
応
。 

⑥
薩
摩
藩
に
よ
る
琉
球
支
配
の
誇
張
（
32
）。
土
佐
人
に
尋
ね
ら
れ
た
場
合
に
千
人
規
模

の
薩
摩
役
人
が
常
駐
し
て
い
る
と
答
え
よ
と
の
指
示
が
詰
役
に
出
さ
れ
て
い
る
。 

⑦
１
月
17
日
と
翌
18
日
の
在
番
奉
行
と
異
国
方
役
人
に
よ
る
尋
問
（
42
・
43
）。
こ
の
日

の
詳
し
い
取
調
の
内
容
が
「
堀
與
左
衛
門
並
野
元
一
郎
上
申
書
」「
島
津
久
包
届
書
」

と
し
て
『
島
津
斉
彬
文
書
』
に
収
録
さ
れ
、「
琉
球
使
番
取
調
記
録
」「
琉
球
在
番
奉
行

取
調
記
録
」
の
名
で
『
中
浜
万
次
郎
集
成
』
に
再
録
さ
れ
た
史
料
の
元
と
考
え
ら
れ
る
。

本
史
料
の
記
録
は
、
所
持
品
リ
ス
ト
の
並
び
順
を
含
め
て
、「
島
津
久
包
届
書
」（「
琉

球
在
番
奉
行
取
調
記
録
」
と
同
一
）
に
内
容
が
近
い
。 

⑧
翌
日
の
尋
問
の
琉
球
側
の
記
録
（
44
）
は
、
薩
摩
藩
異
国
方
役
人
の
尋
問
調
書
（「
堀

與
左
衛
門
並
野
元
一
郎
上
申
書
」）
に
情
報
量
で
遠
く
及
ば
な
い
が
、
同
調
書
に
な
い

情
報
も
見
出
さ
れ
る
。「
ホ
ヲ
ニ
ン
」（
小
笠
原
諸
島
）
漂
着
の
琉
球
船
に
関
す
る
記
述

で
あ
る
。
王
府
側
が
単
独
で
入
手
し
た
情
報
の
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。 

⑨
伝
蔵
の
眼
病
と
目
薬
の
供
与
（
55
・
56
・
57
）。 

⑩
宿
囲
い
近
く
の
井
戸
道
の
「
む
か
り
」
仕
置
の
件
（
60
）。 

⑪
五
右
衛
門
の
病
気
と
異
国
医
者
玉
城
筑
登
之
親
雲
上
派
遣
（
66
・
67
・
68
・
69
・
70
）
。 

⑫
土
佐
人
伝
間
の
那
覇
移
送
の
件
（
74
・
75
・
76
・
78
・
79
・
80
・
81
・
85
）。 

⑬
翁
長
出
立
、
乗
船
予
定
（
82
・
83
・
84
・
86
・
88
・
89
・
90
・
91
）。 
 

本
史
料
、
尚
家
文
書
「
土
佐
人
漂
着
日
記
」
は
、
琉
球
現
地
で
の
忠
実
な
記
録
で
あ
り
、

事
件
へ
の
王
府
の
対
応
を
知
る
上
で
重
要
な
史
料
と
言
え
る
。 

 

内
容
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
現
代
語
訳
文
と
注
を
付
し
た
。
こ
ち
ら
も
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
さ
い
わ
い
で
あ
る
。 

 

（
注
）
尚
家
文
書
四
九
三
号
「
豊
後
国
三
佐
人
漂
着
日
記
」
紙
焼
き
製
本
の
表
紙
次
頁

に
こ
の
内
題
の
頁
が
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
調
査
に
よ
り
判
明
し
た
。 

 

〔〔
凡凡
例例
〕〕  

 

史
料
の
翻
刻
に
際
し
て
は
、原
史
料
の
体
裁
を
で
き
る
だ
け
生
か
す
よ
う
留
意
し
た
が
、

編
集
上
の
理
由
で
、
以
下
の
変
更
を
加
え
た
。 

１
、
漢
字
は
基
本
的
に
正
字
を
使
用
し
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
特
殊

な
例
と
思
わ
れ
る
場
合
や
地
名
・
人
名
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
例
外
を
設
け
た
。 

２
、
称
号
に
あ
た
る
「
里
」「
筑
」
の
略
字
体
は
、「
里
之
子
」「
筑
登
之
」
と
表
記
し
た
。 

３
、
助
字
に
あ
た
る
変
体
仮
名
は
字
体
を
小
さ
く
し
て
表
現
し
た
。 

４
、
間
書
や
行
間
の
文
字
、
頭
書
の
文
字
は
、
字
体
を
小
さ
く
し
て
表
現
し
た
。 

５
、
朱
書
き
の
部
分
は
「 

」
で
く
く
り
、
区
別
し
た
。 

６
、
消
し
点
な
ど
に
よ
る
原
文
の
末
梢
部
分
は
、
す
べ
て
消
し
線
で
表
現
し
た
。 

７
、
誤
字
は
（ 

）
で
訂
正
し
、
脱
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
（ 

脱
カ
）
と
し
た
。 

８
、
判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
で
示
し
た
。 

９
、
適
宜
、
句
読
点
や
並
列
点
を
付
し
た
。 

10
、
文
書
ご
と
に
、
文
書
番
号
を
付
し
た
。 

11
、
関
連
文
書
に
、
枝
番
号
を
付
し
た
。 
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土
佐
人
漂
着
日
記 

 
 
 
 
 
 
 

一
冊 

   

大
清
咸
豊
元
年
辛
亥 

日
本
嘉
永
四
年 

 

1 

正
月
三
日 

本
文
夜
五
ツ
時
分
到
来
。
御
書
院
当
宇
地
原 

親
雲
上
御
取
次
備 

上
覧
。
御
仮
屋
方
江
者
御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
持
下 

御
届
申
上
候
也
。 

 

覚 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

摩
文
仁
間
切 

 

今
日
八
ツ
時
分
、
異
国
伝
間
一
艘
人
数
三
人
乗
組 

 

当
間
切
小
渡
浜
江
致
漂
着
候
付
形
行
相
尋
候
処
、 

 

大
和
口
上
を
以
、
我
々
者
土
佐
国
之
者
、
昨
日
八
ツ
時
分 

 

阿
蘭
陀
船
よ
り
伝
間
相
卸
致
到
着
候
段
、 

 

大
抵
相
通
申
候
。
先
早
々
此
段
首
尾
申
上
候
。
以
上
。 

 
 

附 

 
 

一
昨
日
者
雨
天
、
殊
ニ
霧
多
相
懸
り
本
船
者 

 
 
 

相
見
得
不
申
候
。 

 
 

一
伝
間
者
小
渡
浜
江
格
護
仕
置
申
候
。 

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

検
者 

 
 

正
月
三
日 

 
 
 
 
 

新
嘉
喜
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
知
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
久
里
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在
番 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
城
筑
登
之
親
雲
上 

注 〔
御
書
院
当 

ご
し
ょ
い
ん
あ
た
い
〕

首
里
城
御
書
院
詰
め
の
担
当
官
。
国

王
へ
の
上
奏
の
取
次
ぎ
を
務
め
る
。 

〔
上
覧 

じ
ょ
う
ら
ん
〕
国
王
が
文
書

を
閲
覧
す
る
こ
と
。 

〔
御
仮
屋
方 

お
か
り
や
ほ
う
〕
那
覇

西
町
に
あ
っ
た
薩
摩
の
在
番
奉
行

所
。 

〔
御
鎖
之
側 

お
さ
す
の
そ
ば
〕
首
里

王
府
の
役
職
。
申
口
方
に
属
す
。
評

定
所
表
十
五
人
の
一
人
。 

〔
伝
間 

て
ん
ま
〕
伝
馬
船
。
ボ
ー
ト
。 

〔
形
行 

け
い
ぎ
ょ
う
〕
事
の
成
行

き
。
経
緯
。 

〔
大
和
口
上 

や
ま
と
こ
う
じ
ょ
う
〕

日
本
の
言
葉
づ
か
い
。
土
佐
弁
か
。 

〔
阿
蘭
陀
船 

お
ら
ん
だ
せ
ん
〕
外
国

船
。
異
国
船
。 

〔
首
尾 

し
ゅ
び
〕
結
果
。
顛
末
。 

〔
附 

つ
け
た
り
〕
追
記
。
追
条
。 

〔
検
者 

け
ん
じ
ゃ
〕
雍
正
13
（
一
七

三
五
）
年
に
王
府
が
各
間
切
に
設
置

し
た
役
職
。
摩
文
仁
間
切
に
は
「
近

年
疲
乏
」
の
た
め
、
乾
隆
51
（
一
七

八
六
）
年
に
検
者
一
人
が
加
立
さ
れ

た
。 

 

土
佐
人
漂
着
日
記 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
冊 

   

大
清
咸
豊
元
年
辛
亥 

日
本
嘉
永
四
年 

 

1 

正
月
三
日 

【
本
文
は
夜
八
時
頃
に
到
来
。
御
書
院
当
の
宇
地
原
親
雲
上
が
取
り
次
ぎ
、

国
王
の
上
覧
に
備
え
た
。
在
番
奉
行
所
に
は
御
鎖
之
側
の
小
禄
親
雲
上
が
持

ち
下
り
、
お
届
け
申
し
上
げ
た
。】 

 
 

覚
（
摩
文
仁
間
切
） 

 

本
日
午
後
二
時
頃
、
乗
員
三
人
の
異
国
の
伝
馬
船
（
ボ
ー
ト
）
一
艘
が
当

間
切
（
摩
文
仁
間
切
）
の
小
渡
浜
に
漂
着
し
た
の
で
経
緯
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

や
ま
と
の
言
葉
で
「
我
々
は
土
佐
国
の
者
で
、
昨
日
午
後
二
時
頃
に
外
国
船

か
ら
ボ
ー
ト
を
卸
し
て
到
着
し
た
」
と
い
う
（
言
明
の
）
お
お
よ
そ
は
了
解

で
き
ま
し
た
。
ま
ず
早
急
に
こ
の
件
を
報
告
し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

追
記 

一
、
昨
日
は
雨
天
で
、
特
に
霧
が
多
く
懸
か
り
本
船
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

一
、
ボ
ー
ト
は
小
渡
浜
に
保
管
し
て
置
き
ま
し
た
。 

 

亥
正
月
三
日 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

検
者 

 

新
嘉
喜
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
知
役 

喜
久
里
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

在
番 

 

金
城
筑
登
之
親
雲
上 
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一
右
之
通
申
来
候
処
、
舟
并
人
之
装
束
等 

 
異
国
之
様
相
見
得
、
且
那
覇
江
送
越
候
手
組
為
詮
段
、 

 

右
書
付
持
来
候
摩
文
仁
間
切
之
者
申
出
有
之
、 

 

疑
敷
者
ニ
而
直
那
覇
江
送
越
さ
せ
候
而
者
差
障
候
付
、 

 

那
覇
表
并
真
和
志
間
切
両
宿
よ
り
取
納
座
役
人 

 

壱
人
完
差
立
、
中
途
ま
ち
と
り
差
留
置
候
様
申
付
越
、 

 

左
候
而
諸
事
為
下
知
方
、
御
物
奉
行
勝
連 

 

親
方
・
御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
差
越
候
様
被
仰
付 

 

度
旨
、
前
条
書
付
備 

 

上
覧
候
砌
、
口
上
を
以
達 

 

上
聞
、
相
済
候
事
。 

 
 

附
、
評
定
所
筆
者
二
人
・
御
物
奉
行
方 

 
 
 
 

筆
者
一
人
・
御
用
意
方
筆
者
板
良
敷 

 
 
 
 

里
之
子
親
雲
上
ニ
茂
差
越
候
也
。 

 

2-1 本
文
之
通
申
来
候
処
、
何
分
片
付
方
無
之
内
者
那
覇
江 

乗
廻
さ
せ
候
儀
難
成
候
付
、
此
書
付
持
来
候
者
よ
り
左
之
通 

返
答
申
越
候
也
。 

 

覚 
 
 
 
 
 
 
 

摩
文
仁
間
切 

 

今
日
漂
着
之
土
佐
国
人
乗
候
小
舟
之
儀
、 

 

当
間
切
小
渡
浜
江
格
護
仕
置
申
候
間
、
久
高
島
并 

 

糸
満
人
之
間
御
雇
被
仰
付
、
那
覇
江
乗
廻
候
様 

 

被
仰
付
可
被
下
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 

 

西
掟 

 
 

正
月
三
日 

 
 
 
 

玉
城
に
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
頭
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
嶺
親
雲
上 

 

〔
下
知
役 

げ
ち
や
く
〕
検
者
と
と
も

に
王
府
が
間
切
に
派
遣
し
た
役
人
。

乾
隆
57
（
一
七
九
二
）
年
に
摩
文
仁

間
切
に
設
置
。 

〔
在
番 

ざ
い
ば
ん
〕
諸
浦
在
番
。
漂

着
船
対
策
の
た
め
王
府
が
派
遣
し
た

役
人
。 

〔
格
護 

か
く
ご
〕
保
管
。 

〔
手
組 

て
ぐ
み
〕
準
備
。
用
意
。 

〔
取
納
座 

し
ゅ
の
う
ざ
〕
年
貢
や
諸

上
納
物
を
所
管
す
る
役
所
。 

〔
御
物
奉
行 

お
も
の
ぶ
ぎ
ょ
う
〕
王

府
の
財
政
を
所
管
す
る
物
奉
行
所
の

長
官
。
物
奉
行
所
に
は
所
帯
方
・
給

地
方
・
用
意
方
の
三
局
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
奉
行
が
い
た
。 

〔
評
定
所
筆
者 

ひ
ょ
う
じ
ょ
う
し

ょ
ひ
っ
し
ゃ
〕
評
定
所
の
筆
者
。 

〔
御
用
意
方 

ご
よ
う
い
ほ
う
〕
物
奉

行
所
の
部
局
の
一
つ
。 

〔
西
掟 

に
し
お
き
て
〕
地
方
役
人
の

一
つ
。
ニ
シ
ウ
ッ
チ 

〔
地
頭
代 

じ
と
う
だ
い
〕
地
頭
に
か

わ
り
間
切
に
在
任
す
る
地
方
役
人
の

最
高
職
。
ジ
ト
ゥ
デ
ー
。 

 

一
、
右
の
と
お
り
連
絡
が
来
た
が
、
舟
や
人
の
服
装
な
ど
が
異
国
風
に
見
え

る
こ
と
、
ま
た
、
那
覇
に
護
送
す
る
手
は
ず
を
整
え
て
い
る
と
、
書
付
を
持

っ
て
来
た
摩
文
仁
間
切
の
者
が
言
っ
て
い
た
が
、
（
漂
着
人
は
）
疑
わ
し
い

者
な
の
で
直
接
那
覇
に
護
送
し
て
は
差
し
障
り
が
あ
る
の
で
、
那
覇
と
真
和

志
間
切
の
双
方
の
宿
か
ら
取
納
座
の
役
人
を
一
人
ず
つ
派
遣
し
て
（
連
行
中

の
漂
着
者
を
宿
道
の
）
途
中
で
待
ち
受
け
、
そ
の
場
に
留
め
置
く
よ
う
に
命

じ
て
お
き
、
そ
う
し
て
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
示
を
出
す
た
め
に
、
御
物

奉
行
の
勝
連
親
方
と
御
鎖
之
側
の
小
禄
親
雲
上
が
現
地
に
出
張
す
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
（
摩
文
仁
間
切
か
ら
の
）
前
条
の
書
付
を
上
覧

に
備
え
た
際
に
口
頭
で
国
王
に
上
奏
し
、
裁
許
さ
れ
た
。 

追
記 

評
定
所
筆
者
二
人
・
御
物
奉
行
方
筆
者
一
人
・
御
用
意
方
筆
者
の

板
良
敷
里
之
子
親
雲
上
も
派
遣
さ
れ
た
。 

 

2-1 【
本
文
の
と
お
り
報
告
が
あ
っ
た
が
、
何
分
に
も
事
が
収
拾
し
な
い
う
ち

は
、
那
覇
に
回
漕
さ
せ
る
こ
と
も
実
施
し
が
た
い
の
で
、
こ
の
書
付
を
持
っ

て
来
た
者
に
託
し
て
摩
文
仁
間
切
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
（
2-2
）
返
答
し
た
。】 

 
 

覚
（
摩
文
仁
間
切
） 

 

本
日
漂
着
土
佐
国
人
が
乗
っ
て
い
た
小
舟
は
、
当
間
切
小
渡
浜
に
保
管
し

て
お
き
ま
し
た
が
、
久
高
島
か
糸
満
人
の
い
ず
れ
か
の
者
を
雇
わ
れ
、
那
覇

に
回
漕
す
る
よ
う
に
、
ご
命
じ
く
だ
さ
い
。
以
上
で
す
。 

 

亥
正
月
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
掟 

 

玉
城
に
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
頭
代 
徳
嶺
親
雲
上 

2-2
今
日
漂
着
之
土
佐
国
人
乗
来
候
伝
間 

 

之
儀
、
那
覇
江
乗
廻
候
様
ニ
者
不
被
仰
付
候
間
、 

 

其
元
江
昼
夜
番
人
相
付
、
堅
固
格
護
仕
置
、 

 

何
分
ニ
も
御
差
図
次
第
片
付
方
い
た
し 

 

候
様
可
被
取
計
候
。
聊
疎
意
有
間
敷
候
。
此
旨 

 

申
越
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

正
月
三
日 

 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

与
那
原
親
雲
上 

 

摩
文
仁
間
切 

 
 

下
知
役 

 
 

検
者 

 
 
 

地
頭
代 

 

3 本
文
夜
八
ツ
時
分
到
来
。
翌
四
日
御
書
院
当
御
取
次 

備 上
覧
。
御
仮
屋
方
江
者
日
帳
主
取
兼
城
親
雲
上
持
下
、
及
御
届 

候
也
。 

 

摩
文
仁
間
切
江
漂
着
人
三
人
、
七
ツ
時
分
番
所
よ
り 

 

出
立
、
夜
四
ツ
過
時
分
小
禄
間
切
同
村
迄
着
い
た
し 

 

候
処
、
夜
前
よ
り
明
通
ニ
而
相
「
留
」
臥
居
候
由
ニ
而
、
道
中
江 

 

相
臥
居
成
行
等
承
届
候
儀
相
成
不
申
、
就
而
者 

 

起
上
候
節
見
計
、
委
細
問
尋
致
問
合
候
得
共
、
先 

 

早
々
此
段
申
越
候
。
以
上
。 

 
 

附 

 
 

一
摩
文
仁
番
所
ニ
お
ひ
て
も
唐
芋
豆
腐
等 

 
 
 

相
与
候
由
。 

 
 

一
本
文
通
、
道
中
江
臥
候
而
者
不
相
成
候
間
、 

 
 
 

先
近
辺
之
原
屋
江
召
置
、
左
候
而
豊
見
城 

  

〔
其
元 
そ
こ
も
と
〕
そ
ち
ら
。
こ
こ

で
は
摩
文
仁
間
切
を
指
す
。 

〔
疎
意 

そ
い
〕
う
と
ん
じ
る
心
。 

        

〔
日
帳
主
取 

ひ
ち
ょ
う
ぬ
し
ど
り
〕

表
十
五
人
の
一
人
。
評
定
所
日
記
を

宰
領
。 

〔
同
村 

ど
う
む
ら
〕
小
禄
村
を
指

す
。 

〔
夜
前 

や
ぜ
ん
〕
前
日
の
夜
。
昨
夜
。 

〔
明
通 

あ
き
ど
お
し
〕
眼
を
明
け
続

け
て
い
る
こ
と
。
不
眠
。 

〔
就
而
者 

つ
い
て
は
〕
し
た
が
っ

て
。
よ
っ
て
。
そ
れ
ゆ
え
に
。 

 

2-2
本
日
漂
着
土
佐
国
人
が
乗
っ
て
来
た
伝
馬
船
（
ボ
ー
ト
）
の
件
は
、
那
覇

に
回
漕
す
る
よ
う
に
は
命
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
そ
ち
ら
で
昼
夜
監
視
人

を
付
け
て
、
し
っ
か
り
保
管
し
て
お
き
、
い
ず
れ
に
せ
よ
王
府
か
ら
の
指
示

が
出
次
第
す
ぐ
に
処
置
す
る
よ
う
に
取
り
計
り
な
さ
い
。
い
さ
さ
か
も
指
示

を
軽
ん
じ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
件
を
通
達
す
る
。

以
上
。 

 

亥
正
月
三
日 

 
 
 
 

兼
城
親
雲
上
・
与
那
原
親
雲
上
（
差
出
） 

 
 

摩
文
仁
間
切 

下
知
役
・
検
者
・
地
頭
代
（
宛
） 

 

3 【
本
文
は
深
夜
二
時
頃
に
到
来
。
翌
四
日
に
御
書
院
当
が
（
国
王
に
）
取
次

ぎ
、
上
覧
に
備
え
た
。
在
番
奉
行
所
に
は
日
帳
主
取
の
兼
城
親
雲
上
が
持
参

し
て
、
お
届
け
し
た
。】 

摩
文
仁
間
切
へ
の
漂
着
人
三
人
は
、
午
後
四
時
頃
に
摩
文
仁
番
所
を
出
立
。 

夜
の
十
時
過
ぎ
頃
に
小
禄
間
切
小
禄
村
ま
で
到
着
し
て
い
た
が
、
前
夜
か
ら

一
睡
も
し
て
お
ら
ず
、
（
疲
労
困
憊
し
て
）
立
ち
止
ま
り
臥
せ
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
道
中
に
臥
せ
っ
て
い
る
経
緯
な
ど
を
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
が
起
き
上
が
る
頃
合
い
を
見
計
ら
い
、
詳
し
く
尋
問

し
て
報
告
し
ま
す
が
、
ま
ず
早
々
に
こ
の
件
を
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

追
記 

一
、
摩
文
仁
番
所
で
も
唐
芋
や
豆
腐
な
ど
を
与
え
た
そ
う
で
す
。 

一
、
本
文
に
あ
る
と
お
り
、
道
中
に
臥
せ
さ
せ
て
は
ま
ず
い
の
で
、
ま
ず
付

近
の
小
屋
に
収
容
し
、
そ
う
し
て
お
い
て
、
豊
見
城 
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2-2
今
日
漂
着
之
土
佐
国
人
乗
来
候
伝
間 

 
之
儀
、
那
覇
江
乗
廻
候
様
ニ
者
不
被
仰
付
候
間
、 

 

其
元
江
昼
夜
番
人
相
付
、
堅
固
格
護
仕
置
、 

 

何
分
ニ
も
御
差
図
次
第
片
付
方
い
た
し 

 

候
様
可
被
取
計
候
。
聊
疎
意
有
間
敷
候
。
此
旨 

 

申
越
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

正
月
三
日 

 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

与
那
原
親
雲
上 

 

摩
文
仁
間
切 

 
 

下
知
役 

 
 

検
者 

 
 
 

地
頭
代 

 

3 本
文
夜
八
ツ
時
分
到
来
。
翌
四
日
御
書
院
当
御
取
次 

備 上
覧
。
御
仮
屋
方
江
者
日
帳
主
取
兼
城
親
雲
上
持
下
、
及
御
届 

候
也
。 

 

摩
文
仁
間
切
江
漂
着
人
三
人
、
七
ツ
時
分
番
所
よ
り 

 

出
立
、
夜
四
ツ
過
時
分
小
禄
間
切
同
村
迄
着
い
た
し 

 

候
処
、
夜
前
よ
り
明
通
ニ
而
相
「
草
」
臥
居
候
由
ニ
而
、
道
中
江 

 

相
臥
居
成
行
等
承
届
候
儀
相
成
不
申
、
就
而
者 

 

起
上
候
節
見
計
、
委
細
問
尋
致
問
合
候
得
共
、
先 

 

早
々
此
段
申
越
候
。
以
上
。 

 
 

附 

 
 

一
摩
文
仁
番
所
ニ
お
ひ
て
も
唐
芋
豆
腐
等 

 
 
 

相
与
候
由
。 

 
 

一
本
文
通
、
道
中
江
臥
候
而
者
不
相
成
候
間
、 

 
 
 

先
近
辺
之
原
屋
江
召
置
、
左
候
而
豊
見
城 

  

〔
其
元 

そ
こ
も
と
〕
そ
ち
ら
。
こ
こ

で
は
摩
文
仁
間
切
を
指
す
。 

〔
疎
意 

そ
い
〕
う
と
ん
じ
る
心
。 

        

〔
日
帳
主
取 

ひ
ち
ょ
う
ぬ
し
ど
り
〕

表
十
五
人
の
一
人
。
評
定
所
日
記
を

宰
領
。 

〔
同
村 

ど
う
む
ら
〕
小
禄
村
を
指

す
。 

〔
夜
前 

や
ぜ
ん
〕
前
日
の
夜
。
昨
夜
。 

〔
明
通 

あ
き
ど
お
し
〕
眼
を
明
け
続

け
て
い
る
こ
と
。
不
眠
。 

〔
就
而
者 

つ
い
て
は
〕
し
た
が
っ

て
。
よ
っ
て
。
そ
れ
ゆ
え
に
。 

 

2-2
本
日
漂
着
土
佐
国
人
が
乗
っ
て
来
た
伝
馬
船
（
ボ
ー
ト
）
の
件
は
、
那
覇

に
回
漕
す
る
よ
う
に
は
命
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
そ
ち
ら
で
昼
夜
監
視
人

を
付
け
て
、
し
っ
か
り
保
管
し
て
お
き
、
い
ず
れ
に
せ
よ
王
府
か
ら
の
指
示

が
出
次
第
す
ぐ
に
処
置
す
る
よ
う
に
取
り
計
り
な
さ
い
。
い
さ
さ
か
も
指
示

を
軽
ん
じ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
件
を
通
達
す
る
。

以
上
。 

 

亥
正
月
三
日 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上
・
与
那
原
親
雲
上
（
差
出
） 

 
 

摩
文
仁
間
切 

下
知
役
・
検
者
・
地
頭
代
（
宛
） 

 

3 【
本
文
は
深
夜
二
時
頃
に
到
来
。
翌
四
日
に
御
書
院
当
が
（
国
王
に
）
取
次

ぎ
、
上
覧
に
備
え
た
。
在
番
奉
行
所
に
は
日
帳
主
取
の
兼
城
親
雲
上
が
持
参

し
て
、
お
届
け
し
た
。】 

摩
文
仁
間
切
へ
の
漂
着
人
三
人
は
、
午
後
四
時
頃
に
摩
文
仁
番
所
を
出
立
。 

夜
の
十
時
過
ぎ
頃
に
小
禄
間
切
小
禄
村
ま
で
到
着
し
て
い
た
が
、
前
夜
か
ら

一
睡
も
し
て
お
ら
ず
、
疲
労
困
憊
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
道
中
に
臥
せ

っ
て
い
る
経
緯
な
ど
を
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
が
起

き
上
が
る
頃
合
い
を
見
計
ら
い
、
詳
し
く
尋
問
し
て
報
告
し
ま
す
が
、
ま
ず

早
々
に
こ
の
件
を
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

追
記 

一
、
摩
文
仁
番
所
で
も
唐
芋
や
豆
腐
な
ど
を
与
え
た
そ
う
で
す
。 

一
、
本
文
に
あ
る
と
お
り
、
道
中
に
臥
せ
さ
せ
て
は
ま
ず
い
の
で
、
ま
ず
付

近
の
小
屋
に
収
容
し
、
そ
う
し
て
お
い
て
、
豊
見
城 
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間
切
翁
長
村
江
宿
拵
申
渡
、
相
調
次
第 

 
 
 

夜
中
彼
村
江
引
越
候
様
、
可
仕
候
。 

 
 

此
点
、
御
仮
屋
御
届
ニ
者
相
除
候
事
。 

 
 

一
本
文
漂
着
之
成
行
、
御
仮
屋
方
江
御
届 

 
 
 

申
上
、
左
候
而
那
覇
之
様
差
越
候
段
申
来 

 
 
 

候
付
而
者
、
道
中
行
逢
候
ハ
ヽ
引
帰
、
摩
文
仁
間
切
江 

 
 
 

召
置
候
段
申
上
置
候
間
、
御
仮
屋
方
江
之
御
届
者 

 
 
 

「
於
」
其
元
可
被
取
計
候
。 

 
 

正
月
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 

兼
城
親
雲
上 

 

4 本
文
四
日
到
来
。
右
同
断 

 

漂
着
人
共
成
行
相
尋
、
左
ニ
申
越
候
。 

一
本
国
漂
着
之
次
第
相
尋
候
処
、
日
本
口
上
ニ
而 

 

二
人
者
土
佐
国
高
岡
郡
之
内
宇
左
浦
、
一
人
者 

 

同
国
中
之
浜
与
申
所
之
者
、
十
年
成
正
月 

 

五
日
、
人
数
五
人
乗
組
、
魚
猟
ニ
罷
出
候
折
、
風
波 

 

荒
立
、
七
日
目
ニ
無
人
島
江
致
漂
着
、
船
及
破
船 

 

候
付
、
右
島
江
上
り
、
小
鳥
抔
捕
、
相
給
、
暮
兼
候
折
、 

 

同
六
月
三
四
日
之
比
、
ア
メ
リ
カ
与
申
国
之
船
鯨
取
ニ 

 

致
到
着
、
列
行
呉
候
様
頼
入
、
一
同
乗
合
、
同
十
月
比 

 

西
洋
之
内
ウ
ワ
フ
国
与
申
所
江
罷
渡
、
便
船
を
以 

 

本
国
江
送
届
呉
候
様
、
段
々
頼
入
候
得
共
、
受
合 

 

不
申
、
十
ヶ
年
程
致
滞
在
候
処
、
此
節
亜
美 

 

理
駕
之
船
ウ
ワ
フ
国
江
来
着
有
之
、
右
船
唐
国 

 

上
海
江
商
売
と
し
て
致
渡
海
由
承
候
付
、
土
佐 

間
切
の
翁
長
村
に
宿
の
用
意
を
命
じ
て
、
用
意
が
と
と
の
い
次
第
、
夜
中
に

翁
長
村
に
引
越
し
す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。 

【
以
下
の
条
項
は
、
在
番
奉
行
所
へ
の
報
告
か
ら
削
除
し
ま
し
た
。】 

一
、
本
文
に
あ
る
漂
着
の
経
緯
を
在
番
奉
行
所
に
報
告
し
、
そ
し
て
、
那
覇

に
向
か
っ
て
い
る
と
（
摩
文
仁
間
切
か
ら
）
報
告
し
て
来
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
道
中
で
（
漂
着
土
佐
人
ら
と
）
行
き
逢
っ
た
な
ら
ば
引
き
返
さ
せ
、
摩

文
仁
間
切
に
留
め
置
く
よ
う
に
し
ま
す
と
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
、
在
番
奉

行
所
へ
の
（
収
容
場
所
変
更
の
）
報
告
は
そ
ち
ら
で
（
日
帳
主
取
の
あ
な
た

が
）
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

正
月
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 

兼
城
親
雲
上 

 

4
【
本
文
は
四
日
に
到
来
。
前
項
3
と
同
じ
。】 

漂
着
人
た
ち
に
漂
着
の
経
緯
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
に
陳
述
し

た
。 

一
、
本
国
や
漂
着
の
経
緯
を
尋
ね
た
が
、
日
本
の
言
葉
で
、
「
二
人
は
土
佐

国
高
岡
郡
宇
佐
浦
、
一
人
は
土
佐
国
中
の
浜
と
い
う
所
の
者
で
、
十
年
前
の

正
月
五
日
に
五
人
が
乗
組
み
、
漁
労
に
出
た
折
に
、
風
波
が
荒
れ
立
ち
、
七

日
目
に
無
人
島
に
漂
着
し
、
船
が
破
船
し
た
の
で
、
そ
の
島
に
上
陸
し
、
小

鳥
な
ど
を
捕
ま
え
て
食
べ
る
な
ど
し
て
、
暮
ら
し
か
ね
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
年
の
六
月
三
、
四
日
頃
に
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
の
船
が
捕
鯨
の
た
め
に

到
来
し
、
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
み
入
れ
、
一
同
乗
せ
て
も
ら
い
、

同
年
十
月
頃
に
西
洋
の
内
の
「
ウ
ワ
フ
国
」
と
い
う
所
に
渡
り
ま
し
た
。「
便

船
」
で
故
国
に
送
り
届
け
て
く
れ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
に
頼
み
入
れ
ま
し

た
が
、
承
知
せ
ず
、
十
年
ほ
ど
滞
在
し
ま
し
た
が
、
今
回
、
ア
メ
リ
カ
の
船

が
「
ウ
ワ
フ
国
」
に
来
着
し
、
そ
の
船
が
中
国
の
上
海
へ
商
売
の
た
め
に
航

海
す
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
の
で
、 

〔
宿
拵 

や
ど
こ
し
ら
え
〕
役
人
ら
の

宿
の
用
意
を
す
る
こ
と
。 

   

〔
其
元 

そ
こ
も
と
〕
こ
こ
で
は
兼
城

親
雲
上
を
指
す
。 

             

〔
ウ
ワ
フ
国
〕
現
在
の
米
国
ハ
ワ
イ

州
オ
ワ
フ
島
。 

〔
便
船 

び
ん
せ
ん
〕
便
乗
す
る
の
に

都
合
の
良
い
船
。 

 

人
共
儀
、
毎
年
帰
国
之
念
願
を
以
賃
取
等
ニ
而 

 

貯
銀
有
之
候
付
、
伝
間
一
艘
買
入
、
便
船
相
頼
度
、 

 

左
候
而
日
本
之
地
与
見
請
候
ハ
ヽ
右
所
江
卸
呉
候
様 

 

右
船
頭
江
頼
入
候
処
、
請
合
呉
候
付
、
去
年
十
月 

 

廿
日
比
、
右
船
江
乗
付
罷
渡
、
於
洋
中
国
を
見
懸
、 

 

琉
球
之
段
承
候
付
、
昨
日
八
ツ
時
分
、
地
方
よ
り
二
三
里 

 

程
之
所
ニ
而
伝
間
相
卸
候
処
、
折
節
雨
風
少
々
強 

 

相
成
候
付
、
其
夜
琉
球
之
地
方
江
伝
間
寄
居
、 

 

漸
今
日
此
地
取
着
為
申
由
。 

 
 

附 

 
 

一
五
人
之
内
一
人
者
ウ
ワ
フ
国
ニ
お
ひ
て
漂
着
ゟ 

 
 
 

五
ヶ
年
目
病
死
仕
、
今
一
人
者
ウ
ワ
フ
国
江
罷
在 

 
 
 

候
由
。 

 
 

一
本
船
乗
組
人
数
「
土
佐
人
共
外
」
亜
美
利
駕
人
十
五
人 

 
 
 

之
由
。 

一
名
面
歳
等
相
尋
候
処
、
一
人
者
伝
蔵
、
歳
四
十
八
、 

 

一
人
者
五
右
衛
門
、
歳
二
十
五
、
一
人
者
万
次
郎
、
歳 

 

二
十
三
之
由
。 

一
文
字
存
知
居
候
哉
与
相
尋
候
処
、
日
本
文
字
者 

 

存
不
申
、
尤
万
次
郎
一
人
者
ウ
ワ
フ
国
之
字
様 

 

存
知
居
候
由
。 

一
冠
装
束
等
阿
蘭
陀
人
ニ
似
寄
候
得
共
、
髪
黒 

 

言
語
礼
儀
等
日
本
人
之
様
相
見
得
、
何
そ 

 

疑
敷
躰
相
見
得
不
申
候
。 

一
所
持
道
具
箱
大
小
三
ツ
、
唐
針
其
外
軽
品
々 

 

有
之
候
得
共
、
夜
中
委
敷
相
分
不
申
候
間
、 

              

〔
名
面 

な
め
ん
〕
名
前
。 

 

〔
字
様 

じ
ざ
ま
〕
文
字
。
こ
こ
は
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
指
す
。 

〔
冠
装
束 

か
ぶ
り
し
ょ
う
ぞ
く
〕 

帽
子
と
洋
服
の
い
で
た
ち
。 

〔
阿
蘭
陀
人 

お
ら
ん
だ
じ
ん
〕
外
国

人
。
異
国
人
。 

〔
唐
針 

か
ら
は
い
〕
羅
針
盤
。
中
国

針
と
も
。 

〔
委
敷 

く
わ
し
く
〕 

私
た
ち
（
土
佐
人
た
ち
）
に
は
毎
年
、
帰
国
し
た
い
一
心
か
ら
賃
労
働
な
ど

で
た
め
た
貯
金
が
あ
っ
た
の
で
、
伝
馬
船
（
ボ
ー
ト
）
を
一
艘
買
い
入
れ
、

「
便
船
」
を
頼
み
た
い
、
そ
し
て
、
日
本
の
土
地
と
判
断
で
き
れ
ば
、
そ
の

場
所
に
卸
し
て
く
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
船
の
船
長
に
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
請
け

合
っ
て
く
れ
た
の
で
、
去
年
の
十
月
二
十
日
頃
、
そ
の
船
に
乗
せ
て
も
ら
い
、

洋
中
に
陸
地
を
見
か
け
て
、
そ
の
土
地
が
琉
球
で
あ
る
と
聞
い
た
の
で
、
昨

日
午
後
二
時
頃
、
陸
地
か
ら
二
、
三
里
ほ
ど
の
場
所
に
ボ
ー
ト
を
卸
し
た
が
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
、
風
雨
が
少
々
強
く
な
り
、
そ
の
夜
は
琉
球
の
陸
地
（
海

岸
）
に
ボ
ー
ト
を
寄
せ
て
居
り
ま
し
た
、
よ
う
や
く
本
日
こ
の
地
に
上
陸
し

た
」
と
の
こ
と
で
す
。 

追
記 

 

一
、
五
人
の
う
ち
一
人
は
「
ウ
ワ
フ
国
」
に
お
い
て
漂
着
か
ら
五
年
め
に

病
死
し
、
も
う
一
人
は
「
ウ
ワ
フ
国
」
に
い
る
そ
う
で
す
。 

 

一
、
本
船
（
異
国
船
）
の
乗
員
は
土
佐
人
た
ち
以
外
に
、
ア
メ
リ
カ
人
が

十
五
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
、
姓
名
・
年
齢
な
ど
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
一
人
は
伝
蔵
で
四
八
歳
、
一
人

は
五
右
衛
門
で
二
五
歳
、
一
人
は
万
次
郎
で
二
三
歳
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
、
文
字
を
知
っ
て
い
る
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
日
本
の
文
字
は
知
ら
な
い
、

た
だ
し
万
次
郎
一
人
は
「
ウ
ワ
フ
国
」
の
文
字
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。 

一
、
か
ぶ
り
も
の
（
帽
子
）
や
衣
服
な
ど
が
オ
ラ
ン
ダ
人
（
異
国
人
）
に
似

通
っ
て
い
る
も
の
の
、
髪
は
黒
く
、
言
葉
や
礼
儀
作
法
な
ど
は
日
本
人
の
よ

う
に
見
え
て
、
何
ら
疑
わ
し
い
様
子
は
見
え
ま
せ
ん
。 

一
、
所
持
し
て
い
た
道
具
箱
は
大
小
三
つ
で
、
羅
針
盤
そ
の
他
の
雑
品
が
あ

り
ま
す
が
、
夜
中
な
の
で
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
ず
、 
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国
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を
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賃
取
等
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貯
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有
之
候
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、
伝
間
一
艘
買
入
、
便
船
相
頼
度
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左
候
而
日
本
之
地
与
見
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候
ハ
ヽ
右
所
江
卸
呉
候
様 

 

右
船
頭
江
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入
候
処
、
請
合
呉
候
付
、
去
年
十
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廿
日
比
、
右
船
江
乗
付
罷
渡
、
於
洋
中
国
を
見
懸
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琉
球
之
段
承
候
付
、
昨
日
八
ツ
時
分
、
地
方
よ
り
二
三
里 

 

程
之
所
ニ
而
伝
間
相
卸
候
処
、
折
節
雨
風
少
々
強 

 

相
成
候
付
、
其
夜
琉
球
之
地
方
江
伝
間
寄
居
、 

 

漸
今
日
此
地
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着
為
申
由
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一
五
人
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内
一
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国
ニ
お
ひ
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漂
着
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五
ヶ
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目
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死
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、
今
一
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者
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ワ
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一
本
船
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「
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共
外
」
亜
美
利
駕
人
十
五
人 

 
 
 

之
由
。 

一
名
面
歳
等
相
尋
候
処
、
一
人
者
伝
蔵
、
歳
四
十
八
、 

 

一
人
者
五
右
衛
門
、
歳
二
十
五
、
一
人
者
万
次
郎
、
歳 

 

二
十
三
之
由
。 

一
文
字
存
知
居
候
哉
与
相
尋
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処
、
日
本
文
字
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存
不
申
、
尤
万
次
郎
一
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者
ウ
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フ
国
之
字
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存
知
居
候
由
。 

一
冠
装
束
等
阿
蘭
陀
人
ニ
似
寄
候
得
共
、
髪
黒 

 

言
語
礼
儀
等
日
本
人
之
様
相
見
得
、
何
そ 

 

疑
敷
躰
相
見
得
不
申
候
。 

一
所
持
道
具
箱
大
小
三
ツ
、
唐
針
其
外
軽
品
々 

 

有
之
候
得
共
、
夜
中
委
敷
相
分
不
申
候
間
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〔
名
面 

な
め
ん
〕
名
前
。 

 

〔
字
様 

じ
ざ
ま
〕
文
字
。
こ
こ
は
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
指
す
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〔
冠
装
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か
ぶ
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し
ょ
う
ぞ
く
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帽
子
と
洋
服
の
い
で
た
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阿
蘭
陀
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お
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ん
だ
じ
ん
〕
外
国

人
。
異
国
人
。 

〔
唐
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か
ら
は
い
〕
羅
針
盤
。
中
国

針
と
も
。 

〔
委
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く
わ
し
く
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私
た
ち
（
土
佐
人
た
ち
）
に
は
毎
年
、
帰
国
し
た
い
一
心
か
ら
賃
労
働
な
ど

で
た
め
た
貯
金
が
あ
っ
た
の
で
、
伝
馬
船
（
ボ
ー
ト
）
を
一
艘
買
い
入
れ
、

「
便
船
」
を
頼
み
た
い
、
そ
し
て
、
日
本
の
土
地
と
判
断
で
き
れ
ば
、
そ
の

場
所
に
卸
し
て
く
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
船
の
船
長
に
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
請
け

合
っ
て
く
れ
た
の
で
、
去
年
の
十
月
二
十
日
頃
、
そ
の
船
に
乗
せ
て
も
ら
い
、

洋
中
に
陸
地
を
見
か
け
て
、
そ
の
土
地
が
琉
球
で
あ
る
と
聞
い
た
の
で
、
昨

日
午
後
二
時
頃
、
陸
地
か
ら
二
、
三
里
ほ
ど
の
場
所
に
ボ
ー
ト
を
卸
し
た
が
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
、
風
雨
が
少
々
強
く
な
り
、
そ
の
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は
琉
球
の
陸
地
（
海

岸
）
に
ボ
ー
ト
を
寄
せ
て
居
り
ま
し
た
、
よ
う
や
く
本
日
こ
の
地
に
上
陸
し

た
」
と
の
こ
と
で
す
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追
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て
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着
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ら
五
年
め
に
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死
し
、
も
う
一
人
は
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ウ
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フ
国
」
に
い
る
そ
う
で
す
。 

 

一
、
本
船
（
異
国
船
）
の
乗
員
は
土
佐
人
た
ち
以
外
に
、
ア
メ
リ
カ
人
が

十
五
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
、
姓
名
・
年
齢
な
ど
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
一
人
は
伝
蔵
で
四
八
歳
、
一
人

は
五
右
衛
門
で
二
五
歳
、
一
人
は
万
次
郎
で
二
三
歳
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
、
文
字
を
知
っ
て
い
る
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
日
本
の
文
字
は
知
ら
な
い
、

た
だ
し
万
次
郎
一
人
は
「
ウ
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フ
国
」
の
文
字
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。 

一
、
か
ぶ
り
も
の
（
帽
子
）
や
衣
服
な
ど
が
オ
ラ
ン
ダ
人
（
異
国
人
）
に
似

通
っ
て
い
る
も
の
の
、
髪
は
黒
く
、
言
葉
や
礼
儀
作
法
な
ど
は
日
本
人
の
よ

う
に
見
え
て
、
何
ら
疑
わ
し
い
様
子
は
見
え
ま
せ
ん
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一
、
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持
し
て
い
た
道
具
箱
は
大
小
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つ
で
、
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針
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そ
の
他
の
雑
品
が
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り
ま
す
が
、
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中
な
の
で
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し
い
こ
と
は
分
か
ら
ず
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明
日
相
糺
、
委
細
可
申
越
候
。 

一
夜
喰
之
儀
、
唐
芋
汁
等
相
与
申
候
。 

一
右
者
共
宿
之
儀
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
可
致 

 

相
応
儀
与
相
考
、
人
家
明
除
、
夜
中
差
越 

 

申
候
。 

 

右
之
通
承
届
候
。
尤
取
締
向
、
介
抱
方
等
之
儀
、 

 

追
而
致
吟
味
、
何
分
可
申
越
候
。
御
仮
屋
方
御
届
者 

 

其
元
よ
り
可
被
申
上
候
。
此
段
致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

附
、
口
上
聞
得
兼
候
儀
共
段
々
有
之
、
手
様
等 

 
 
 
 

を
以
相
通
申
候
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
禄
間
切
ニ
而 

 
 

正
月
三
日 

 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝
連
親
方 

 
 

兼
城
親
雲
上 

 

5 本
文
同
日
到
来
、
御
書
院
当
御
取
次
備 

上
覧
。
御
仮
屋
方
江
者
日
帳
主
取
兼
城
親
雲
上
添
書
を
以
那
覇 

役
人
江
差
遣
及
御
届
候
也
。 

一
漂
着
人
共
儀
、
昨
日
よ
り
今
日
者
口
上
格
前 

 

聞
易
有
之
、
板
良
敷
里
之
子
親
雲
上
茂
相
逢
、
ア
メ
リ
カ 

 

言
葉
を
以
相
尋
さ
せ
候
処
、
昨
日
致
問
合
置
候
通
、
違
目 

 

無
之
、
尤
互
之
応
答
茂
大
和
口
上
い
た
し
候
上
、 

 

土
佐
国
之
産
物
、
又
者
日
本
之
事
共
、
兼
而 

 

承
及
候
通
相
替
不
申
、
且
致
所
持
居
候
品
々
、 

 

左
之
通
箱
荷
等
都
而
明
開
候
而
見
せ
、
左
候
而
土
佐 

 

国
ニ
而
着
懸
之
由
ニ
而
古
袷
衣
裳
一
枚
差
出
、
是
者 

 

致
帰
国
候
時
宜
茂
可
有
之
、
為
証
拠
、
此
程 

 

〔
夜
喰 

や
ぐ
い
〕
夜
食
。 

  

〔
承
届 

う
け
と
ど
け
〕
聴
取
す
る
。 

 

〔
手
様 

て
ざ
ま
〕
手
ぶ
り
。 

      

〔
口
上 

こ
う
じ
ょ
う
〕
話
し
ぶ
り
。

弁
舌
。 

  

〔
袷
衣
裳 

あ
わ
せ
い
し
ょ
う
〕
表
裏

を
合
わ
せ
て
作
っ
た
衣
服
。
裏
地
つ

き
の
着
物
。 

〔
此
程 

こ
の
ほ
ど
〕
今
度
。
今
回
。 

明
日
尋
問
し
て
、
詳
細
を
報
告
し
ま
す
。 

一
、
夜
食
と
し
て
、
唐
芋
汁
な
ど
を
与
え
ま
し
た
。 

一
、
こ
の
者
た
ち
の
宿
に
つ
い
て
、
豊
見
城
間
切
の
翁
長
村
が
ふ
さ
わ
し
い

だ
ろ
う
と
考
え
て
、
人
家
を
空
け
さ
せ
、
夜
中
に
移
動
し
ま
し
た
。 

右
の
よ
う
に
聴
取
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
警
備
や
介
護
な
ど
の
件
に
つ
い

て
は
、
の
ち
ほ
ど
検
討
し
て
、
何
ら
か
の
形
で
知
ら
せ
ま
す
。
在
番
奉
行
所

へ
の
報
告
は
そ
ち
ら
（
評
定
所
）
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
件
は
連
絡
し

ま
し
た
。
以
上
。 

 

追
記 

（
漂
着
土
佐
人
ら
の
）
言
葉
が
聞
き
取
り
に
く
い
こ
と
な
ど
色
々

あ
り
ま
し
た
が
、
手
ぶ
り
な
ど
を
用
い
て
意
思
を
通
じ
さ
せ
ま
し
た
。 

 
 

正
月
三
日 

 
 
 

小
禄
間
切
に
て
小
禄
親
雲
上
・
勝
連
親
方 

 
 

兼
城
親
雲
上 

 

5 【
本
文
は
同
日
到
来
し
、
御
書
院
当
が
取
次
ぎ
、
上
覧
に
備
え
た
。
在
番
奉

行
所
に
は
日
帳
主
取
の
兼
城
親
雲
上
の
添
書
を
付
け
て
那
覇
役
人
に
差
し

遣
わ
し
、
お
届
け
し
ま
し
た
。】 

一
、
漂
着
人
た
ち
の
件
は
、
昨
日
よ
り
今
日
は
言
葉
も
格
段
に
聞
き
取
り
や

す
く
、
板
良
敷
里
之
子
親
雲
上
も
面
会
し
、
ア
メ
リ
カ
の
言
葉
を
使
っ
て
尋

ね
さ
せ
た
と
こ
ろ
（
話
の
内
容
が
）
昨
日
連
絡
し
て
お
い
た
と
お
り
で
、
食

い
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
ま
た
、
土
佐
人
た
ち
ど
う
し
の
会
話
も
日

本
の
言
葉
で
や
り
と
り
い
た
し
て
い
る
上
に
、
土
佐
国
の
産
物
、
ま
た
は
日

本
の
事
に
つ
い
て
も
、
か
ね
て
か
ら
聞
き
及
ん
で
い
た
と
お
り
で
変
わ
り
な

く
、
ま
た
、
所
持
し
て
い
る
物
品
は
、
左
の
と
お
り
で
、（
土
佐
人
た
ち
は
）

箱
荷
な
ど
を
す
べ
て
開
封
し
て
見
せ
、
そ
し
て
、
土
佐
国
で
着
か
け
て
い
た

と
い
う
古
い
袷
（
あ
わ
せ
）
の
着
物
一
着
を
差
し
出
し
て
、
こ
れ
は
帰
国
す

る
時
も
あ
ろ
う
か
と
、（
そ
の
時
の
た
め
の
）
証
拠
と
し
て
、
こ
れ
ま
で 

 

致
格
護
居
候
与
申
候
。
就
而
者
日
本
人
無
相
違
儀
与 

 

存
申
候
。 

 

一
箱
壱
ツ
長
四
尺
五
寸
高
横
弐
尺
程
完 

 
 
 

内 

 
 
 

一
天
下
図
七
枚 

 
 
 

一
西
洋
書
籍
十
一
冊 

 
 
 

一
懐
中
鉄
炮
二 

 
 
 

一
小
箱
四 

薬
并
玉
壺
細
物
入
付 

 
 
 

一
布
団
一
枚 

 
 
 

土
佐
国
ニ
而
着
懸
之
等 

 
 
 

一
古
袷
衣
裳
一
枚 

 
 
 

一
釣
道
具 

 
 
 

一
蕃
銭
大
小
四
枚 

 
 
 

西
洋
調
之
等 

 
 
 

一
衣
裳
四
枚
程 

 
 
 

一
牛
之
角
二 

塩
焇
入
付 

 

一
箱
一
ツ
長
三
尺
高
壱
尺
横
壱
尺
弐
寸
程 

 
 
 

内
西
洋
調
之
衣
裳
入
付 

 

一
箱
一
ツ
長
弐
尺
五
寸
高
八
寸
横
壱
尺
五
寸
程 

 
 
 

内
光
餅
并
蕃
銭
芋
入
付 

 

一
布
袋
一
ツ 

衣
裳
入
付 

 

一
布
団
四
枚 

 

西
洋
調 

 

一
鉄
炮
一 

 

一
唐
針
一 

 

一
移
錫
箱
大
小
二 

保
管
し
て
い
ま
し
た
と
申
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
人
に
間
違
い
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

一
、
箱
一
つ
。
長
さ
四
尺
五
寸
。
高
さ
横
二
尺
ほ
ど
ず
つ
。 

中
に
（
以
下
の
も
の
） 

 
 
 

一
、
世
界
地
図
七
枚 

 
 
 

一
、
西
洋
の
書
籍
十
一
冊 

 
 
 

一
、
懐
中
鉄
砲
（
ピ
ス
ト
ル
）
二
丁 

 
 
 

一
、
小
箱
四
つ
（
薬
と
玉
壺
細
物
が
入
れ
て
あ
る
） 

 
 
 

一
、
布
団
一
枚 

 
 
 

一
、
古
い
袷
（
あ
わ
せ
）
衣
裳
一
枚
（
土
佐
国
で
着
か
け
た
も
の
） 

 
 
 

一
、
釣
り
道
具 

 
 
 

一
、
蕃
銭
大
小
四
枚 

 
 
 

一
、
衣
裳
四
枚
ほ
ど
（
西
洋
製
の
も
の
） 

 
 
 

一
、
牛
の
角
二
つ
（
塩
焇
入
り
） 

 

一
、
箱
一
つ
（
長
三
尺
・
高
一
尺
・
横
一
尺
二
寸
ほ
ど
／
中
に
西
洋
製
の

衣
裳
が
入
れ
て
あ
る
） 

 

一
、
箱
一
つ
（
長
二
尺
五
寸
・
高
さ
八
寸
・
横
一
尺
五
寸
ほ
ど
／
中
に
光

餅
と
蕃
銭
・
芋
が
入
れ
て
あ
る
） 

 

一
、
布
袋
一
つ
（
衣
裳
が
入
れ
て
あ
る
） 

 

一
、
布
団
四
枚 

 

一
、
鉄
砲
一
丁
（
西
洋
製
） 

 

一
、
羅
針
盤
一
つ 

 

一
、
移
錫
箱
大
小
二
つ 

    

〔
天
下
図 

て
ん
か
ず
〕
世
界
地
図
。 

〔
懐
中
鉄
砲 

か
い
ち
ゅ
う
て
っ
ぽ

う
〕
ピ
ス
ト
ル
。 

          

〔
光
餅
〕
ク
ン
ペ
ン
の
こ
と
。 
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致
格
護
居
候
与
申
候
。
就
而
者
日
本
人
無
相
違
儀
与 

 
存
申
候
。 

 

一
箱
壱
ツ
長
四
尺
五
寸
高
横
弐
尺
程
完 

 
 
 

内 

 
 
 

一
天
下
図
七
枚 

 
 
 

一
西
洋
書
籍
十
一
冊 

 
 
 

一
懐
中
鉄
炮
二 

 
 
 

一
小
箱
四 

薬
并
玉
壺
細
物
入
付 

 
 
 

一
布
団
一
枚 

 
 
 

土
佐
国
ニ
而
着
懸
之
等 

 
 
 

一
古
袷
衣
裳
一
枚 

 
 
 

一
釣
道
具 

 
 
 

一
蕃
銭
大
小
四
枚 

 
 
 

西
洋
調
之
等 

 
 
 

一
衣
裳
四
枚
程 

 
 
 

一
牛
之
角
二 

塩
焇
入
付 

 

一
箱
一
ツ
長
三
尺
高
壱
尺
横
壱
尺
弐
寸
程 

 
 
 

内
西
洋
調
之
衣
裳
入
付 

 

一
箱
一
ツ
長
弐
尺
五
寸
高
八
寸
横
壱
尺
五
寸
程 

 
 
 

内
光
餅
并
蕃
銭
芋
入
付 

 

一
布
袋
一
ツ 

衣
裳
入
付 

 

一
布
団
四
枚 

 

西
洋
調 

 

一
鉄
炮
一 

 

一
唐
針
一 

 

一
移
錫
箱
大
小
二 

保
管
し
て
い
ま
し
た
と
申
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
人
に
間
違
い
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

一
、
箱
一
つ
。
長
さ
四
尺
五
寸
。
高
さ
横
二
尺
ほ
ど
ず
つ
。 

中
に
（
以
下
の
も
の
） 

 
 
 

一
、
世
界
地
図
七
枚 

 
 
 

一
、
西
洋
の
書
籍
十
一
冊 

 
 
 

一
、
懐
中
鉄
砲
（
ピ
ス
ト
ル
）
二
丁 

 
 
 

一
、
小
箱
四
つ
（
薬
と
玉
壺
細
物
が
入
れ
て
あ
る
） 

 
 
 

一
、
布
団
一
枚 

 
 
 

一
、
古
い
袷
（
あ
わ
せ
）
衣
裳
一
枚
（
土
佐
国
で
着
か
け
た
も
の
） 

 
 
 

一
、
釣
り
道
具 

 
 
 

一
、
蕃
銭
大
小
四
枚 

 
 
 

一
、
衣
裳
四
枚
ほ
ど
（
西
洋
製
の
も
の
） 

 
 
 

一
、
牛
の
角
二
つ
（
塩
焇
入
り
） 

 

一
、
箱
一
つ
（
長
三
尺
・
高
一
尺
・
横
一
尺
二
寸
ほ
ど
／
中
に
西
洋
製
の

衣
裳
が
入
れ
て
あ
る
） 

 

一
、
箱
一
つ
（
長
二
尺
五
寸
・
高
さ
八
寸
・
横
一
尺
五
寸
ほ
ど
／
中
に
光

餅
と
蕃
銭
・
芋
が
入
れ
て
あ
る
） 

 

一
、
布
袋
一
つ
（
衣
裳
が
入
れ
て
あ
る
） 

 

一
、
布
団
四
枚 

 

一
、
鉄
砲
一
丁
（
西
洋
製
） 

 

一
、
羅
針
盤
一
つ 

 

一
、
移
錫
箱
大
小
二
つ 

    

〔
天
下
図 

て
ん
か
ず
〕
世
界
地
図
。 

〔
懐
中
鉄
砲 

か
い
ち
ゅ
う
て
っ
ぽ

う
〕
ピ
ス
ト
ル
。 

          

〔
光
餅
〕
ク
ン
ペ
ン
の
こ
と
。 
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一
布
帆
大
小
二 

 
一
玉
壺
一 

水
入
用
之
由 

一
右
者
共
召
置
候
人
家
門
前
江
関
番
仮
屋
打
調
、 

 

番
人
さ
は
く
り
よ
り
二
人
・
所
之
位
衆
三
人
・
百
姓 

 

二
人
昼
夜
相
詰
、
厳
重
取
締
申
渡
置
候
。 

 

右
之
通
致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

附
、
御
仮
屋
方
御
届
者
其
元
よ
り
可
被
申
上
候
。 

 
 

正
月
四
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝
連
親
「
方
」
雲
上 

 
 

兼
城
親
雲
上 

 

6 

覚 

一
漂
着
土
佐
国
人
、
猥
ニ
村
中
徘
徊
為
仕
間
敷 

 

事
。 

一
地
下
人
、
漂
着
人
ニ
不
近
付
様
申
渡
、
尤
用
事
ニ 

 

付
而
出
合
候
節
茂
唐
・
大
和
・
琉
球
之
様
子 

 

其
外
咄
共
為
仕
間
敷
事
。 

一
右
近
辺
よ
り
女
往
通
為
仕
間
敷
事
。 

一
右
宿
近
辺
火
用
心
、
別
而
入
念
候
様
、
可
申
付 

 

事
。 

一
漂
着
人
共
江
商
売
之
儀
者
不
及
申
、
少
事 

 

之
物
迚
茂
進
物
贈
答
為
仕
間
敷
事
。 

 

右
之
通
、
堅
固
ニ
相
守
候
様
可
申
渡
候
。
若
不
締 

 

之
儀
於
有
之
者
到
各
可
為
越
度
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

正
月
四
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 

一
、
布
帆
大
小
二
つ 

 

一
、
玉
壺
一
つ
（
水
入
れ
用
と
い
う
こ
と
で
す
） 

一
、
こ
の
者
た
ち
を
留
置
し
て
い
る
人
家
の
門
前
に
関
番
用
の
仮
小
屋
を
建

て
、
番
人
と
し
て
間
切
役
人
か
ら
二
人
、
翁
長
村
の
位
衆
（
村
役
人
）
か
ら

三
人
、
百
姓
か
ら
二
人
ず
つ
昼
夜
を
問
わ
ず
詰
め
さ
せ
、
厳
重
な
取
り
締
ま

り
を
申
し
渡
し
て
お
き
ま
し
た
。 

右
の
と
お
り
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

追
記
、
在
番
奉
行
所
へ
の
報
告
は
そ
ち
ら
（
首
里
評
定
所
）
か
ら
し
て
く

だ
さ
い
。 

 
 

正
月
四
日 

 

小
禄
親
雲
上
・
勝
連
親
方
（
差
出
）
／
兼
城
親
雲
上
（
宛
） 

 

6 

覚 

一
、
漂
着
土
佐
国
人
に
、
む
や
み
に
村
中
（
む
ら
な
か
）
を
徘
徊
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
。 

一
、
地
元
民
は
、
漂
着
人
に
近
づ
か
ぬ
よ
う
に
通
達
し
、
用
事
の
た
め
出
会

う
際
も
、
中
国
・
日
本
・
琉
球
の
様
子
や
、
そ
の
他
の
話
な
ど
を
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
。 

一
、
漂
着
者
の
宿
所
付
近
を
女
性
に
通
行
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。 

一
、
漂
着
者
の
宿
所
付
近
の
防
火
に
、
と
く
に
念
を
入
れ
る
よ
う
に
申
し
付

け
る
べ
き
こ
と
。 

一
、
漂
着
者
た
ち
を
相
手
に
商
売
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
少
々
の

物
で
も
進
物
・
贈
答
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。 

 

右
の
と
お
り
、
堅
固
に
守
る
よ
う
に
通
達
し
な
さ
い
。
も
し
守
ら
な
い
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
（
間
切
の
役
人
）
各
自
の
落
ち
度
（
責
任
問
題
）
で

あ
る
。
以
上
。 

 

亥
正
月
四
日 

 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

  

〔
さ
は
く
り
〕
間
切
役
人
。 

〔
位
衆 

く
ら
い
し
ゅ
う
〕
村
役
人
の

う
ち
親
雲
上
や
筑
登
之
な
ど
の
位
階

を
有
す
る
者
を
指
す
。 

     

〔
村
中 

む
ら
な
か
〕
村
内
（
む
ら
う

ち
）。
翁
長
村
の
集
落
範
囲
の
翁
長
原

（
お
な
が
ば
る
）
一
帯
を
指
す
語
か
。 

        

〔
越
度 

お
ち
ど
〕
過
ち
。
失
敗
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝
連
親
方 

 

豊
見
城
間
切 

 
 

下
知
役 

 
 

検
者 

 
 
 

さ
は
く
り
中 

 

7-1
豊
見
城
間
切
翁
長
村
江
被
召
置
候
漂
着 

 

土
佐
国
人
為
御
差
引
、
御
横
目
御
壱
人
・ 

 

御
附
役
御
壱
人
・
足
軽
一
人
、
只
今
彼
表
江 

 

御
差
越
ニ
成
候
付
、
別
紙
之
夫
高
・
手
当
有
之 

 

候
様
、
御
在
番
所
よ
り
被
仰
渡
候
間
、
小
禄
間
切
ゟ 

 

差
出
候
様
、
構
之
向
江
被
仰
渡
度
、
尤
御
急 

 

用
之
事
ニ
而
小
禄
間
切
江
者
為
早
々
、
此
方
ゟ
も 

 

相
達
置
申
候
。
此
段
致
御
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

附 

 
 

一
大
和
横
目
一
人
・
問
役
一
人
、
先
例
通
附
添
差
越 

 
 
 

候
付
、
別
紙
之
通
、
問
役
申
出
有
之
候
間
、
其
通 

 
 
 

被
仰
付
度
候
。 

 
 

一
御
仮
屋
方
并
大
和
横
目
問
役
宿
五
軒 

 
 
 

翁
長
村
江
手
当
被
仰
渡
度
候
。 

 
 

正
月
四
日 

 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

7-2
夫
七
人
完 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斎
藤
助
五
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
山
嘉
左
衛
門 

    

〔
差
引 

さ
し
ひ
き
〕
指
揮
。
差
配
。

こ
こ
で
は
土
佐
人
に
対
す
る
尋
問
、

事
情
聴
取
の
意
味
。 

〔
御
横
目 

お
よ
こ
め
〕
薩
摩
か
ら
派

遣
さ
れ
た
役
人
。
在
番
奉
行
を
補
佐
。 

〔
御
附
役 

お
つ
け
や
く
〕
薩
摩
か
ら

派
遣
さ
れ
た
役
人
。
在
番
奉
行
と
横

目
を
補
佐
。 

〔
足
軽 

あ
し
が
る
〕
薩
摩
か
ら
派
遣

さ
れ
た
下
級
役
人
。 

〔
構
之
向 

か
ま
え
の
む
き
〕
担
当
部

局
。 

〔
大
和
横
目 

や
ま
と
よ
こ
め
〕
親
見

世
の
下
級
役
人
。
那
覇
士
族
が
就
任
。 

〔
問
役 

と
い
や
く
〕
親
見
世
の
役
職

の
一
つ
。
船
の
出
入
港
に
関
す
る
諸

業
務
を
担
っ
た
。 

〔
手
当 

て
あ
て
〕
手
配
。
準
備
。 

〔
御
方 

お
ん
か
た
〕
貴
人
に
対
す
る

尊
敬
語
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝
連
親
方 

 

豊
見
城
間
切 

 
 

下
知
役 

 
 

検
者 

 
 
 

さ
ば
く
り
中 

 

7-1
豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
留
置
し
て
い
る
漂
着
土
佐
国
人
の
尋
問
の
た
め

に
、
横
目
一
人
、
附
役
一
人
、
足
軽
一
人
が
も
う
す
ぐ
、
か
の
地
（
翁
長
村
）

に
出
立
さ
れ
ま
す
の
で
、
別
紙
の
人
馬
の
用
意
を
す
る
よ
う
に
、
在
番
奉
行

所
か
ら
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
い
て
は
、
小
禄
間
切
か
ら
徴
発
す
る
よ
う

に
関
係
部
署
に
命
じ
て
い
た
だ
き
た
い
、
た
だ
、
急
を
要
す
る
事
な
の
で
、

小
禄
間
切
に
は
、
早
急
に
こ
ち
ら
（
那
覇
親
見
世
）
か
ら
も
通
達
し
て
お
き

ま
す
。
こ
の
件
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
以
上
。 

 

追
記 

 

一
、
大
和
横
目
一
人
・
問
役
一
人
を
先
例
ど
お
り
（
薩
摩
役
人
に
）
付
き

添
わ
せ
、
派
遣
し
ま
す
。
そ
の
件
に
つ
い
て
、
別
紙
の
よ
う
に
、
問
役
か
ら

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
と
お
り
命
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

一
、
在
番
奉
行
一
行
、
な
ら
び
に
大
和
横
目
・
問
役
の
た
め
の
宿
五
軒
を

翁
長
村
に
手
配
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 
 

正
月
四
日 

 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

7-2
人
夫
七
人
ず
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斎
藤
助
五
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
山
嘉
左
衛
門 
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勝
連
親
方 

 
豊
見
城
間
切 

 
 

下
知
役 

 
 

検
者 

 
 
 

さ
は
く
り
中 

 

7-1
豊
見
城
間
切
翁
長
村
江
被
召
置
候
漂
着 

 

土
佐
国
人
為
御
差
引
、
御
横
目
御
壱
人
・ 

 

御
附
役
御
壱
人
・
足
軽
一
人
、
只
今
彼
表
江 

 

御
差
越
ニ
成
候
付
、
別
紙
之
夫
高
・
手
当
有
之 

 

候
様
、
御
在
番
所
よ
り
被
仰
渡
候
間
、
小
禄
間
切
ゟ 

 

差
出
候
様
、
構
之
向
江
被
仰
渡
度
、
尤
御
急 

 

用
之
事
ニ
而
小
禄
間
切
江
者
為
早
々
、
此
方
ゟ
も 

 

相
達
置
申
候
。
此
段
致
御
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

附 

 
 

一
大
和
横
目
一
人
・
問
役
一
人
、
先
例
通
附
添
差
越 

 
 
 

候
付
、
別
紙
之
通
、
問
役
申
出
有
之
候
間
、
其
通 

 
 
 

被
仰
付
度
候
。 

 
 

一
御
仮
屋
方
并
大
和
横
目
問
役
宿
五
軒 

 
 
 

翁
長
村
江
手
当
被
仰
渡
度
候
。 

 
 

正
月
四
日 

 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

7-2
夫
七
人
完 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斎
藤
助
五
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
山
嘉
左
衛
門 

    

〔
差
引 

さ
し
ひ
き
〕
指
揮
。
差
配
。

こ
こ
で
は
土
佐
人
に
対
す
る
尋
問
、

事
情
聴
取
の
意
味
。 

〔
御
横
目 

お
よ
こ
め
〕
薩
摩
か
ら
派

遣
さ
れ
た
役
人
。
在
番
奉
行
を
補
佐
。 

〔
御
附
役 

お
つ
け
や
く
〕
薩
摩
か
ら

派
遣
さ
れ
た
役
人
。
在
番
奉
行
と
横

目
を
補
佐
。 

〔
足
軽 

あ
し
が
る
〕
薩
摩
か
ら
派
遣

さ
れ
た
下
級
役
人
。 

〔
構
之
向 

か
ま
え
の
む
き
〕
担
当
部

局
。 

〔
大
和
横
目 

や
ま
と
よ
こ
め
〕
親
見

世
の
下
級
役
人
。
那
覇
士
族
が
就
任
。 

〔
問
役 

と
い
や
く
〕
親
見
世
の
役
職

の
一
つ
。
船
の
出
入
港
に
関
す
る
諸

業
務
を
担
っ
た
。 

〔
手
当 

て
あ
て
〕
手
配
。
準
備
。 

〔
御
方 

お
ん
か
た
〕
貴
人
に
対
す
る

尊
敬
語
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝
連
親
方 

 

豊
見
城
間
切 

 
 

下
知
役 

 
 

検
者 

 
 
 

さ
ば
く
り
中 

 

7-1
豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
留
置
し
て
い
る
漂
着
土
佐
国
人
の
尋
問
の
た
め

に
、
横
目
一
人
、
附
役
一
人
、
足
軽
一
人
が
も
う
す
ぐ
、
か
の
地
（
翁
長
村
）

に
出
立
さ
れ
ま
す
の
で
、
別
紙
の
人
馬
の
用
意
を
す
る
よ
う
に
、
在
番
奉
行

所
か
ら
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
い
て
は
、
小
禄
間
切
か
ら
徴
発
す
る
よ
う

に
関
係
部
署
に
命
じ
て
い
た
だ
き
た
い
、
た
だ
、
急
を
要
す
る
事
な
の
で
、

小
禄
間
切
に
は
、
早
急
に
こ
ち
ら
（
那
覇
親
見
世
）
か
ら
も
通
達
し
て
お
き

ま
す
。
こ
の
件
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
以
上
。 

 

追
記 

 

一
、
大
和
横
目
一
人
・
問
役
一
人
を
先
例
ど
お
り
（
薩
摩
役
人
に
）
付
き

添
わ
せ
、
派
遣
し
ま
す
。
そ
の
件
に
つ
い
て
、
別
紙
の
よ
う
に
、
問
役
か
ら

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
と
お
り
命
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 
一
、
在
番
奉
行
一
行
、
な
ら
び
に
大
和
横
目
・
問
役
の
た
め
の
宿
五
軒
を

翁
長
村
に
手
配
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 
 

正
月
四
日 

 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

7-2
人
夫
七
人
ず
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斎
藤
助
五
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
山
嘉
左
衛
門 
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同
四
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
石
仲
左
衛
門 

 

7-3 

覚 

一
乗
馬
壱
疋
形
共 

 
 

但
駕
籠
ニ
繰
替 

一
荷
持
夫
三
人 

 
 

但
大
和
横
目
壱
人 

一
乗
馬
壱
疋
形
共 

一
荷
持
夫
弐
人 

 
 

但
問
役
壱
人 

 

右
者
豊
見
城
間
切
翁
長
村
江
漂
着
土
佐
国
人 

 

被
召
置
候
付
、
為
御
差
引
、
定
式
御
横
目
御
一
人
・ 

 

同
御
附
役
御
一
人
・
同
足
軽
御
一
人
、
彼
表
江
御
差
越 

 

被
成
候
付
、
大
和
横
目
・
問
役
茂
附
添
差
越
申
候
間
、 

 

本
行
之
通
、
往
還
共
宿
々
無
滞
差
出
候
様
、
取
納
座
江 

 

被
仰
付
可
被
下
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 
 

寄
問
役 

 
 

正
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
嶺
筑
登
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

慶
田
筑
登
之 

 

右
之
通
承
届
申
候
以
上 

 

亥 
 
 

正
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 

8 一
夫
七
人
完 

   

〔
形 

な
り
〕
身
な
り
。
服
装
。
こ
こ

で
は
鞍
な
ど
乗
馬
用
具
を
指
す
か
。 

                 

 

人
夫
四
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
石
仲
左
衛
門 

 

7-3 

覚 

一
、
乗
馬
一
匹 

馬
具
付
き 

 
 

（
た
だ
し
、
駕
籠
に
変
更
） 

一
、
荷
持
夫
三
人 

 
 

（
た
だ
し
、
大
和
横
目
一
人
に
） 

一
、
乗
馬
一
匹 

馬
具
付
き 

一
、
荷
持
夫
二
人 

 
 

（
た
だ
し
、
問
役
一
人
に
） 

 

右
は
、
豊
見
城
間
切
の
翁
長
村
に
漂
着
土
佐
国
人
を
留
置
し
て
い
る
の

で
、
尋
問
の
た
め
、
定
役
の
横
目
お
一
人
、
定
役
の
附
役
お
一
人
、
定
役
の

足
軽
お
一
人
が
彼
の
地
（
翁
長
村
）
に
出
張
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
和
横
目
と

問
役
も
つ
き
添
い
、
出
張
し
ま
す
の
で
、
右
の
リ
ス
ト
ど
お
り
、
往
復
の
宿

所
で
滞
り
な
く
供
出
す
る
よ
う
に
、
取
納
座
に
命
じ
て
く
だ
さ
い
。
以
上
で

す
。 

 
亥
正
月 

 
 
 
 
 
 

寄
問
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
嶺
筑
登
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

慶
田
筑
登
之 

 

右
の
と
お
り
承
知
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

亥
正
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

8 一
、
人
夫
七
人
ず
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斎
藤
助
五
郎
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
山
嘉
左
衛
門
殿 

一
同
四
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
石
仲
左
衛
門 

一
乗
馬
壱
疋
形
共 

 
 

但
駕
籠
ニ
繰
替 

一
荷
持
夫
三
人 

 
 

但
大
和
横
目
壱
人 

一
乗
馬
壱
疋
形
共 

一
荷
持
夫
弐
人 

 
 

但
問
役
壱
人 

 

右
者
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
江
被
召
置
候
漂
着 

 

土
佐
国
人
為
御
差
引
、
横
目
・
附
役
衆
并
足
軽
共
、 

 

只
今
彼
表
江
御
差
越
被
成
候
間
、
人
夫
手
当 

 

有
之
候
様
、
御
在
番
所
よ
り
被
仰
渡
、
就
而
者
大
和 

 

横
目
・
問
役
共
ニ
茂
附
添
差
越
候
先
例
ニ
而
、
右
通 

 

小
禄
間
切
よ
り
早
々
差
出
候
様
、
被
仰
渡
度
旨
、 

 

那
覇
役
人
よ
り
申
越
趣
有
之
、
遂
披
露
、
相
済 

 

候
間
、
無
間
違
差
出
候
様
、
可
被
申
渡
候
。
以
上
。 

 
 

附
、
御
仮
屋
方
并
大
和
横
目
・
問
役
共
宿
五
軒 

 
 
 
 

翁
長
村
江
手
「
当
」
渡
被
仰
渡
度
旨
、
本
文
同
断 

 
 
 
 

申
越
有
之
、
是
又
遂
披
露
、
相
済
候
間
、
早
々 

 
 
 
 

手
当
可
被
申
渡
候
。 

 

亥 
 
 

正
月
四
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目 

 

斎
藤
助
五
郎
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

附
役 

 

永
山
嘉
左
衛
門
殿 

一
、
人
夫
四
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽 

 

白
石
仲
左
衛
門 

一
、
乗
馬
一
匹 

馬
具
付
き 

 
 

（
た
だ
し
駕
籠
に
変
更
） 

一
、
荷
持
夫
三
人
（
大
和
横
目
一
人
に
） 

一
、
乗
馬
一
匹 

馬
具
付
き 

一
、
荷
持
夫
二
人
（
問
役
一
人
に
） 

 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
留
置
し
て
い
る
漂
着
土
佐
国
人
の
尋
問
の
た
め
、

横
目
・
附
役
衆
と
足
軽
た
ち
が
今
か
ら
翁
長
村
に
出
張
さ
れ
ま
す
の
で
、
人

夫
の
手
配
を
す
る
よ
う
に
在
番
奉
行
所
か
ら
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
合

に
は
、
大
和
横
目
と
問
役
た
ち
も
付
き
添
い
出
張
す
る
の
が
先
例
で
あ
り
、

右
の
と
お
り
小
禄
間
切
か
ら
早
急
に
供
出
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
那
覇
役
人
か
ら
の
申
し
出
が
あ
り
、（
評
定
所
で
）
披
露
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
間
違
い
な
く
供
出
す
る
よ
う
に
下
知
し
て
く
だ
さ

い
。
以
上
で
す
。 

 

追
記 

在
番
奉
行
所
の
役
人
一
行
と
大
和
横
目
・
問
役
た
ち
の
宿
五
軒
を

翁
長
村
に
手
配
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
本
文
同
様
に
申
し
出

が
あ
り
、
こ
の
件
に
つ
い
て
も
、
（
評
定
所
で
）
披
露
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
早
急
に
供
出
す
る
よ
う
に
命
じ
て
く
だ
さ
い
。 

亥
正
月
四
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

              

〔
彼
表 

か
の
お
も
て
〕
こ
こ
で
は
翁

長
村
を
指
す
。 
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横
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斎
藤
助
五
郎
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
山
嘉
左
衛
門
殿 

一
同
四
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
石
仲
左
衛
門 

一
乗
馬
壱
疋
形
共 

 
 

但
駕
籠
ニ
繰
替 

一
荷
持
夫
三
人 

 
 

但
大
和
横
目
壱
人 

一
乗
馬
壱
疋
形
共 

一
荷
持
夫
弐
人 

 
 

但
問
役
壱
人 

 

右
者
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
江
被
召
置
候
漂
着 

 

土
佐
国
人
為
御
差
引
、
横
目
・
附
役
衆
并
足
軽
共
、 

 

只
今
彼
表
江
御
差
越
被
成
候
間
、
人
夫
手
当 

 

有
之
候
様
、
御
在
番
所
よ
り
被
仰
渡
、
就
而
者
大
和 

 

横
目
・
問
役
共
ニ
茂
附
添
差
越
候
先
例
ニ
而
、
右
通 

 

小
禄
間
切
よ
り
早
々
差
出
候
様
、
被
仰
渡
度
旨
、 

 

那
覇
役
人
よ
り
申
越
趣
有
之
、
遂
披
露
、
相
済 

 

候
間
、
無
間
違
差
出
候
様
、
可
被
申
渡
候
。
以
上
。 

 
 

附
、
御
仮
屋
方
并
大
和
横
目
・
問
役
共
宿
五
軒 

 
 
 
 

翁
長
村
江
手
「
当
」
渡
被
仰
渡
度
旨
、
本
文
同
断 

 
 
 
 

申
越
有
之
、
是
又
遂
披
露
、
相
済
候
間
、
早
々 

 
 
 
 

手
当
可
被
申
渡
候
。 

 

亥 
 
 

正
月
四
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目 

 

斎
藤
助
五
郎
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

附
役 

 

永
山
嘉
左
衛
門
殿 

一
、
人
夫
四
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽 

 

白
石
仲
左
衛
門 

一
、
乗
馬
一
匹 

馬
具
付
き 

 
 

（
た
だ
し
駕
籠
に
変
更
） 

一
、
荷
持
夫
三
人
（
大
和
横
目
一
人
に
） 

一
、
乗
馬
一
匹 

馬
具
付
き 

一
、
荷
持
夫
二
人
（
問
役
一
人
に
） 

 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
留
置
し
て
い
る
漂
着
土
佐
国
人
の
尋
問
の
た
め
、

横
目
・
附
役
衆
と
足
軽
た
ち
が
今
か
ら
翁
長
村
に
出
張
さ
れ
ま
す
の
で
、
人

夫
の
手
配
を
す
る
よ
う
に
在
番
奉
行
所
か
ら
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
合

に
は
、
大
和
横
目
と
問
役
た
ち
も
付
き
添
い
出
張
す
る
の
が
先
例
で
あ
り
、

右
の
と
お
り
小
禄
間
切
か
ら
早
急
に
供
出
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
那
覇
役
人
か
ら
の
申
し
出
が
あ
り
、（
評
定
所
で
）
披
露
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
間
違
い
な
く
供
出
す
る
よ
う
に
下
知
し
て
く
だ
さ

い
。
以
上
で
す
。 

 
追
記 

在
番
奉
行
所
の
役
人
一
行
と
大
和
横
目
・
問
役
た
ち
の
宿
五
軒
を

翁
長
村
に
手
配
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
本
文
同
様
に
申
し
出

が
あ
り
、
こ
の
件
に
つ
い
て
も
、
（
評
定
所
で
）
披
露
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
早
急
に
供
出
す
る
よ
う
に
命
じ
て
く
だ
さ
い
。 

亥
正
月
四
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

              

〔
彼
表 

か
の
お
も
て
〕
こ
こ
で
は
翁

長
村
を
指
す
。 
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御
物
奉
行 

 
9
豊
見
城
間
切
翁
長
村
江
被
召
置
候
漂
着 

 

土
佐
国
人
為
御
差
引
、
横
目
・
附
役
衆
并
足
軽
共
、 

 

只
今
彼
表
江
御
差
越
被
成
候
付
、
人
夫
手
当 

 

有
之
候
様
、
御
在
番
所
よ
り
被
仰
渡
候
間
、
小
禄 

 

間
切
よ
り
差
出
候
様
、
被
仰
付
度
旨
、
夫
高 

 

取
〆
書
取
添
、
被
申
越
紙
面
之
趣
相
達
置
、
遂 

 

披
露
、
早
々
差
出
候
様
、
構
之
向
江
相
達
置
候
。 

 

此
旨
及
返
答
候
。
以
上
。 

 
 

附
大
和
横
目
并
問
役
共
ニ
茂
、
先
例
通
、
附
添 

 
 
 

差
越
候
付
、
人
馬
差
出
候
様
、
且
翁
長
村
江 

 
 
 

宿
五
軒
手
当
為
致
候
様
ニ
与
之
段
も
相
達
、 

 
 
 

是
又
手
当
申
渡
置
候
。 

 
 

正
月
四
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

里
主 

 
 

御
物
城 

 

10-1 一
昨
日
、
御
仮
屋
方
役
々
衆
被
差
越
、
漂
着
人
共 

 

成
行
被
相
尋
候
間
、
宿
拵
い
た
し
置
候
様
、
親
見
世
方
よ
り 

 

申
越
有
之
、
夜
四
ツ
過
時
分
、
横
目
斎
藤
助
五
郎
殿
・ 

 

附
役
永
山
嘉
左
衛
門
殿
・
足
軽
一
人
・
大
和
横
め
・
問
役 

 

被
差
越
、
漂
着
人
共
、
助
五
郎
殿
宿
江
召
寄
、
成
行 

 

委
細
承
届
、
荷
物
者
今
日
被
相
改
筈
候
。 

 
 

附
、
本
文
之
成
行
者
御
案
内
之
上
、
何
分 

       

〔
構
之
向 

か
ま
え
の
む
き
〕
担
当
部

局
。「
構
」
は
係
・
所
管
の
意
味
。 

               

 
 

御
物
奉
行 

 

9
豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
留
置
し
て
い
る
漂
着
土
佐
国
人
の
尋
問
の
た
め
、

横
目
・
附
役
衆
と
足
軽
た
ち
が
今
か
ら
翁
長
村
に
出
張
す
る
の
で
人
夫
を
手

配
す
る
よ
う
に
在
番
奉
行
所
か
ら
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
小
禄
間
切
か
ら
供
出

す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
、
「
夫
高
取
〆
書
」
を
添
え
て

申
し
出
が
あ
っ
た
書
面
の
趣
旨
は
伝
達
し
て
お
き
、
（
評
定
所
で
）
披
露
さ

れ
た
の
で
、
早
急
に
供
出
す
る
よ
う
に
担
当
部
局
に
伝
達
し
て
置
い
た
。
こ

の
件
は
返
答
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

追
記 

大
和
横
目
と
問
役
た
ち
も
先
例
ど
お
り
つ
き
添
い
出
張
す
る
の

で
人
馬
を
供
出
す
る
よ
う
に
、
ま
た
、
翁
長
村
に
宿
五
軒
を
用
意
す
る
よ
う

に
と
い
う
案
件
も
伝
達
さ
れ
、
こ
の
件
に
つ
い
て
も
、
手
配
を
命
じ
て
お
き

ま
し
た
。 

 
 

正
月
四
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

里
主 

 
 

御
物
城 

 
10-1 一

、
昨
日
、
在
番
奉
行
所
の
役
人
衆
が
出
張
さ
れ
漂
着
人
た
ち
の
経
緯
を
尋

ね
ら
れ
る
の
で
宿
の
用
意
を
し
て
お
く
よ
う
に
と
、
親
見
世
の
方
か
ら
通
達

が
あ
り
、
夜
十
時
過
ぎ
頃
、
横
目
斎
藤
助
五
郎
殿
・
附
役
永
山
嘉
左
衛
門
殿
・

足
軽
一
人
・
大
和
横
目
・
問
役
が
到
着
さ
れ
、
漂
着
人
た
ち
を
助
五
郎
殿
の

宿
所
に
呼
び
だ
し
て
、
経
緯
を
詳
し
く
聴
取
し
、
荷
物
は
今
日
改
め
ら
れ
る

段
取
り
で
す
。 

 

追
記 

本
文
の
経
緯
は
ご
報
告
の
上
で
、
何
と
か 

     

〔
結
構 

け
っ
こ
う
〕
十
分
。
申
し
分

の
な
い
こ
と
。 

〔
公
辺 

こ
う
へ
ん
〕
公
儀
。
幕
府
を

指
す
。 

〔
太
守
様
〕
島
津
斉
興
（
な
り
お
き
）

を
指
す
。 

〔
冥
加 

み
ょ
う
が
〕
冥
利
。
報
恩
。 

           

〔
鬢
附 

び
ん
つ
け
〕
鬢
付
け
油
。
髪

を
固
め
る
た
め
使
用
。 

 
 
 
 

致
取
計
筈
ニ
而
、
今
日
迄
御
延
申
上
候
得
共
、 

 
 
 
 

日
本
人
無
御
疑
、
夜
前
為
被
召
寄
事
候
。 

一
今
日
、
助
五
郎
殿
・
嘉
左
衛
門
殿
よ
り
、
土
佐
国
人
共 

 

日
本
着
物
ニ
不
相
改
候
而
不
相
叶
事
候
処
、
琉
球 

 

方
よ
り
被
成
下
候
哉
、
右
者
共
御
取
扱
向
、
委
細 

 

公
辺
御
届
相
成
事
ニ
而
、
着
物
等
結
構
ニ
被
成
下
候
ハ
ヽ 

 

公
辺
御
都
合
向
宜
、 

太
守
様
御
冥
加
ニ
茂
相
成
事
候
。
若
琉
球
方
よ
り 

 

不
被
成
下
候
ハ
ヽ
、
御
在
番
所
よ
り
御
取
計
有
之 

 

筈
候
間
、
摂
政
・
三
司
官
衆
江
茂
申
越
、
何
分
早
々 

 

返
答
有
之
候
様
、
致
承
知
候
。
依
之
、
先
例
相
糺
さ
せ 

 

申
談
候
処
、
漂
着
人
共
、
当
分
通
、
西
洋
装
束 

 

有
之
候
而
者
如
何
敷
、
尤
、
乾
隆
十
二
卯
年 

 

羽
州
秋
田
能
代
之
船
六
人
乗
ニ
而
勝
連
間
切 

 

浜
島
江
漂
着
之
節
、
木
綿
袷
一
枚
完
・
紙
帳 

 

三
ツ
・
焼
酎
十
盃
入
小
壺
一
ツ
被
成
下
、
且
御
用 

 

帳
ニ
茂
衣
裳
等
被
成
下
候
筋
相
見
得
候
間
、
左
之 

 

品
々
被
成
下
候
而
者
何
様
可
有
之
哉
、
其
元
ニ 

 

お
ひ
て
も
被
致
吟
味
、
「
御
案
内
之
上
」
何
分
早
々
可
被
申
越
候
。 

 

一
木
綿
袷
壱
枚
完 

 

一
単
衣
裳
壱
枚
完 

 

一
棉
入
壱
枚
完 

 

一
帯
壱
筋
完 

 

一
下
帯
壱
筋
完 

 

一
あ
ふ
ら 

 

一
鬢
附 

聴
取
を
実
施
す
る
段
取
り
で
し
た
。
今
日
ま
で
延
期
し
て
き
ま
し
た
が
、
日

本
人
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
昨
晩
お
呼
び
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

一
、
今
日
、
助
五
郎
殿
・
嘉
左
衛
門
殿
よ
り
「
土
佐
国
人
た
ち
は
日
本
の
着

物
に
改
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
琉
球
側
で
支
給
し
ま
す
か
、
こ
の
者
た

ち
の
取
り
扱
い
は
、
詳
細
に
公
儀
（
幕
府
）
に
ご
報
告
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
、

着
物
な
ど
が
申
し
分
な
く
支
給
さ
れ
る
と
、
公
儀
（
幕
府
）
へ
の
聞
こ
え
も

よ
く
、
太
守
様
の
ご
利
益
に
も
な
る
こ
と
で
す
。
も
し
琉
球
側
か
ら
支
給
さ

れ
な
け
れ
ば
、
在
番
奉
行
所
か
ら
の
措
置
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
摂
政
・
三

司
官
衆
に
も
連
絡
し
て
、
何
分
に
も
早
々
に
返
答
す
る
よ
う
に
」
と
の
指
示

を
承
知
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
先
例
を
調
査
さ
せ
て
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
漂
着
人
た
ち
に
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
西
洋
の
服
装
を
さ
せ
る
の
は
ど
う

か
と
思
わ
れ
、
も
っ
と
も
、
一
七
四
七
年
（
乾
隆
十
二
卯
）
に
羽
州
秋
田
能

代
の
船
（
六
人
乗
船
）
が
勝
連
間
切
の
浜
島
に
漂
着
し
た
際
に
は
、
木
綿
十

一
枚
ず
つ
・
紙
帳
三
つ
・（
盃
十
杯
分
の
）
焼
酎
の
小
壺
一
つ
を
支
給
さ
れ
、

ま
た
、
御
用
帳
に
も
衣
裳
な
ど
が
支
給
さ
れ
た
様
子
が
見
え
る
の
で
、
下
記

の
リ
ス
ト
の
品
々
を
支
給
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
評
定
所
で
も
吟

味
さ
れ
、
在
番
奉
行
所
に
も
ご
説
明
し
た
上
で
、
と
も
あ
れ
、
早
急
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

 

一
、
木
綿
袷
（
あ
わ
せ
）
一
枚
ず
つ 

 

一
、
単
（
ひ
と
え
）
衣
裳
一
枚
ず
つ 

 

一
、
棉
入
れ
一
枚
ず
つ 

 

一
、
帯
一
筋
ず
つ 

 

一
、
下
帯
一
筋
ず
つ 

 

一
、
油 

 

一
、
鬢
つ
け
油 
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〔
結
構 

け
っ
こ
う
〕
十
分
。
申
し
分

の
な
い
こ
と
。 

〔
公
辺 

こ
う
へ
ん
〕
公
儀
。
幕
府
を

指
す
。 

〔
太
守
様
〕
島
津
斉
興
（
な
り
お
き
）

を
指
す
。 

〔
冥
加 

み
ょ
う
が
〕
冥
利
。
報
恩
。 

           

〔
鬢
附 

び
ん
つ
け
〕
鬢
付
け
油
。
髪

を
固
め
る
た
め
使
用
。 

 
 
 
 

致
取
計
筈
ニ
而
、
今
日
迄
御
延
申
上
候
得
共
、 

 
 
 
 

日
本
人
無
御
疑
、
夜
前
為
被
召
寄
事
候
。 

一
今
日
、
助
五
郎
殿
・
嘉
左
衛
門
殿
よ
り
、
土
佐
国
人
共 

 

日
本
着
物
ニ
不
相
改
候
而
不
相
叶
事
候
処
、
琉
球 

 

方
よ
り
被
成
下
候
哉
、
右
者
共
御
取
扱
向
、
委
細 

 

公
辺
御
届
相
成
事
ニ
而
、
着
物
等
結
構
ニ
被
成
下
候
ハ
ヽ 

 

公
辺
御
都
合
向
宜
、 

太
守
様
御
冥
加
ニ
茂
相
成
事
候
。
若
琉
球
方
よ
り 

 

不
被
成
下
候
ハ
ヽ
、
御
在
番
所
よ
り
御
取
計
有
之 

 

筈
候
間
、
摂
政
・
三
司
官
衆
江
茂
申
越
、
何
分
早
々 

 

返
答
有
之
候
様
、
致
承
知
候
。
依
之
、
先
例
相
糺
さ
せ 

 

申
談
候
処
、
漂
着
人
共
、
当
分
通
、
西
洋
装
束 

 

有
之
候
而
者
如
何
敷
、
尤
、
乾
隆
十
二
卯
年 

 

羽
州
秋
田
能
代
之
船
六
人
乗
ニ
而
勝
連
間
切 

 

浜
島
江
漂
着
之
節
、
木
綿
袷
一
枚
完
・
紙
帳 

 

三
ツ
・
焼
酎
十
盃
入
小
壺
一
ツ
被
成
下
、
且
御
用 

 

帳
ニ
茂
衣
裳
等
被
成
下
候
筋
相
見
得
候
間
、
左
之 

 

品
々
被
成
下
候
而
者
何
様
可
有
之
哉
、
其
元
ニ 

 

お
ひ
て
も
被
致
吟
味
、
「
御
案
内
之
上
」
何
分
早
々
可
被
申
越
候
。 

 

一
木
綿
袷
壱
枚
完 

 

一
単
衣
裳
壱
枚
完 

 

一
棉
入
壱
枚
完 

 

一
帯
壱
筋
完 

 

一
下
帯
壱
筋
完 

 

一
あ
ふ
ら 

 

一
鬢
附 

聴
取
を
実
施
す
る
段
取
り
で
し
た
。
今
日
ま
で
延
期
し
て
き
ま
し
た
が
、
日

本
人
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
昨
晩
お
呼
び
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

一
、
今
日
、
助
五
郎
殿
・
嘉
左
衛
門
殿
よ
り
「
土
佐
国
人
た
ち
は
日
本
の
着

物
に
改
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
琉
球
側
で
支
給
し
ま
す
か
、
こ
の
者
た

ち
の
取
り
扱
い
は
、
詳
細
に
公
儀
（
幕
府
）
に
ご
報
告
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
、

着
物
な
ど
が
申
し
分
な
く
支
給
さ
れ
る
と
、
公
儀
（
幕
府
）
へ
の
聞
こ
え
も

よ
く
、
太
守
様
の
ご
利
益
に
も
な
る
こ
と
で
す
。
も
し
琉
球
側
か
ら
支
給
さ

れ
な
け
れ
ば
、
在
番
奉
行
所
か
ら
の
措
置
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
摂
政
・
三

司
官
衆
に
も
連
絡
し
て
、
何
分
に
も
早
々
に
返
答
す
る
よ
う
に
」
と
の
指
示

を
承
知
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
先
例
を
調
査
さ
せ
て
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
漂
着
人
た
ち
に
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
西
洋
の
服
装
を
さ
せ
る
の
は
ど
う

か
と
思
わ
れ
、
も
っ
と
も
、
一
七
四
七
年
（
乾
隆
十
二
卯
）
に
羽
州
秋
田
能

代
の
船
（
六
人
乗
船
）
が
勝
連
間
切
の
浜
島
に
漂
着
し
た
際
に
は
、
木
綿
十

一
枚
ず
つ
・
紙
帳
三
つ
・（
盃
十
杯
分
の
）
焼
酎
の
小
壺
一
つ
を
支
給
さ
れ
、

ま
た
、
御
用
帳
に
も
衣
裳
な
ど
が
支
給
さ
れ
た
様
子
が
見
え
る
の
で
、
下
記

の
リ
ス
ト
の
品
々
を
支
給
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
評
定
所
で
も
吟

味
さ
れ
、
在
番
奉
行
所
に
も
ご
説
明
し
た
上
で
、
と
も
あ
れ
、
早
急
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

 

一
、
木
綿
袷
（
あ
わ
せ
）
一
枚
ず
つ 

 

一
、
単
（
ひ
と
え
）
衣
裳
一
枚
ず
つ 

 

一
、
棉
入
れ
一
枚
ず
つ 

 

一
、
帯
一
筋
ず
つ 

 

一
、
下
帯
一
筋
ず
つ 

 

一
、
油 

 

一
、
鬢
つ
け
油 
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一
櫛 

 
一
捌 

 

一
紙
帳
弐
帳 

 

一
草
り
壱
足
完 

 

一
木
履
壱
足
完 

一
右
者
共
介
抱
方
之
儀
、
朝
鮮
人
漂
着
之 

 

例
通
相
心
得
候
様
、
昨
日
與
那
原
親
雲
上
ゟ
大
台
所 

 

加
勢
具
志
堅
里
之
子
江
申
含
趣
有
之
候
処
、 

 

御
仮
屋
方
よ
り
前
条
通
有
之
候
付
而
者
、
朝
鮮
人 

 

漂
着
之
例
通
ニ
而
者
軽
有
之
候
間
、
別
紙
他
領
人 

 

漂
着
之
例
通
被
成
下
候
而
者
何
様
可
有
之
哉
、
是
又 

 

被
致
吟
味
、
何
分
可
被
申
越
候
。 

一
右
者
共
、
那
覇
江
被
引
越
候
茂
難
計
候
間
、
入
置 

 

道
具
等
之
儀
、
居
所
相
究
候
上
、
被
成
下
候
而
も
何
様 

 

可
有
之
哉
、
何
分
可
被
申
越
候
。 

 

右
之
通
致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝
連
親
方 

 
 

兼
城
親
雲
上 

 

10-2 
 

覚 
 

一
中
白
米
七
合
五
勺 

 

一
上
味
噌
七
勺
五
才 

 

一
醤
油
三
勺 

 

一
肴
八
拾
目 

 

一
野
菜
百
目 

 

〔
捌 

さ
ば
き
〕
櫛
。
サ
バ
チ
。 

                   

 

一
、
櫛
（
く
し
） 

 

一
、
捌
（
さ
ば
き
） 

 

一
、
紙
帳
二
帳 

 

一
、
草
履
一
足
ず
つ 

 

一
、
下
駄
一
足
ず
つ 

一
、
右
の
者
た
ち
の
救
護
の
件
は
、
朝
鮮
人
が
漂
着
し
た
際
の
前
例
ど
お
り

と
心
得
る
よ
う
に
と
、
昨
日
、
与
那
原
親
雲
上
か
ら
大
台
所
加
勢
の
具
志
堅

里
之
子
に
申
し
含
め
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
御
在
番
奉
行
所
か
ら
前
条
の
よ

う
な
指
示
が
あ
っ
た
か
ら
に
は
、
朝
鮮
人
漂
着
時
の
前
例
で
は
軽
い
の
で
、

別
紙
に
示
し
た
日
本
人
の
他
領
人
漂
着
の
前
例
ど
お
り
に
支
給
さ
れ
て
は

い
か
が
で
す
か
。
こ
の
件
も
ま
た
吟
味
さ
れ
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

一
、
右
の
者
た
ち
は
、
那
覇
に
引
越
し
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
、
支

給
し
た
道
具
な
ど
は
、
居
場
所
を
決
定
し
て
か
ら
支
給
し
て
も
良
い
の
で
は

な
い
か
。
き
っ
と
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
右
の
と
お
り
連
絡
し
ま
す
。
以
上
で

す
。 

 
 

正
月
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝
連
親
方 

 
 

兼
城
親
雲
上 

 

10-2 
 

覚 

 

一
、
中
白
米
七
合
五
勺 

 

一
、
上
味
噌
七
勺
五
才 

 

一
、
醤
油
三
勺 

 

一
、
肴
八
拾
目 

 

一
、
野
菜
百
目 

 

一
た
は
こ
五
匁 

 

一
薪
木 

 
 

右
一
人
ニ
而
一
日
分 

 

一
中
茶 

 

一
炭 

 

一
菜
種
子
油 

 
 

亥 
 
 
 

正
月 

 

11-1 
 

漂
着
土
佐
国
人
共
事
、
日
本
着
物
ニ
不
相
改
候
而 

 

不
叶
事
候
処
、
此
御
方
よ
り
被
成
下
候
哉 

 

之
旨
、
横
目
・
附
役
衆
よ
り
被
致
承
知
候
付
、
衣
裳
并 

 

品
々
等
被
成
下
候
而
者
何
様
可
有
之
哉
之
旨
、
品
立
書 

 

取
添
被
申
越
紙
面
相
達
候
。
右
付
、
猶
又
爰
元
ニ 

 

お
ゐ
て
も
帳
留
相
糺
、
先
例
之
振
合
を
以
、
左
之 

 

品
々
被
成
下
可
然
哉
与
相
考
、
致
御
案
内 

 

相
済
候
間
、
左
様
可
被
相
心
得
候
。
尤
品
々
調
方 

 

之
儀
者
於
爰
元
向
々
江
可
申
渡
候
。
此
旨
及 

 

返
答
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
六
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

勝
連
親
方 

 
 

小
禄
親
雲
上 

 

11-2 
 

一
水
色
木
綿
袷
衣
裳
一
枚
完 

 

一
、
た
ば
こ
五
匁 

 

一
、
薪
木 

 

（
右
は
一
人
で
一
日
分
） 

 

一
、
中
茶 

 

一
、
炭 

 

一
、
菜
種
子
油 

 
 

亥
正
月 

 

11-1 

 

漂
着
し
た
土
佐
国
人
た
ち
の
事
で
、
日
本
の
着
物
に
改
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
が
、
琉
球
当
局
か
ら
支
給
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
、
（
薩
摩

の
）
横
目
・
附
役
衆
よ
り
（
の
命
を
受
け
て
現
地
組
が
）
承
諾
し
た
の
で
、

衣
裳
や
そ
の
他
の
品
々
な
ど
を
支
給
さ
れ
て
は
い
か
が
か
と
い
う
（
勝
連
・

小
禄
か
ら
の
）
提
案
に
つ
い
て
は
、
物
品
リ
ス
ト
を
添
付
し
た
上
申
書
が
（
王

府
に
）
届
き
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
評
定
所
の
方
で
も
帳

簿
を
精
査
し
て
、
前
例
を
基
準
と
し
て
、
以
下
の
品
物
を
支
給
す
る
の
が
妥

当
で
は
な
い
か
と
考
え
、
（
上
の
御
座
、
摂
政
・
三
司
官
に
）
相
談
し
て
裁

可
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
よ
う
に
ご
了
解
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
品
々
の
調

達
に
つ
い
て
は
、
評
定
所
の
方
で
各
部
署
に
通
達
し
ま
す
。
こ
の
件
を
回
答

し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
六
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

勝
連
親
方 

 
 

小
禄
親
雲
上 

 

11-2 一
、
水
色
木
綿
袷
（
あ
わ
せ
）
衣
裳
一
枚
ず
つ 

                       

26



 

一
た
は
こ
五
匁 

 
一
薪
木 

 
 

右
一
人
ニ
而
一
日
分 

 

一
中
茶 

 

一
炭 

 

一
菜
種
子
油 

 
 

亥 
 
 
 

正
月 

 

11-1 
 

漂
着
土
佐
国
人
共
事
、
日
本
着
物
ニ
不
相
改
候
而 

 

不
叶
事
候
処
、
此
御
方
よ
り
被
成
下
候
哉 

 

之
旨
、
横
目
・
附
役
衆
よ
り
被
致
承
知
候
付
、
衣
裳
并 

 

品
々
等
被
成
下
候
而
者
何
様
可
有
之
哉
之
旨
、
品
立
書 

 

取
添
被
申
越
紙
面
相
達
候
。
右
付
、
猶
又
爰
元
ニ 

 

お
ゐ
て
も
帳
留
相
糺
、
先
例
之
振
合
を
以
、
左
之 

 

品
々
被
成
下
可
然
哉
与
相
考
、
致
御
案
内 

 

相
済
候
間
、
左
様
可
被
相
心
得
候
。
尤
品
々
調
方 

 

之
儀
者
於
爰
元
向
々
江
可
申
渡
候
。
此
旨
及 

 

返
答
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
六
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

勝
連
親
方 

 
 

小
禄
親
雲
上 

 

11-2 
 

一
水
色
木
綿
袷
衣
裳
一
枚
完 

 

一
、
た
ば
こ
五
匁 

 

一
、
薪
木 

 

（
右
は
一
人
で
一
日
分
） 

 

一
、
中
茶 

 

一
、
炭 

 

一
、
菜
種
子
油 

 
 

亥
正
月 

 

11-1 

 

漂
着
し
た
土
佐
国
人
た
ち
の
事
で
、
日
本
の
着
物
に
改
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
が
、
琉
球
当
局
か
ら
支
給
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
、
（
薩
摩

の
）
横
目
・
附
役
衆
よ
り
（
の
命
を
受
け
て
現
地
組
が
）
承
諾
し
た
の
で
、

衣
裳
や
そ
の
他
の
品
々
な
ど
を
支
給
さ
れ
て
は
い
か
が
か
と
い
う
（
勝
連
・

小
禄
か
ら
の
）
提
案
に
つ
い
て
は
、
物
品
リ
ス
ト
を
添
付
し
た
上
申
書
が
（
王

府
に
）
届
き
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
評
定
所
の
方
で
も
帳

簿
を
精
査
し
て
、
前
例
を
基
準
と
し
て
、
以
下
の
品
物
を
支
給
す
る
の
が
妥

当
で
は
な
い
か
と
考
え
、
（
上
の
御
座
、
摂
政
・
三
司
官
に
）
相
談
し
て
裁

可
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
よ
う
に
ご
了
解
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
品
々
の
調

達
に
つ
い
て
は
、
評
定
所
の
方
で
各
部
署
に
通
達
し
ま
す
。
こ
の
件
を
回
答

し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
六
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

勝
連
親
方 

 
 

小
禄
親
雲
上 

 

11-2 一
、
水
色
木
綿
袷
（
あ
わ
せ
）
衣
裳
一
枚
ず
つ 
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一
蚊
張
弐
張 

 
一
焼
酎
一
壷 

 
 
 

但
弐
拾
五
盃
入 

 

12 

同
日 

一
野
元
一
郎
殿
・
堀
与
左
衛
門
殿
よ
り
、
異
国
人 

 

漂
着
之
節
取
計
向
、
元
禄
年
間
被
仰
渡 

 

置
候
御
條
書
写
被
見
合
度
候
間
、
差
上
候
様 

 

被
申
越
候
付
、
日
帳
主
取
兼
城
親
雲
上
よ
り
遂
披
露
、 

 

竪
状
箱
ニ
入
切
封
ニ
而
、
一
郎
殿
御
宿
江
差
上
さ
せ 

候
事
。 

 

13 元
禄
四
年
よ
り
同
十
五
年
迄 

 

御
條
書
写
一
冊 

 

右
、
慥
ニ
御
預
申
置
候
。 

 

14 一
翁
長
村
逗
留
漂
着
人
共
事
、
西
洋
調
之 

 

衣
裳
者
持
合
居
由
候
得
共
、
若
哉
近
辺
歩
行
等 

 

願
出
候
事
茂
可
有
之
、
異
様
之
将
束
ニ
而
歩
行
等 

 

い
た
し
候
而
者
、
彼
村
辺
者
勿
論
、
𠸄𠸄𠸄𠸄
人
茂
逗
留
中
之 

 

儀
ニ
付
、
響
合
彼
是
差
障
候
儀
茂
難
計
候
間
、 

 

沖
縄
仕
立
之
単
物
并
袷
絹
壱
枚
完
被
与
置
候
而
、 

 

歩
行
等
之
「
折
」
儀
者
右
を
着
用
為
致
候
方
可
然
、
左
候
ハ
ヽ 

 

帰
国
之
上
於
琉
球
介
抱
方
等
、
ヶ
様
〳
〵
ニ
丁
寧 

一
、
蚊
張
（
か
や
）
二
張 

一
、
焼
酎
一
壷
（
た
だ
し
盃
二
十
五
杯
分
入
り
） 

 

12 

同
日
（
正
月
六
日
） 

一
、
野
元
一
郎
殿
・
堀
与
左
衛
門
殿
よ
り
（
の
通
達
で
す
）
、
異
国
人
漂
着

の
際
の
対
応
は
、
元
禄
年
間
に
出
し
て
お
い
た
命
令
書
の
条
文
（
「
御
条
書

写
」
）
を
参
考
に
し
た
い
の
で
、
持
参
す
る
よ
う
に
と
の
ご
連
絡
が
あ
っ
た

の
で
、
日
帳
主
取
の
兼
城
親
雲
上
が
（
国
王
の
）
裁
可
を
得
て
、
竪
状
箱
に

入
れ
て
切
封
じ
に
し
て
、
一
郎
殿
の
お
宿
に
お
届
け
し
ま
し
た
。 

 

13 （
元
禄
四
年
か
ら
十
五
年
ま
で
） 

「
御
条
書
写
」
一
冊 

右
の
書
籍
は
、
た
し
か
に
お
預
か
り
し
ま
し
た
。 

 

14 一
、
翁
長
村
に
逗
留
中
の
漂
着
者
た
ち
は
、
西
洋
で
仕
立
て
ら
れ
た
衣
服
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
い
う
話
だ
が
、
も
し
か
す
る
と
村
の
付
近
の
歩
行
な

ど
を
願
い
出
る
こ
と
も
あ
り
得
る
し
、
異
様
な
服
装
で
歩
き
ま
わ
る
な
ど
さ

れ
て
は
、
翁
長
村
近
辺
は
も
ち
ろ
ん
、
英
人
も
逗
留
中
の
こ
と
で
も
あ
る
の

で
、
（
英
人
に
）
噂
が
伝
わ
り
、
あ
れ
こ
れ
差
し
障
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
る

の
で
、
沖
縄
仕
立
の
単
（
ひ
と
え
）
の
着
物
と
袷
（
あ
わ
せ
）
用
の
絹
織
物

一
枚
ず
つ
を
与
え
て
お
い
て
、
歩
行
な
ど
の
際
は
、
右
の
着
物
を
着
用
さ
せ

る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
帰
国
後
に
、
琉
球
で
の
救
護
の
仕
方
な

ど
が
こ
の
よ
う
に
丁
寧
で 

        

〔
切
封 

き
り
ふ
う
〕
書
状
の
封
じ
方

の
一
つ
。
腰
文
（
こ
し
ぶ
み
）。 

           

〔
響
合 

ひ
び
き
あ
い
〕
知
れ
渡
る
こ

と
。 

〔
左
候
ハ
ヽ 

さ
そ
う
ら
わ
ば
〕
そ
う

す
れ
ば
。 

 

〔
御
会
釈
様 

ご
え
し
ゃ
く
さ
ま
〕
思

い
や
り
。
ご
愛
嬌
（
あ
い
き
ょ
う
）
。 

〔
旁 

か
た
が
た
〕
あ
れ
こ
れ
。
い
ろ

い
ろ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
。 

〔
掛
合 

か
け
あ
い
〕
談
判
。
議
論
。

カ
キ
エ
ー
。 

                  

 

有
之
候
段
者
お
の
つ
か
ら
申
出
茂
可
致
筈
候
付
、
「
御
会
釈
様
」 

 

厚
情
之
所
も
相
分
り
、
旁
可
然
儀
与
、
今
日
奉
行
初 

 

御
役
々
致
評
義
置
候
付
、
御
條
書
持
参 

 

被
致
候
ハ
ヽ
、
御
口
合
可
申
含
之
分
、
無
其
儀
候
付
、 

 

乍
序
、
及
御
掛
合
候
間
、
摂
政
・
三
司
官
衆
江
も 

 

被
申
出
、
何
分
吟
味
之
上
、
宜
様
早
め
ニ
被
取
計 

 

候
様
、
可
被
致
候
。
以
上
。 

 
 

但
、
右
之
趣
者
為
差
引
、
出
張
見
聞
役
・
御
付
役 

 
 
 
 

よ
り
茂
鎖
之
側
等
江
御
達
為
申
置
由
候
付
、 

 
 
 
 

最
早
其
許
江
も
為
相
通
筈
与
ハ
存
候
得
共
、 

 
 
 
 

猶
亦
、
今
日
吟
味
之
成
行
為
念
、
及
御
問
合 

 
 
 
 

置
候
。 

 
 

正
月
六
日 

 
 
 
 
 
 

野
元
一
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
与
左
衛
門 

 
 

兼
城
親
雲
上
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15 

 

漂
着
土
佐
国
人
荷
物
之
儀
、
御
仮
屋
方 

 

改
方
相
済
、
横
目
・
附
役
衆
者
今
日
被
罷
帰
、 

 

足
軽
一
人
・
産
物
方
御
用
聞
一
人
者
為
取
締 

 

詰
居
、
右
荷
物
之
内
、
諸
品
入
付
御
箱
并
鉄
炮 

 

唐
針
者
足
軽
御
用
聞
格
護
ニ
而
、
漂
着
人 

 

当
用
之
品
々
者
申
出
次
第
被
相
渡
候
段
有
之 

 

候
付
、
横
目
・
附
役
衆
御
相
談
之
上
、
御
物
奉
行
方 

 

筆
者
一
人
・
取
納
座
役
人
一
人
・
大
台
所
加
勢
筆
者 

 

一
人
相
詰
さ
せ
、
私
共
ニ
者
明
日
可
罷
登
候
。
此
段
致
問
合
候
。 

あ
っ
た
こ
と
が
（
漂
着
人
か
ら
）
自
然
と
申
し
出
も
あ
る
は
ず
な
の
で
、（
琉

球
人
が
）
「
思
い
や
り
」
の
精
神
に
富
み
厚
情
で
あ
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
、

色
々
な
意
味
で
よ
ろ
し
い
こ
と
だ
と
、
本
日
、
在
番
奉
行
は
じ
め
（
薩
摩
の
）

役
人
衆
が
評
議
し
判
断
さ
れ
た
の
で
、
「
御
条
書
」
を
持
参
い
た
さ
れ
る
な

ら
、
口
裏
を
合
わ
せ
、
申
し
含
め
る
べ
き
と
こ
ろ
な
ど
を
配
慮
す
る
必
要
が

な
い
の
で
、
つ
い
で
で
す
が
（
こ
の
件
は
）
議
論
に
も
な
っ
た
の
で
、
摂
政

と
三
司
官
衆
に
も
申
し
出
ら
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
上
で
、
よ
ろ
し
い

よ
う
に
、
早
め
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。
以
上
。 

 

た
だ
し
、
以
上
の
趣
旨
は
、
現
場
指
揮
の
た
め
に
出
張
中
の
見
聞
役
と
御

付
役
か
ら
も
鎖
之
側
（
小
禄
親
雲
上
）
な
ど
に
通
知
し
て
置
い
た
こ
と
な
の

で
、
も
う
今
頃
は
そ
ち
ら
（
兼
城
ら
首
里
評
定
所
の
メ
ン
バ
ー
）
に
も
通
知

さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
と
は
思
い
ま
す
。
な
お
ま
た
、
本
日
の
審
議
の
結
果
を

念
の
た
め
、
ご
連
絡
し
て
お
き
ま
し
た
。 

 
 

正
月
六
日 

 
 
 
 
 
 
 

野
元
一
郎
／
堀
与
左
衛
門 

 
 

兼
城
親
雲
上
殿 

 

15 

漂
着
し
た
土
佐
国
人
の
荷
物
の
件
は
、
薩
摩
側
の
検
査
が
済
み
、
横

目
・
附
役
衆
は
本
日
那
覇
に
帰
り
、
足
軽
一
人
・
産
物
方
御
用
聞
一
人
が
警

衛
の
た
め
に
（
翁
長
村
に
）
詰
め
て
い
ま
す
。
こ
の
荷
物
の
う
ち
諸
品
を
入

れ
て
い
る
箱
と
鉄
砲
・
羅
針
盤
は
足
軽
と
御
用
聞
が
保
管
し
て
お
り
、
漂
着

人
の
日
用
品
は
申
し
出
し
だ
い
に
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
横
目
・
附
役

衆
と
ご
相
談
の
上
で
、
（
琉
球
側
か
ら
は
）
御
物
奉
行
方
筆
者
一
人
・
取
納

座
役
人
一
人
・
大
台
所
加
勢
筆
者
一
人
、
計
三
人
を
現
地
に
詰
め
さ
せ
、
私

た
ち
は
明
日
（
首
里
城
に
）
登
城
し
ま
す
。
こ
の
件
を
連
絡
し
ま
し
た
。 
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以
上
。 

 
 

正
月
六
日 

 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝
連
親
方 

 
 

兼
城
親
雲
上 

 

16 

同
七
日 

一
漂
着
土
佐
国
人
江
先
例
之
通
、
木
綿
袷
衣
裳 

 

壱
枚
完
・
蚊
張
二
・
焼
酎
一
壺
被
成
下
候
様
、
被
仰
付 

 

度
旨
、
綿
紙
切
紙
ニ
書
付
、
御
書
院
当
桃
原 

 

親
雲
上
御
取
次
、
達 

 

上
聞
、
相
済
候
付
、
調
方
申
渡
さ
せ
事
。 

 

17 

覚 

一
水
色
木
綿
袷
衣
裳
壱
枚
完 

一
蚊
張
弐
ツ 

 
 

内
、
壱
ツ
二
人
引
、
壱
ツ
壱
人
引
。 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
三
人
江
被
成
下
候
間
、
蚊
張
者 

 

下
布
水
色
染
ニ
而
相
調
、
衣
裳
裁
縫
之
儀
者 

 

翁
長
村
詰
役
々
引
合
「
を
以
相
調
」
之
儀
相
渡
候
様
、
可
被
申
渡
旨 

 

御
差
図
ニ
而
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

正
月
七
日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

申
口 

 

右
之
通
被
仰
渡
候
間
、
相
届
次
第
、
土
佐
人
江 

 

可
相
渡
候
。
尤
右
之
段
者
、
詰
之
足
軽
・
御
用
聞
江
も 

 

可
相
達
候
。
此
段
致
問
合
候
。
以
上
。 
 

       

〔
綿
紙
切
紙 

わ
た
が
み
き
り
が
み
〕 

緒
皮
（
ち
ょ
ひ
）
で
造
ら
れ
た
上
質

な
紙
。
切
っ
て
書
簡
な
ど
に
用
い
た
。 

       

〔
引
合 

ひ
き
あ
い
〕
指
導
。
裁
量
。 

   

以
上
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雲
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勝
連
親
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兼
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親
雲
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正
月
七
日 

一
、
漂
着
し
た
土
佐
国
人
に
前
例
ど
お
り
、
木
綿
の
袷
（
あ
わ
せ
）
衣
裳
を

一
枚
ず
つ
・
蚊
張
（
か
や
）
二
張
り
・
焼
酎
一
壺
を
支
給
す
る
よ
う
に
命
じ

て
い
た
だ
き
た
い
と
、
綿
紙
切
紙
に
書
き
付
け
、
御
書
院
当
の
桃
原
親
雲
上

が
取
り
次
ぎ
、
国
王
に
上
奏
し
、
裁
可
さ
れ
た
の
で
、
調
達
を
命
じ
た
。 

 

17 

覚 

一
、
水
色
木
綿
袷
衣
裳
一
枚
ず
つ 

一
、
蚊
張
二
張 

 
 

こ
の
う
ち
、
一
つ
は
二
人
用
、
一
つ
は
一
人
用
。 

 

右
の
物
が
、
漂
着
土
佐
人
三
人
に
（
王
府
か
ら
）
支
給
さ
れ
た
の
で
、
蚊

張
は
下
布
を
水
色
に
染
め
て
調
製
し
、
衣
裳
の
裁
縫
に
つ
い
て
は
、
翁
長
村

詰
め
役
人
の
裁
量
で
調
製
し
（
土
佐
人
に
）
支
給
す
る
よ
う
指
示
し
な
さ
い

と
の
ご
命
令
で
す
。
以
上
で
す
。 

 

亥
正
月
七
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

申
口 

 

右
の
と
お
り
命
じ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
（
支
給
品
が
）
届
き
し
だ
い
、
土

佐
人
に
渡
し
な
さ
い
。
た
だ
し
こ
の
こ
と
は
、
詰
め
の
足
軽
と
ご
用
聞
に
も

連
絡
し
な
さ
い
。
こ
の
件
を
通
知
し
た
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

正
月
七
日 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

18 

覚 

焼
酎
壱
壷 

 
 

但
、
弐
拾
五
盃
入
、
わ
ら
巻
、
黒
縄
す
か
り
。 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
江
被
成
下
候
間
、
早
々
相
調
、 

 

翁
長
村
詰
役
々
江
引
渡
相
届
候
様
可
被
申
渡
旨
、 

 

御
差
図
ニ
而
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

正
月
七
日 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
之
通
被
仰
渡
候
間
、
焼
酎
相
届
次
第
、
土
佐 

 

人
江
可
相
渡
候
。
尤
「
右
」
之
段
者
詰
之
足
軽
・
御
用 

 

聞
江
も
可
相
達
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

正
月
七
日 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

19
翁
長
村
逗
留
漂
着
人
衣
裳
一
件
付
、
御
評 

 

議
之
成
行
、
委
曲
被
仰
下
趣
、
承
知
仕
候
。
小
禄 

 

親
雲
上
よ
り
茂
申
越
趣
有
之
、
急
度
致
吟
味
、 

 

摂
政
・
三
司
官
江
茂
相
達
、
取
計
可
仕
候
。
先
早
々
、 

 

此
段
御
返
答
申
上
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
七
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 

亥
正
月
七
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

18 

覚 

焼
酎
一
壷 

 
 

た
だ
し
、
二
十
五
盃
入
、
わ
ら
巻
、
黒
縄
す
か
り
。 

 

右
の
物
が
漂
着
土
佐
人
に
支
給
さ
れ
た
の
で
早
急
に
調
達
し
、
翁
長
村
詰

め
の
役
人
た
ち
に
引
き
渡
し
（
土
佐
人
に
）
届
け
る
よ
う
下
知
せ
よ
と
の
ご

指
示
で
す
。
以
上
。 

 

亥
正
月
七
日 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
の
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
焼
酎
が
届
き
し
だ
い
土
佐
人
に
渡
し
な

さ
い
。
た
だ
し
右
の
こ
と
は
翁
長
村
詰
め
の
足
軽
と
御
用
聞
に
も
通
知
し
な

さ
い
。
以
上
。 

 

亥
正
月
七
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

19
翁
長
村
に
逗
留
中
の
漂
着
人
の
衣
裳
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
ご
評
議
の
成

行
や
、
ご
命
令
の
趣
旨
の
詳
細
に
つ
い
て
、
承
知
い
た
し
ま
し
た
。
（
現
地

に
い
る
）
小
禄
親
雲
上
か
ら
も
同
内
容
の
連
絡
が
あ
り
、
（
評
定
所
で
）
き

っ
ち
り
検
討
し
、
摂
政
・
三
司
官
に
も
上
申
し
て
、
実
施
す
る
よ
う
に
し
ま

す
。
ま
ず
早
急
に
、
こ
の
件
を
ご
返
答
申
し
上
げ
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
七
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 
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亥 
 
 

正
月
七
日 

 
翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

18 

覚 

焼
酎
壱
壷 

 
 

但
、
弐
拾
五
盃
入
、
わ
ら
巻
、
黒
縄
す
か
り
。 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
江
被
成
下
候
間
、
早
々
相
調
、 

 

翁
長
村
詰
役
々
江
引
渡
相
届
候
様
可
被
申
渡
旨
、 

 

御
差
図
ニ
而
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

正
月
七
日 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
之
通
被
仰
渡
候
間
、
焼
酎
相
届
次
第
、
土
佐 

 

人
江
可
相
渡
候
。
尤
「
右
」
之
段
者
詰
之
足
軽
・
御
用 

 

聞
江
も
可
相
達
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

正
月
七
日 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

19
翁
長
村
逗
留
漂
着
人
衣
裳
一
件
付
、
御
評 

 

議
之
成
行
、
委
曲
被
仰
下
趣
、
承
知
仕
候
。
小
禄 

 

親
雲
上
よ
り
茂
申
越
趣
有
之
、
急
度
致
吟
味
、 

 

摂
政
・
三
司
官
江
茂
相
達
、
取
計
可
仕
候
。
先
早
々
、 

 

此
段
御
返
答
申
上
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
七
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 

亥
正
月
七
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

18 

覚 

焼
酎
一
壷 

 
 

た
だ
し
、
二
十
五
盃
入
、
わ
ら
巻
、
黒
縄
す
か
り
。 

 

右
の
物
が
漂
着
土
佐
人
に
支
給
さ
れ
た
の
で
早
急
に
調
達
し
、
翁
長
村
詰

め
の
役
人
た
ち
に
引
き
渡
し
（
土
佐
人
に
）
届
け
る
よ
う
下
知
せ
よ
と
の
ご

指
示
で
す
。
以
上
。 

 

亥
正
月
七
日 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
の
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
焼
酎
が
届
き
し
だ
い
土
佐
人
に
渡
し
な

さ
い
。
た
だ
し
右
の
こ
と
は
翁
長
村
詰
め
の
足
軽
と
御
用
聞
に
も
通
知
し
な

さ
い
。
以
上
。 

 

亥
正
月
七
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 
19
翁
長
村
に
逗
留
中
の
漂
着
人
の
衣
裳
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
ご
評
議
の
成

行
や
、
ご
命
令
の
趣
旨
の
詳
細
に
つ
い
て
、
承
知
い
た
し
ま
し
た
。
（
現
地

に
い
る
）
小
禄
親
雲
上
か
ら
も
同
内
容
の
連
絡
が
あ
り
、
（
評
定
所
で
）
き

っ
ち
り
検
討
し
、
摂
政
・
三
司
官
に
も
上
申
し
て
、
実
施
す
る
よ
う
に
し
ま

す
。
ま
ず
早
急
に
、
こ
の
件
を
ご
返
答
申
し
上
げ
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
七
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 
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野
元
一
郎
「
様
」
殿 

 
 

堀
与
左
衛
門
「
様
」
殿 

 

20 

同
日 

一
勝
連
親
方
・
小
禄
親
雲
上
、
翁
長
村
よ
り
罷
登
、 

 

月
番
国
吉
親
方
江
首
尾
申
出
、
登 

 

城
、
御
近
習
御
取
次
、
奉
伺
御
機
嫌
、
御
首
尾 

 

言
上
仕
候
事
。 

 
 

但
、
評
定
所
筆
者
両
人
・
板
良
敷
里
之
子
親
雲
上
、
直
ニ 

 
 
 
 

罷
登
候
也
。 

 

21-1 

同
八
日 

一
右
付
、
左
之
通
、
杉
原
半
切
紙
ニ
書
付
、
御
在
番
所 

 

参
上
、
附
役
衆
取
次
、
御
届
申
上
候
事
。 

 

21-2 

口
上 

 

摩
文
仁
間
切
小
渡
浜
江
土
佐
人
三
人
阿
蘭
陀 

 

伝
間
よ
り
下
、
如
那
覇
送
越
候
段
申
来
、
諸
事 

 

為
取
計
差
越
候
。
中
途
彼
者
共
行
逢
候
付
、
先
以 

 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
江
召
置
、
横
目
衆
・
附
役
衆 

 

以
御
相
談
、
締
向
等
申
渡
、
昨
日
罷
「
帰
」
下
。
尤
介
抱
方 

 

構
役
々
共
者
相
詰
居
申
候
。
此
段
御
届
為
可
申
上
、 

 

参
上
仕
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
八
日 

 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 

22-1 

 
 

野
元
一
郎 

様 

 
 

堀
与
左
衛
門 

様 

 

20 

正
月
七
日 

一
、
勝
連
親
方
と
小
禄
親
雲
上
が
、
翁
長
村
か
ら
首
里
に
帰
還
し
、
月
番
の

三
司
官
で
あ
る
国
吉
親
方
に
業
務
を
報
告
し
て
か
ら
登
城
し
、
御
近
習
が
取

り
次
い
で
、
国
王
の
ご
機
嫌
を
伺
い
、
業
務
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

し
た
。 

 

た
だ
し
、
評
定
所
筆
者
二
人
と
板
良
敷
里
之
子
親
雲
上
は
、
直
接
首
里
に

帰
還
し
た
そ
う
で
す
。 

 

21-1 

正
月
八
日 

一
、
右
の
件
に
つ
い
て
、
左
の
と
お
り
、
、
杉
原
半
切
紙
に
記
録
し
、
在
番

奉
行
所
に
参
上
し
、
附
役
衆
が
取
り
次
ぎ
、
お
届
け
し
ま
し
た
。 

 

21-2 

口
上 

摩
文
仁
間
切
の
小
渡
浜
に
土
佐
人
三
人
が
西
洋
式
ボ
ー
ト
か
ら
下
船
し
、
那

覇
に
護
送
す
る
と
言
っ
て
き
た
の
で
、
諸
事
を
指
揮
す
る
た
め
現
地
に
出
張

し
ま
し
た
。
途
中
で
土
佐
人
一
行
と
行
き
逢
い
ま
し
た
の
で
、
ま
ず
、
豊
見

城
間
切
の
翁
長
村
に
留
置
し
て
、
横
目
衆
・
附
役
衆
と
ご
相
談
し
、
警
備
の

こ
と
な
ど
を
指
示
し
て
、
昨
日
、
帰
還
し
ま
し
た
。
た
だ
、
漂
着
者
の
救
護

の
た
め
、
関
係
部
局
の
役
人
た
ち
は
詰
め
て
い
ま
す
。
こ
の
件
を
、
ご
報
告

申
し
上
げ
る
た
め
、
参
上
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
八
日 

 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

                       

22-1
【
本
文
は
杉
原
半
切
紙
に
書
き
と
と
の
え
ら
れ
、
御
鎖
之
側
の
小
禄
親
雲

上
が
在
番
奉
行
所
に
持
参
し
た
と
こ
ろ
、
（
横
目
・
附
役
な
ど
奉
行
所
の
中

級
役
人
ら
が
）
会
議
中
の
時
だ
っ
た
の
で
、
直
接
お
奉
行
に
差
し
あ
げ
た
そ

う
で
す
。】 

 
 

覚 

一
、
摩
文
仁
間
切
に
土
佐
人
の
漂
着
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
者
た
ち
を
留
置

す
る
宿
の
件
で
す
が
、
前
例
と
し
て
日
本
人
が
漂
着
し
た
際
に
は
、
那
覇
か

久
米
村
の
う
ち
で
、
手
ご
ろ
な
人
家
を
見
繕
っ
て
宿
に
指
定
し
、
持
ち
主
に

提
供
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
護
国
寺
に
英
国
人
が
逗
留
し
て

お
り
、
那
覇
や
久
米
村
を
時
々
徘
徊
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
差
し
さ
わ
り

が
あ
り
、
今
回
は
豊
見
城
間
切
の
翁
長
村
に
人
家
を
明
け
渡
さ
せ
て
、
漂
着

者
を
留
置
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
右
の
と
お
り
、
翁
長
村
に
移
動
し
た
な
ら
ば
、
横
目
衆
・
附
役
衆
・
鎖

之
側
・
里
主
と
御
物
城
の
う
ち
の
一
人
・
大
和
横
目
・
足
軽
が
出
張
し
、
取

調
べ
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
こ
の
者
た
ち
の
宿
に
用
達
・
勤
番
人
と
し
て
、
士
（
さ
む
ら
い
）
二
人

を
昼
夜
詰
め
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

追
記
、
間
切
役
人
の
う
ち
一
人
・
村
頭
二
人
を
、
本
文
に
あ
る
の
と
同
様

に
、
詰
め
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
滞
在
中
は
、
水
夫
（
か
こ
）
一
人
を
付
け
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
賄
（
ま
か
な
い
）
の
件
は
、
別
紙
の
と
お
り
命
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
中
国
・
日
本
・
琉
球
の
何
事
か
に
つ
い
て
の
様
子
、
そ
の
ほ
か
、
さ
し

さ
わ
り
の
あ
る
う
わ
さ
話
を
し
な
い
よ
う
に
、
番
人
た
ち
に
命
じ
た
い
と
思

い
ま
す
。 

一
、
こ
の
宿
に
無
用
の
者
が
立
ち
寄
ら
ぬ
よ
う
、
通
達
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
火
の
用
心
を
、
な
お
一
層
入
念
に
命
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
漂
着
人
に
商
売
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
軽
品
と
て
も
進
物
・
贈
答
を
い

た
さ
ぬ
よ
う
に
、
き
び
し
く
命
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

右
の
と
お
り
、
前
例
に
照
ら
し
つ
つ
、
ご
相
談
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
ご

意
見
・
お
考
え
も
あ
り
ま
し
た
ら
、
何
な
り
と
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

〔
杉
原
半
切
紙 

す
ぎ
は
ら
は
ん
ぎ

り
が
み
〕
杉
原
紙
を
横
半
分
に
切
り

書
状
に
用
い
た
。 

〔
御
座
立 

ご
ざ
だ
て
〕
定
例
ま
た
は

臨
時
の
会
議
。 

〔
当
分 

と
う
ぶ
ん
〕
し
ば
ら
く
の

間
。
当
座
。 

       

〔
何
角 

な
に
か
ど
〕
何
に
つ
け
。
ど

の
よ
う
な
。
何
廉
。 

 

〔
稠
敷 

き
び
し
く
〕
厳
重
に
。
か
た

し
く
。 

〔
存
寄 

ぞ
ん
じ
よ
り
〕
意
見
。
考
え
。 

本
文
杉
原
半
切
紙
ニ
書
調
、
御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
持
下
、 

御
在
番
所
江
御
座
立
之
砌
ニ
而
直
ニ
御
奉
行
江
差
上
候
也
。 

 
 

覚 

一
摩
文
仁
間
切
江
土
佐
人
漂
着
有
之
、
右
者
共 

 

召
置
候
宿
之
儀
、
先
例
日
本
人
漂
着
之
節
々 

 

那
覇
・
久
米
村
之
内
江
見
合
申
付
来
候
処
、 

 

当
分
護
国
寺
江
𠸄𠸄𠸄𠸄
人
致
逗
留
、
那
覇
・
久
米
村 

 

時
々
致
徘
徊
事
候
付
、
差
障
可
申
、
此
節
者 

 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
江
人
家
明
除
、
召
置 

 

可
申
事
。 

一
右
通
、
翁
長
村
江
「
引
」
越
候
ハ
ヽ
、
横
目
衆
・
附
役
衆
・
鎖
之
側
・ 

 

里
主
・
御
物
城
之
内
一
人
・
大
和
横
目
・
足
軽
出
会
、 

 

改
方
可
有
之
事
。 

一
右
者
共
宿
江
用
達
勤
番
と
し
て
、
士
弐
人 

 

昼
夜
相
詰
さ
せ
可
申
事
。 

 
 

附
、
間
切
役
々
之
内
一
人
・
村
頭
二
人
、
本
文 

 
 
 
 

同
断
、
相
詰
さ
せ
可
申
候
。 

一
滞
在
中
、
水
夫
一
人
付
置
可
申
事
。 

一
賄
方
之
儀
、
別
紙
之
通
可
申
付
事
。 

一
唐
・
大
和
・
琉
球
何
角
之
様
子
、
其
外
差
障
候 

 

噺
共
仕
間
敷
旨
、
番
人
共
江
可
申
付
事
。 

一
右
宿
江
無
用
之
者
不
立
寄
様
、
可
申
渡
事
。 

一
火
用
心
、
猶
以
入
念
候
様
、
可
申
渡
事
。 

一
漂
着
人
江
商
売
之
儀
者
勿
論
、
軽
品
迚
茂 

 

進
物
・
贈
答
不
致
様
、
稠
敷
可
申
付
事
。 

 

右
之
通
、
先
例
見
合
御
相
談
申
上
候
間
、 

 

御
存
寄
茂
御
座
候
ハ
ヽ
、
何
分
可
被
仰
聞
候
。 

32



22-1
【
本
文
は
杉
原
半
切
紙
に
書
き
と
と
の
え
ら
れ
、
御
鎖
之
側
の
小
禄
親
雲

上
が
在
番
奉
行
所
に
持
参
し
た
と
こ
ろ
、
（
横
目
・
附
役
な
ど
奉
行
所
の
中

級
役
人
ら
が
）
会
議
中
の
時
だ
っ
た
の
で
、
直
接
お
奉
行
に
差
し
あ
げ
た
そ

う
で
す
。】 

 
 

覚 

一
、
摩
文
仁
間
切
に
土
佐
人
の
漂
着
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
者
た
ち
を
留
置

す
る
宿
の
件
で
す
が
、
前
例
と
し
て
日
本
人
が
漂
着
し
た
際
に
は
、
那
覇
か

久
米
村
の
う
ち
で
、
手
ご
ろ
な
人
家
を
見
繕
っ
て
宿
に
指
定
し
、
持
ち
主
に

提
供
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
護
国
寺
に
英
国
人
が
逗
留
し
て

お
り
、
那
覇
や
久
米
村
を
時
々
徘
徊
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
差
し
さ
わ
り

が
あ
り
、
今
回
は
豊
見
城
間
切
の
翁
長
村
に
人
家
を
明
け
渡
さ
せ
て
、
漂
着

者
を
留
置
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
右
の
と
お
り
、
翁
長
村
に
移
動
し
た
な
ら
ば
、
横
目
衆
・
附
役
衆
・
鎖

之
側
・
里
主
と
御
物
城
の
う
ち
の
一
人
・
大
和
横
目
・
足
軽
が
出
張
し
、
取

調
べ
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
こ
の
者
た
ち
の
宿
に
用
達
・
勤
番
人
と
し
て
、
士
（
さ
む
ら
い
）
二
人

を
昼
夜
詰
め
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

追
記
、
間
切
役
人
の
う
ち
一
人
・
村
頭
二
人
を
、
本
文
に
あ
る
の
と
同
様

に
、
詰
め
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
滞
在
中
は
、
水
夫
（
か
こ
）
一
人
を
付
け
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
賄
（
ま
か
な
い
）
の
件
は
、
別
紙
の
と
お
り
命
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
中
国
・
日
本
・
琉
球
の
何
事
か
に
つ
い
て
の
様
子
、
そ
の
ほ
か
、
さ
し

さ
わ
り
の
あ
る
う
わ
さ
話
を
し
な
い
よ
う
に
、
番
人
た
ち
に
命
じ
た
い
と
思

い
ま
す
。 

一
、
こ
の
宿
に
無
用
の
者
が
立
ち
寄
ら
ぬ
よ
う
、
通
達
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
火
の
用
心
を
、
な
お
一
層
入
念
に
命
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
漂
着
人
に
商
売
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
軽
品
と
て
も
進
物
・
贈
答
を
い

た
さ
ぬ
よ
う
に
、
き
び
し
く
命
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

右
の
と
お
り
、
前
例
に
照
ら
し
つ
つ
、
ご
相
談
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
ご

意
見
・
お
考
え
も
あ
り
ま
し
た
ら
、
何
な
り
と
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

〔
杉
原
半
切
紙 

す
ぎ
は
ら
は
ん
ぎ

り
が
み
〕
杉
原
紙
を
横
半
分
に
切
り

書
状
に
用
い
た
。 

〔
御
座
立 

ご
ざ
だ
て
〕
定
例
ま
た
は

臨
時
の
会
議
。 

〔
当
分 

と
う
ぶ
ん
〕
し
ば
ら
く
の

間
。
当
座
。 

       

〔
何
角 

な
に
か
ど
〕
何
に
つ
け
。
ど

の
よ
う
な
。
何
廉
。 

 

〔
稠
敷 

き
び
し
く
〕
厳
重
に
。
か
た

し
く
。 

〔
存
寄 

ぞ
ん
じ
よ
り
〕
意
見
。
考
え
。 

本
文
杉
原
半
切
紙
ニ
書
調
、
御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
持
下
、 

御
在
番
所
江
御
座
立
之
砌
ニ
而
直
ニ
御
奉
行
江
差
上
候
也
。 

 
 

覚 
一
摩
文
仁
間
切
江
土
佐
人
漂
着
有
之
、
右
者
共 

 

召
置
候
宿
之
儀
、
先
例
日
本
人
漂
着
之
節
々 

 

那
覇
・
久
米
村
之
内
江
見
合
申
付
来
候
処
、 

 

当
分
護
国
寺
江
𠸄𠸄𠸄𠸄
人
致
逗
留
、
那
覇
・
久
米
村 

 

時
々
致
徘
徊
事
候
付
、
差
障
可
申
、
此
節
者 

 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
江
人
家
明
除
、
召
置 

 

可
申
事
。 

一
右
通
、
翁
長
村
江
「
引
」
越
候
ハ
ヽ
、
横
目
衆
・
附
役
衆
・
鎖
之
側
・ 

 

里
主
・
御
物
城
之
内
一
人
・
大
和
横
目
・
足
軽
出
会
、 

 

改
方
可
有
之
事
。 

一
右
者
共
宿
江
用
達
勤
番
と
し
て
、
士
弐
人 

 

昼
夜
相
詰
さ
せ
可
申
事
。 

 
 

附
、
間
切
役
々
之
内
一
人
・
村
頭
二
人
、
本
文 

 
 
 
 

同
断
、
相
詰
さ
せ
可
申
候
。 

一
滞
在
中
、
水
夫
一
人
付
置
可
申
事
。 

一
賄
方
之
儀
、
別
紙
之
通
可
申
付
事
。 

一
唐
・
大
和
・
琉
球
何
角
之
様
子
、
其
外
差
障
候 

 

噺
共
仕
間
敷
旨
、
番
人
共
江
可
申
付
事
。 

一
右
宿
江
無
用
之
者
不
立
寄
様
、
可
申
渡
事
。 

一
火
用
心
、
猶
以
入
念
候
様
、
可
申
渡
事
。 

一
漂
着
人
江
商
売
之
儀
者
勿
論
、
軽
品
迚
茂 

 

進
物
・
贈
答
不
致
様
、
稠
敷
可
申
付
事
。 

 

右
之
通
、
先
例
見
合
御
相
談
申
上
候
間
、 

 

御
存
寄
茂
御
座
候
ハ
ヽ
、
何
分
可
被
仰
聞
候
。 
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此
旨
、
摂
政
・
三
司
官
申
付
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
四
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 

22-2 

覚 

一
中
白
米
七
合
五
勺 

一
醤
油
三
勺 

一
酢
三
勺 

一
塩
三
勺 

一
肴
八
拾
目 

一
野
菜
百
目 

一
上
味
噌
七
勺
五
才 

一
薪
木
壱
合
弐
勺
五
才 

一
割
多
葉
粉
五
匁 

 
 

右
壱
人
ニ
付
壱
日
分 

一
中
茶
三
匁 

一
炭
七
合 

一
菜
種
子
油
「
五
」
三、
勺 

 
 

右
、
三
人
ニ
而
壱
日
分
。 

 
 

正
月 

 

23 

手
形 

一
中
白
米
七
合
五
勺 

一
醤
油
三
勺 

一
酢
三
勺 

一
塩
三
勺 

一
肴
八
拾
目 

 

こ
の
こ
と
は
、
摂
政
・
三
司
官
の
ご
命
令
で
す
。
以
上
で
す
。 

正
月
四
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 

22-2 

覚 

一
、
中
白
米
七
合
五
勺 

一
、
醤
油
三
勺 

一
、
酢
三
勺 

一
、
塩
三
勺 

一
、
肴
八
拾
目 

一
、
野
菜
百
目 

一
、
上
味
噌
七
勺
五
才 

一
、
薪
木
一
合
二
勺
五
才 

一
、
割
り
た
ば
こ
五
匁 

 
 

以
上
、
一
人
で
一
日
分 

一
、
中
茶
三
匁 

一
、
炭
七
合 

一
、
菜
種
子
油
五
勺 

 
 

以
上
、
三
人
で
一
日
分
。 

 
 

正
月 

 

23 

手
形 

一
、
中
白
米
七
合
五
勺 

一
、
醤
油
三
勺 

一
、
酢
三
勺 

一
、
塩
三
勺 

一
、
肴
八
拾
目 

                  

一
野
菜
百
目 

一
上
味
噌
七
勺
五
才 

一
薪
木
壱
合
弐
勺
五
才 

一
割
多
葉
粉
五
匁 

一
割
多
葉
粉
五
匁 

 
 

右
、
壱
人
ニ
付
壱
日
分
。 

一
中
茶
三
匁 

一
「
炭
」
茶
七
合 

一
菜
種
子
油
五
勺 

 
 

右
、
三
人
ニ
而
壱
日
分
。 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
賄
方
、
右
通
申
渡
候
間
、 

 

可
被
相
渡
者
也
。 

 

亥 
 
 

正
月
八
日 

 
 

御
物
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

取
次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 
 
 

御
物
奉
行 

 

右
之
通
、
被
仰
渡
候
間
、
致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
八
日 

 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

24
漂
着
土
佐
国
人
為
御
差
引
、
翁
長
村
江 

 

御
差
越
被
成
候
御
横
目
・
御
附
役
・
大
和 

 

横
目
・
問
役
、
一
昨
晩
御
帰
被
成
候
。
此
段
御
問
合 

 

い
た
し
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
八
日 

 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

              

〔
御
物
座 

お
も
の
ざ
〕
尚
質
王
代
の

康
煕
年
間
に
設
置
。
詳
細
は
不
明
。

「
御
物
」（
お
も
の
）
は
王
府
の
物
、

官
有
物
の
意
味
。 

     

一
、
野
菜
百
目 

一
、
上
味
噌
七
勺
五
才 

一
、
薪
木
一
合
二
勺
五
才 

一
、
割
り
た
ば
こ
五
匁 

 
 

以
上
、
一
人
で
一
日
分
。 

一
、
中
茶
三
匁 

一
、
炭
七
合 

一
、
菜
種
子
油
五
勺 

 
 

以
上
、
三
人
で
一
日
分
。 

 

漂
着
土
佐
人
の
賄
方
に
つ
い
て
は
、
右
の
リ
ス
ト
ど
お
り
に
命
じ
た
の

で
、
供
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

亥
正
月
八
日 

 
 

御
物
座
取
次 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
の
と
お
り
裁
可
さ
れ
た
の
で
連
絡
す
る
。
以
上
。 

 
 

正
月
八
日 

 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

24
漂
着
土
佐
国
人
の
尋
問
の
た
め
翁
長
村
に
ご
出
張
中
の
横
目
・
附
役
・
大

和
横
目
・
問
役
（
の
皆
さ
ん
）
が
一
昨
晩
（
那
覇
に
）
お
戻
り
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
連
絡
し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
八
日 

 
 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 
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一
野
菜
百
目 

一
上
味
噌
七
勺
五
才 

一
薪
木
壱
合
弐
勺
五
才 

一
割
多
葉
粉
五
匁 

一
割
多
葉
粉
五
匁 

 
 

右
、
壱
人
ニ
付
壱
日
分
。 

一
中
茶
三
匁 

一
「
炭
」
茶
七
合 

一
菜
種
子
油
五
勺 

 
 

右
、
三
人
ニ
而
壱
日
分
。 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
賄
方
、
右
通
申
渡
候
間
、 

 

可
被
相
渡
者
也
。 

 

亥 
 
 

正
月
八
日 

 
 

御
物
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

取
次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 
 
 

御
物
奉
行 

 

右
之
通
、
被
仰
渡
候
間
、
致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
八
日 

 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

24
漂
着
土
佐
国
人
為
御
差
引
、
翁
長
村
江 

 

御
差
越
被
成
候
御
横
目
・
御
附
役
・
大
和 

 

横
目
・
問
役
、
一
昨
晩
御
帰
被
成
候
。
此
段
御
問
合 

 

い
た
し
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
八
日 

 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

              

〔
御
物
座 

お
も
の
ざ
〕
尚
質
王
代
の

康
煕
年
間
に
設
置
。
詳
細
は
不
明
。

「
御
物
」（
お
も
の
）
は
王
府
の
物
、

官
有
物
の
意
味
。 

     

一
、
野
菜
百
目 

一
、
上
味
噌
七
勺
五
才 

一
、
薪
木
一
合
二
勺
五
才 

一
、
割
り
た
ば
こ
五
匁 

 
 

以
上
、
一
人
で
一
日
分
。 

一
、
中
茶
三
匁 

一
、
炭
七
合 

一
、
菜
種
子
油
五
勺 

 
 

以
上
、
三
人
で
一
日
分
。 

 

漂
着
土
佐
人
の
賄
方
に
つ
い
て
は
、
右
の
リ
ス
ト
ど
お
り
に
命
じ
た
の

で
、
供
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

亥
正
月
八
日 

 
 

御
物
座
取
次 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
の
と
お
り
裁
可
さ
れ
た
の
で
連
絡
す
る
。
以
上
。 

 
 

正
月
八
日 

 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 
24
漂
着
土
佐
国
人
の
尋
問
の
た
め
翁
長
村
に
ご
出
張
中
の
横
目
・
附
役
・
大

和
横
目
・
問
役
（
の
皆
さ
ん
）
が
一
昨
晩
（
那
覇
に
）
お
戻
り
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
連
絡
し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
八
日 

 
 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 
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喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

25 本
文
、
日
帳
主
取
兼
城
親
雲
上
よ
り
遂
披
露
候
也
。 

 
 

覚 
 
 
 
 
 
 
 

摩
文
仁
間
切 

 

当
間
切
江
漂
着
「
之
」
人
土
佐
国
人
形
貌
、
又
者
舟 

 

形
等
、
異
国
ニ
似
寄
候
故
、
間
切
中
浜
辺
・
山
野
〳
〵 

 

委
ク
相
改
候
得
共
、
何
そ
疑
敷
不
審
成
儀
無
之
候
。 

 

尤
古
舟
之
儀
、
小
渡
浜
与
申
所
江
差
置
候
処
、 

 

荒
場
人
離
之
所
江
長
々
召
置
候
儀
、
無
心
元
事 

 

御
座
候
付
、
一
昨
日
番
所
江
「
持
」
召
寄
、
格
護
さ
せ
申
候
。 

 

此
段
、
追
而
首
尾
申
上
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 
 

検
者 

 
 

正
月
八
日 

 
 
 
 
 

新
嘉
喜
里
之
子
親
雲
上 

 

26-1
土
佐
国
人
御
取
締
と
し
て
、
豊
見
城
間
切 

 

翁
長
村
江
産
物
方
御
用
聞
之
内
壱
人
ツ
ヽ
壱
日 

 

交
代
ニ
而
被
差
遣
候
付
、
往
来
着
替
持
夫
三
人
ツ
ヽ 

 

明
日
よ
り
日
々
早
天
よ
り
昆
布
座
江
差
出
候
様
、 

 

産
物
方
御
目
附
衆
よ
り
、
別
紙
之
通
、
御
掛
合 

 

有
之
候
間
、
毎
日
明
六
ツ
時
分
親
見
世
江
参
り 

 

問
役
引
合
相
勤
候
様
、
構
之
向
江
被
仰
渡
度
、
此
段 

 

致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
九
日 

 
 
 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

25
【
本
文
は
、
日
帳
主
取
の
兼
城
親
雲
上
か
ら
披
露
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
】 

 
 

覚
（
摩
文
仁
間
切
） 

 

当
間
切
に
漂
着
し
た
土
佐
国
人
の
形
貌
や
舟
の
形
な
ど
が
異
国
に
似
て

い
た
た
め
、
間
切
中
の
浜
辺
や
山
野
を
く
わ
し
く
捜
査
し
ま
し
た
が
、
何
ら

疑
わ
し
く
不
審
な
点
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
し
、
（
土
佐
人
た
ち
が

乗
っ
て
き
た
）
古
舟
（
ボ
ー
ト
）
に
つ
い
て
は
、
小
渡
浜
と
い
う
場
所
に
置

い
て
い
ま
す
が
、
荒
れ
場
で
あ
り
、
人
里
離
れ
た
場
所
に
長
ら
く
放
置
し
て

い
る
こ
と
は
、
心
配
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
昨
日
、
番
所
に
持
っ
て

き
て
保
管
さ
せ
ま
し
た
。 

 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
後
日
ご
報
告
し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

亥
正
月
八
日 

 
 
 

検
者 

新
嘉
喜
里
之
子
親
雲
上 

 

26-1
土
佐
国
人
の
警
衛
要
員
と
し
て
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
産
物
方
御
用
聞

の
内
か
ら
一
人
ず
つ
、
一
日
交
替
で
派
遣
さ
れ
ま
す
の
で
、
、
往
復
す
る
際

の
着
替
え
（
等
の
荷
物
）
を
持
つ
人
夫
を
三
人
ず
つ
明
日
か
ら
毎
日
、
早
朝

か
ら
昆
布
座
に
出
頭
さ
せ
る
よ
う
に
と
、
産
物
方
御
目
附
衆
よ
り
、
別
紙
の

よ
う
に
ご
相
談
が
あ
っ
た
の
で
、
毎
日
朝
の
六
時
ご
ろ
親
見
世
に
参
上
し

て
、
問
役
の
裁
量
の
も
の
で
勤
務
す
る
よ
う
に
、
担
当
部
局
に
命
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。
こ
の
こ
と
を
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
九
日 

 
 
 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側 

様 

                  

〔
掛
合 

か
け
あ
い
〕
相
談
。
談
判
。

こ
こ
は
通
達
の
意
味
に
近
い
。 

26-2 人
夫
三
人
ず
つ 

 

右
は
、
こ
の
た
び
、
土
佐
国
の
者
三
人
が
異
国
船
よ
り
護
送
さ
れ
、
豊
見

城
間
切
の
翁
長
村
に
滞
在
し
て
い
る
の
で
、
警
衛
の
た
め
、
産
物
方
御
用
聞

た
ち
よ
り
も
一
人
ず
つ
一
日
交
替
で
派
遣
さ
れ
る
。
つ
い
て
は
、
見
出
し
の

と
お
り
、
往
復
の
着
替
え
持
ち
の
人
夫
を
付
け
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
だ
き

た
く
、
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

な
お
、
人
夫
は
、
昨
日
よ
り
毎
日
早
朝
か
ら
昆
布
座
に
出
頭
す
る
よ
う
に

命
じ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

正
月
九
日 

 
 

産
物
方
掛
の
肥
後
平
九
郎 

 
 

親
見
世 

 

26-3
産
物
方
御
目
附
衆
よ
り
、
別
紙
の
と
お
り
、
通
達
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

毎
日
朝
の
六
時
ご
ろ
親
見
世
に
参
上
し
て
、
問
役
の
裁
量
の
も
と
で
勤
務
す

る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
那
覇
役
人
の
添
え
書
を
添
付
し
て
申

し
出
が
あ
り
、
（
評
定
所
で
）
披
露
さ
れ
、
裁
可
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
間
違

い
な
く
勤
務
す
る
よ
う
に
命
じ
て
く
だ
さ
い
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
九
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

27 

正
月
十
日 

一
、
漂
着
土
佐
人
た
ち
が
帯
に
不
自
由
し
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
の

で
一
本
ず
つ
支
給
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
だ
き 

                       

 

26-2 夫
三
人
完 

 

右
者
此
節
土
佐
国
之
者
三
人
異
国
船
ゟ 

 

送
来
、
豊
見
城
間
切
之
内
翁
長
村
江
滞
在 

 

い
た
し
居
候
付
、
為
御
取
締
、
産
物
方
御
用
聞
共 

 

之
内
よ
り
茂
壱
人
ツ
ヽ
壱
日
交
代
ニ
而
被
差
越 

 

候
間
、
本
行
之
通
、
往
来
着
替
持
夫
相
附 

 

候
様
、
可
被
申
渡
、
此
旨
申
達
候
。
以
上
。 

 
 

但
、
夫
之
儀
者
昨
日
よ
り
日
々
早
天
よ
り 

 
 
 
 

昆
布
座
江
差
越
候
様
、
可
被
申
渡
候
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

産
物
方
掛 

 
 

正
月
九
日 

 
 
 
 
 
 

肥
後
平
九
郎 

 
 

親
見
世 

 

26-3
産
物
方
御
目
附
衆
よ
り
、
別
紙
之
通 

 

掛
合
有
之
候
間
、
毎
日
明
六
ツ
時
分
親
見
世
江 

 

参
り
問
役
引
合
相
勤
候
様
、
被
仰
付
度
旨
、
那
覇 

 

役
人
添
書
を
以
申
来
、
遂
披
露
、
相
済
候
間
、 

 

無
間
違
相
勤
候
様
、
可
被
申
渡
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
九
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

27 

同
十
日 

一
漂
着
土
佐
人
共
事
、
帯
不
自
由
之
躰 

 

相
見
得
候
付
、
一
筋
完
被
成
下
候
様
、
被
仰
付 
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26-2 人
夫
三
人
ず
つ 

 

右
は
、
こ
の
た
び
、
土
佐
国
の
者
三
人
が
異
国
船
よ
り
護
送
さ
れ
、
豊
見

城
間
切
の
翁
長
村
に
滞
在
し
て
い
る
の
で
、
警
衛
の
た
め
、
産
物
方
御
用
聞

た
ち
よ
り
も
一
人
ず
つ
一
日
交
替
で
派
遣
さ
れ
る
。
つ
い
て
は
、
見
出
し
の

と
お
り
、
往
復
の
着
替
え
持
ち
の
人
夫
を
付
け
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
だ
き

た
く
、
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

な
お
、
人
夫
は
、
昨
日
よ
り
毎
日
早
朝
か
ら
昆
布
座
に
出
頭
す
る
よ
う
に

命
じ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

正
月
九
日 

 
 

産
物
方
掛
の
肥
後
平
九
郎 

 
 

親
見
世 

 

26-3
産
物
方
御
目
附
衆
よ
り
、
別
紙
の
と
お
り
、
通
達
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

毎
日
朝
の
六
時
ご
ろ
親
見
世
に
参
上
し
て
、
問
役
の
裁
量
の
も
と
で
勤
務
す

る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
那
覇
役
人
の
添
え
書
を
添
付
し
て
申

し
出
が
あ
り
、
（
評
定
所
で
）
披
露
さ
れ
、
裁
可
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
間
違

い
な
く
勤
務
す
る
よ
う
に
命
じ
て
く
だ
さ
い
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
九
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

27 

正
月
十
日 

一
、
漂
着
土
佐
人
た
ち
が
帯
に
不
自
由
し
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
の

で
一
本
ず
つ
支
給
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
だ
き 

                       

 
26-2 夫

三
人
完 

 

右
者
此
節
土
佐
国
之
者
三
人
異
国
船
ゟ 

 

送
来
、
豊
見
城
間
切
之
内
翁
長
村
江
滞
在 

 

い
た
し
居
候
付
、
為
御
取
締
、
産
物
方
御
用
聞
共 

 

之
内
よ
り
茂
壱
人
ツ
ヽ
壱
日
交
代
ニ
而
被
差
越 

 

候
間
、
本
行
之
通
、
往
来
着
替
持
夫
相
附 

 

候
様
、
可
被
申
渡
、
此
旨
申
達
候
。
以
上
。 

 
 

但
、
夫
之
儀
者
昨
日
よ
り
日
々
早
天
よ
り 

 
 
 
 

昆
布
座
江
差
越
候
様
、
可
被
申
渡
候
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

産
物
方
掛 

 
 

正
月
九
日 

 
 
 
 
 
 

肥
後
平
九
郎 

 
 

親
見
世 

 

26-3
産
物
方
御
目
附
衆
よ
り
、
別
紙
之
通 

 

掛
合
有
之
候
間
、
毎
日
明
六
ツ
時
分
親
見
世
江 

 

参
り
問
役
引
合
相
勤
候
様
、
被
仰
付
度
旨
、
那
覇 

 

役
人
添
書
を
以
申
来
、
遂
披
露
、
相
済
候
間
、 

 

無
間
違
相
勤
候
様
、
可
被
申
渡
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
九
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

27 

同
十
日 

一
漂
着
土
佐
人
共
事
、
帯
不
自
由
之
躰 

 

相
見
得
候
付
、
一
筋
完
被
成
下
候
様
、
被
仰
付 
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た
い
と
、
綿
紙
切
紙
に
書
き
付
け
て
、
御
書
院
当
の
宇
地
原
親
雲
上
が
取
り

次
ぎ
、
国
王
に
上
奏
し
て
、
裁
可
さ
れ
た
の
で
、
調
達
を
命
じ
ま
し
た
。 

 

28 

覚 

下
布
三
切
、
長
さ
一
丈
ず
つ
、
布
幅
。 

（
た
だ
し
、
水
色
染
め
） 

 

右
は
、
漂
着
土
佐
人
三
人
に
帯
用
と
し
て
支
給
さ
れ
る
の
で
、
必
ず
調
製

し
て
翁
長
村
詰
め
の
役
人
た
ち
に
渡
す
よ
う
に
下
知
し
な
さ
い
と
の
、
ご
下

命
で
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

亥
正
月
十
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

申
口 

 

右
の
と
お
り
、
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
帯
が
届
き
し
だ
い
渡
し
な
さ
い
。
以

上
。 

 
 

正
月
十
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

29 【
こ
の
文
書
は
、
御
鎖
之
側
の
小
禄
親
雲
上
が
、
別
件
で
在
番
奉
行
所
に
参

上
し
て
い
た
折
に
、
附
役
衆
か
ら
渡
さ
れ
た
そ
う
で
す
。】 

 

今
回
の
日
本
人
の
漂
着
に
つ
い
て
は
、
（
在
番
奉
行
所
の
）
定
式
方
管
轄

と
い
う
前
例
が
あ
る
が
、
こ
の
者
た
ち
は
長
ら
く
異
国
に
滞
在
し
て
お
り
、

特
に
現
今
は
イ
ギ
リ
ス
人
逗
留
中
の
件
が
あ
る
の
で
、
あ
れ
こ
れ
と
都
合
の

悪
い
事
情
が
あ
り
、
今
回
は
御
内
用
方
が
管
掌
す
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
心

得
え
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
通
達
し
ま
す
。 

 

度
旨
、
綿
紙
切
紙
ニ
書
付
、
御
書
院
当
宇
地
原 

 
親
雲
上
御
取
次
、
達 

 

上
聞
、
相
済
候
付
、
調
方
申
渡
候
事
。 

 

28 

覚 

下
布
三
切
、
長
壱
丈
完
布
幅
。 

 
 

但
、
水
色
染
。 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
三
人
江
帯
用
と
し
て 

 

被
成
下
候
間
、
急
度
相
調
、
翁
長
村
詰
役
々
江 

 

相
渡
候
様
、
可
被
申
渡
旨
、
御
差
図
ニ
而
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

正
月
十
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

申
口 

 

右
之
通
、
被
仰
渡
置
候
間
、
帯
相
届
次
第
、
可
被 

 

相
渡
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
日 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

29 本
文
、
御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
、
別
御
用
ニ
付
、
御
在
番
所 

致
参
上
居
候
砌
、
附
役
衆
を
以
被
御
渡
候
也
。 

 

今
度
日
本
人
漂
着
付
而
者
定
式
方
取
扱
之 

 

先
例
ニ
候
得
共
、
右
者
共
事
者
長
々
異
国
江
罷
在
、 

 

殊
当
分
𠸄𠸄𠸄𠸄
咭
唎
人
逗
留
中
之
儀
ニ
而
彼
是 

 

差
支
之
廉
有
之
候
付
、
此
節
者
御
内
用
方
ゟ 

 

致
取
扱
候
間
、
左
様
可
被
相
心
得
候
。
此
段
申
達 

 

候
事
。 

                      

〔
廉 

か
ど
〕
理
由
と
な
る
点
。 

 

 

亥 
 
 

正
月
九
日 

 

右
之
通
、
御
在
番
所
よ
り
御
掛
合
有
之 

 

候
間
、
其
心
得
可
被
致
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 

里
主 

 
 

御
物
城 

 

30
漂
着
土
佐
人
共
之
儀
、
御
当
地
滞
在
中
者 

 

当
分
之
宿
江
被
召
置
候
間
、
左
様
可
被
相
心
得
候
。 

 

此
段
致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 

豊
見
城
間
切 

 
 

下
知
役 

 
 

検
者 

 
 
 

地
頭
代 

 

31
土
佐
人
召
置
候
宿
外
囲
竹
垣
之
儀
、
堅
固 

 

結
調
さ
せ
、
聊
不
締
之
儀
無
之
様
、
可
取
計
旨 

 

先
達
而
申
達
置
候
処
、
弥
其
通
取
計
置
候
哉
、 

 

近
日
中
異
国
方
御
役
々
衆
并
我
々
ニ
茂 

 

再
見
分
と
し
て
差
越
申
筈
候
付
、
其
内
右
躰
之 

 

取
計
向
等
不
行
届
候
而
者
別
而
如
何
敷
候
間
、 

 

自
然
未
結
調
儀
茂
候
ハ
ヽ
早
々
仕
合
さ
せ
、
何
分
之 

 

首
尾
両
三
日
中
可
申
越
候
。
此
旨
申
越
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 

翁
長
村 

 

亥
正
月
九
日 

 

右
の
よ
う
に
、
在
番
奉
行
所
か
ら
通
達
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
に
心

得
て
く
だ
さ
い
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 

里
主 

 
 

御
物
城 

 

30
漂
着
土
佐
人
た
ち
の
こ
と
は
、
琉
球
滞
在
中
は
現
在
の
宿
所
に
留
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
心
得
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
連
絡

し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上
か
ら 

 
 

豊
見
城
間
切
の
下
知
役
・
検
者
・
地
頭
代
あ
て 

 

31
土
佐
人
を
留
置
す
る
宿
所
の
外
囲
い
の
竹
垣
は
、
堅
固
に
結
い
調
え
さ
せ

て
、
い
さ
さ
か
も
緩
み
の
な
い
よ
う
に
措
置
す
る
べ
き
だ
と
、
先
頃
通
達
し

て
置
い
た
が
、
確
か
に
通
達
ど
お
り
措
置
し
て
い
る
か
、
近
日
中
に
異
国
方

の
役
人
衆
と
我
々
王
府
の
役
人
も
再
見
分
の
た
め
来
訪
す
る
予
定
な
の
で
、

そ
れ
ま
で
に
、
上
記
の
よ
う
な
措
置
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
大
い
に
問
題
に
な
る
の
で
、
万
一
、
い
ま
だ
に
竹
垣
が
結
び
調

え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
早
急
に
仕
上
げ
さ
せ
て
、
現
状

を
何
ら
か
の
形
で
二
、
三
日
中
に
報
告
し
な
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
連
絡
し
た
。

以
上
で
あ
る
。 

 
 

正
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

                

〔
不
締 

ふ
し
ま
り
〕
緩
み
。 

〔
先
達
而 

せ
ん
だ
っ
て
〕
さ
き
ご

ろ
。
こ
の
あ
い
だ
。 

〔
弥 

い
よ
い
よ
〕
ま
す
ま
す
。
確
か

に
。
き
っ
と
。 

〔
自
然 

じ
ね
ん
〕
万
一
。
ひ
ょ
っ
と

し
て
。 
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亥 
 
 

正
月
九
日 

 
右
之
通
、
御
在
番
所
よ
り
御
掛
合
有
之 

 

候
間
、
其
心
得
可
被
致
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 

里
主 

 
 

御
物
城 

 

30
漂
着
土
佐
人
共
之
儀
、
御
当
地
滞
在
中
者 

 

当
分
之
宿
江
被
召
置
候
間
、
左
様
可
被
相
心
得
候
。 

 

此
段
致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 

豊
見
城
間
切 

 
 

下
知
役 

 
 

検
者 

 
 
 

地
頭
代 

 

31
土
佐
人
召
置
候
宿
外
囲
竹
垣
之
儀
、
堅
固 

 

結
調
さ
せ
、
聊
不
締
之
儀
無
之
様
、
可
取
計
旨 

 

先
達
而
申
達
置
候
処
、
弥
其
通
取
計
置
候
哉
、 

 

近
日
中
異
国
方
御
役
々
衆
并
我
々
ニ
茂 

 

再
見
分
と
し
て
差
越
申
筈
候
付
、
其
内
右
躰
之 

 

取
計
向
等
不
行
届
候
而
者
別
而
如
何
敷
候
間
、 

 

自
然
未
結
調
儀
茂
候
ハ
ヽ
早
々
仕
合
さ
せ
、
何
分
之 

 

首
尾
両
三
日
中
可
申
越
候
。
此
旨
申
越
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 

翁
長
村 

 

亥
正
月
九
日 

 

右
の
よ
う
に
、
在
番
奉
行
所
か
ら
通
達
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
に
心

得
て
く
だ
さ
い
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 

里
主 

 
 

御
物
城 

 

30
漂
着
土
佐
人
た
ち
の
こ
と
は
、
琉
球
滞
在
中
は
現
在
の
宿
所
に
留
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
心
得
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
連
絡

し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上
か
ら 

 
 

豊
見
城
間
切
の
下
知
役
・
検
者
・
地
頭
代
あ
て 

 

31
土
佐
人
を
留
置
す
る
宿
所
の
外
囲
い
の
竹
垣
は
、
堅
固
に
結
い
調
え
さ
せ

て
、
い
さ
さ
か
も
緩
み
の
な
い
よ
う
に
措
置
す
る
べ
き
だ
と
、
先
頃
通
達
し

て
置
い
た
が
、
確
か
に
通
達
ど
お
り
措
置
し
て
い
る
か
、
近
日
中
に
異
国
方

の
役
人
衆
と
我
々
王
府
の
役
人
も
再
見
分
の
た
め
来
訪
す
る
予
定
な
の
で
、

そ
れ
ま
で
に
、
上
記
の
よ
う
な
措
置
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
大
い
に
問
題
に
な
る
の
で
、
万
一
、
い
ま
だ
に
竹
垣
が
結
び
調

え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
早
急
に
仕
上
げ
さ
せ
て
、
現
状

を
何
ら
か
の
形
で
二
、
三
日
中
に
報
告
し
な
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
連
絡
し
た
。

以
上
で
あ
る
。 

 
 

正
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

                

〔
不
締 

ふ
し
ま
り
〕
緩
み
。 

〔
先
達
而 

せ
ん
だ
っ
て
〕
さ
き
ご

ろ
。
こ
の
あ
い
だ
。 

〔
弥 

い
よ
い
よ
〕
ま
す
ま
す
。
確
か

に
。
き
っ
と
。 

〔
自
然 

じ
ね
ん
〕
万
一
。
ひ
ょ
っ
と

し
て
。 

 

39



 
 

詰
役
々 

 
32
漂
着
土
佐
人
共
江
唐
・
大
和
・
琉
球
何
角
之 

 

様
子
、
其
外
差
障
候
噺
共
不
致
様
ニ
与
之
儀
者
、 

 

先
達
而
申
渡
置
通
ニ
而
、
お
の
つ
か
ら
其
慎 

 

有
之
筈
ニ
者
候
得
共
、
自
然
右
者
「
共
」
よ
り
、
当
分 

 

琉
球
御
詰
と
し
て
鹿
児
島
よ
り
御
下
合
之 

 

御
人
数
何
十
人
ニ
而
候
哉
と
尋
等
有
之
候
ハ
ヽ
、 

 

此
儀
不
相
知
筋
ニ
者
難
申
入
候
故
、
委
敷
者
不
存 

 

候
得
共
、
大
抵
八
九
百
人
、
千
人
余
ニ
茂
及
居
候
半
与 

 

相
答
、
其
外
逗
留
英
人
一
件
等
者
一
切
口
外 

 

不
致
様
、
可
相
心
得
候
。
此
旨
申
越
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
一
日 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

33 

覚 

一
壱
升
焼
鍋
弐
枚
、
ふ
た
共 

一
雑
丹
後
壱
荷 

一
同
水
桶
壱
ツ 

一
同
水
釣
壱
ツ
、
緒
共 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
宿
江
入
置
道
具
と
し
て
、
急
度 

 

相
調
相
渡
候
様
、
可
被
申
渡
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

32
漂
着
し
た
土
佐
人
た
ち
に
、
中
国
・
日
本
・
琉
球
の
何
ら
か
の
情
勢
そ
の

ほ
か
差
し
さ
わ
り
の
あ
る
話
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め

通
達
し
て
お
い
た
と
お
り
で
、
自
然
に
そ
の
よ
う
な
配
慮
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
が
、
万
一
こ
の
者
た
ち
か
ら
、
現
在
、
琉
球
に
駐
在
し
て
い
る
鹿
児
島
か

ら
の
出
張
役
人
の
人
数
は
何
十
人
で
す
か
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
と
は
答
え
に
く
い
の
で
、
く
わ
し
く
は

知
ら
な
い
が
、
だ
い
た
い
、
八
、
九
百
人
、
千
人
あ
ま
り
に
も
及
ん
で
い
る

だ
ろ
う
と
答
え
、
そ
の
ほ
か
、
逗
留
中
の
英
人
の
件
な
ど
は
一
切
口
外
し
な

い
よ
う
に
心
得
な
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
通
知
し
た
。
以
上
で
あ
る
。 

 
 

正
月
十
一
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

33 

覚 

一
、
一
升
焼
鍋 

二
枚
、
ふ
た
付
き 

一
、
雑
丹
後 

一
荷 

一
、
雑
水
桶 

一
つ 

一
、
雑
水
釣 

一
つ
、
緒
付
き 

 

右
の
も
の
を
、
漂
着
土
佐
人
の
宿
所
に
備
え
付
け
の
道
具
と
し
て
、
必
ず

調
達
し
て
渡
す
よ
う
に
通
達
し
て
く
だ
さ
い
。
以
上
で
す
。 

 

亥
正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

                 

〔
丹
後 

た
ん
ご
〕
担
桶
（
た
ご
）
。

水
や
肥
や
し
を
入
れ
て
運
ぶ
桶
。
タ

ー
グ
。 

〔
水
釣
〕
柄
杓
か
。
咸
豊
9
年
の
漂

着
日
記
に
「
差
水
釣
」「
差
柄
杓
」「
差

物
柄
杓
」。
ニ
ー
ブ
。 

〔
急
度 

き
っ
と
〕
必
ず
。
確
か
に
。 

 
〔
上
焼 
じ
ょ
う
や
き
〕
施
釉
陶
器
。

沖
縄
本
島
北
部
の
粘
土
を
用
い
た
。

ジ
ョ
ー
ヤ
チ
。 

〔
茶
家 

ち
ゃ
か
〕
陶
製
の
急
須
。
チ

ュ
ー
カ
。 

〔
今
焼 

い
ま
や
き
〕
釉
薬
を
用
い
な

い
素
焼
き
の
陶
器
。 

〔
す
す
き
〕
灯
油
を
入
れ
る
小
皿
。 

     

〔
め
し
か
い
〕
飯
を
盛
る
杓
子
。 

       

34 

覚 

一
上
焼
茶
家
壱
ツ
、
小
形
鉄
取
手
共 

一
同
煎
茶
々
碗
三
枚 

一
同
火
取
壱
ツ 

一
今
焼
屋
貫
壱
ツ
、
鉄
取
手
共 

一
同
擂
鉢
壱
ツ 

一
同
す
ゝ
き
壱
ツ 

一
黄
塗
多
葉
粉
盆
壱
ツ 

一
同
丸
茶
盆
壱
ツ 

一
同
枕
三
ツ 

一
桐
油
塗
夜
食
膳
三
枚 

一
上
焼
中
茶
碗
六
枚 

一
同
菜
皿
三
枚 

一
塗
箸
三
手 

一
め
し
か
い
壱
ツ 

一
な
へ
か
い
壱
ツ 

一
摺
木
壱
ツ 

一
高
行
燈
壱
ツ 

一
竹
灰
吹
壱
ツ 

一
わ
ら
箒
壱
ツ 

一
庖
丁
壱
刃
柄
共 

一
雑
真
那
板
壱
丁 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
宿
江
入
置
道
具
と
し
て
、
急
度 

 

相
調
相
渡
候
様
、
可
被
申
渡
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

34 

覚 

一
、
上
焼
き
の
茶
家
（
ち
ゅ
う
か
）
一
つ
、
小
形
の
鉄
の
取
手
つ
き
。 

一
、
上
焼
き
の
煎
茶
々
碗
三
枚 

一
、
上
焼
き
の
火
取
一
つ 

一
、
今
焼
き
の
屋
貫
（
や
か
ん
）
一
つ
、
鉄
製
の
取
手
つ
き
。 

一
、
今
焼
き
の
擂
鉢
（
す
り
ば
ち
）
一
つ 

一
、
今
焼
き
の
す
す
き
一
つ 

一
、
黄
塗
り
の
た
ば
こ
盆
一
つ 

一
、
黄
塗
り
の
丸
茶
盆
一
つ 

一
、
黄
塗
り
の
枕
三
つ 

一
、
桐
油
塗
り
の
夜
食
膳
三
枚 

一
、
上
焼
き
の
中
茶
碗
六
枚 

一
、
上
焼
き
の
菜
皿
三
枚 

一
、
塗
箸
三
手 

一
、
め
し
か
い
一
つ 

一
、
鍋
か
い
一
つ 

一
、
摺
り
こ
ぎ
一
つ 

一
、
高
行
燈
（
あ
ん
ど
ん
）
一
つ 

一
、
竹
の
灰
吹
一
つ 

一
、
わ
ら
箒
一
つ 

一
、
庖
丁
一
刃
、
柄
つ
き
。 

一
、
雑
ま
な
板
一
丁 

 

右
の
も
の
を
、
、
漂
着
土
佐
人
の
宿
所
に
備
給
す
る
道
具
と
し
て
必
ず
調

達
し
て
渡
す
よ
う
に
命
じ
て
く
だ
さ
い
。
以
上
で
す
。 

 

亥
正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

40



 

〔
上
焼 

じ
ょ
う
や
き
〕
施
釉
陶
器
。

沖
縄
本
島
北
部
の
粘
土
を
用
い
た
。

ジ
ョ
ー
ヤ
チ
。 

〔
茶
家 

ち
ゃ
か
〕
陶
製
の
急
須
。
チ

ュ
ー
カ
。 

〔
今
焼 

い
ま
や
き
〕
釉
薬
を
用
い
な

い
素
焼
き
の
陶
器
。 

〔
す
す
き
〕
灯
油
を
入
れ
る
小
皿
。 

     

〔
め
し
か
い
〕
飯
を
盛
る
杓
子
。 

       

34 

覚 
一
上
焼
茶
家
壱
ツ
、
小
形
鉄
取
手
共 

一
同
煎
茶
々
碗
三
枚 

一
同
火
取
壱
ツ 

一
今
焼
屋
貫
壱
ツ
、
鉄
取
手
共 

一
同
擂
鉢
壱
ツ 

一
同
す
ゝ
き
壱
ツ 

一
黄
塗
多
葉
粉
盆
壱
ツ 

一
同
丸
茶
盆
壱
ツ 

一
同
枕
三
ツ 

一
桐
油
塗
夜
食
膳
三
枚 

一
上
焼
中
茶
碗
六
枚 

一
同
菜
皿
三
枚 

一
塗
箸
三
手 

一
め
し
か
い
壱
ツ 

一
な
へ
か
い
壱
ツ 

一
摺
木
壱
ツ 

一
高
行
燈
壱
ツ 

一
竹
灰
吹
壱
ツ 

一
わ
ら
箒
壱
ツ 

一
庖
丁
壱
刃
柄
共 

一
雑
真
那
板
壱
丁 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
宿
江
入
置
道
具
と
し
て
、
急
度 

 

相
調
相
渡
候
様
、
可
被
申
渡
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

34 

覚 

一
、
上
焼
き
の
茶
家
（
ち
ゅ
う
か
）
一
つ
、
小
形
の
鉄
の
取
手
つ
き
。 

一
、
上
焼
き
の
煎
茶
々
碗
三
枚 

一
、
上
焼
き
の
火
取
一
つ 

一
、
今
焼
き
の
屋
貫
（
や
か
ん
）
一
つ
、
鉄
製
の
取
手
つ
き
。 

一
、
今
焼
き
の
擂
鉢
（
す
り
ば
ち
）
一
つ 

一
、
今
焼
き
の
す
す
き
一
つ 

一
、
黄
塗
り
の
た
ば
こ
盆
一
つ 

一
、
黄
塗
り
の
丸
茶
盆
一
つ 

一
、
黄
塗
り
の
枕
三
つ 

一
、
桐
油
塗
り
の
夜
食
膳
三
枚 

一
、
上
焼
き
の
中
茶
碗
六
枚 

一
、
上
焼
き
の
菜
皿
三
枚 

一
、
塗
箸
三
手 

一
、
め
し
か
い
一
つ 

一
、
鍋
か
い
一
つ 

一
、
摺
り
こ
ぎ
一
つ 

一
、
高
行
燈
（
あ
ん
ど
ん
）
一
つ 

一
、
竹
の
灰
吹
一
つ 

一
、
わ
ら
箒
一
つ 

一
、
庖
丁
一
刃
、
柄
つ
き
。 

一
、
雑
ま
な
板
一
丁 

 

右
の
も
の
を
、
、
漂
着
土
佐
人
の
宿
所
に
備
給
す
る
道
具
と
し
て
必
ず
調

達
し
て
渡
す
よ
う
に
命
じ
て
く
だ
さ
い
。
以
上
で
す
。 

 

亥
正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

41



 
 

申
口 

 
35 本

文
、
土
佐
人
よ
り
所
望
申
出
候
段
、
詰
役
々
ゟ
申
越
有
之
、 

日
帳
主
取
兼
城
親
雲
上
ゟ
遂
披
露
、
相
済
候
付
、
渡
方
申
渡
候
也
。 

 
 

覚 

夏
通
鬢
附
壱
斤 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
よ
り
被
成
下
度
旨
、
申
出
有
之 

 

候
間
、
急
度
相
渡
候
様
、
可
被
申
渡
旨
、
御
差
図
ニ
而
候
。 

 

以
上 

 

亥 

正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
之
通
、
被
仰
渡
候
間
、
致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
四
日 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

36
漂
着
土
佐
人
為
取
締
、
豊
見
城
間
切
翁
長 

 

村
江
毎
日
交
代
ニ
而
被
御
遣
候
産
物
方
御
用
聞
共 

 

着
替
持
夫
之
儀
、
御
用
無
之
、
以
来
手
当
ニ
不
及
段
、 

 

昆
布
座
よ
り
申
出
有
之
候
間
、
構
之
向
江
被
仰
渡
度
、 

 

此
段
致
御
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

37
漂
着
土
佐
人
為
取
締
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
江 

                   

〔
昆
布
座 

こ
ん
ぶ
ざ
〕
在
番
奉
行
所

に
隣
接
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
薩
摩

藩
の
昆
布
保
管
所
。 

  

 
 

申
口 

 

35
【
本
文
は
、
土
佐
人
か
ら
所
望
品
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
、
詰
め
の
役
人

た
ち
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
日
帳
主
取
の
兼
城
親
雲
上
か
ら
披
露
さ
れ
、
裁
可

さ
れ
た
の
で
、
渡
す
よ
う
に
言
い
渡
し
た
。】 

 
 

覚 

夏
用
の
び
ん
つ
け
油 

一
斤 

 

右
の
品
物
に
つ
い
て
、
漂
着
土
佐
人
か
ら
支
給
し
て
ほ
し
い
と
申
し
出
が

あ
っ
た
の
で
、
必
ず
渡
す
よ
う
に
通
達
し
な
さ
い
と
い
う
ご
命
令
で
す
。
以

上
で
す
。 

 

亥
正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
の
と
お
り
（
王
府
か
ら
）
命
じ
ら
れ
た
の
で
連
絡
す
る
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
四
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

36
漂
着
土
佐
人
の
警
衛
の
た
め
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
一
日
交
代
で
派
遣

さ
れ
る
（
薩
摩
役
人
の
）
産
物
方
の
御
用
聞
た
ち
の
着
替
え
持
ち
の
人
夫
の

こ
と
は
、
用
務
が
な
く
、
今
後
は
手
配
に
及
ば
な
い
と
、
昆
布
座
か
ら
申
し

出
が
あ
っ
た
の
で
、
担
当
部
署
に
命
じ
て
い
た
だ
き
た
く
、
こ
の
件
に
つ
い

て
、
ご
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

37
漂
着
土
佐
人
の
警
衛
の
た
め
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
に 

 

毎
日
交
代
ニ
而
被
御
遣
候
産
物
方
御
用
聞
共 

 

着
替
持
夫
之
儀
、
最
早
御
用
相
済
、
以
来 

 

手
当
ニ
不
及
段
、
昆
布
座
よ
り
申
出
有
之
候
段
、 

 

那
覇
役
人
よ
り
申
「
越
」
出
趣
有
之
候
間
、
此
段
問
合 

 

い
た
し
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

38
漂
着
土
佐
人
為
取
締
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
江 

 

毎
日
交
代
ニ
而
被
御
遣
候
産
物
方
御
用
聞
共
着
替 

 

持
夫
之
儀
、
最
早
御
用
相
済
、
以
来
手
当
ニ
不
及
「
段
」
旨
、 

 

昆
布
座
よ
り
申
出
有
之
候
段
、
被
申
越
紙
面 

 

相
達
、
遂
披
露
、
構
之
向
江
相
達
置
候
。
此
旨
及
返
答
候
。 

 

以
上
。 

 
 

正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

里
主 

 
 

御
物
城 

 

39 本
文
、
摂
政
・
三
司
官
江
茂
相
達
、
致
吟
味
申
上
候
様
、
兼
而
御
奉
行 

島
津
登
殿
よ
り
御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
江
被
仰
聞
候
付
、
い
つ
れ
も 

申
談
候
処
、
御
座
御
案
内
之
上
、
正
月
十
四
日
、
同
人
御
在
番
所
参
上
、 

口
上
を
以
申
上
候
也
。 

 

漂
着
土
佐
人
宿
之
儀
、
異
国
人
取
締
向
同
様
、 

 

虎
落
結
調
さ
せ
候
方
ニ
茂
可
有
之
哉
、
吟
味
仕
可
申
上
旨 

 

承
知
仕
、
い
つ
れ
茂
申
談
候
処
、
彼
者
共
儀
、
異
国
江 

 

多
年
為
「
致
」
逗
留
事
候
付
、
虎
落
等
之
取
締 

 

被
仰
付
方
ニ
茂
一
先
存
候
得
共
、
其
通
ニ
而
者
土
佐
国
江 

                  

〔
御
座 

う
ざ
〕
こ
こ
で
は
上
の
御

座
。
摂
政
・
三
司
官
を
指
す
。 

〔
虎
落 

も
が
り
〕
竹
を
筋
違
い
に
組

み
合
わ
せ
縄
で
結
い
固
め
た
棚
。 

   

一
日
交
代
で
派
遣
さ
れ
る
（
薩
摩
役
人
の
）
産
物
方
の
御
用
聞
た
ち
の
着
替

え
持
ち
の
人
夫
の
件
は
、
す
で
に
用
務
が
済
み
、
今
後
は
手
配
に
及
ば
な
い

と
、
昆
布
座
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
と
、
那
覇
役
人
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
の

で
、
こ
の
件
を
連
絡
し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

38
漂
着
土
佐
人
の
警
衛
の
た
め
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
一
日
交
代
で
派
遣

さ
れ
る
（
薩
摩
役
人
の
）
産
物
方
の
御
用
聞
た
ち
の
着
替
え
持
ち
の
人
夫
の

件
は
、
す
で
に
用
務
が
済
み
、
今
後
は
手
配
に
及
ば
な
い
と
、
昆
布
座
か
ら

申
し
出
が
あ
っ
た
件
に
つ
い
て
の
報
告
の
書
面
が
（
王
府
に
）
届
き
、
（
評

定
所
で
）
披
露
さ
れ
、
担
当
部
署
に
通
達
し
て
置
き
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ

い
て
回
答
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

里
主
／
御
物
城 

 

39
【
本
文
の
内
容
は
、
摂
政
と
三
司
官
に
も
通
知
し
検
討
し
て
か
ら
申
し
上

げ
る
よ
う
に
と
、
以
前
に
在
番
奉
行
の
島
津
登
殿
か
ら
御
鎖
之
側
の
小
禄
親

雲
上
に
お
話
し
さ
れ
て
い
た
の
で
、
（
評
定
所
の
メ
ン
バ
ー
）
全
員
で
協
議

し
た
と
こ
ろ
、
摂
政
・
三
司
官
に
報
告
し
た
上
で
、
正
月
十
四
日
、
小
禄
親

雲
上
が
在
番
奉
行
所
に
参
上
し
、
口
頭
で
申
し
上
げ
ま
し
た
。】 

 

漂
着
土
佐
人
の
宿
所
の
こ
と
は
、
異
国
人
に
対
す
る
警
備
の
場
合
と
同
様

で
あ
り
、
「
虎
落
」
を
結
び
調
え
さ
せ
る
方
法
で
も
良
い
の
か
、
検
討
し
て

報
告
す
べ
き
こ
と
を
承
知
し
ま
し
た
。
（
評
定
所
の
メ
ン
バ
ー
）
全
員
で
協

議
し
た
と
こ
ろ
、
土
佐
人
た
ち
は
、
異
国
に
長
年
逗
留
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
の
で
、
「
虎
落
」
な
ど
の
警
備
を
命
じ
て
い
た
だ
く
方
が
良
い
と
ま
ず
考

え
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
土
佐
国
に 
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毎
日
交
代
ニ
而
被
御
遣
候
産
物
方
御
用
聞
共 

 
着
替
持
夫
之
儀
、
最
早
御
用
相
済
、
以
来 

 

手
当
ニ
不
及
段
、
昆
布
座
よ
り
申
出
有
之
候
段
、 

 

那
覇
役
人
よ
り
申
「
越
」
出
趣
有
之
候
間
、
此
段
問
合 

 

い
た
し
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

38
漂
着
土
佐
人
為
取
締
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
江 

 

毎
日
交
代
ニ
而
被
御
遣
候
産
物
方
御
用
聞
共
着
替 

 

持
夫
之
儀
、
最
早
御
用
相
済
、
以
来
手
当
ニ
不
及
「
段
」
旨
、 

 

昆
布
座
よ
り
申
出
有
之
候
段
、
被
申
越
紙
面 

 

相
達
、
遂
披
露
、
構
之
向
江
相
達
置
候
。
此
旨
及
返
答
候
。 

 

以
上
。 

 
 

正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

里
主 

 
 

御
物
城 

 

39 本
文
、
摂
政
・
三
司
官
江
茂
相
達
、
致
吟
味
申
上
候
様
、
兼
而
御
奉
行 

島
津
登
殿
よ
り
御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
江
被
仰
聞
候
付
、
い
つ
れ
も 

申
談
候
処
、
御
座
御
案
内
之
上
、
正
月
十
四
日
、
同
人
御
在
番
所
参
上
、 

口
上
を
以
申
上
候
也
。 

 

漂
着
土
佐
人
宿
之
儀
、
異
国
人
取
締
向
同
様
、 

 

虎
落
結
調
さ
せ
候
方
ニ
茂
可
有
之
哉
、
吟
味
仕
可
申
上
旨 

 

承
知
仕
、
い
つ
れ
茂
申
談
候
処
、
彼
者
共
儀
、
異
国
江 

 

多
年
為
「
致
」
逗
留
事
候
付
、
虎
落
等
之
取
締 

 

被
仰
付
方
ニ
茂
一
先
存
候
得
共
、
其
通
ニ
而
者
土
佐
国
江 

                  

〔
御
座 

う
ざ
〕
こ
こ
で
は
上
の
御

座
。
摂
政
・
三
司
官
を
指
す
。 

〔
虎
落 

も
が
り
〕
竹
を
筋
違
い
に
組

み
合
わ
せ
縄
で
結
い
固
め
た
棚
。 

   

一
日
交
代
で
派
遣
さ
れ
る
（
薩
摩
役
人
の
）
産
物
方
の
御
用
聞
た
ち
の
着
替

え
持
ち
の
人
夫
の
件
は
、
す
で
に
用
務
が
済
み
、
今
後
は
手
配
に
及
ば
な
い

と
、
昆
布
座
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
と
、
那
覇
役
人
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
の

で
、
こ
の
件
を
連
絡
し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

38
漂
着
土
佐
人
の
警
衛
の
た
め
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
一
日
交
代
で
派
遣

さ
れ
る
（
薩
摩
役
人
の
）
産
物
方
の
御
用
聞
た
ち
の
着
替
え
持
ち
の
人
夫
の

件
は
、
す
で
に
用
務
が
済
み
、
今
後
は
手
配
に
及
ば
な
い
と
、
昆
布
座
か
ら

申
し
出
が
あ
っ
た
件
に
つ
い
て
の
報
告
の
書
面
が
（
王
府
に
）
届
き
、
（
評

定
所
で
）
披
露
さ
れ
、
担
当
部
署
に
通
達
し
て
置
き
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ

い
て
回
答
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

里
主
／
御
物
城 

 

39
【
本
文
の
内
容
は
、
摂
政
と
三
司
官
に
も
通
知
し
検
討
し
て
か
ら
申
し
上

げ
る
よ
う
に
と
、
以
前
に
在
番
奉
行
の
島
津
登
殿
か
ら
御
鎖
之
側
の
小
禄
親

雲
上
に
お
話
し
さ
れ
て
い
た
の
で
、
（
評
定
所
の
メ
ン
バ
ー
）
全
員
で
協
議

し
た
と
こ
ろ
、
摂
政
・
三
司
官
に
報
告
し
た
上
で
、
正
月
十
四
日
、
小
禄
親

雲
上
が
在
番
奉
行
所
に
参
上
し
、
口
頭
で
申
し
上
げ
ま
し
た
。】 

 

漂
着
土
佐
人
の
宿
所
の
こ
と
は
、
異
国
人
に
対
す
る
警
備
の
場
合
と
同
様

で
あ
り
、
「
虎
落
」
を
結
び
調
え
さ
せ
る
方
法
で
も
良
い
の
か
、
検
討
し
て

報
告
す
べ
き
こ
と
を
承
知
し
ま
し
た
。
（
評
定
所
の
メ
ン
バ
ー
）
全
員
で
協

議
し
た
と
こ
ろ
、
土
佐
人
た
ち
は
、
異
国
に
長
年
逗
留
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
の
で
、
「
虎
落
」
な
ど
の
警
備
を
命
じ
て
い
た
だ
く
方
が
良
い
と
ま
ず
考

え
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
土
佐
国
に 
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奉
対
御
都
合
向
、
如
何
可
有
御
座
哉
、
其
上

逗
留
英
人
、
右
辺
歩
行
、
虎
落
見
及
候
ハ
ヽ
差
障

可
申
、
右
宿
竹
垣
囲
有
之
、
堅
固
結
立
方
申
渡
置
、

殊
ニ
土
佐
人
共
別
而
律
儀
罷
在
事
候
間
、
取
締
向

詰
人
数
厳
重
取
計
候
ハ
ヽ
何
そ
不
束
之
儀
者
有
之

間
敷
哉
与
吟
味
仕
、
摂
政
・
三
司
官
江
茂
相
達
、

此
段
申
上
候
。
併
、
何
分
ニ
茂
御
吟
味
奉
存
候
事
。

 
 

正
月

40

盃
立

 
 

肴
立

弐
通

 
 

吸
物

拾
壱
人
前 

 
 
 
 
 
 
 

同

た
い 

 
 
 
 
 
 
 

さ
き
鳥

ひ
り
柚 

 
 

 
 

 
 

 

大
こ
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
姜

右
者
、
明
後
十
七
日
、
御
奉
行
并
異
国
方
御
役
々
衆

翁
長
村
逗
留
之
土
佐
国
人
御
見
分
ニ
御
越

被
成
候
付
、
御
馳
走
与
し
て
、
豊
見
城
間
切
江
手
当

可
被
申
渡
候
。
以
上
。

 
 

正
月
十
五
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上

 
 

御
物
奉
行

41
漂
着
土
佐
人
風
説
聞
之
儀
者
、
先
日
御
示
談

申
置
候
通
、
明
十
七
日
弥
差
越
候
付
、
各
方
ニ
者
早
朝
ゟ

翁
長
村
之
様
出
張
可
有
之
候
。
依
時
宜
者
一
日
ニ
而

難
相
済
儀
も
可
有
之
候
間
、
二
三
宿
之
考
ニ
而
出
張

〔
風
説
聞

ふ
う
せ
つ
ぎ
き
〕

噂
（
風
説
）
を
聴
く
こ
と
。

対
す
る
体
裁
を
ど
う
整
え
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
、
さ
ら
に
逗
留
中
の
英
人
が

あ
の
付
近
を
歩
行
し
て
お
り
、
「
虎
落
」
を
見
つ
け
た
ら
差
し
障
り
が
あ
る

は
ず
で
す
。
こ
の
宿
所
に
は
竹
垣
の
囲
い
が
（
す
で
に
）
あ
り
、
堅
固
に
結

び
立
て
る
よ
う
に
通
達
し
て
置
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
と
に
土
佐
人
た
ち
は
格

別
に
律
儀
な
こ
と
も
あ
り
、
警
備
の
方
法
や
警
備
の
人
員
を
厳
重
に
措
置
す

れ
ば
、
何
ら
困
っ
た
事
態
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
、
摂
政
と
三

司
官
に
結
果
を
報
告
し
、
こ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
。
た
だ
し
、
何
と
い

っ
て
も
、（
在
番
奉
行
所
の
）
ご
検
討
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

 
 

正
月

40

盃
立

 
 

肴
立
（
二
通
）

 
 

吸
物
十
一
人
前
（
二
通
）

一
、
鯛
／
ひ
り
柚

一
、
さ
き
鳥
／
大
根
／
生
姜

右
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
明
後
十
七
日
に
、
在
番
奉
行
と
異
国
方
の
お
役
人
衆

が
翁
長
村
に
逗
留
中
の
土
佐
国
人
を
ご
検
分
に
お
越
し
に
な
る
の
で
、
（
そ

の
際
に
出
す
）
ご
馳
走
と
し
て
、
豊
見
城
間
切
に
用
意
す
る
よ
う
に
通
達
し

て
く
だ
さ
い
。
以
上
で
す
。

 
 

正
月
十
五
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上

 
 

御
物
奉
行

41
漂
着
土
佐
人
か
ら
の
「
風
説
」
聴
取
の
件
は
、
先
日
通
知
し
て
置
い
た
と

お
り
、
明
日
十
七
日
に
（
我
々
が
）
間
違
い
な
く
出
張
し
ま
す
か
ら
、
（
王

府
の
関
係
機
関
の
）
関
係
者
は
早
朝
か
ら
翁
長
村
の
方
面
に
出
張
し
て
く
だ

さ
い
。
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は
、
一
日
で
は
済
ま
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
の

で
、
二
、
三
日
は
宿
泊
す
る
こ
と
も
念
頭
に
置
い
た
う
え
で
、
出
張

 

可
有
之
候
。
此
旨
及
御
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

野
元
一
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
与
左
衛
門 

 
 

小
禄
親
雲
上
殿 

 

42
明
日
、
御
奉
行
様
御
始
、
異
国
方
御
役
々
衆
、 

 

土
佐
国
人
為
御
問
尋
、
翁
長
村
江
御
差
越
。
左
候
而
、 

 

御
奉
行
様
者
御
覗
済
次
第
御
帰
、
余
之
御
役
々
衆
者 

 

都
合
次
第
、
伝
間
御
見
分
と
し
て
、
摩
文
仁
間
切
江
も 

 

御
差
越
被
成
筈
之
段
、
野
元
一
郎
殿
并
御
用
達 

 

薗
田
仁
右
衛
門
殿
よ
り
致
承
知
候
。
為
御
心
得
、
此
段 

 

致
御
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 
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正
月
十
七
日 

一
今
日
、
御
奉
行
并
御
役
々
衆
、
豊
見
城
間
切
翁
長 

 

村
江
御
差
越
、
漂
着
土
佐
人
共
形
行
御
問
糺 

 

被
成
候
段
、
兼
而
御
達
有
之
候
付
、
小
禄
親
雲
上
・
兼
城 

 

親
雲
上
・
評
定
所
筆
者
久
志
里
之
子
親
雲
上
・
比
屋
根
里
之
子
親
雲
上
、 

 

同
日
彼
村
江
差
越
候
事
。 

一
九
ツ
時
分
、
御
奉
行
島
津
登
殿
并
異
国
方 

 

松
本
十
兵
衛
殿
・
野
元
一
郎
殿
・
堀
与
左
衛
門
殿
御
差
越 

 

被
成
候
付
、
間
切
向
例
通
之
御
馳
走
仕
候
事
。 

 
 

附
、
里
主
喜
屋
武
親
雲
上
茂
差
越
候
也
。 

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
ご
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
十
六
日 

 
 
 

野
元
一
郎
／
堀
与
左
衛
門 

 
 

小
禄
親
雲
上
殿 

 

42
明
日
、
在
番
奉
行
は
じ
め
異
国
方
の
お
役
人
衆
が
土
佐
国
人
の
尋
問
の
た

め
に
翁
長
村
に
お
越
し
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
お
奉
行
様
は
様
子
窺
い
が

済
み
次
第
お
帰
り
に
な
ら
れ
、
残
り
の
お
役
人
衆
は
、
ご
都
合
に
よ
っ
て
は
、

ボ
ー
ト
の
検
分
の
た
め
に
、
摩
文
仁
間
切
に
も
お
出
で
に
な
る
は
ず
だ
と
い

う
こ
と
を
、
野
元
一
郎
殿
な
ら
び
に
御
用
達
の
薗
田
仁
右
衛
門
殿
か
ら
承
っ

て
い
ま
す
。
ご
確
認
の
た
め
、
こ
の
こ
と
を
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
十
六
日 

 
 

仲
宗
根
親
雲
上
／
喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 
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正
月
十
七
日 

一
、
本
日
、
在
番
奉
行
な
ら
び
に
役
人
衆
が
豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
出
張
さ

れ
、
漂
着
土
佐
人
た
ち
の
（
漂
着
の
）
経
緯
に
つ
い
て
尋
問
さ
れ
る
件
は
事

前
に
通
達
が
あ
り
、
小
禄
親
雲
上
・
兼
城
親
雲
上
・
評
定
所
筆
者
の
久
志
里

之
子
親
雲
上
と
比
屋
根
里
之
子
親
雲
上
（
の
四
人
）
が
、
本
日
、
翁
長
村
に

出
張
さ
れ
ま
し
た
。 

一
、
昼
の
十
二
時
こ
ろ
、
在
番
奉
行
の
島
津
登
殿
と
異
国
方
の
松
本
十
兵
衛

殿
・
野
元
一
郎
殿
・
堀
与
左
衛
門
殿
が
到
着
さ
れ
ま
す
の
で
、
間
切
で
通
例

ど
お
り
の
ご
馳
走
を
し
ま
し
た
。 

 

追
記 

里
主
の
喜
屋
武
親
雲
上
も
到
着
さ
れ
ま
し
た
。 

 

      

〔
御
覗 

お
の
ぞ
き
〕
覗
き
見
。
こ
こ

で
は
、
壁
越
し
に
尋
問
の
様
子
を
伺

い
観
察
す
る
こ
と
。 

〔
御
用
達 

ご
よ
う
た
し
〕
薩
摩
藩
に

許
可
を
受
け
た
出
入
り
の
商
人
。 

     

〔
形
行 

け
い
ぎ
ょ
う
〕
事
の
成
行

き
。
経
緯
。 
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可
有
之
候
。
此
旨
及
御
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

野
元
一
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
与
左
衛
門 

 
 

小
禄
親
雲
上
殿 

 

42
明
日
、
御
奉
行
様
御
始
、
異
国
方
御
役
々
衆
、 

 

土
佐
国
人
為
御
問
尋
、
翁
長
村
江
御
差
越
。
左
候
而
、 

 

御
奉
行
様
者
御
覗
済
次
第
御
帰
、
余
之
御
役
々
衆
者 

 

都
合
次
第
、
伝
間
御
見
分
と
し
て
、
摩
文
仁
間
切
江
も 

 

御
差
越
被
成
筈
之
段
、
野
元
一
郎
殿
并
御
用
達 

 

薗
田
仁
右
衛
門
殿
よ
り
致
承
知
候
。
為
御
心
得
、
此
段 

 

致
御
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
十
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
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之
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付
、
小
禄
親
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城 
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上
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評
定
所
筆
者
久
志
里
之
子
親
雲
上
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比
屋
根
里
之
子
親
雲
上
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島
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殿
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野
元
一
郎
殿
・
堀
与
左
衛
門
殿
御
差
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被
成
候
付
、
間
切
向
例
通
之
御
馳
走
仕
候
事
。 
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、
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主
喜
屋
武
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雲
上
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差
越
候
也
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し
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く
だ
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
ご
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
十
六
日 

 
 
 

野
元
一
郎
／
堀
与
左
衛
門 

 
 

小
禄
親
雲
上
殿 

 

42
明
日
、
在
番
奉
行
は
じ
め
異
国
方
の
お
役
人
衆
が
土
佐
国
人
の
尋
問
の
た

め
に
翁
長
村
に
お
越
し
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
お
奉
行
様
は
様
子
窺
い
が

済
み
次
第
お
帰
り
に
な
ら
れ
、
残
り
の
お
役
人
衆
は
、
ご
都
合
に
よ
っ
て
は
、

ボ
ー
ト
の
検
分
の
た
め
に
、
摩
文
仁
間
切
に
も
お
出
で
に
な
る
は
ず
だ
と
い

う
こ
と
を
、
野
元
一
郎
殿
な
ら
び
に
御
用
達
の
薗
田
仁
右
衛
門
殿
か
ら
承
っ

て
い
ま
す
。
ご
確
認
の
た
め
、
こ
の
こ
と
を
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
十
六
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仲
宗
根
親
雲
上
／
喜
屋
武
親
雲
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御
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正
月
十
七
日 

一
、
本
日
、
在
番
奉
行
な
ら
び
に
役
人
衆
が
豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
出
張
さ

れ
、
漂
着
土
佐
人
た
ち
の
（
漂
着
の
）
経
緯
に
つ
い
て
尋
問
さ
れ
る
件
は
事

前
に
通
達
が
あ
り
、
小
禄
親
雲
上
・
兼
城
親
雲
上
・
評
定
所
筆
者
の
久
志
里

之
子
親
雲
上
と
比
屋
根
里
之
子
親
雲
上
（
の
四
人
）
が
、
本
日
、
翁
長
村
に

出
張
さ
れ
ま
し
た
。 

一
、
昼
の
十
二
時
こ
ろ
、
在
番
奉
行
の
島
津
登
殿
と
異
国
方
の
松
本
十
兵
衛

殿
・
野
元
一
郎
殿
・
堀
与
左
衛
門
殿
が
到
着
さ
れ
ま
す
の
で
、
間
切
で
通
例

ど
お
り
の
ご
馳
走
を
し
ま
し
た
。 

 

追
記 

里
主
の
喜
屋
武
親
雲
上
も
到
着
さ
れ
ま
し
た
。 

 

      

〔
御
覗 

お
の
ぞ
き
〕
覗
き
見
。
こ
こ

で
は
、
壁
越
し
に
尋
問
の
様
子
を
伺

い
観
察
す
る
こ
と
。 

〔
御
用
達 

ご
よ
う
た
し
〕
薩
摩
藩
に

許
可
を
受
け
た
出
入
り
の
商
人
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〔
形
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け
い
ぎ
ょ
う
〕
事
の
成
行

き
。
経
緯
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一
漂
着
人
共
被
召
寄
、
御
奉
行
者
壁
越
、
十
兵
衛
殿 

 
以
下
御
役
々
衆
御
列
座
、
小
禄
・
兼
城
・
喜
屋
武
・ 

 

評
定
所
筆
者
共
ニ
茂
出
席
ニ
而
問
糺
候
形
行
、 

 

左
之
通
。 

一
漂
着
人
、
伝
蔵
・
五
右
衛
門
両
人
者
土
佐
国
高
岡 

 

之
群
（
郡
）
宇
佐
浦
、
万
次
郎
者
同
国
中
之
浜
与
申 

 

所
之
者
之
由
。 

 
 

附
、
五
右
衛
門
者
伝
蔵
弟
之
由
。 

一
右
三
人
事
、
兼
而
致
魚
猟
、
渡
世
仕
者
ニ
而
、
去
ル
丑 

 

正
月
五
日
、
人
数
五
人
乗
組
ニ
而
「
魚
」
急
猟
ニ
出
候
折
、
段
々 

 

風
波
荒
立
、
七
日
目
辰
之
方
江
当
り
候
無
人
島
江
致 

 

漂
着
候
処
、
船
及
破
船
候
付
、
右
島
江
上
り
、
鳥
類
其
外 

 

貝
莚
之
朽
物
抔
食
物
ニ
い
た
し
、
乍
漸
、
致
助
命
候
処
、 

 

同
六
月
三
四
日
比
、
異
国
（
船
脱
カ
）
与
見
請
、
沖
江
相
見
得
候
付
、 

 

衣
裳
等
を
以
相
招
、
漸
招
寄
候
処
、
右
船
者
ア
メ
リ
カ 

 

国
鯨
取
船
之
由
、
手
様
等
ニ
而
相
分
候
付
、
一
命
助
呉
候
様
、 

 

手
様
抔
ニ
而
頼
入
候
処
、
致
合
点
、
右
船
江
乗
付
、
夫
ゟ 

 

西
洋
之
内
、
ウ
ワ
フ
国
与
申
所
江
、
同
十
月
比
致
着
船
、 

 

同
所
江
相
卸
、
右
之
船
頭
知
人
之
者
所
江
介
抱
方 

 

相
頼
呉
、
左
候
而
、
右
船
頭
申
候
者
、
万
次
郎
儀
、
若
年 

 

者
之
事
候
付
、
随
分
丁
寧
致
介
抱
、
本
国
江 

 

列
越
可
見
与
申
、
同
十
一
月
比
、
ウ
ワ
フ
国
致
出
帆
、
翌
年 

 

四
月
比
、
北
ア
メ
リ
カ
国
江
着
船
、
船
頭
所
江
介
抱
方
ニ
預
居 

 

候
処
、
是
非
一
度
者
罷
帰
度
候
得
共
、
い
つ
れ
彼
国 

 

言
葉
・
文
字
茂
不
相
分
候
得
「
者
」
共
、
右
様
願
筋
出
来
兼 

 

候
付
、
夫
を
第
一
相
考
候
而
、
手
習
等
仕
、
都
合
二
ヶ
年 

一
、
漂
着
人
た
ち
を
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
在
番
奉
行
は
壁
越
し
に
、
十
兵
衛
殿

以
下
の
役
人
衆
は
列
席
に
着
座
さ
れ
て
、
小
禄
・
兼
城
・
喜
屋
武
と
評
定
所

筆
者
た
ち
も
出
席
し
て
尋
問
し
た
実
況
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

一
、
漂
着
人
の
、
伝
蔵
と
五
右
衛
門
の
二
人
は
土
佐
国
高
岡
郡
宇
佐
浦
、
万

次
郎
は
土
佐
国
中
之
浜
と
い
う
所
の
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

追
記
、
五
右
衛
門
は
伝
蔵
の
弟
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
、
こ
の
三
人
は
、
以
前
は
漁
労
を
し
て
生
活
し
て
い
た
者
で
、
去
る
丑
年

（
一
八
四
一
年
）
の
正
月
五
日
に
、
（
一
艘
に
乗
員
）
五
人
で
漁
猟
に
出
た

折
に
、
次
第
に
風
波
が
激
し
く
な
り
、
七
日
目
に
な
っ
て
東
南
東
の
方
角
に

あ
る
無
人
島
に
漂
着
し
た
と
こ
ろ
、
船
が
破
船
し
た
の
で
、
そ
の
島
に
上
陸

し
、
鳥
類
そ
の
ほ
か
貝
や
草
の
腐
っ
た
よ
う
な
物
な
ど
を
食
物
に
し
て
、
か

ろ
う
じ
て
命
を
つ
な
い
で
い
た
と
こ
ろ
、
同
年
六
月
三
四
日
ご
ろ
、
異
国
船

と
見
え
る
船
が
沖
に
見
え
た
の
で
、
衣
服
な
ど
を
振
っ
て
招
き
、
や
っ
と
招

き
寄
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
船
は
ア
メ
リ
カ
国
の
捕
鯨
船
で
あ
る
こ
と
が
、
手

ぶ
り
（
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
）
な
ど
で
分
か
っ
た
の
で
、
一
命
を
助
け
て
く
れ
る

よ
う
に
、
手
ぶ
り
な
ど
を
用
い
て
頼
ん
だ
と
こ
ろ
了
解
し
、
そ
の
船
に
乗
せ

ら
れ
、
そ
れ
か
ら
西
洋
の
う
ち
の
ウ
ワ
フ
国
と
い
う
所
に
同
年
十
月
こ
ろ
到

着
し
、
同
所
で
船
を
下
ろ
さ
れ
、
こ
の
船
長
の
知
人
の
者
の
所
に
保
護
を
頼

ん
で
く
れ
、
そ
し
て
、
こ
の
船
長
が
言
う
こ
と
に
は
、
万
次
郎
は
、
若
年
者

で
あ
り
、
ず
い
ぶ
ん
丁
寧
に
保
護
し
て
、
本
国
に
連
れ
て
行
っ
て
み
た
い
と

言
い
、
同
年
十
一
月
ご
ろ
、
ウ
ワ
フ
国
を
出
帆
し
、
翌
年
四
月
ご
ろ
、
北
ア

メ
リ
カ
国
に
着
船
し
、
船
長
の
家
で
養
育
す
る
た
め
預
か
っ
て
い
た
が
、（
万

次
郎
は
）
ぜ
ひ
一
度
は
（
母
国
日
本
に
）
帰
り
た
い
、
し
か
し
、
い
ず
れ
に

せ
よ
、
か
の
国
の
言
葉
や
文
字
も
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

願
い
出
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
を
一
番
に
考
え
て
学
習
に
励
み
、

計
二
年
ほ
ど
滞
在
し
、 

          

〔
辰
之
方 

た
つ
の
ほ
う
〕
東
南
東
の

方
角
。 

〔
貝
莚
之
朽
物 

か
い
え
ん
の
き
ゅ

う
ぶ
つ
〕
貝
や
草
の
腐
っ
た
も
の
。 

  

〔
ウ
ワ
フ
国
〕
オ
ワ
フ
島
。 

     

 

程
罷
居
候
而
、
又
ウ
ワ
フ
国
江
差
越
、
皆
共
段
々
与
土
地
之 

 

言
葉
等
相
馴
候
付
、
夫
々
銘
々
賃
取
等
ニ
而
稼
方
仕 

 

居
候
処
、
此
節
ア
メ
リ
カ
国
之
船
ウ
ワ
フ
国
江
参
り
、
夫
ゟ 

 

唐
江
差
越
由
承
候
付
、
土
佐
人
共
儀
、
是
非
本
国 

 

之
様
罷
帰
度
、
多
年
之
念
願
ニ
付
、
日
本
之
地
江 

 

送
届
呉
候
様
、
頻
ニ
相
頼
候
処
、
日
本
国
江
相
送
候
儀
者 

 

我
々
共
ニ
者
別
而
恐
れ
を
（
敷
カ
）
兼
而
相
成
居
候
付
、
其
儀
者 

 

不
罷
成
与
相
断
事
御
座
候
付
、
左
候
ハ
ヽ
於
爰
元 

 

伝
間
可
買
入
、
便
船
為
致
候
而
、
日
本
之
地
与
見
請 

 

候
ハ
ヽ
右
所
江
卸
呉
候
様
、
頼
入
候
処
、
請
合
呉 

 

候
付
、
右
船
江
乗
付
、
罷
渡
候
処
、
於
洋
中
国
を 

 

見
掛
、
琉
球
之
段
承
候
付
、
則
右
伝
間
、
今
月 

 

二
日
、
相
卸
候
処
、
折
節
雨
風
少
々
強
相
成
候
付
、 

 

翌
三
日
、
上
陸
為
致
由
。 

一
右
本
船
之
儀
者
、
唐
国
上
海
与
申
所
江
商
売 

 

与
し
て
差
越
候
由
ニ
而
、
直
ニ
戌
亥
之
方
江
差
向 

 

走
通
候
由
。 

一
右
土
佐
人
五
人
之
内
、
一
人
者
右
之
伝
蔵
弟 

 

十
助
与
申
者
。
ウ
ワ
フ
国
江
罷
在
賃
取
稼
い
た
し 

 

候
処
、
漂
着
よ
り
五
ヶ
年
目
ニ
病
死
仕
候
由
。 

 

今
一
人
者
伝
蔵
同
浦
之
虎
右
衛
門
与
申
者
。 

 

ウ
ワ
フ
国
ニ
而
家
大
工
稼
仕
居
候
付
、
一
所
ニ
致
帰
国 

 

候
様
申
聞
候
処
、
如
何
様
船
中
相
恐
候
哉
、
亦 

 

便
宜
茂
可
有
之
、
其
節
可
罷
帰
与
、
相
残
候
由
。 

一
右
之
三
人
事
、
於
異
国
、
耶
穌
（
蘇
）
之
道
、
又
者 

 

右
様
之
邪
宗
為
相
学
事
者
無
之
哉
与
、
再
往 

（
万
次
郎
は
）
ま
た
ウ
ワ
フ
国
に
来
て
、
（
他
の
二
人
も
）
全
員
が
次
第
に

土
地
の
言
葉
な
ど
に
馴
れ
、
各
自
賃
労
働
な
ど
で
資
金
を
稼
い
で
い
た
が
、

今
度
ア
メ
リ
カ
国
の
船
が
ウ
ワ
フ
国
に
来
て
、
そ
こ
か
ら
中
国
に
航
行
す
る

と
聞
い
た
の
で
、
土
佐
人
た
ち
は
ぜ
ひ
母
国
に
帰
り
た
い
、
帰
国
は
長
年
の

念
願
で
あ
り
、
日
本
の
地
に
送
り
届
け
て
く
れ
る
よ
う
、
し
き
り
に
頼
ん
だ

と
こ
ろ
、
日
本
国
に
送
還
す
る
こ
と
は
、
我
々
（
米
国
船
員
）
に
と
っ
て
特

別
に
恐
ろ
し
い
こ
と
に
以
前
か
ら
成
っ
て
お
り
、
そ
の
件
は
駄
目
で
す
と
断

ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
当
方
で
ボ
ー
ト
を
購
入
し

て
、
便
船
に
し
て
、
日
本
の
地
と
思
わ
れ
た
な
ら
、
そ
の
所
で
下
ろ
し
て
く

れ
る
よ
う
に
頼
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
承
知
し
て
く
れ
た
の
で
、
そ
の
船
に
ボ

ー
ト
を
乗
せ
渡
航
し
た
が
、
今
月
二
日
、
海
上
で
陸
地
を
発
見
し
、
（
そ
の

陸
地
が
）
琉
球
で
あ
る
と
聞
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
ボ
ー
ト
を
下
ろ
し
た
が
、

ち
ょ
う
ど
風
雨
が
少
々
強
く
な
っ
た
の
で
、
翌
三
日
に
上
陸
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。 

一
、
こ
の
本
船
は
、
中
国
の
上
海
と
い
う
所
に
商
売
の
た
め
向
か
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
す
ぐ
に
北
西
の
方
角
に
走
り
去
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
、
こ
の
土
佐
人
五
人
の
う
ち
、
一
人
は
こ
の
伝
蔵
の
弟
で
十
助
と
い
う
者

で
す
。
（
十
助
は
）
ウ
ワ
フ
国
に
在
留
し
、
賃
労
働
を
し
て
い
た
が
、
漂
着

か
ら
五
年
目
に
病
死
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
う
一
人
は
伝
蔵
と
同
郷
の

虎
右
衛
門
と
い
う
者
で
す
。
（
虎
右
衛
門
は
）
ウ
ワ
フ
国
で
家
大
工
の
仕
事

で
稼
い
で
い
て
、
一
緒
に
帰
国
し
よ
う
と
説
得
し
た
と
こ
ろ
が
、
さ
て
は
、

船
に
乗
る
の
を
恐
れ
た
か
、
ま
た
の
機
会
も
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
そ
の
時
に

帰
国
し
よ
う
と
言
っ
て
、（
現
地
に
）
残
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
、
こ
の
三
人
に
、
異
国
に
お
い
て
、
ヤ
ソ
の
道
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
邪

宗
を
学
ん
だ
こ
と
は
な
い
か
と
、
再
度
、 

              

〔
戌
亥
之
方 

い
ぬ
い
の
ほ
う
〕
北
西

の
方
角
。 

   

〔
如
何
様 

い
か
さ
ま
〕
き
っ
と
。
い

か
に
も
。
さ
て
は
。
な
る
ほ
ど
。 

〔
耶
蘇
之
道 

や
そ
の
み
ち
〕
キ
リ
ス

ト
教
。 

〔
邪
宗 

じ
ゃ
し
ゅ
う
〕
邪
教
。 

〔
再
往 

さ
い
お
う
〕
再
度
。 
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程
罷
居
候
而
、
又
ウ
ワ
フ
国
江
差
越
、
皆
共
段
々
与
土
地
之 

 
言
葉
等
相
馴
候
付
、
夫
々
銘
々
賃
取
等
ニ
而
稼
方
仕 

 

居
候
処
、
此
節
ア
メ
リ
カ
国
之
船
ウ
ワ
フ
国
江
参
り
、
夫
ゟ 

 

唐
江
差
越
由
承
候
付
、
土
佐
人
共
儀
、
是
非
本
国 

 

之
様
罷
帰
度
、
多
年
之
念
願
ニ
付
、
日
本
之
地
江 

 

送
届
呉
候
様
、
頻
ニ
相
頼
候
処
、
日
本
国
江
相
送
候
儀
者 

 

我
々
共
ニ
者
別
而
恐
れ
を
（
敷
カ
）
兼
而
相
成
居
候
付
、
其
儀
者 

 

不
罷
成
与
相
断
事
御
座
候
付
、
左
候
ハ
ヽ
於
爰
元 

 

伝
間
可
買
入
、
便
船
為
致
候
而
、
日
本
之
地
与
見
請 

 

候
ハ
ヽ
右
所
江
卸
呉
候
様
、
頼
入
候
処
、
請
合
呉 

 

候
付
、
右
船
江
乗
付
、
罷
渡
候
処
、
於
洋
中
国
を 

 

見
掛
、
琉
球
之
段
承
候
付
、
則
右
伝
間
、
今
月 

 

二
日
、
相
卸
候
処
、
折
節
雨
風
少
々
強
相
成
候
付
、 

 

翌
三
日
、
上
陸
為
致
由
。 

一
右
本
船
之
儀
者
、
唐
国
上
海
与
申
所
江
商
売 

 

与
し
て
差
越
候
由
ニ
而
、
直
ニ
戌
亥
之
方
江
差
向 

 

走
通
候
由
。 

一
右
土
佐
人
五
人
之
内
、
一
人
者
右
之
伝
蔵
弟 

 

十
助
与
申
者
。
ウ
ワ
フ
国
江
罷
在
賃
取
稼
い
た
し 

 

候
処
、
漂
着
よ
り
五
ヶ
年
目
ニ
病
死
仕
候
由
。 

 

今
一
人
者
伝
蔵
同
浦
之
虎
右
衛
門
与
申
者
。 

 

ウ
ワ
フ
国
ニ
而
家
大
工
稼
仕
居
候
付
、
一
所
ニ
致
帰
国 

 

候
様
申
聞
候
処
、
如
何
様
船
中
相
恐
候
哉
、
亦 

 

便
宜
茂
可
有
之
、
其
節
可
罷
帰
与
、
相
残
候
由
。 

一
右
之
三
人
事
、
於
異
国
、
耶
穌
（
蘇
）
之
道
、
又
者 

 

右
様
之
邪
宗
為
相
学
事
者
無
之
哉
与
、
再
往 

（
万
次
郎
は
）
ま
た
ウ
ワ
フ
国
に
来
て
、
（
他
の
二
人
も
）
全
員
が
次
第
に

土
地
の
言
葉
な
ど
に
馴
れ
、
各
自
賃
労
働
な
ど
で
資
金
を
稼
い
で
い
た
が
、

今
度
ア
メ
リ
カ
国
の
船
が
ウ
ワ
フ
国
に
来
て
、
そ
こ
か
ら
中
国
に
航
行
す
る

と
聞
い
た
の
で
、
土
佐
人
た
ち
は
ぜ
ひ
母
国
に
帰
り
た
い
、
帰
国
は
長
年
の

念
願
で
あ
り
、
日
本
の
地
に
送
り
届
け
て
く
れ
る
よ
う
、
し
き
り
に
頼
ん
だ

と
こ
ろ
、
日
本
国
に
送
還
す
る
こ
と
は
、
我
々
（
米
国
船
員
）
に
と
っ
て
特

別
に
恐
ろ
し
い
こ
と
に
以
前
か
ら
成
っ
て
お
り
、
そ
の
件
は
駄
目
で
す
と
断

ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
当
方
で
ボ
ー
ト
を
購
入
し

て
、
便
船
に
し
て
、
日
本
の
地
と
思
わ
れ
た
な
ら
、
そ
の
所
で
下
ろ
し
て
く

れ
る
よ
う
に
頼
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
承
知
し
て
く
れ
た
の
で
、
そ
の
船
に
ボ

ー
ト
を
乗
せ
渡
航
し
た
が
、
今
月
二
日
、
海
上
で
陸
地
を
発
見
し
、
（
そ
の

陸
地
が
）
琉
球
で
あ
る
と
聞
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
ボ
ー
ト
を
下
ろ
し
た
が
、

ち
ょ
う
ど
風
雨
が
少
々
強
く
な
っ
た
の
で
、
翌
三
日
に
上
陸
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。 

一
、
こ
の
本
船
は
、
中
国
の
上
海
と
い
う
所
に
商
売
の
た
め
向
か
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
す
ぐ
に
北
西
の
方
角
に
走
り
去
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
、
こ
の
土
佐
人
五
人
の
う
ち
、
一
人
は
こ
の
伝
蔵
の
弟
で
十
助
と
い
う
者

で
す
。
（
十
助
は
）
ウ
ワ
フ
国
に
在
留
し
、
賃
労
働
を
し
て
い
た
が
、
漂
着

か
ら
五
年
目
に
病
死
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
う
一
人
は
伝
蔵
と
同
郷
の

虎
右
衛
門
と
い
う
者
で
す
。
（
虎
右
衛
門
は
）
ウ
ワ
フ
国
で
家
大
工
の
仕
事

で
稼
い
で
い
て
、
一
緒
に
帰
国
し
よ
う
と
説
得
し
た
と
こ
ろ
が
、
さ
て
は
、

船
に
乗
る
の
を
恐
れ
た
か
、
ま
た
の
機
会
も
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
そ
の
時
に

帰
国
し
よ
う
と
言
っ
て
、（
現
地
に
）
残
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
、
こ
の
三
人
に
、
異
国
に
お
い
て
、
ヤ
ソ
の
道
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
邪

宗
を
学
ん
だ
こ
と
は
な
い
か
と
、
再
度
、 

              

〔
戌
亥
之
方 

い
ぬ
い
の
ほ
う
〕
北
西

の
方
角
。 

   

〔
如
何
様 

い
か
さ
ま
〕
き
っ
と
。
い

か
に
も
。
さ
て
は
。
な
る
ほ
ど
。 

〔
耶
蘇
之
道 

や
そ
の
み
ち
〕
キ
リ
ス

ト
教
。 

〔
邪
宗 

じ
ゃ
し
ゅ
う
〕
邪
教
。 

〔
再
往 

さ
い
お
う
〕
再
度
。 
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相
糺
申
候
処
、
一
切
右
様
之
儀
無
之
段
、
何
ヶ
度
茂 

 
不
相
変
申
出
、
尤
三
人
共
ニ
宗
旨
一
向
宗
之
由
。 

一
伝
蔵
事
者
年
輩
茂
為
相
丈
者
故
、
執
筆 

 

可
相
調
哉
与
相
尋
候
処
、
浦
人
共
之
儀
ニ
而
筆
取 

 

一
切
不
相
調
由
。 

一
漂
着
人
共
所
持
道
具
、
左
之
通 

一
鉄
炮
壱
挺 

一
方
針
壱
箱 

一
箱
壱
ツ 

鑰
相
添 

 
 

内 

 
 

一
書
物
大
小
拾
七
冊 

 
 
 

 

内
、
三
冊
者
万
次
郎
覚
留
等
之
由
。 

 
 

一
絵
図
七
巻 

 
 

一
薬
入
付
之
硝
子
七
ツ 

 
 

一
小
形
之
ふ
ら
す
こ
壱
ツ 

 
 

一
鋳
形
壱
ツ 

 
 

一
懐
中
道
鉄
炮
弐
挺 

 
 
 

 

右
弐
行
、
帆
木
綿
袋
入 

 
 

一
ヒ
ス
ト
ン
入
紙
張
小
箱
拾
六 

 
 

一
牛
角
弐
ツ 

 
 
 

 

内
、
壱
ツ
塩
焇
入 

 
 

一
白
砂
糖
入
小
壷
壱
ツ 

 
 

一
紙
包
壱
ツ 

 
 
 

 

但
、
白
茶
入 

 
 

一
引
物
之
筒
拾 

 
 
 

 

但
、
附
木
入 

問
い
た
だ
し
て
い
ま
す
が
、
一
切
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
、
何
度
も
変

わ
ら
ず
に
申
し
出
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
三
人
と
も
に
宗
旨
は
一
向
宗
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
、
伝
蔵
は
、
年
長
者
で
も
あ
る
の
で
、
字
は
書
け
る
の
か
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
（
自
分
た
ち
は
）
浦
人
（
う
ら
び
と
）
で
あ
り
、
字
は
一
切
書
け
ま
せ

ん
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
、
漂
着
人
た
ち
が
所
持
し
て
い
た
道
具
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

一
、
鉄
砲 

一
挺 

一
、
羅
針
盤 

一
箱 

一
、
箱
一
つ 

か
ぎ
付
き 

 
 

こ
の
う
ち 

 
 

一
、
書
物
大
小 

十
七
冊 

（
こ
の
う
ち
、
三
冊
は
万
次
郎
の
備
忘
録
な
ど
で
あ
る
と
い
う
話
で
す
） 

 
 

一
、
絵
図
七
巻 

 
 

一
、
薬
が
入
れ
て
あ
る
ガ
ラ
ス
容
器 

七
つ 

 
 

一
、
小
形
の
フ
ラ
ス
コ 

一
つ 

 
 

一
、
鋳
形 

一
つ 

 
 

一
、
懐
中
鉄
砲 

二
挺 

 
 

（
以
上
の
二
行
は
、
帆
木
綿
の
袋
に
入
れ
て
あ
る
） 

 
 

一
、
ヒ
ス
ト
ン
入
り
紙
張
小
箱
十
六 

 
 

一
、
牛
角
二
つ
（
こ
の
う
ち
、
一
つ
は
塩
硝
入
り
） 

 
 

一
、
白
砂
糖
入
り
の
小
壷
一
つ 

 
 

一
、
紙
包
み
一
つ
（
た
だ
し
、
白
茶
入
り
） 

 
 

一
、
引
物
の
筒
十
（
た
だ
し
、
つ
け
木
入
り
） 

      

〔
方
針 

ほ
う
し
ん
〕
磁
針
。
羅
針
盤
。 

〔
鑰 

か
ぎ
〕 

           

〔
塩
焇
（
塩
硝) 

え
ん
し
ょ
う
〕
有

塩
火
薬
。
煙
硝
。 

                 

〔
崥
岐 

ぴ
き
〕
毛
織
物
（
唐
反
布
類
）

の
一
種
。
サ
ー
ジ
。 

      

 
 

一
丸
薬
入
紙
張
小
箱
弐
ツ 

 
 

一
鯨
蝋
壱
本 

 
 

一
膏
薬
弐
ツ
壱
包 

 
 

一
白
糸
弐
か
な 

 
 

一
や
す
り
拾
壱
本 

 
 

一
丸
の
み
壱
本 

 
 
 

 

右
弐
行
、
壱
包 

 
 

一
測
量
道
具
壱
箱 

 
 

一
石
板
壱
枚 

 
 
 

 

但
、
石
筆
壱
本
添 

 
 

一
蕃
銭
大
小
四
枚 

 
 
 

 

内
、
壱
枚
銅
蕃
銭 

 
 

一
四
文
銭
壱
文 

 
 
 

 

右
弐
行
、
皮
袋
入 

 
 

一
釘
并
古
金
物
等
入 

 
 
 

 

但
、
箱
之
内
江
作
付
有
之 

 
 

一
紕
崥
岐
衣
裳
弐
枚 

 
 

一
木
綿
衣
裳
弐
枚 

 
 
 

 

但
、
島
白 

 
 

一
日
本
調
右
同
壱
枚 

 
 
 

 

但
、
生
国
よ
り
着
懸
之
由
ニ
而
、
致
帰
国
候 

 
 
 
 

  

節
之
為
証
拠
、
致
格
護
置
候
由
。 

 
 

一
ば
つ
ち
四
ツ 

 
 
 

 

但
、
黒
白
赤
島 

 
 

一
袂
時
計
壱
ツ 

 
 

一
硝
子
板
三
枚 

 
 

一
、
丸
薬
入
れ
の
紙
張
り
小
箱
二
つ 

 
 

一
、
鯨
蝋
一
本 

 
 

一
、
膏
薬
二
つ
一
包 

 
 

一
、
白
糸
二
か
な 

 
 

一
、
や
す
り
十
一
本 

 
 

一
、
丸
の
み
一
本 

 
 

（
右
の
二
行
は
一
包
み
） 

 
 

一
、
測
量
道
具
一
箱 

 
 

一
、
石
板
一
枚 

 
 
 
 

（
た
だ
し
、
石
筆
一
本
添
え
） 

 
 

一
、
蕃
銭
大
小
四
枚 

 
 
 
 

（
こ
の
う
ち
一
枚
は
銅
蕃
銭
） 

 
 

一
、
四
文
銭
一
文 

 
 

（
右
の
二
行
は
皮
袋
に
入
れ
て
あ
る
） 

 
 

一
、
釘
な
ら
び
に
古
金
物
な
ど
の
容
器 

 
 
 
 

（
た
だ
し
箱
の
内
に
作
り
付
け
て
あ
る
） 

 
 

一
、
紕
崥
岐
衣
裳
二
枚 

 
 

一
、
木
綿
衣
裳
二
枚 

 
 
 
 

（
た
だ
し
、
縞
白
） 

 
 

一
、
日
本
製
の
木
綿
衣
裳
一
枚 

（
た
だ
し
、
故
郷
よ
り
着
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
帰
国
し
た
時
の
証
拠
と

し
て
、
保
管
し
て
お
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
） 

 
 

一
、「
ば
つ
ち
」
四
つ
（
た
だ
し
、
黒
白
赤
縞
） 

 
 

一
、
懐
中
時
計
一
つ 

 
 

一
、
ガ
ラ
ス
板
三
枚 
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〔
崥
岐 

ぴ
き
〕
毛
織
物
（
唐
反
布
類
）

の
一
種
。
サ
ー
ジ
。 

      

 
 

一
丸
薬
入
紙
張
小
箱
弐
ツ 

 
 

一
鯨
蝋
壱
本 

 
 

一
膏
薬
弐
ツ
壱
包 

 
 

一
白
糸
弐
か
な 

 
 

一
や
す
り
拾
壱
本 

 
 

一
丸
の
み
壱
本 

 
 
 

 

右
弐
行
、
壱
包 

 
 

一
測
量
道
具
壱
箱 

 
 

一
石
板
壱
枚 

 
 
 

 

但
、
石
筆
壱
本
添 

 
 

一
蕃
銭
大
小
四
枚 

 
 
 

 

内
、
壱
枚
銅
蕃
銭 

 
 

一
四
文
銭
壱
文 

 
 
 

 

右
弐
行
、
皮
袋
入 

 
 

一
釘
并
古
金
物
等
入 

 
 
 

 

但
、
箱
之
内
江
作
付
有
之 

 
 

一
紕
崥
岐
衣
裳
弐
枚 

 
 

一
木
綿
衣
裳
弐
枚 

 
 
 

 

但
、
島
白 

 
 

一
日
本
調
右
同
壱
枚 

 
 
 

 

但
、
生
国
よ
り
着
懸
之
由
ニ
而
、
致
帰
国
候 

 
 
 
 

  

節
之
為
証
拠
、
致
格
護
置
候
由
。 

 
 

一
ば
つ
ち
四
ツ 

 
 
 

 

但
、
黒
白
赤
島 

 
 

一
袂
時
計
壱
ツ 

 
 

一
硝
子
板
三
枚 

 
 

一
、
丸
薬
入
れ
の
紙
張
り
小
箱
二
つ 

 
 

一
、
鯨
蝋
一
本 

 
 

一
、
膏
薬
二
つ
一
包 

 
 

一
、
白
糸
二
か
な 

 
 

一
、
や
す
り
十
一
本 

 
 

一
、
丸
の
み
一
本 

 
 

（
右
の
二
行
は
一
包
み
） 

 
 

一
、
測
量
道
具
一
箱 

 
 

一
、
石
板
一
枚 

 
 
 
 

（
た
だ
し
、
石
筆
一
本
添
え
） 

 
 

一
、
蕃
銭
大
小
四
枚 

 
 
 
 

（
こ
の
う
ち
一
枚
は
銅
蕃
銭
） 

 
 

一
、
四
文
銭
一
文 

 
 

（
右
の
二
行
は
皮
袋
に
入
れ
て
あ
る
） 

 
 

一
、
釘
な
ら
び
に
古
金
物
な
ど
の
容
器 

 
 
 
 

（
た
だ
し
箱
の
内
に
作
り
付
け
て
あ
る
） 

 
 

一
、
紕
崥
岐
衣
裳
二
枚 

 
 

一
、
木
綿
衣
裳
二
枚 

 
 
 
 

（
た
だ
し
、
縞
白
） 

 
 

一
、
日
本
製
の
木
綿
衣
裳
一
枚 

（
た
だ
し
、
故
郷
よ
り
着
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
帰
国
し
た
時
の
証
拠
と

し
て
、
保
管
し
て
お
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
） 

 
 

一
、「
ば
つ
ち
」
四
つ
（
た
だ
し
、
黒
白
赤
縞
） 

 
 

一
、
懐
中
時
計
一
つ 

 
 

一
、
ガ
ラ
ス
板
三
枚 
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〔
形
付 

か
た
つ
き
〕
型
付
と
も
。
模

様
の
つ
い
た
も
の
。 

〔
胴
着 

ど
う
ぎ
〕
上
着
と
襦
袢
の
間

に
着
る
綿
入
り
の
防
寒
着
。 

〔
手
貫 

た
ぬ
き
〕
手
袋
か
。 

               

 
 

一
西
洋
絵
拾
枚 

 
 

一
耳
飾
弐
ツ 

 
 
 

 
右
弐
行
、
小
箱
入 

 
 

一
ふ
と
ん
弐
枚 

 
 
 

 

但
、
白
并
形
付 

 
 

一
帆
木
綿
切
壱
ツ 

 
 

一
胴
着
弐
ツ 

 
 

一
紅
絹
手
拭
切
壱
ツ 

 
 

一
手
貫
壱
通 

 
 

一
足
袋
弐
ツ 

 
 

一
胸
懸
弐
ツ 

 
 

一
襟
巻
弐
ツ 

 
 

一
粒
胡
椒
入
小
皮
袋
壱
ツ 

 
 

一
木
綿
切
々
三
ツ 

 
 

一
衣
裳
ち
り
払
壱
ツ 

 
 

一
煉
薬
壱
包
壱
本 

 
 

一
書
物
切
々
一
結 

 
 

一
色
々
総
一
拼 

 
 

一
小
紙
包
壱
ツ 

 
 
 
 

但
、
壱
弐
「
分
」
本
位
よ
り
三
四
分
位
迄
之 

 
 
 
 
 
 

焼
金
四
ツ
入 

 
 

一
藤
掛
蓋
物
壱
ツ 

 
 
 
 

内
、
縫
針
道
具
入 

 
 

一
絵
具
入
小
箱
壱
ツ 

 
 

一
伝
間
之
帆
道
具
壱
通 

 
 
 
 

右
品
々
之
分
者
都
而
会
所
江
取
揚
、
足
軽 

 
 

一
、
西
洋
絵
画
十
枚 

 
 

一
、
耳
飾
り
二
つ 

 
 

（
右
の
二
行
は
、
小
箱
入
り
） 

 
 

一
、
ふ
と
ん
二
枚 

 
 
 
 

（
た
だ
し
、
白
な
ら
び
に
模
様
入
り
） 

 
 

一
、
帆
木
綿
切
れ
一
つ 

 
 

一
、
胴
着
二
つ 

 
 

一
、
紅
絹
手
拭
切
れ
一
つ 

 
 

一
、
手
貫
一
通 

 
 

一
、
足
袋
二
つ 

 
 

一
、
胸
懸
二
つ 

 
 

一
、
襟
巻
二
つ 

 
 

一
、
粒
胡
椒
入
り
の
小
皮
袋
一
つ 

 
 

一
、
木
綿
の
切
れ
三
つ 

 
 

一
、
衣
裳
ち
り
払
い
一
つ 

 
 

一
、
煉
り
薬
一
包
一
本 

 
 

一
、
書
物
切
々
一
結 

 
 

一
、
色
々
総
一
拼 

 
 

一
、
小
紙
包
み
一
つ 

（
た
だ
し
、
一
二
分
位
よ
り
三
四
分
位
ま
で
の
焼
金
四
つ
入
り
） 

 
 

一
、
藤
掛
蓋
物
一
つ 

 
 
 

（
中
に
、
縫
針
道
具
が
入
れ
て
あ
る
） 

 
 

一
、
絵
具
入
小
箱
一
つ 

 
 

一
、
ボ
ー
ト
の
帆
道
具
一
通
り 

（
右
の
品
々
の
分
は
す
べ
て
間
切
番
所
で
取
り
揚
げ
、
足
軽 

〔
櫃 
ひ
つ
〕
大
型
の
ハ
コ
の
類
で
、

上
向
き
に
蓋
が
開
く
も
の
。 

               

〔
引
物 

ひ
き
も
の
〕
ろ
く
ろ
で
挽
い

て
作
っ
た
木
製
品
。 

〔
さ
ほ
んsavon

（
仏
）〕
シ
ャ
ボ
ン
。

石
鹸
。 

 

 
 
 
 

其
外
番
人
共
江
預
置
申
候
。 

一
小
櫃
壱
ツ 

鑰
相
済
（
添
カ
） 

 
 

内 

 
 

一
羅
紗
羽
織
弐
枚 

 
 

一
烏
毛
緞
切
壱
ツ 

 
 

一
髪
剃
刀
道
具
壱
揃 

 
 

一
錫
杓
子
壱
ツ 

 
 

一
衣
裳
五
枚 

 
 

一
木
綿
羽
織
大
小
弐
枚 

 
 
 

内
白
并
形 

 
 

一
蕃
銭
壱
枚 

 
 

一
手
貫
壱
通 

 
 
 

但
、
右
之
蕃
銭
此
手
貫
ニ
入
付
有
之
。 

一
小
風
呂
敷
包
壱
ツ 

 
 

内 

 
 

一
唐
剃
刀
壱
本 

 
 
 

但
、
合
道
具
相
付 

 
 

一
日
本
剃
刀
壱
本 

 
 

一
鏡
壱
ツ 

 
 

一
蓋
付
引
物
壱
ツ 

 
 
 
 

但
、
さ
ほ
ん
入
付 

 
 

一
庖
丁
壱
刃 

一
風
呂
敷
六
枚 

 
 

内
、
毛
織
五
枚
、
形
付
壱
枚 

一
蒲
団
壱
枚 

一
衣
裳
三
枚 

そ
の
ほ
か
番
人
た
ち
に
預
け
置
き
ま
し
た
。） 

一
、
小
櫃
一
つ 

か
ぎ
付
き 

 
 

内 

 
 

一
、
羅
紗
の
羽
織
二
枚 

 
 

一
、
烏
毛
緞
の
切
れ
一
つ 

 
 

一
、
髪
剃
刀
道
具
一
揃
い 

 
 

一
、
錫
製
の
杓
子
一
つ 

 
 

一
、
衣
裳
五
枚 

 
 

一
、
木
綿
羽
織
大
小
二
枚 

 
 
 

（
こ
の
う
ち
、
白
な
ら
び
に
模
様
入
り
） 

 
 

一
、
蕃
銭
一
枚 

 
 

一
、
手
貫
一
通 

 
 
 

 

（
た
だ
し
、
右
の
蕃
銭
は
こ
の
手
貫
に
入
れ
て
あ
る
） 

一
、
小
風
呂
敷
包
み
一
つ 

 
 

内 

 
 

一
、
中
国
剃
刀
一
本 

 
 
 
 

（
た
だ
し
、
合
わ
せ
道
具
付
き
） 

 
 

一
、
日
本
剃
刀
一
本 

 
 

一
、
鏡
一
つ 

 
 

一
、
蓋
付
き
の
挽
き
物
一
つ 

 
 
 
 

（
た
だ
し
、
石
鹸
が
入
れ
て
あ
る
） 

 
 

一
、
庖
丁
一
刃 

一
、
風
呂
敷
六
枚 

 
 

（
こ
の
う
ち
、
毛
織
五
枚
、
模
様
入
り
一
枚
） 

一
、
蒲
団
一
枚 

一
、
衣
裳
三
枚 
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〔
櫃 

ひ
つ
〕
大
型
の
ハ
コ
の
類
で
、

上
向
き
に
蓋
が
開
く
も
の
。 

               

〔
引
物 

ひ
き
も
の
〕
ろ
く
ろ
で
挽
い

て
作
っ
た
木
製
品
。 

〔
さ
ほ
んsavon

（
仏
）〕
シ
ャ
ボ
ン
。

石
鹸
。 

 

 
 
 
 

其
外
番
人
共
江
預
置
申
候
。 

一
小
櫃
壱
ツ 

鑰
相
済
（
添
カ
） 

 
 

内 

 
 

一
羅
紗
羽
織
弐
枚 

 
 

一
烏
毛
緞
切
壱
ツ 

 
 

一
髪
剃
刀
道
具
壱
揃 

 
 

一
錫
杓
子
壱
ツ 

 
 

一
衣
裳
五
枚 

 
 

一
木
綿
羽
織
大
小
弐
枚 

 
 
 

内
白
并
形 

 
 

一
蕃
銭
壱
枚 

 
 

一
手
貫
壱
通 

 
 
 

但
、
右
之
蕃
銭
此
手
貫
ニ
入
付
有
之
。 

一
小
風
呂
敷
包
壱
ツ 

 
 

内 

 
 

一
唐
剃
刀
壱
本 

 
 
 

但
、
合
道
具
相
付 

 
 

一
日
本
剃
刀
壱
本 

 
 

一
鏡
壱
ツ 

 
 

一
蓋
付
引
物
壱
ツ 

 
 
 
 

但
、
さ
ほ
ん
入
付 

 
 

一
庖
丁
壱
刃 

一
風
呂
敷
六
枚 

 
 

内
、
毛
織
五
枚
、
形
付
壱
枚 

一
蒲
団
壱
枚 

一
衣
裳
三
枚 

そ
の
ほ
か
番
人
た
ち
に
預
け
置
き
ま
し
た
。） 

一
、
小
櫃
一
つ 

か
ぎ
付
き 

 
 

内 

 
 

一
、
羅
紗
の
羽
織
二
枚 

 
 

一
、
烏
毛
緞
の
切
れ
一
つ 

 
 

一
、
髪
剃
刀
道
具
一
揃
い 

 
 

一
、
錫
製
の
杓
子
一
つ 

 
 

一
、
衣
裳
五
枚 

 
 

一
、
木
綿
羽
織
大
小
二
枚 

 
 
 

（
こ
の
う
ち
、
白
な
ら
び
に
模
様
入
り
） 

 
 

一
、
蕃
銭
一
枚 

 
 

一
、
手
貫
一
通 

 
 
 

 

（
た
だ
し
、
右
の
蕃
銭
は
こ
の
手
貫
に
入
れ
て
あ
る
） 

一
、
小
風
呂
敷
包
み
一
つ 

 
 

内 

 
 

一
、
中
国
剃
刀
一
本 

 
 
 
 

（
た
だ
し
、
合
わ
せ
道
具
付
き
） 

 
 

一
、
日
本
剃
刀
一
本 

 
 

一
、
鏡
一
つ 

 
 

一
、
蓋
付
き
の
挽
き
物
一
つ 

 
 
 
 

（
た
だ
し
、
石
鹸
が
入
れ
て
あ
る
） 

 
 

一
、
庖
丁
一
刃 

一
、
風
呂
敷
六
枚 

 
 

（
こ
の
う
ち
、
毛
織
五
枚
、
模
様
入
り
一
枚
） 

一
、
蒲
団
一
枚 

一
、
衣
裳
三
枚 
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内
、
毛
織
紫
壱
枚
、
同
島
弐
枚 

一
単
衣
裳
八
枚 

 
 

但
、
白
地
形
付
色
々 

一
ば
つ
ち
拾
弐 

 
 

内
、
毛
織
三
ツ
、
其
外
島
紺
地
色
々 

一
雨
羽
織
三
枚 

 
 

但
、
手
織 

一
頭
巾
三
ツ 

一
笠
三
ツ 

 
 

内
、
紙
張
抜
作
之
物
壱
ツ 

一
大
錫
皿
壱
ツ 

 
 

但
、
破
物 

一
帆
木
綿
袋
壱
ツ 

 
 

内
、
枕
三
ツ
、
其
外
古
わ
た
等
入 

一
水
入
徳
利
壱
ツ 

 
 

但
、
外
黒
葛
巻 

一
錫
箱
大
小
弐
ツ 

 
 

内
、
壱
ツ
菓
子
入
、
壱
ツ
明
キ
箱 

一
錫
柄
杓
弐
ツ 

一
錫
皿
壱
ツ 

一
右
「
同
」
茶
碗
壱
ツ 

 
 

但
、
匕
壱
ツ
相
添 

 
 

右
之
分
者
都
而
当
用
之
品
与
相
見
得
、
当
人 

 
 

共
江
引
渡
置
申
候
。 

一
右
相
済
、
御
奉
行
并
十
兵
衛
殿
者
入
相
時
分 

 

如
那
覇
御
帰
被
成
候
事
。 

 
 

（
こ
の
う
ち
、
紫
の
毛
織
物
一
枚
、
縞
模
様
の
毛
織
物
二
枚
） 

一
、
単
（
ひ
と
え
）
衣
裳
八
枚 

 
 

（
た
だ
し
、
白
地
・
模
様
入
り
の
物
な
ど
色
々
） 

一
、「
ば
つ
ち
」
十
二 

 
 

（
こ
の
う
ち
、
毛
織
三
つ
、
そ
の
ほ
か
縞
・
紺
地
な
ど
色
々
） 

一
、
雨
羽
織
三
枚 

 
 

（
た
だ
し
手
織
り
） 

一
、
頭
巾
三
つ 

一
、
笠
三
つ 

 
 

（
こ
の
う
ち
、
紙
張
り
抜
作
の
物
一
つ
） 

一
、
大
錫
皿
一
つ 

 
 

（
た
だ
し
、
破
れ
物
） 

一
、
帆
木
綿
袋
一
つ 

 
 

（
中
に
枕
三
つ
そ
の
ほ
か
古
綿
な
ど
が
入
っ
て
い
る
） 

一
、
水
入
徳
利
一
つ 

 
 

（
た
だ
し
、
外
黒
葛
巻
） 

一
、
錫
箱
大
小
二
つ 

 
 

（
こ
の
う
ち
、
一
つ
は
菓
子
入
り
、
一
つ
は
あ
き
箱
） 

一
、
錫
製
の
柄
杓
（
ひ
し
ゃ
く
）
二
つ 

一
、
錫
製
の
皿
一
枚 

一
、
錫
製
の
茶
碗
一
つ 

 
 

（
た
だ
し
、
さ
じ
一
つ
付
き
） 

以
上
の
分
は
、
す
べ
て
当
用
の
品
と
見
受
け
ら
れ
、
当
人
た
ち
に
引
き
渡
し

て
お
き
ま
し
た
。 

一
、
以
上
の
荷
物
検
査
が
終
了
し
、
在
番
奉
行
と
十
兵
衛
殿
は
日
没
の
頃
に

那
覇
に
向
け
お
帰
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

  

〔
軽
御
休 
け
い
ご
き
ゅ
う
〕
軽
食
。

「
休
」
は
飯
の
こ
と
。 

〔
休
式 

き
ゅ
う
し
き
〕
食
事
。 

         

〔
跡 

あ
と
〕
昔
。
以
前
。 

〔
ホ
ヲ
ニ
ン
〕
小
笠
原
諸
島
。 

〔
と
り
山
〕
鳥
島
。 

〔
寅
之
方 

と
ら
の
ほ
う
〕
東
北
東
の

方
角
。 

     

一
一
郎
殿
・
与
左
衛
門
殿
・
仁
右
衛
門
殿
、
三
人
者
一
両
日 

 

止
宿
、
猶
様
子
委
問
糺
被
成
、
済
次
第
、
摩
文
仁 

 

間
切
江
茂
被
差
越
、
伝
間
見
分
被
致
候
由
ニ
而
、 

 

被
残
居
候
。
右
付
、
軽
御
休
、
間
切
調
ニ
而
差
上 

 

候
事
。 

 
 

附
、
翌
日
よ
り
、
休
式
者
御
自
分
ニ
被
成
候
段 

 
 

  

被
仰
聞
候
付
、
間
切
例
向
之
有
付
品
差
上 

 
 

  

さ
せ
候
也
。 

 

44 

同
十
八
日 

一
四
ツ
時
分
よ
り
土
佐
人
共
被
召
寄
、
前
条
之 

 

成
行
、
再
往
問
糺
申
候
処
、
少
茂
不
相
替
段 

 

申
出
候
事
。 

一
本
船
ウ
ワ
フ
国
よ
り
致
出
帆
、
今
月
二
日
此
地 

 

取
着
候
迄
、
七
拾
二
日
相
成
候
由
。 

一
万
次
郎
咄
ニ
、
六
ヶ
年
跡
計
ホ
ヲ
ニ
ン 

《
ホ
ヲ
ニ
ン
□
土
佐
／
人
共
最
初
致
》 

《
漂
着
候
と
り
山
与
申
所
ゟ
／
三
十
里
程
寅
之
方
ニ
当
り
候
由
》 

 

与
申
島
江
琉
球
之
船
壱
艘
□
船 

 

致
漂
着
、
折
節
彼
島
江
メ
リ
ケ
ン
国
等
之
者
□
（
共
カ
） 

 

罷
在
、
夫
よ
り
芋
水
等
貰
、
琉
球
江
可
帰
与
致 

 

出
帆
候
処
、
致
破
船
、
乗
組
人
数
二
人
者
右
之 

 

島
江
上
り
、
メ
リ
ケ
ン
人
等
よ
り
被
仕
暮
し
居
候
処
、 

 

一
人
者
相
果
、
残
一
人
者
被
仕
方
難
儀
ニ
付
、
い
も
共 

 

貰
、
小
舟
よ
り
可
帰
与
乗
出
、
夫
よ
り
行
衛
不
相
知
由
。 

 

万
次
郎
、
メ
リ
ケ
ン
船
江
乗
り
、
ホ
ヲ
ニ
ン
江
致
着
船
、 

一
、
一
郎
殿
・
与
左
衛
門
殿
・
仁
右
衛
門
殿
の
三
人
は
、
一
日
二
日
は
翁
長

村
に
滞
在
し
、
な
お
様
子
を
詳
し
く
尋
問
さ
れ
て
、
尋
問
が
済
み
次
第
、
摩

文
仁
間
切
に
も
向
か
わ
れ
、
ボ
ー
ト
を
調
査
さ
れ
る
そ
う
で
、
残
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
軽
食
を
間
切
で
調
達
し
て
差
し
上
げ
ま
し
た
。 

 
 

追
記
、
翌
日
か
ら
食
事
は
ご
自
分
で
用
意
す
る
と
承
っ
た
の
で
、
間
切

で
の
通
例
の
あ
り
合
わ
せ
の
も
の
（
有
付
品
）
を
差
し
上
げ
さ
せ
た
そ
う
で

す
。 

 

44 

正
月
十
八
日 

一
、
午
前
十
時
こ
ろ
か
ら
土
佐
人
た
ち
を
呼
び
寄
せ
て
、
前
項
の
経
緯
に
つ

い
て
、
再
度
尋
問
し
た
と
こ
ろ
、
（
話
の
内
容
が
）
少
し
も
変
わ
ら
な
い
と

（
役
人
た
ち
が
）
申
し
出
て
い
ま
す
。 

一
、
本
船
は
「
ウ
ワ
フ
国
」
を
出
航
し
、
今
月
二
日
に
こ
の
地
（
琉
球
）
に

到
着
す
る
ま
で
、
七
十
二
日
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
、
以
下
は
万
次
郎
の
話
で
す
。
六
年
ほ
ど
前
、
ホ
ヲ
ニ
ン
と
い
う
島
に
琉

球
船
が
一
艘
漂
着
し
た
の
で
す
が
（
ホ
ヲ
ニ
ン
は
土
佐
人
た
ち
が
最
初
に
漂

着
し
た
「
と
り
山
」
と
い
う
所
か
ら
百
二
十
キ
ロ
ほ
ど
東
北
東
に
あ
る
そ
う

で
す
）
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
そ
の
島
に
は
メ
リ
ケ
ン
国
な
ど
の
者
た
ち

が
居
住
し
て
い
て
、
（
琉
球
人
た
ち
は
）
そ
の
者
た
ち
か
ら
芋
や
水
な
ど
を

も
ら
い
琉
球
に
帰
ろ
う
と
出
航
し
た
が
難
破
し
、
乗
員
二
人
は
島
に
上
陸

し
、
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
の
下
僕
と
な
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
一
人
は
死
に
、

残
り
の
一
人
は
使
わ
れ
る
の
が
嫌
な
の
で
、
芋
な
ど
を
も
ら
い
小
舟
で
帰
ろ

う
と
海
に
乗
り
出
し
て
以
後
、
行
方
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
万

次
郎
は
米
国
船
で
ホ
ヲ
ニ
ン
に
到
着
し
た
の
で
す
が
、 
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〔
軽
御
休 

け
い
ご
き
ゅ
う
〕
軽
食
。

「
休
」
は
飯
の
こ
と
。 

〔
休
式 

き
ゅ
う
し
き
〕
食
事
。 

         

〔
跡 

あ
と
〕
昔
。
以
前
。 

〔
ホ
ヲ
ニ
ン
〕
小
笠
原
諸
島
。 

〔
と
り
山
〕
鳥
島
。 

〔
寅
之
方 

と
ら
の
ほ
う
〕
東
北
東
の

方
角
。 

     

一
一
郎
殿
・
与
左
衛
門
殿
・
仁
右
衛
門
殿
、
三
人
者
一
両
日 

 
止
宿
、
猶
様
子
委
問
糺
被
成
、
済
次
第
、
摩
文
仁 

 

間
切
江
茂
被
差
越
、
伝
間
見
分
被
致
候
由
ニ
而
、 

 

被
残
居
候
。
右
付
、
軽
御
休
、
間
切
調
ニ
而
差
上 

 

候
事
。 

 
 

附
、
翌
日
よ
り
、
休
式
者
御
自
分
ニ
被
成
候
段 

 
 

  

被
仰
聞
候
付
、
間
切
例
向
之
有
付
品
差
上 

 
 

  

さ
せ
候
也
。 

 

44 

同
十
八
日 

一
四
ツ
時
分
よ
り
土
佐
人
共
被
召
寄
、
前
条
之 

 

成
行
、
再
往
問
糺
申
候
処
、
少
茂
不
相
替
段 

 

申
出
候
事
。 

一
本
船
ウ
ワ
フ
国
よ
り
致
出
帆
、
今
月
二
日
此
地 

 

取
着
候
迄
、
七
拾
二
日
相
成
候
由
。 

一
万
次
郎
咄
ニ
、
六
ヶ
年
跡
計
ホ
ヲ
ニ
ン 

《
ホ
ヲ
ニ
ン
□
土
佐
／
人
共
最
初
致
》 

《
漂
着
候
と
り
山
与
申
所
ゟ
／
三
十
里
程
寅
之
方
ニ
当
り
候
由
》 

 

与
申
島
江
琉
球
之
船
壱
艘
□
船 

 

致
漂
着
、
折
節
彼
島
江
メ
リ
ケ
ン
国
等
之
者
□
（
共
カ
） 

 

罷
在
、
夫
よ
り
芋
水
等
貰
、
琉
球
江
可
帰
与
致 

 

出
帆
候
処
、
致
破
船
、
乗
組
人
数
二
人
者
右
之 

 

島
江
上
り
、
メ
リ
ケ
ン
人
等
よ
り
被
仕
暮
し
居
候
処
、 

 

一
人
者
相
果
、
残
一
人
者
被
仕
方
難
儀
ニ
付
、
い
も
共 

 

貰
、
小
舟
よ
り
可
帰
与
乗
出
、
夫
よ
り
行
衛
不
相
知
由
。 

 

万
次
郎
、
メ
リ
ケ
ン
船
江
乗
り
、
ホ
ヲ
ニ
ン
江
致
着
船
、 

一
、
一
郎
殿
・
与
左
衛
門
殿
・
仁
右
衛
門
殿
の
三
人
は
、
一
日
二
日
は
翁
長

村
に
滞
在
し
、
な
お
様
子
を
詳
し
く
尋
問
さ
れ
て
、
尋
問
が
済
み
次
第
、
摩

文
仁
間
切
に
も
向
か
わ
れ
、
ボ
ー
ト
を
調
査
さ
れ
る
そ
う
で
、
残
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
軽
食
を
間
切
で
調
達
し
て
差
し
上
げ
ま
し
た
。 

 
 

追
記
、
翌
日
か
ら
食
事
は
ご
自
分
で
用
意
す
る
と
承
っ
た
の
で
、
間
切

で
の
通
例
の
あ
り
合
わ
せ
の
も
の
（
有
付
品
）
を
差
し
上
げ
さ
せ
た
そ
う
で

す
。 

 

44 

正
月
十
八
日 

一
、
午
前
十
時
こ
ろ
か
ら
土
佐
人
た
ち
を
呼
び
寄
せ
て
、
前
項
の
経
緯
に
つ

い
て
、
再
度
尋
問
し
た
と
こ
ろ
、
（
話
の
内
容
が
）
少
し
も
変
わ
ら
な
い
と

（
役
人
た
ち
が
）
申
し
出
て
い
ま
す
。 

一
、
本
船
は
「
ウ
ワ
フ
国
」
を
出
航
し
、
今
月
二
日
に
こ
の
地
（
琉
球
）
に

到
着
す
る
ま
で
、
七
十
二
日
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
、
以
下
は
万
次
郎
の
話
で
す
。
六
年
ほ
ど
前
、
ホ
ヲ
ニ
ン
と
い
う
島
に
琉

球
船
が
一
艘
漂
着
し
た
の
で
す
が
（
ホ
ヲ
ニ
ン
は
土
佐
人
た
ち
が
最
初
に
漂

着
し
た
「
と
り
山
」
と
い
う
所
か
ら
百
二
十
キ
ロ
ほ
ど
東
北
東
に
あ
る
そ
う

で
す
）
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
そ
の
島
に
は
メ
リ
ケ
ン
国
な
ど
の
者
た
ち

が
居
住
し
て
い
て
、
（
琉
球
人
た
ち
は
）
そ
の
者
た
ち
か
ら
芋
や
水
な
ど
を

も
ら
い
琉
球
に
帰
ろ
う
と
出
航
し
た
が
難
破
し
、
乗
員
二
人
は
島
に
上
陸

し
、
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
の
下
僕
と
な
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
一
人
は
死
に
、

残
り
の
一
人
は
使
わ
れ
る
の
が
嫌
な
の
で
、
芋
な
ど
を
も
ら
い
小
舟
で
帰
ろ

う
と
海
に
乗
り
出
し
て
以
後
、
行
方
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
万

次
郎
は
米
国
船
で
ホ
ヲ
ニ
ン
に
到
着
し
た
の
で
す
が
、 
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〔
地
方 

じ
か
た
〕
陸
地
。 

      

〔
于
今 

い
ま
に
〕
今
も
。
今
だ
に
。 

         

〔
天
下
図 

て
ん
か
ず
〕
世
界
地
図
。 

 

其
四
五
日
前
ニ
、
右
之
一
人
不
知
与
之
咄
、
承
候
由 

 
候
事
。 

 

45 

同
十
九
日 

一
四
ツ
時
分
ゟ
土
佐
人
共
被
召
寄
、
今
月
二
日 

 

亜
美
利
駕
船
よ
り
伝
間
相
卸
候
所
、
摩
文
仁 

 

間
切
地
方
よ
り
何
里
程
之
所
ニ
而
卸
候
哉
之
旨 

 

相
尋
候
処
、
二
三
里
計
為
有
之
筈
之
由
。 

一
伯
徳
令
、
妻
子
等
引
列
逗
留
之
事
、
ウ
ワ
フ 

 

国
ニ
お
ゐ
て
取
沙
汰
等
者
不
承
候
哉
与
被
相
尋 

 

候
処
、
右
取
沙
汰
者
不
承
候
得
共
、
於
彼
国 

 

白
坊
主
与
申
者
よ
り
万
次
郎
江
、
琉
球
江
罷
渡 

 

儀
も
候
ハ
ヽ
朋
輩
之
者
琉
球
江
渡
海
為
有
之
筈
、 

 

于
今
罷
在
候
而
若
相
逢
候
ハ
ヽ
書
物
壱
さ
つ 

 

相
届
候
様
有
之
、
持
来
居
候
由
。
右
付
、
何
様
之
事 

 

書
付
置
候
哉
、
右
書
物
取
出
さ
せ
読
聞
候
処
、 

 

西
洋
表
軍
一
件
、
又
者
致
商
売
手
柄
を
得
候 

 

事
、
其
外
古
事
等
色
々
書
付
、
大
概
日
本 

 

節
用
之
様
成
書
物
ニ
而
候
。 

 
 

但
、
右
書
物
者
拾
七
冊
之
内
ニ
而
候
。 

 

46 

同
廿
日 

一
四
ツ
時
分
、
土
佐
人
共
被
召
寄
、
同
人
所
持
之 

 

天
下
図
ニ
而
里
数
其
外
西
洋
表
之
事 

 

色
々
被
相
尋
候
事
。 

 

到
着
の
四
、
五
日
前
に
、
こ
の
一
人
の
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う

話
を
聞
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

45 

正
月
十
九
日 

一
、
午
前
十
時
こ
ろ
か
ら
土
佐
人
た
ち
を
呼
び
寄
せ
て
、
今
月
二
日
に
ア
メ

リ
カ
船
か
ら
ボ
ー
ト
を
を
下
し
た
場
所
は
、
摩
文
仁
間
切
の
陸
地
か
ら
何
里

ほ
ど
の
場
所
に
下
ろ
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
二
、
三
里

ほ
ど
は
あ
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
話
で
し
た
。 

一
、
伯
徳
令
が
、
妻
子
な
ど
を
引
き
連
れ
て
逗
留
し
て
い
る
こ
と
が
、
「
ウ

ワ
フ
国
」
で
噂
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
聞
い
て
い
な
い
か
と
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
噂
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
か
の
国
で
は
、「
白
坊
主
」

と
い
う
者
か
ら
万
次
郎
に
、
琉
球
に
渡
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
な
ら
、
友
達

が
琉
球
に
渡
っ
て
い
る
は
ず
、
今
も
滞
在
し
て
い
て
出
逢
っ
た
な
ら
ば
、
書

物
一
冊
を
届
け
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
、
（
そ
の
書
物
を
）
持
っ
て
来
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
話
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容
が
描
か
れ

て
い
る
の
か
、
こ
の
書
物
を
取
り
出
さ
せ
て
読
み
聞
か
せ
を
さ
せ
た
と
こ

ろ
、
西
洋
の
軍
事
情
勢
、
ま
た
商
売
し
て
手
柄
を
得
た
こ
と
、
そ
の
ほ
か
、

古
事
な
ど
色
々
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
、
だ
い
た
い
日
本
の
「
節
用
」
の
よ

う
な
書
物
で
し
た
。 

 
 

な
お
、
こ
の
書
物
は
十
七
冊
の
う
ち
で
す
。 
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正
月
二
十
日 

一
、
午
前
十
時
こ
ろ
、
土
佐
人
た
ち
を
呼
び
寄
せ
て
、
彼
ら
が
所
持
し
て
い

た
世
界
地
図
で
里
数
そ
の
ほ
か
西
洋
で
の
事
情
を
色
々
と
お
尋
ね
に
な
り

ま
し
た
。 

             

〔
宿
替 

や
ど
が
わ
り
〕
宿
を
移
動
す

る
こ
と
。
こ
こ
で
は
短
時
間
の
休
息

の
意
味
か
。 

        

47 

同
廿
一
日 

一
昨
日
同
断
、
被
相
尋
候
事
。 

 

48 

同
廿
二
日 

一
昨
日
同
断
、
被
相
尋
候
事
。 

一
松
本
十
兵
衛
殿
・
喜
屋
武
親
雲
上
江
茂
一
郎
殿
等 

 

御
一
同
伝
間
見
分
被
致
由
ニ
而
、
今
日
、
翁
長
村
江 

 

被
差
越
候
事
。 

 

49-1 

同
廿
三
日 

一
四
ツ
時
分
、
い
つ
れ
茂
土
佐
人
宿
江
被
差
越
、
見
分 

 

被
致
候
事
。 

一
四
ツ
過
時
分
翁
長
村
出
立
、
高
嶺
間
切
宿
替
ニ
而
、 

 

八
ツ
時
分
摩
文
仁
間
切
着
、
伝
間
被
致
見
分
、
八
ツ 

 

過
時
分
同
所
出
立
、
兼
城
・
小
禄
宿
替
ニ
而
、
夜 

 

四
ツ
時
分
罷
帰
候
事
。 

 

49-2 

伝
間
見
分
書 

一
伝
間
壱
艘
長
四
間
半
中
差
渡
五
尺
壱
寸 

一
檣
壱
本 

一
帆
桁
壱
本 

一
櫓
壱
ツ 

一
打
か
い
四
ツ 

一
網
大
小
四
筋 

 
 

正
月 

 

47 

正
月
二
十
一
日 

一
、
昨
日
と
同
様
に
、
お
尋
ね
に
な
り
ま
し
た
。 

 

48 

正
月
二
十
二
日 

一
、
昨
日
と
同
様
に
、
お
尋
ね
に
な
り
ま
し
た
。 

一
、
松
本
十
兵
衛
殿
と
喜
屋
武
親
雲
上
も
、
一
郎
殿
な
ど
ご
一
同
と
一
緒
に

ボ
ー
ト
を
検
分
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
本
日
、
翁
長
村
に
到
着
さ
れ
ま
し

た
。 

 

49-1 

正
月
二
十
三
日 

一
、
午
前
十
時
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
方
も
土
佐
人
の
宿
所
に
お
出
で
に
な
り
、

ご
見
分
さ
れ
ま
し
た
。 

一
、
午
前
十
時
過
ぎ
こ
ろ
翁
長
村
を
出
発
。
高
嶺
間
切
で
「
宿
替
」
さ
れ
、

午
後
二
時
こ
ろ
に
摩
文
仁
間
切
に
到
着
、
ボ
ー
ト
を
検
分
さ
れ
て
、
午
後
二

時
過
ぎ
ご
ろ
同
所
を
出
発
、
兼
城
・
小
禄
で
「
宿
替
」
を
し
て
、
夜
の
十
時

こ
ろ
に
帰
り
ま
し
た
。 

 

49-2 
 

ボ
ー
ト
検
査
記
録 

一
、
ボ
ー
ト
一
艘
。
長
さ
四
間
半
（
約
八
メ
ー
ト
ル
）
。
中
ほ
ど
の
さ
し
渡

し
五
尺
一
寸
（
約
百
五
十
三
セ
ン
チ
）。 

一
、
檣
（
ほ
ば
し
ら
）
一
本 

一
、
帆
桁
（
ほ
げ
た
）
一
本 

一
、
櫓
（
ろ
） 

一
つ 

一
、
打
か
い 

四
つ 

一
、
網 

大
小
四
筋 

 
 

正
月 
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〔
宿
替 

や
ど
が
わ
り
〕
宿
を
移
動
す

る
こ
と
。
こ
こ
で
は
短
時
間
の
休
息

の
意
味
か
。 

        

47 

同
廿
一
日 

一
昨
日
同
断
、
被
相
尋
候
事
。 

 

48 

同
廿
二
日 

一
昨
日
同
断
、
被
相
尋
候
事
。 

一
松
本
十
兵
衛
殿
・
喜
屋
武
親
雲
上
江
茂
一
郎
殿
等 

 

御
一
同
伝
間
見
分
被
致
由
ニ
而
、
今
日
、
翁
長
村
江 

 

被
差
越
候
事
。 

 

49-1 

同
廿
三
日 

一
四
ツ
時
分
、
い
つ
れ
茂
土
佐
人
宿
江
被
差
越
、
見
分 

 

被
致
候
事
。 

一
四
ツ
過
時
分
翁
長
村
出
立
、
高
嶺
間
切
宿
替
ニ
而
、 

 

八
ツ
時
分
摩
文
仁
間
切
着
、
伝
間
被
致
見
分
、
八
ツ 

 

過
時
分
同
所
出
立
、
兼
城
・
小
禄
宿
替
ニ
而
、
夜 

 

四
ツ
時
分
罷
帰
候
事
。 

 

49-2 

伝
間
見
分
書 

一
伝
間
壱
艘
長
四
間
半
中
差
渡
五
尺
壱
寸 

一
檣
壱
本 

一
帆
桁
壱
本 

一
櫓
壱
ツ 

一
打
か
い
四
ツ 

一
網
大
小
四
筋 

 
 

正
月 

 

47 

正
月
二
十
一
日 

一
、
昨
日
と
同
様
に
、
お
尋
ね
に
な
り
ま
し
た
。 

 

48 

正
月
二
十
二
日 

一
、
昨
日
と
同
様
に
、
お
尋
ね
に
な
り
ま
し
た
。 

一
、
松
本
十
兵
衛
殿
と
喜
屋
武
親
雲
上
も
、
一
郎
殿
な
ど
ご
一
同
と
一
緒
に

ボ
ー
ト
を
検
分
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
本
日
、
翁
長
村
に
到
着
さ
れ
ま
し

た
。 

 

49-1 

正
月
二
十
三
日 

一
、
午
前
十
時
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
方
も
土
佐
人
の
宿
所
に
お
出
で
に
な
り
、

ご
見
分
さ
れ
ま
し
た
。 

一
、
午
前
十
時
過
ぎ
こ
ろ
翁
長
村
を
出
発
。
高
嶺
間
切
で
「
宿
替
」
さ
れ
、

午
後
二
時
こ
ろ
に
摩
文
仁
間
切
に
到
着
、
ボ
ー
ト
を
検
分
さ
れ
て
、
午
後
二

時
過
ぎ
ご
ろ
同
所
を
出
発
、
兼
城
・
小
禄
で
「
宿
替
」
を
し
て
、
夜
の
十
時

こ
ろ
に
帰
り
ま
し
た
。 

 
49-2 

 

ボ
ー
ト
検
査
記
録 

一
、
ボ
ー
ト
一
艘
。
長
さ
四
間
半
（
約
八
メ
ー
ト
ル
）
。
中
ほ
ど
の
さ
し
渡

し
五
尺
一
寸
（
約
百
五
十
三
セ
ン
チ
）。 

一
、
檣
（
ほ
ば
し
ら
）
一
本 

一
、
帆
桁
（
ほ
げ
た
）
一
本 

一
、
櫓
（
ろ
） 

一
つ 

一
、
打
か
い 

四
つ 

一
、
網 

大
小
四
筋 

 
 

正
月 
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50 

覚 
為
草
履
三
足 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
よ
り
被
成
下
度
旨
申
出 

 

有
之
候
間
、
急
度
相
渡
候
様
、
可
被
申
渡
旨 

 

御
差
図
ニ
而
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

正
月
卅
日 

 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
之
通
、
被
仰
渡
候
間
、
草
り
相
届
次
第
、 

 

詰
之
足
軽
引
合
を
以
、
可
被
相
渡
候
。
此
段
致 

 

問
合
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
卅
日 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

51 

覚 

中
国
分
多
葉
粉 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
賄
方
、
下
国
分
多
葉
粉 

 

被
下
候
処
、
不
被
呑
由
ニ
而
、
繰
替
被
成
下
度
旨 

 

申
出
有
之
候
間
、
本
行
之
通
、
繰
替
相
渡
候
様 

 

可
被
申
渡
旨
、
御
差
図
ニ
而
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

正
月
卅
日 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
之
通
、
被
仰
渡
候
間
、
致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

正
月
卅
日 

 
 

御
物
奉
行 

 

50 

覚 

イ
グ
サ
の
草
履
三
足 

 

右
は
、
漂
着
土
佐
人
か
ら
、
支
給
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
申
し
出
が

あ
っ
た
の
で
、
か
な
ら
ず
渡
す
よ
う
に
し
な
さ
い
と
い
う
、
ご
命
令
で
す
。

以
上
で
す
。 

 

亥
正
月
三
十
日 

 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
の
よ
う
に
、
命
じ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
草
履
が
届
き
次
第
、
詰
め
の
足

軽
の
裁
量
で
渡
し
な
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
連
絡
す
る
。
以
上
。 

 
 

正
月
三
十
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

51 

覚 

「
中
」
の
国
分
た
ば
こ 

 

右
は
、
漂
着
土
佐
人
へ
の
支
給
品
と
し
て
、
「
下
」
の
国
分
た
ば
こ
を
支

給
し
た
と
こ
ろ
、
呑
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
（
質
の
良
い
も
の
に
）
変
更

し
て
支
給
し
て
ほ
し
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、
冒
頭
行
に
書
か
れ

て
い
る
よ
う
に
、
変
更
し
て
渡
す
よ
う
に
し
な
さ
い
と
い
う
、
ご
命
令
で
す
。

以
上
で
す
。 

 

亥
正
月
三
十
日 

 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

以
上
の
よ
う
に
、
命
じ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

正
月
三
十
日 

 
 

御
物
奉
行 

 

52 

覚 

木
履
三
足 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
よ
り
、
被
成
下
度
旨
申
出 

 

有
之
候
間
、
急
度
相
渡
候
様
、
可
被
申
渡
旨 

 

御
差
図
ニ
而
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

二
月
四
日 

 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
之
通
、
被
仰
渡
候
間
、
木
履
相
届
次
第
、 

 

詰
之
足
軽
引
合
を
以
、
可
被
相
渡
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

二
月
四
日 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

53 本
文
、
亥
二
月
十
六
日
、
御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
持
下
、
野
元 

一
郎
殿
取
次
、
「
御
在
番
所
江
」
差
上
候
也
。 

 

漂
着
土
佐
人
共
当
地
滞
在
之
内
、
異
国
船 

 

来
着
、
彼
者
共
様
子
相
尋
候
儀
も
候
ハ
ヽ
、
言
向 

 

何
様
有
之
可
然
哉
、
吟
味
仕
可
申
上
旨
承
知
仕
、 

 

い
つ
れ
茂
申
談
候
処
、
土
佐
人
共
于
今
当
地
江 

 

致
滞
留
居
候
筋
相
答
候
ハ
ヽ
、
異
国
人
共
よ
り 

 

相
逢
度
申
出
、
事
煩
敷
儀
茂
可
致
出
来
、 

 

且
自
分
伝
間
よ
り
致
帰
国
度
申
出
、
既
ニ
為
致 

 

出
帆
形
相
達
候
方
ニ
茂
相
考
候
得
共
、
小
舟
よ
り 

 

帰
国
難
成
、
当
地
江
者
御
国
船
出
入
有
之
、 

 

52 

覚 

下
駄
三
足 

右
は
、
漂
着
土
佐
人
よ
り
、
支
給
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ

っ
た
の
で
、
か
な
ら
ず
渡
す
よ
う
に
し
な
さ
い
と
い
う
、
ご
命
令
で
す
。
以

上
で
す
。 

 

亥
二
月
四
日 

 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
の
と
お
り
、
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
下
駄
が
届
き
次
第
、
詰
め
の
足
軽
の

裁
量
で
渡
し
な
さ
い
。
以
上
。 

 

亥
二
月
四
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

53 【
本
文
は
、
亥
年
二
月
十
六
日
、
御
鎖
之
側
の
小
禄
親
雲
上
が
（
首
里
か
ら
）

持
参
し
て
、
野
元
一
郎
殿
が
取
り
次
ぎ
、
在
番
奉
行
所
に
差
し
上
げ
ま
し

た
。】 漂

着
土
佐
人
た
ち
が
当
地
（
琉
球
）
に
滞
在
し
て
い
る
内
に
、
異
国
船
が

来
着
し
、
あ
の
者
た
ち
の
様
子
を
尋
ね
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ど
う
い
う
言
葉

で
説
明
す
る
の
が
妥
当
か
、
検
討
し
た
上
で
上
申
す
る
よ
う
に
と
い
う
、
ご

命
令
を
承
り
ま
し
た
の
で
、
（
評
定
所
内
で
）
議
論
し
た
結
果
、
土
佐
人
た

ち
は
今
も
当
地
に
滞
留
し
て
い
る
と
答
え
た
な
ら
、
異
国
人
た
ち
か
ら
逢
い

た
い
と
言
っ
て
来
て
、
煩
わ
し
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ず
、
ま
た
一
方
で
、

（
土
佐
人
た
ち
が
）
自
分
の
ボ
ー
ト
で
帰
国
し
た
い
と
申
し
出
て
、
既
に
出

航
し
た
よ
う
に
答
え
る
方
策
も
考
え
ま
し
た
が
、
小
舟
で
の
帰
国
は
難
し

く
、
当
地
に
は
薩
摩
船
の
出
入
り
が
あ
り
、 

 
〔
木
履 
ぼ
く
り
〕
下
駄
の
こ
と
。 
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52 
覚 

木
履
三
足 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
よ
り
、
被
成
下
度
旨
申
出 

 

有
之
候
間
、
急
度
相
渡
候
様
、
可
被
申
渡
旨 

 

御
差
図
ニ
而
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

二
月
四
日 

 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
之
通
、
被
仰
渡
候
間
、
木
履
相
届
次
第
、 

 

詰
之
足
軽
引
合
を
以
、
可
被
相
渡
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

二
月
四
日 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

53 本
文
、
亥
二
月
十
六
日
、
御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
持
下
、
野
元 

一
郎
殿
取
次
、
「
御
在
番
所
江
」
差
上
候
也
。 

 

漂
着
土
佐
人
共
当
地
滞
在
之
内
、
異
国
船 

 

来
着
、
彼
者
共
様
子
相
尋
候
儀
も
候
ハ
ヽ
、
言
向 

 

何
様
有
之
可
然
哉
、
吟
味
仕
可
申
上
旨
承
知
仕
、 

 

い
つ
れ
茂
申
談
候
処
、
土
佐
人
共
于
今
当
地
江 

 

致
滞
留
居
候
筋
相
答
候
ハ
ヽ
、
異
国
人
共
よ
り 

 

相
逢
度
申
出
、
事
煩
敷
儀
茂
可
致
出
来
、 

 

且
自
分
伝
間
よ
り
致
帰
国
度
申
出
、
既
ニ
為
致 

 

出
帆
形
相
達
候
方
ニ
茂
相
考
候
得
共
、
小
舟
よ
り 

 

帰
国
難
成
、
当
地
江
者
御
国
船
出
入
有
之
、 

 

52 

覚 

下
駄
三
足 

右
は
、
漂
着
土
佐
人
よ
り
、
支
給
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ

っ
た
の
で
、
か
な
ら
ず
渡
す
よ
う
に
し
な
さ
い
と
い
う
、
ご
命
令
で
す
。
以

上
で
す
。 

 

亥
二
月
四
日 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
の
と
お
り
、
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
下
駄
が
届
き
次
第
、
詰
め
の
足
軽
の

裁
量
で
渡
し
な
さ
い
。
以
上
。 

 

亥
二
月
四
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

53 【
本
文
は
、
亥
年
二
月
十
六
日
、
御
鎖
之
側
の
小
禄
親
雲
上
が
（
首
里
か
ら
）

持
参
し
て
、
野
元
一
郎
殿
が
取
り
次
ぎ
、
在
番
奉
行
所
に
差
し
上
げ
ま
し

た
。】 漂

着
土
佐
人
た
ち
が
当
地
（
琉
球
）
に
滞
在
し
て
い
る
内
に
、
異
国
船
が

来
着
し
、
あ
の
者
た
ち
の
様
子
を
尋
ね
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ど
う
い
う
言
葉

で
説
明
す
る
の
が
妥
当
か
、
検
討
し
た
上
で
上
申
す
る
よ
う
に
と
い
う
、
ご

命
令
を
承
り
ま
し
た
の
で
、
（
評
定
所
内
で
）
議
論
し
た
結
果
、
土
佐
人
た

ち
は
今
も
当
地
に
滞
留
し
て
い
る
と
答
え
た
な
ら
、
異
国
人
た
ち
か
ら
逢
い

た
い
と
言
っ
て
来
て
、
煩
わ
し
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ず
、
ま
た
一
方
で
、

（
土
佐
人
た
ち
が
）
自
分
の
ボ
ー
ト
で
帰
国
し
た
い
と
申
し
出
て
、
既
に
出

航
し
た
よ
う
に
答
え
る
方
策
も
考
え
ま
し
た
が
、
小
舟
で
の
帰
国
は
難
し

く
、
当
地
に
は
薩
摩
船
の
出
入
り
が
あ
り
、 

 

〔
木
履 

ぼ
く
り
〕
下
駄
の
こ
と
。 
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右
江
便
船
之
見
込
を
以
為
致
来
着
事
候
付
、 

 
其
段
者
異
国
人
共
能
存
知
居
可
申
、
其
儀
ニ 

 

お
ひ
て
ハ
何
歟
与
疑
相
立
可
申
茂
難
計
、
就
而
者 

 

𠸄𠸄𠸄𠸄
人
逗
留
罷
在
事
候
付
、
度
佳
喇
島
船 

 

那
覇
川
江
渡
来
、
右
帰
帆
便
送
越
為
申
筋
ニ
も 

 

難
相
答
候
間
、
自
然
異
国
船
来
着
、
右
様
相
尋 

 

申
儀
も
候
ハ
ヽ
、
土
佐
人
共
乗
来
候
伝
間
者
小
振
ニ
而 

 

遠
海
難
乗
渡
、
於
此
方
至
極
及
当
迫
居
候
処
、 

 

幸
北
山
府
江
日
本
漂
着
船
有
之
、
其
段
申
聞 

 

候
処
、
其
身
共
可
致
相
談
由
ニ
而
、
伝
間
ゟ
乗
廻
り
、 

 

右
船
よ
り
致
出
帆
「
候
段
相
答
」
候
而
者
如
何
可
有
之
哉
、
左
候
而 

 

万
一
異
国
船
よ
り
日
本
人
送
来
、
便
船
を
以
送 

 

呉
候
様
申
出
候
ハ
ヽ
、
是
非
断
付
可
申
候
。
乍
其
上
、
御
国 

 

せ
ん
参
居
候
「
と
」
見
懸
、
右
江
致
相
談
呉
候
様
申
出
候 

 

事
茂
候
ハ
ヽ
、
那
覇
川
江
参
居
候
船
者
年
々 

 

渡
来
之
者
共
、
勿
論
度
佳
喇
島
者
右
躰 

 

取
次
者
不
相
成
法
令
之
由
ニ
付
、
何
程
致
相
談 

 

候
而
も
不
受
合
候
間
、
異
国
船
よ
り
直
ニ
日
本
江 

 

可
差
送
旨
、
屹
与
申
達
可
然
与
吟
味
仕
、
此
段
可
申
上
旨 

 

摂
政
・
三
司
官
申
付
「
候
」
事
。 

 

亥 
 
 

二
月 

 

54 本
文
之
通
申
来
候
付
、
翌
廿
四
日
、
日
帳
主
取
川
平
親
雲
上
ゟ 

遂
披
露
、
相
済
候
付
、
翁
長
村
詰
之
大
台
所
ニ
而
買
入
を
以
相
渡
さ
せ 

候
様
、
御
物
奉
行
方
江
相
達
さ
せ
候
也
。 
 

漂
着
土
佐
人
之
内
、
伝
蔵
与
申
者
、
眼
気
相
煩
、 

薩
摩
船
に
便
乗
し
て
帰
国
で
き
る
見
込
み
で
到
来
し
た
こ
と
で
あ
る
の
で
、

そ
こ
は
異
国
人
た
ち
が
よ
く
了
解
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
、
そ
の
よ
う
な

嘘
で
ご
ま
か
し
て
は
、
何
か
と
疑
念
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
、
英

人
が
逗
留
し
て
い
る
事
も
あ
り
、
ト
カ
ラ
島
船
が
那
覇
港
に
渡
来
し
、
、
そ

の
帰
帆
便
で
送
り
帰
し
た
と
い
う
筋
書
き
で
答
え
る
こ
と
も
難
し
い
の
で
、

万
一
、
異
国
船
が
来
着
し
て
、
そ
の
よ
う
に
尋
ね
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
土
佐

人
た
ち
が
乗
っ
て
来
た
ボ
ー
ト
は
小
振
り
で
、
遠
海
を
乗
っ
て
渡
る
こ
と
は

難
し
く
、
琉
球
側
と
し
て
も
大
変
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
さ
い
わ
い
、
北
山

府
に
日
本
の
漂
着
船
が
あ
っ
て
、
こ
の
事
情
を
聞
い
て
、
そ
れ
な
ら
我
々
に

相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
ボ
ー
ト
か
ら
乗
り
換
え
て
、
そ
の
船
で
出
帆
し

た
と
答
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
、
そ
う
し
て
、
万
一
異
国
船
が
日
本
人
を
送

っ
て
来
て
、
便
船
で
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
と
申
し
出
る
な
ら
、（
こ
れ
は
）

断
固
断
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
上
、
（
外
国
船
が
）
薩
摩
船
が
来
て
い
る
の

を
見
か
け
、
こ
れ
に
相
談
し
て
く
れ
と
言
っ
て
く
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
れ

ば
、
那
覇
港
に
来
て
い
る
船
は
年
々
渡
来
す
る
者
た
ち
で
、
も
ち
ろ
ん
度
佳

喇
島
は
そ
の
よ
う
な
取
り
次
ぎ
は
で
き
な
い
法
令
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
ど
れ
だ
け
相
談
さ
れ
て
も
受
け
合
わ
な
い
の
で
、
異
国
船
か
ら
直
接
、

日
本
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
と
、
き
っ
ち
り
通
達
す
る
の
が
良
い
と
い
う
結
論

に
な
り
、
こ
の
こ
と
を
（
在
番
奉
行
に
）
申
し
上
げ
な
さ
い
と
、
摂
政
と
三

司
官
が
命
じ
ま
し
た
。 

 

亥
二
月 
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【
本
文
の
よ
う
に
、
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
翌
日
の
二
月
二
十
四
日
、

日
帳
主
取
の
川
平
親
雲
上
か
ら
披
露
さ
れ
、
裁
可
さ
れ
た
の
で
、
翁
長
村
詰

め
の
大
台
所
担
当
者
が
買
入
れ
て
支
給
す
る
よ
う
に
、 

    

〔
自
然 

じ
ね
ん
〕
万
一
。 

  

〔
北
山
府 

ほ
く
ざ
ん
ふ
〕
沖
縄
本
島

北
部
一
帯
。
北
山
。 

   

〔
乍
其
上 

そ
の
う
え
な
が
ら
〕
さ
ら

に
そ
の
上
。 

    

〔
屹
与 

き
っ
と
〕
た
し
か
に
。
間
違

い
な
く
。 

   

〔
遂
披
露 

ひ
ろ
う
を
と
げ
〕
披
露
さ

れ
。 

                

〔
里
積 

り
づ
も
り
〕
陸
路
ま
た
海
路

で
の
距
離
。 

   

 

目
薬
被
成
下
度
旨
、
関
番
ニ
付
而
申
出
候
付
、
早
速 

 

私
共
立
寄
、
様
子
相
尋
候
処
、
海
上
ゟ
相
煩
、
御
当
地 

到
「
着
」
来
以
来
者
少
快
相
成
候
得
共
、
い
ま
た
平
愈
（
癒
） 

 

不
仕
候
間
、
道
そ
薬
り
被
成
下
度
、
猶
又
申
出 

 

有
之
候
。
就
而
者
、
弥
申
出
通
、
目
薬
被
成
下
候
而
者 

 

何
様
可
有
御
座
哉
、
御
吟
味
之
上
、
何
分
被 

 

仰
越
可
被
下
候
。
詰
足
軽
江
茂
釣
合
之
上
、
此
段 

 

御
問
合
仕
候
。
以
上
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰
取
納
座 

 
 

二
月
廿
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

楚
南
里
之
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
帳
当
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

屋
良
里
之
子
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

55
今
日
五
ツ
過
時
分
、
堀
与
左
衛
門
殿
・
永
山
嘉
左
衛
門
殿 

 

御
両
人
爰
許
江
御
差
越
被
成
、
早
速
、
漂
着 

 

土
佐
人
之
内
、
万
次
郎
与
申
者
、
御
宿
江
御
召
寄
、 

 

諸
国
之
里
積
御
不
審
之
様
、
段
々
御
問
尋 

 

を
以
、
入
相
時
分
、
御
帰
被
成
候
。
尤
右
御
役
々
衆 

 

御
差
越
之
段
者
、
昨
晩
詰
足
軽
よ
り
通
達 

 

有
之
候
付
、
御
馳
走
方
之
儀
、
御
肴
壱
ツ
・ 

 

御
吸
物
壱
ツ
、
豊
見
城
間
切
江
手
当
申
付
、 

 

差
上
置
申
候
。
此
段
御
問
合
仕
候
。
以
上
。 

 
 

二
月
廿
八
日 

 
 
 
 
 

上
同 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

56
漂
着
人
伝
蔵
、
眼
気
煩
之
儀
、
此
間
被
成
下
候 

御
物
奉
行
所
の
部
局
に
通
達
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。】 

 

漂
着
土
佐
人
の
う
ち
の
伝
蔵
と
い
う
者
が
眼
病
を
煩
い
目
薬
を
支
給
し

て
ほ
し
い
と
、
関
番
人
を
つ
う
じ
て
申
し
出
た
の
で
、
早
速
私
た
ち
が
立
ち

寄
り
様
子
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
海
上
に
い
る
こ
ろ
か
ら
具
合
が
悪
く
、
当
地

（
琉
球
）
に
到
着
し
て
以
降
は
少
し
快
方
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ま

だ
に
平
癒
し
な
い
の
で
ど
う
ぞ
薬
を
支
給
し
て
く
だ
さ
い
と
、
ま
た
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
な
の
で
、
確
か
に
申
し
出
ど
お
り
目
薬

を
支
給
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ご
検
討
い
た
だ
い
た
上
で
ど
う
か
支
給

す
る
よ
う
に
ご
命
じ
く
だ
さ
い
。
詰
め
の
足
軽
と
も
相
談
の
上
、
こ
の
こ
と

を
ご
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

二
月
二
十
三
日 

 
 

翁
長
村
詰
取
納
座 

楚
南
里
之
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰
帳
当
座 

屋
良
里
之
子
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側 

様 

 

55
本
日
午
前
八
時
過
ぎ
ご
ろ
、
堀
与
左
衛
門
殿
と
永
山
嘉
左
衛
門
殿
の
お
二

人
が
翁
長
村
に
お
越
し
に
な
り
、
す
ぐ
に
、
漂
着
土
佐
人
の
う
ち
の
万
次
郎

と
い
う
者
を
お
宿
に
お
召
し
に
な
っ
て
、
海
外
諸
国
ま
で
の
距
離
と
位
置
関

係
に
つ
い
て
不
審
な
点
を
色
々
と
お
尋
ね
に
な
り
、
日
没
の
こ
ろ
に
お
帰
り

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
お
役
人
衆
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
昨
晩
、
詰
め
の
足
軽
か
ら
通
達
が
あ
っ
た
の
で
、
（
役
人
た
ち
を

も
て
な
す
）
ご
馳
走
は
、
お
肴
一
つ
、
御
吸
物
一
つ
、
を
豊
見
城
間
切
に
用

意
を
命
じ
て
、
（
役
人
衆
に
）
差
し
上
げ
て
お
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
ご
連
絡
し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

二
月
二
十
八
日 

 
 
 
 
 

54
文
書
と
同
じ
く
、
翁
長
村
詰
め
取
納

座
の
楚
南
里
之
子
と
帳
当
座
の
屋
良
里
之
子
親
雲
上
よ
り 

 
 

御
鎖
之
側 

様 

 

56
漂
着
人
伝
蔵
の
眼
病
の
こ
と
は
、
こ
の
あ
い
だ
支
給
さ
れ
た 
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不
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弥
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目
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吟
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何
分
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可
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此
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今
日
五
ツ
過
時
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堀
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両
人
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内
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万
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里
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不
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を
以
、
入
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時
分
、
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被
成
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尤
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之
段
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、
昨
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よ
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、
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漂
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伝
蔵
、
眼
気
煩
之
儀
、
此
間
被
成
下
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御
物
奉
行
所
の
部
局
に
通
達
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。】 

 

漂
着
土
佐
人
の
う
ち
の
伝
蔵
と
い
う
者
が
眼
病
を
煩
い
目
薬
を
支
給
し

て
ほ
し
い
と
、
関
番
人
を
つ
う
じ
て
申
し
出
た
の
で
、
早
速
私
た
ち
が
立
ち

寄
り
様
子
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
海
上
に
い
る
こ
ろ
か
ら
具
合
が
悪
く
、
当
地

（
琉
球
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に
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以
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は
少
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に
向
か
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て
い
ま
し
た
が
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い
ま

だ
に
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な
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の
で
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く
だ
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と
、
ま
た
申
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出
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確
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目
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前
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す
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宿
に
お
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に
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関
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不
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な
点
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色
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と
お
尋
ね
に
な
り
、
日
没
の
こ
ろ
に
お
帰
り

に
な
ら
れ
ま
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た
。
た
だ
し
、
こ
の
お
役
人
衆
が
い
ら
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ゃ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
昨
晩
、
詰
め
の
足
軽
か
ら
通
達
が
あ
っ
た
の
で
、
（
役
人
た
ち
を

も
て
な
す
）
ご
馳
走
は
、
お
肴
一
つ
、
御
吸
物
一
つ
、
を
豊
見
城
間
切
に
用

意
を
命
じ
て
、
（
役
人
衆
に
）
差
し
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お
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ま
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。
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の
こ
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に
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て
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ご
連
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村
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漂
着
人
伝
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の
眼
病
の
こ
と
は
、
こ
の
あ
い
だ
支
給
さ
れ
た 
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目
薬
ニ
而
宜
躰
有
之
候
得
共
、
晩
よ
り
付
薬 

及
払
底
候
段
、
申
出
有
之
候
間
、
今
壱
壺
ハ 

 

被
下
方
ニ
可
取
計
旨
、
詰
足
軽
よ
り
被
申
聞 

 

候
間
、
弥
申
出
通
、
被
成
下
度
、
此
段
御
問
合
仕
候
。 

 

以
上
。 

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
詰
取
納
座 

 
 

三
月
二
日 

 
 
 
 
 
 

田
崎
里
之
子 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

同
帳
当
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

屋
良
里
之
子
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

57
土
佐
人
伝
蔵
よ
り
、
目
薬
今
（
一
脱
カ
）
壷
被
成
下
度
旨 

 

申
出
候
段
、
被
申
越
紙
面
相
達
候
。
弥
申
出
通 

 

詰
之
大
台
（
所
脱
カ
）
ニ
而
買
入
、
相
渡
候
様
、
可
被
相
達
候
。 

 

此
旨
、
及
返
答
候
。
以
上
。 

 
 

三
月
三
日 

 
 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

58
覚 

ゐ
草
履
三
足 

 

右
、
先
達
而
漂
着
土
佐
人
三
人
江
被
下
置
候 

 

草
り
切
癈
（
廃
）
候
付
、
被
成
下
度
旨
、
申
出
有
之
候
間
、 

 

急
度
相
渡
候
様
、
可
被
申
渡
旨
、
御
差
図
ニ
而
候
。 

 

以
上
。 

 

亥 
 
 

三
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 

松
堂
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

目
薬
で
良
く
な
っ
た
様
子
で
し
た
が
、
晩
に
な
っ
て
つ
け
薬
が
切
れ
た
と
い

う
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
も
う
一
壺
は
支
給
す
る
よ
う
に
と
、
詰
め

の
足
軽
か
ら
指
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
確
か
に
申
し
出
ど
お
り
支
給
し
て
い

た
だ
き
た
く
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

亥
三
月
二
日 

 
 
 

翁
長
詰
取
納
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
崎
里
之
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
詰
帳
当
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

屋
良
里
之
子
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

57
土
佐
人
伝
蔵
か
ら
、
目
薬
を
も
う
一
壷
支
給
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
連
絡
の
書
面
が
（
評
定
所
に
）
届
い
た
。

確
か
に
申
し
出
ど
お
り
、
詰
め
の
大
台
所
役
人
の
方
で
買
入
れ
て
渡
す
よ
う

に
通
達
し
ま
す
。
こ
の
件
を
回
答
し
た
。
以
上
。 

 
 

三
月
三
日 

 
 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 
58
覚 

イ
グ
サ
の
草
履
三
足 

 

右
は
、
以
前
に
漂
着
土
佐
人
三
人
に
支
給
し
て
お
い
た
草
履
が
破
れ
た
の

で
支
給
し
て
ほ
し
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、
必
ず
渡
す
よ
う
に
し

な
さ
い
と
い
う
、
ご
命
令
で
す
。
以
上
で
す
。 

 

亥
三
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 

松
堂
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

                     

〔
急
度 

き
っ
と
〕
必
ず
。 

  

 

右
之
通
、
被
仰
渡
候
間
、
草
り
相
届
次
第
、
詰
之 

 

足
軽
引
合
を
以
、
可
被
相
渡
候
。
此
段
致
問
合
候
。 

 

以
上
。 

 
 

三
月
八
日 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

59
漂
着
人
他
国
人
共
、
被
召
置
候
場
所
江
御
囲 

 

懸
之
外
、
見
物
人
等
立
寄
候
儀
、
堅
御
禁
止 

 

之
事
候
処
、
頃
日
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
江 

 

被
召
置
候
、
漂
着
土
佐
国
之
者
見
物
と
し
て 

 

差
越
候
者
も
有
之
哉
ニ
相
聞
得
、
甚
以
不
可 

 

事
候
。
依
之
、
右
躰
違
犯
之
者
者
屹
与
御
咎
め 

 

不
被
仰
付
候
而
不
叶
事
候
付
、
則
々
名
面
申
出 

 

候
様
、
翁
長
村
詰
役
々
江
被
仰
渡
候
条
、
此
旨
得 

 

其
意
、
御
法
度
之
旨
趣
、
堅
固
相
守
候
様
、《
首
里
中
／
那
覇
中
》 

 

《
泊
中
／
久
米
村
中 

豊
見
城
間
切
江
》
不
洩
、
可
被
申
渡
旨
、
御
差
図 

 

ニ
而
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

三
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 
 

平
等
之
側 

 
 

里
主 

御
物
城 

 
 

惣
役 

長
史 

 
 

泊
頭
取 

 

右
の
と
お
り
、
ご
命
令
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
草
履
が
届
き
次
第
、
詰
め

の
足
軽
の
裁
量
で
渡
し
な
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
連
絡
す
る
。
以
上
。 

 
 

三
月
八
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

59
漂
着
し
た
他
国
人
た
ち
を
留
置
す
る
場
所
に
設
置
し
た
囲
い
の
外
に
見

物
人
な
ど
が
立
ち
寄
る
こ
と
は
堅
く
禁
止
し
て
い
る
が
、
近
頃
、
豊
見
城
間

切
翁
長
村
に
留
置
し
て
い
る
漂
着
し
た
土
佐
国
の
者
を
見
物
す
る
た
め
に

や
っ
て
来
る
者
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
は
な
は
だ
、
よ
ろ
し
く
な
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
違
反
者
は
必
ず
罰

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
、
速
や
か
に
氏
名
を
報
告
す
る
よ
う

に
、
翁
長
村
詰
め
の
諸
役
に
命
じ
ら
れ
た
ゆ
え
、
こ
の
趣
意
を
理
解
し
て
、

御
法
度
の
趣
旨
を
堅
固
に
守
る
よ
う
、
首
里
中
・
那
覇
中
・
泊
中
・
久
米
村

中
・
豊
見
城
間
切
に
、
も
ら
さ
ず
通
達
す
る
よ
う
に
と
の
ご
命
令
で
す
。
以

上
で
す
。 

 

亥
三
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 
 

平
等
之
側 

 
 

里
主 

御
物
城 

 
 

惣
役 

長
史 

 
 

泊
頭
取 

 

        

〔
頃
日 

け
い
じ
つ
〕
こ
の
ご
ろ
。
過

日
。 

  

〔
則
々 

そ
く
そ
く
〕
即
座
に
。 

〔
名
面 

な
め
ん
〕
名
前
。 
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右
之
通
、
被
仰
渡
候
間
、
草
り
相
届
次
第
、
詰
之 

 
足
軽
引
合
を
以
、
可
被
相
渡
候
。
此
段
致
問
合
候
。 

 

以
上
。 

 
 

三
月
八
日 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

59
漂
着
人
他
国
人
共
、
被
召
置
候
場
所
江
御
囲 

 

懸
之
外
、
見
物
人
等
立
寄
候
儀
、
堅
御
禁
止 

 

之
事
候
処
、
頃
日
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
江 

 

被
召
置
候
、
漂
着
土
佐
国
之
者
見
物
と
し
て 

 

差
越
候
者
も
有
之
哉
ニ
相
聞
得
、
甚
以
不
可 

 

事
候
。
依
之
、
右
躰
違
犯
之
者
者
屹
与
御
咎
め 

 

不
被
仰
付
候
而
不
叶
事
候
付
、
則
々
名
面
申
出 

 

候
様
、
翁
長
村
詰
役
々
江
被
仰
渡
候
条
、
此
旨
得 

 

其
意
、
御
法
度
之
旨
趣
、
堅
固
相
守
候
様
、《
首
里
中
／
那
覇
中
》 

 

《
泊
中
／
久
米
村
中 

豊
見
城
間
切
江
》
不
洩
、
可
被
申
渡
旨
、
御
差
図 

 

ニ
而
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

三
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 
 

平
等
之
側 

 
 

里
主 

御
物
城 

 
 

惣
役 

長
史 

 
 

泊
頭
取 

 

右
の
と
お
り
、
ご
命
令
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
草
履
が
届
き
次
第
、
詰
め

の
足
軽
の
裁
量
で
渡
し
な
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
連
絡
す
る
。
以
上
。 

 
 

三
月
八
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

59
漂
着
し
た
他
国
人
た
ち
を
留
置
す
る
場
所
に
設
置
し
た
囲
い
の
外
に
見

物
人
な
ど
が
立
ち
寄
る
こ
と
は
堅
く
禁
止
し
て
い
る
が
、
近
頃
、
豊
見
城
間

切
翁
長
村
に
留
置
し
て
い
る
漂
着
し
た
土
佐
国
の
者
を
見
物
す
る
た
め
に

や
っ
て
来
る
者
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
は
な
は
だ
、
よ
ろ
し
く
な
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
違
反
者
は
必
ず
罰

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
、
速
や
か
に
氏
名
を
報
告
す
る
よ
う

に
、
翁
長
村
詰
め
の
諸
役
に
命
じ
ら
れ
た
ゆ
え
、
こ
の
趣
意
を
理
解
し
て
、

御
法
度
の
趣
旨
を
堅
固
に
守
る
よ
う
、
首
里
中
・
那
覇
中
・
泊
中
・
久
米
村

中
・
豊
見
城
間
切
に
、
も
ら
さ
ず
通
達
す
る
よ
う
に
と
の
ご
命
令
で
す
。
以

上
で
す
。 

 

亥
三
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 
 

平
等
之
側 

 
 

里
主 

御
物
城 

 
 

惣
役 

長
史 

 
 

泊
頭
取 

 

        

〔
頃
日 

け
い
じ
つ
〕
こ
の
ご
ろ
。
過

日
。 

  

〔
則
々 

そ
く
そ
く
〕
即
座
に
。 

〔
名
面 

な
め
ん
〕
名
前
。 
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右
之
通
、
被
仰
渡
置
候
間
、
得
其
意
、
自
然 

 
違
犯
之
者
茂
候
ハ
ヽ
、
則
々
名
面
可
申
越
候
。
此
旨 

 

御
差
図
ニ
而
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

三
月
十
日 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

  

「
返
答
」 

60
漂
着
土
佐
人
宿
囲
外
、
南
表
弐
三
間
先
、
真
前
ニ 

「
本
文 

今
日
承
達
候
。
申
越
通
、
弥
仕
合
さ
せ
候
様
、
可
取
計
候
。
」 

 

有
之
候
、
井
門
道
筋
為
取
締
方
、
む
か
り
仕
置 

「
以
上
」 

 

候
処
、
右
者
共
手
足
并
衣
裳
洗
方
ニ
右
む
か
り 

 

よ
り
不
断
踰
行
、
水
を
用
、
今
形
ニ
而
者
不
締
ニ 

 

相
懸
候
付
、
屹
与
差
止
候
様
、
難
申
付
候
間
、
門
外
ゟ 

 

真
竹
ニ
而
む
か
り
仕
合
さ
せ
候
様
、
可
取
計
旨 

 

詰
足
軽
よ
り
被
相
達
候
付
、
弥
其
通
仕
合 

 

為
致
候
而
者
何
様
可
有
御
座
哉
、
御
吟
味
之
上
、 

 

何
「
分
」
様
被
仰
越
、
可
被
下
候
。
此
段
御
問
合
仕
候
。
以
上
。 

 

亥 

「
廿
日
」 

 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰
取
納
座 

 
 

三
月
十
九
日 

 
 
 
 
 

「
上
」
高
里
筑
登
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

同
帳
当
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
上
」
新
田
筑
登
之
親
雲
上 

「
下
」
御
鎖
之
側 

 

61
豊
見
城
間
切
翁
長
村
江
大
和
横
目
糸
嶺 

 

筑
登
之
親
雲
上
・
吉
浜
筑
登
之
親
雲
上
、
両
人
之
間
一
人
宛 

 

相
詰
さ
せ
候
様
、
可
申
付
旨
、
被
仰
聞
趣
致
承
知
、 

        

〔
井
門 

い
も
ん
〕
井
戸
。 

〔
む
か
り
〕
「
も
か
り
」
「
虎
落
」
と

同
一
か
。 

〔
今
形 

い
ま
な
り
〕
今
成
。
今
の
ま

ま
の
状
態
。 

〔
不
締 

ふ
し
ま
り
〕
不
用
心
。 

         

 

右
の
と
お
り
、
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
趣
意
を
理
解
し
、
万
一
違
反
者
も
あ

る
な
ら
、
速
や
か
に
氏
名
を
報
告
し
な
さ
い
。
こ
の
こ
と
は
（
王
府
の
）
ご

命
令
で
す
。
以
上
で
あ
る
。 

 

亥
三
月
十
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

60
漂
着
土
佐
人
の
宿
所
の
囲
い
の
外
、
南
向
き
約
三
・
六
か
ら
五
・
四
メ
ー

ト
ル
（
二
三
間
）
前
方
の
正
面
に
あ
る
「
井
門
」
へ
の
通
路
の
取
り
締
ま
り

の
た
め
に
「
む
か
り
」
を
設
置
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
者
た
ち
は
手
足

や
衣
裳
を
洗
う
際
に
こ
の
「
む
か
り
」
か
ら
常
に
越
え
て
行
き
、
水
を
使
っ

て
い
る
。
今
の
ま
ま
で
は
不
用
心
に
な
る
の
で
、
必
ず
や
め
さ
せ
る
よ
う
に
、

（
し
か
し
）
言
っ
て
聞
か
す
こ
と
も
難
し
い
の
で
、
門
外
か
ら
真
竹
で
「
む

か
り
」
を
設
置
す
る
よ
う
に
差
配
し
な
さ
い
と
、
詰
め
の
足
軽
か
ら
通
達
が

あ
っ
た
の
で
、
実
際
に
そ
の
と
お
り
に
（
足
軽
が
言
う
と
お
り
に
）
設
置
さ

せ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ご
検
討
い
た
だ
い
た
上
で
、
ど
う
か
ご
裁
可
く

だ
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
亥
三
月
十
九
日 

 
 
 

翁
長
村
詰
取
納
座 

高
里
筑
登
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰
帳
当
座 

新
田
筑
登
之
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側 

 

「
返
答
」
（
本
文
は
本
日
承
り
ま
し
た
。
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、

か
な
ら
ず
設
置
す
る
よ
う
、
差
配
し
ま
す
。
以
上
で
す
。
三
月
二
十
日 

御

鎖
之
側
よ
り
新
田
・
高
里
宛
） 

 

61
豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
大
和
横
目
の
糸
嶺
筑
登
之
親
雲
上
・
吉
浜
筑
登
之

親
雲
上
の
二
人
の
う
ち
一
人
ず
つ
勤
務
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
る
ご
命
令
を

承
り
、 

 

早
速
、
右
両
人
召
寄
、
申
付
候
処
、
今
日
四
ツ
時
分
、 

 

糸
嶺
筑
登
之
親
雲
上
差
越
、
相
詰
申
候
。
此
旨
及
御
返
答
候
。 

 

以
上
。 

 
 

三
月
廿
九
日 

 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

小
禄
親
雲
上 

 

62 此
通
弐
通
、
御
状
方
江
相
渡
、
御
国
元
江
差
登
候
也
。 

「
外
題
ニ
」 

 

漂
着
土
佐
人
伝
間
并
船
具
荷
物
改
帳 

 
 

覚 

一
伝
間
壱
艘
、
長
四
間
半
、
中
差
渡
五
尺
壱
寸 

一
檣
壱
本 

一
帆
桁
壱
本 

一
櫓
壱 

一
打
か
い
四 

一
網
大
小
四
筋 

一
鉄
炮
壱
挺 

「
右
壱
行
、
箱
相
調
入
付
、
差
登
申
候
。」 

一
方
針
壱
箱 

一
箱
壱
鑰
相
添 

 
 

内 

 
 

一
書
物
大
小
拾
七
冊 

 
 
 

内
、
三
冊
者
万
次
郎
覚
留
等
之
由
。
五
冊
ハ 

 
 
 

「
御
仮
屋
御
方
、
後
条
西
洋
絵
五
枚
一
箱
之
内
ニ
入
付
、
被
差
登
候
由
。」 

 
 

一
絵
図
七
巻 

 
 

一
薬
入
付
之
硝
子
七 

 
 

一
小
形
之
ふ
ら
す
こ
壱 

早
速
こ
の
二
人
を
呼
ん
で
命
じ
た
と
こ
ろ
、
今
日
の
午
前
十
時
ご
ろ
、
糸
嶺

筑
登
之
親
雲
上
が
や
っ
て
来
て
勤
務
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ご

返
信
い
た
し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

三
月
二
十
九
日 

 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

小
禄
親
雲
上 

 

62
【
こ
の
と
お
り
二
通
を
御
状
方
に
渡
し
、
鹿
児
島
に
提
出
し
ま
し
た
。
】 

（
外
題
に
）「
漂
着
土
佐
人
の
ボ
ー
ト
と
船
具
・
荷
物
の
検
査
記
録
」 

 
 

覚 

一
、
伝
間
一
艘
、
長
さ
四
間
半
（
約
八
メ
ー
ト
ル
）
、
中
ほ
ど
の
差
し
渡
し

五
尺
一
寸
（
約
百
五
十
三
セ
ン
チ
）
。 

一
、
帆
柱
一
本 

一
、
帆
桁
（
ほ
げ
た
）
一
本 

一
、
櫓
一
つ 

一
、
打
か
い
四
つ 

一
、
網
大
小
四
筋 

一
、
鉄
砲
一
挺 

「
右
一
行
は
、
箱
を
調
達
し
て
収
納
し
（
鹿
児
島
に
）
お
届
け
し
ま
し
た
。」 

一
、
羅
針
盤
一
箱 

一
、
箱
一
つ 

カ
ギ
付
き 

 
 
 

中
に 

 
 

一
、
書
物
大
小
十
七
冊 

 
 

 
 

 

こ
の
う
ち
三
冊
は
万
次
郎
の
備
忘
録
な
ど
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
五
冊
は
（
後
記
の
西
洋
絵
画
五
枚
と
一
つ
の
箱
に
入
れ
て
在
番
奉

行
か
ら
鹿
児
島
に
お
届
け
し
た
そ
う
で
す
）。 

 
 

一
、
絵
図
七
巻 

      

〔
御
国
元 

お
く
に
も
と
〕
鹿
児
島
。 

          

〔
方
針 

ほ
う
し
ん
〕
羅
針
盤
。 

   

〔
覚
留 

お
ぼ
え
ど
め
〕
備
忘
録
。 
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早
速
、
右
両
人
召
寄
、
申
付
候
処
、
今
日
四
ツ
時
分
、 

 
糸
嶺
筑
登
之
親
雲
上
差
越
、
相
詰
申
候
。
此
旨
及
御
返
答
候
。 

 

以
上
。 

 
 

三
月
廿
九
日 

 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

小
禄
親
雲
上 

 

62 此
通
弐
通
、
御
状
方
江
相
渡
、
御
国
元
江
差
登
候
也
。 

「
外
題
ニ
」 

 

漂
着
土
佐
人
伝
間
并
船
具
荷
物
改
帳 

 
 

覚 

一
伝
間
壱
艘
、
長
四
間
半
、
中
差
渡
五
尺
壱
寸 

一
檣
壱
本 

一
帆
桁
壱
本 

一
櫓
壱 

一
打
か
い
四 

一
網
大
小
四
筋 

一
鉄
炮
壱
挺 

「
右
壱
行
、
箱
相
調
入
付
、
差
登
申
候
。」 

一
方
針
壱
箱 

一
箱
壱
鑰
相
添 

 
 

内 

 
 

一
書
物
大
小
拾
七
冊 

 
 
 

内
、
三
冊
者
万
次
郎
覚
留
等
之
由
。
五
冊
ハ 

 
 
 

「
御
仮
屋
御
方
、
後
条
西
洋
絵
五
枚
一
箱
之
内
ニ
入
付
、
被
差
登
候
由
。」 

 
 

一
絵
図
七
巻 

 
 

一
薬
入
付
之
硝
子
七 

 
 

一
小
形
之
ふ
ら
す
こ
壱 

早
速
こ
の
二
人
を
呼
ん
で
命
じ
た
と
こ
ろ
、
今
日
の
午
前
十
時
ご
ろ
、
糸
嶺

筑
登
之
親
雲
上
が
や
っ
て
来
て
勤
務
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ご

返
信
い
た
し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

三
月
二
十
九
日 

 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

小
禄
親
雲
上 

 

62
【
こ
の
と
お
り
二
通
を
御
状
方
に
渡
し
、
鹿
児
島
に
提
出
し
ま
し
た
。
】 

（
外
題
に
）「
漂
着
土
佐
人
の
ボ
ー
ト
と
船
具
・
荷
物
の
検
査
記
録
」 

 
 

覚 

一
、
伝
間
一
艘
、
長
さ
四
間
半
（
約
八
メ
ー
ト
ル
）
、
中
ほ
ど
の
差
し
渡
し

五
尺
一
寸
（
約
百
五
十
三
セ
ン
チ
）
。 

一
、
帆
柱
一
本 

一
、
帆
桁
（
ほ
げ
た
）
一
本 

一
、
櫓
一
つ 

一
、
打
か
い
四
つ 

一
、
網
大
小
四
筋 

一
、
鉄
砲
一
挺 

「
右
一
行
は
、
箱
を
調
達
し
て
収
納
し
（
鹿
児
島
に
）
お
届
け
し
ま
し
た
。」 

一
、
羅
針
盤
一
箱 

一
、
箱
一
つ 
カ
ギ
付
き 

 
 
 

中
に 

 
 

一
、
書
物
大
小
十
七
冊 

 
 

 
 

 

こ
の
う
ち
三
冊
は
万
次
郎
の
備
忘
録
な
ど
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
五
冊
は
（
後
記
の
西
洋
絵
画
五
枚
と
一
つ
の
箱
に
入
れ
て
在
番
奉

行
か
ら
鹿
児
島
に
お
届
け
し
た
そ
う
で
す
）。 

 
 

一
、
絵
図
七
巻 

      

〔
御
国
元 

お
く
に
も
と
〕
鹿
児
島
。 

          

〔
方
針 

ほ
う
し
ん
〕
羅
針
盤
。 

   

〔
覚
留 

お
ぼ
え
ど
め
〕
備
忘
録
。 
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一
鋳
形
壱 

 
 

一
懐
中
鉄
炮
弐
挺 

 
 
 

右
弐
行
、
帆
木
綿
袋
ニ
入 

 
 

一
ヒ
ス
ト
ン
入
紙
張
小
箱
拾
六 

 
 

一
牛
角
弐 

 
 
 

 

内
壱
、
塩
焇
入 

 
 

一
白
砂
糖
入
小
壷
壱 

 
 

一
紙
包
壱 

 
 
 

但
白
薬
入 

 
 

一
引
物
之
筒
拾 

 
 
 

但
、
附
木
入 

 
 

一
丸
薬
入
紙
張
小
箱
弐 

 
 

一
鯨
蝋
壱
本 

 
 

一
膏
薬
弐
壱
包 

 
 

一
白
糸
弐
か
な 

 
 

一
や
す
り
拾
壱
本 

 
 

一
丸
の
み
壱
本 

 
 
 

右
弐
行
、
壱
包 

 
 

一
測
量
道
具
壱
箱 

 
 

一
石
板
壱
枚 

 
 
 

但
、
石
筆
壱
本
添 

 
 

一
蕃
銭
大
小
「
五
」
四
枚 

 
 
 

内
壱
枚
銅
蕃
銭 

 
 

一
四
文
銭
壱
「
文
」
枚 

 
 
 

右
弐
行
、
皮
袋
ニ
入 

 
 

一
釘
并
古
金
物
等
入 

 
 

一
、
薬
入
り
の
ガ
ラ
ス
容
器
七
つ 

 
 

一
、
小
形
の
フ
ラ
ス
コ
一
つ 

 
 

一
、
鋳
形
一
つ 

 
 

一
、
懐
中
鉄
砲
二
挺 

 
 
 

（
右
二
行
は
、
帆
木
綿
袋
に
入
れ
て
あ
る
） 

 
 

一
、
ヒ
ス
ト
ン
入
り
紙
張
り
の
小
箱
十
六
個 

 
 

一
、
牛
角
二
つ
（
う
ち
一
つ
は
塩
硝
入
り
） 

 
 

一
、
白
砂
糖
入
り
小
壷
一
つ 

 
 

一
、
紙
包
み
一
つ
（
た
だ
し
、
白
薬
入
り
） 

 
 

一
、
引
物
の
筒
十
個
（
た
だ
し
、
附
木
入
り
） 

 
 

一
、
丸
薬
入
り
の
紙
張
り
小
箱
二
つ 

 
 

一
、
鯨
蝋
一
本 

 
 

一
、
膏
薬
二
十
一
包
み 

 
 

一
、
白
糸
二
か
な 

 
 

一
、
や
す
り
十
一
本 

 
 

一
、
丸
の
み
一
本 

 
 
 

（
右
二
行
は
一
包
み
） 

 
 

一
、
測
量
道
具
一
箱 

 
 

一
、
石
板
一
枚
（
た
だ
し
、
石
筆
一
本
添
え
） 

 
 

一
、
蕃
銭
大
小
五
枚
（
う
ち
一
枚
は
銅
蕃
銭
） 

 
 

一
、
四
文
銭
一
文 

 
 
 

（
右
二
行
は
皮
袋
に
入
れ
て
あ
る
） 

 
 

一
、
釘
な
ら
び
に
古
金
物
な
ど
が
入
っ
た
も
の 

                         

 
 
 

但
、
箱
之
内
江
作
付
有
之 

 
 

一
緋
崥
岐
衣
裳
弐
枚 

 
 

一
木
綿
衣
裳
弐
枚 

 
 
 

但
、
島
白 

 
 

一
日
本
調
右
同
壱
枚 

 
 
 

但
、
生
国
よ
り
着
懸
之
由
ニ
而
、
致
帰
国
候
節
之 

 
 
 
 
 

為
証
拠
、
致
格
護
置
候
由
。 

 
 

一
ば
つ
ち
四 

 
 
 

但
、
黒
白
赤
島 

 
 

一
袂
時
計
壱 

 
 

一
硝
子
板
三
枚 

 
 

一
西
洋
絵
拾
「
壱
」
枚 

 
 
 

「
内
五
枚
者
、
御
仮
屋
御
方
ゟ
前
条
書
物
一
箱
之
内
ニ
入
付
、
被
差
登
候
由
。」 

 
 

一
耳
飾
弐
ツ 

 
 
 

右
弐
行
、
小
箱
入 

 
 

一
ふ
と
ん
弐
枚 

 
 
 

但
、
白
并
形
付 

 
 

一
帆
木
綿
切
壱 

 
 

一
胴
着
弐 

 
 

一
紅
絹
手
拭
切
壱 

 
 

一
手
貫
壱
通 

 
 

一
足
袋
弐 

 
 

一
胸
懸
弐 

 
 

一
襟
巻
弐 

 
 

一
粒
胡
椒
入
小
皮
袋
壱 

 
 

一
木
綿
切
々
三 

 
 
 

（
た
だ
し
、
箱
の
内
に
作
り
付
け
が
あ
る
） 

 
 

一
、
緋
崥
岐
衣
裳
二
枚 

 
 

一
、
木
綿
衣
裳
二
枚
（
た
だ
し
、
縞
白
） 

 
 

一
、
日
本
製
の
木
綿
衣
裳
一
枚 

 
 
 

（
た
だ
し
、
生
国
よ
り
着
て
き
た
と
い
う
話
で
、
帰
国
す
る
時
の
証

拠
と
す
る
た
め
保
管
し
て
置
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
） 

 
 

一
、「
ば
つ
ち
」
四
（
た
だ
し
、
黒
白
赤
縞
） 

 
 

一
、
懐
中
時
計
一
つ 

 
 

一
、
硝
子
板
三
枚 

 
 

一
、
西
洋
絵
十
一
枚 

 
 
 

（
こ
の
う
ち
五
枚
は
在
番
奉
行
の
方
で
前
条
の
書
物
と
一
つ
の
箱
に

入
れ
て
鹿
児
島
に
お
届
け
し
た
そ
う
で
す
。） 

 
 

一
、
耳
飾
り
二
つ 

 
 
 

（
右
二
行
は
小
箱
に
入
れ
て
あ
る
） 

 
 

一
、
ふ
と
ん
二
枚
（
た
だ
し
、
白
な
ら
び
に
模
様
入
り
） 

 
 

一
、
帆
木
綿
切
一
枚 

 
 

一
、
胴
着
二
着 

 
 

一
、
紅
絹
手
拭
い
切
れ
一
枚 

 
 

一
、
手
貫
一
通 

 
 

一
、
足
袋
二
足 

 
 

一
、
胸
懸
二
枚 

 
 

一
、
襟
巻
二
枚 

 
 

一
、
粒
胡
椒
入
り
の
小
皮
袋
一
つ 

 
 

一
、
木
綿
の
切
れ
三
枚 
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但
、
箱
之
内
江
作
付
有
之 

 
 

一
緋
崥
岐
衣
裳
弐
枚 

 
 

一
木
綿
衣
裳
弐
枚 

 
 
 

但
、
島
白 

 
 

一
日
本
調
右
同
壱
枚 

 
 
 

但
、
生
国
よ
り
着
懸
之
由
ニ
而
、
致
帰
国
候
節
之 

 
 
 
 
 

為
証
拠
、
致
格
護
置
候
由
。 

 
 

一
ば
つ
ち
四 

 
 
 

但
、
黒
白
赤
島 

 
 

一
袂
時
計
壱 

 
 

一
硝
子
板
三
枚 

 
 

一
西
洋
絵
拾
「
壱
」
枚 

 
 
 

「
内
五
枚
者
、
御
仮
屋
御
方
ゟ
前
条
書
物
一
箱
之
内
ニ
入
付
、
被
差
登
候
由
。」 

 
 

一
耳
飾
弐
ツ 

 
 
 

右
弐
行
、
小
箱
入 

 
 

一
ふ
と
ん
弐
枚 

 
 
 

但
、
白
并
形
付 

 
 

一
帆
木
綿
切
壱 

 
 

一
胴
着
弐 

 
 

一
紅
絹
手
拭
切
壱 

 
 

一
手
貫
壱
通 

 
 

一
足
袋
弐 

 
 

一
胸
懸
弐 

 
 

一
襟
巻
弐 

 
 

一
粒
胡
椒
入
小
皮
袋
壱 

 
 

一
木
綿
切
々
三 

 
 
 

（
た
だ
し
、
箱
の
内
に
作
り
付
け
が
あ
る
） 

 
 

一
、
緋
崥
岐
衣
裳
二
枚 

 
 

一
、
木
綿
衣
裳
二
枚
（
た
だ
し
、
縞
白
） 

 
 

一
、
日
本
製
の
木
綿
衣
裳
一
枚 

 
 
 

（
た
だ
し
、
生
国
よ
り
着
て
き
た
と
い
う
話
で
、
帰
国
す
る
時
の
証

拠
と
す
る
た
め
保
管
し
て
置
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
） 

 
 

一
、「
ば
つ
ち
」
四
（
た
だ
し
、
黒
白
赤
縞
） 

 
 

一
、
懐
中
時
計
一
つ 

 
 

一
、
硝
子
板
三
枚 

 
 

一
、
西
洋
絵
十
一
枚 

 
 
 

（
こ
の
う
ち
五
枚
は
在
番
奉
行
の
方
で
前
条
の
書
物
と
一
つ
の
箱
に

入
れ
て
鹿
児
島
に
お
届
け
し
た
そ
う
で
す
。） 

 
 

一
、
耳
飾
り
二
つ 

 
 
 

（
右
二
行
は
小
箱
に
入
れ
て
あ
る
） 

 
 

一
、
ふ
と
ん
二
枚
（
た
だ
し
、
白
な
ら
び
に
模
様
入
り
） 

 
 

一
、
帆
木
綿
切
一
枚 

 
 

一
、
胴
着
二
着 

 
 

一
、
紅
絹
手
拭
い
切
れ
一
枚 

 
 

一
、
手
貫
一
通 

 
 

一
、
足
袋
二
足 

 
 

一
、
胸
懸
二
枚 

 
 

一
、
襟
巻
二
枚 

 
 

一
、
粒
胡
椒
入
り
の
小
皮
袋
一
つ 

 
 

一
、
木
綿
の
切
れ
三
枚 
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一
衣
裳
ち
り
払
壱 

 
 

一
煉
薬
壱
包
壱
本 

 
 

一
書
物
切
々
壱
総 

 
 

一
色
々
總
壱
拼 

 
 

一
小
紙
包
壱 

 
 
 

但
、
壱
弐
分
位
よ
り
三
四
分
位
迄
之
焼
金
四
入 

一
藤
掛
蓋
物
壱 

 
 

内
、
縫
針
道
具
入 

一
絵
具
入
小
箱
壱 

一
伝
間
之
帆
道
具
一
通 

一
小
櫃
壱
鑰
相
添 

 
 

内 

 
 

一
羅
紗
羽
織
弐
枚 

 
 

一
烏
毛
緞
切
壱 

 
 

一
髪
剃
刀
道
具
壱
揃 

 
 

一
錫
杓
子
壱 

 
 

一
衣
裳
五
枚 

 
 

一
木
綿
羽
織
大
小
弐
枚 

 
 

一 

内
、
白
并
形
付 

 
 

一
蕃
銭
壱
枚 

 
 

一
手
貫
壱
通 

 
 
 
 

但
、
右
之
蕃
銭
者
此
手
貫
ニ
入
付
有
之 

一
風
呂
敷
包
壱 

 
 

内 

 
 

一
唐
剃
刀
壱
本 

 
 
 

但
、
合
道
具
相
付 

 
 

一
、
衣
裳
の
ち
り
払
い
一
つ 

 
 

一
、
煉
り
薬
一
包
一
本 

 
 

一
、
書
物
切
々
一
総 

 
 

一
、
色
々
總
一
拼 

 
 

一
、
小
紙
包
一
つ 

 
 

（
た
だ
し
、
一
二
分
位
よ
り
三
四
分
位
ま
で
の
焼
金
四
つ
入
り
） 

一
、
藤
掛
蓋
物
一
つ 

 
 

（
中
に
縫
針
道
具
が
入
れ
て
あ
る
） 

一
、
絵
具
入
り
の
小
箱
一
つ 

一
、
伝
間
の
帆
道
具
一
通 

一
、
小
櫃
一 

カ
ギ
付
き 

 
 

中
に 

 
 

一
、
羅
紗
羽
織
二
枚 

 
 

一
、
烏
毛
緞
切
一 

 
 

一
、
髪
剃
刀
道
具
一
式 

 
 

一
、
錫
杓
子
一 

 
 

一
、
衣
裳
五
枚 

 
 

一
、
木
綿
羽
織
大
小
二
枚 

 
 
 

（
う
ち
、
白
な
ら
び
に
形
付
き
） 

 
 

一
、
蕃
銭
一
枚 

 
 

一
、
手
貫
一
通 

 
 
 

（
た
だ
し
、
右
の
蕃
銭
は
こ
の
「
手
貫
」
に
入
れ
て
あ
る
） 

一
、
風
呂
敷
包
み
一
つ 

 
 

中
に 

 
 

一
、
唐
剃
刀
一
本
（
た
だ
し
、
合
道
具
付
き
） 

                                                  

 
 

一
日
本
剃
刀
壱
本 

 
 

一
鏡
壱 

 
 

一
蓋
付
引
物
壱 

 
 
 

但
さ
ほ
ん
入
付 

 
 

一
庖
丁
壱
刃 

一
風
呂
敷
六
枚 

 

内
、
毛
織
五
枚
、
形
付
壱
枚 

一
蒲
団
壱
枚 

一
衣
裳
三
枚 

 

内
、
毛
織
紫
壱
枚
、
同
島
弐
枚 

一
単
衣
裳
八
枚 

 

但
、
白
衣
形
付
色
々 

一
ば
つ
ち
拾
弐 

 

内
、
毛
織
三
、
其
外
島
紺
地
色
々 

一
雨
羽
織
三
枚 

 

但
、
手
織 

一
頭
巾
三 

一
笠
三 

 

内
、
紙
張
抜
作
之
物
壱 

一
大
錫
皿
壱 

 

但
、
破
物 

一
帆
木
綿
袋
壱 

 

内
、
枕
三
、
其
外
古
わ
た
等
入 

一
水
入
徳
利
壱 

 

但
、
黒
葛
巻 

一
錫
箱
大
小
弐 

 
 

一
、
日
本
剃
刀
一
本 

 
 

一
、
鏡
一
つ 

 
 

一
、
蓋
付
き
の
引
物
一
つ 

 
 
 

（
た
だ
し
、
石
け
ん
が
入
れ
て
あ
る
） 

 
 

一
、
庖
丁
一
刃 

一
、
風
呂
敷
六
枚 

 

（
こ
の
う
ち
、
毛
織
五
枚
、
模
様
入
り
一
枚
） 

一
、
蒲
団
一
枚 

一
、
衣
裳
三
枚 

 

（
こ
の
う
ち
、
毛
織
り
紫
一
枚
、
毛
織
り
縞
二
枚
） 

一
、
単
（
ひ
と
え
）
衣
裳
八
枚 

 

（
た
だ
し
、
白
衣
や
模
様
入
り
な
ど
色
々
） 

一
、「
ば
つ
ち
」
十
二 

 

（
こ
の
う
ち
、
毛
織
三
、
そ
の
ほ
か
縞
・
紺
地
・
色
々
） 

一
、
雨
羽
織
三
枚
（
た
だ
し
、
手
織
り
） 

一
、
頭
巾
三
つ 

一
、
笠
三
つ 

 

（
こ
の
う
ち
、
紙
張
り
抜
作
の
物
一
つ
） 

一
、
大
錫
皿
一
（
た
だ
し
、
破
れ
物
） 

一
、
帆
木
綿
袋
一
つ 

 

（
中
に
、
枕
三
つ
、
そ
の
ほ
か
古
綿
な
ど
が
入
れ
て
あ
る
） 

一
、
水
入
り
徳
利
一
つ
（
た
だ
し
、
黒
葛
巻
） 

一
、
錫
箱
大
小
二
つ 
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一
日
本
剃
刀
壱
本 

 
 

一
鏡
壱 

 
 

一
蓋
付
引
物
壱 

 
 
 

但
さ
ほ
ん
入
付 

 
 

一
庖
丁
壱
刃 

一
風
呂
敷
六
枚 

 

内
、
毛
織
五
枚
、
形
付
壱
枚 

一
蒲
団
壱
枚 

一
衣
裳
三
枚 

 

内
、
毛
織
紫
壱
枚
、
同
島
弐
枚 

一
単
衣
裳
八
枚 

 

但
、
白
衣
形
付
色
々 

一
ば
つ
ち
拾
弐 

 

内
、
毛
織
三
、
其
外
島
紺
地
色
々 

一
雨
羽
織
三
枚 

 

但
、
手
織 

一
頭
巾
三 

一
笠
三 

 

内
、
紙
張
抜
作
之
物
壱 

一
大
錫
皿
壱 

 

但
、
破
物 

一
帆
木
綿
袋
壱 

 

内
、
枕
三
、
其
外
古
わ
た
等
入 

一
水
入
徳
利
壱 

 

但
、
黒
葛
巻 

一
錫
箱
大
小
弐 

 
 

一
、
日
本
剃
刀
一
本 

 
 

一
、
鏡
一
つ 

 
 

一
、
蓋
付
き
の
引
物
一
つ 

 
 
 

（
た
だ
し
、
石
け
ん
が
入
れ
て
あ
る
） 

 
 

一
、
庖
丁
一
刃 

一
、
風
呂
敷
六
枚 

 

（
こ
の
う
ち
、
毛
織
五
枚
、
模
様
入
り
一
枚
） 

一
、
蒲
団
一
枚 

一
、
衣
裳
三
枚 

 

（
こ
の
う
ち
、
毛
織
り
紫
一
枚
、
毛
織
り
縞
二
枚
） 

一
、
単
（
ひ
と
え
）
衣
裳
八
枚 

 

（
た
だ
し
、
白
衣
や
模
様
入
り
な
ど
色
々
） 

一
、「
ば
つ
ち
」
十
二 

 

（
こ
の
う
ち
、
毛
織
三
、
そ
の
ほ
か
縞
・
紺
地
・
色
々
） 

一
、
雨
羽
織
三
枚
（
た
だ
し
、
手
織
り
） 

一
、
頭
巾
三
つ 

一
、
笠
三
つ 

 
（
こ
の
う
ち
、
紙
張
り
抜
作
の
物
一
つ
） 

一
、
大
錫
皿
一
（
た
だ
し
、
破
れ
物
） 

一
、
帆
木
綿
袋
一
つ 

 

（
中
に
、
枕
三
つ
、
そ
の
ほ
か
古
綿
な
ど
が
入
れ
て
あ
る
） 

一
、
水
入
り
徳
利
一
つ
（
た
だ
し
、
黒
葛
巻
） 

一
、
錫
箱
大
小
二
つ 
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〔
先
達
而 

せ
ん
だ
っ
て
〕
さ
き
ご

ろ
。
こ
の
あ
い
だ
。 

〔
琉
衣
裳 

り
ゅ
う
い
し
ょ
う
〕
琉
球

の
服
装
。 

〔
島
入 

し
ま
い
り
〕
縞
模
様
入
り
の

衣
裳
ま
た
は
生
地
。 

 

 

内
、
壱
菓
子
入
、
明
箱 

一
錫
柄
杓
弐 

一
錫
皿
壱 

一
右
同
茶
碗
壱 

 
 

但
、
匕
壱
相
添 

 

亥 
 
 

四
月 

 

63
昨
日
よ
り
、
大
和
横
目
壱
人
、
其
元
江
詰
被
仰
付
置 

 

候
付
、
是
迄
都
而
之
御
用
、
右
大
和
横
目
江
次
渡 

 

い
た
し
、
以
来
諸
御
用
筋
、
大
和
横
目
を
以
、
得
相
談 

 

候
而
取
計
候
様
、
可
相
心
得
候
。
此
段
致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

四
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
詰 

 
 

帳
当
座
筆
者 

同 
 
 

取
納
座
役
人 

 

64
四
月
廿
一
日 

一
漂
着
土
佐
人
共
事
、
先
達
而
、
木
綿
袷
衣
裳
ハ 

 

被
成
下
置
候
処
、
漸
々
暖
気
ニ
相
成
、
単
衣
裳 

 

不
自
由
之
躰
相
見
得
候
間
、
是
又
壱
枚
宛
、
琉 

 

衣
裳
縫
ニ
而
、
可
成
程
、
島
入
之
等
よ
り
被
成
下
度
旨 

 

御
在
番
所
よ
り
御
相
談
之
趣
有
之
、
先
例
者 

 

無
之
候
得
共
、
右
通
御
相
談
有
之
候
付
、
弥
其
通 

 

被
成
下
度
旨
、
綿
紙
切
紙
ニ
書
付
、
御
書
院
当 

 

「
宇
地
原
」
何
親
雲
上
御
取
次
、
達 

 

（
こ
の
う
ち
、
一
つ
は
菓
子
入
り
、
も
う
一
つ
は
あ
き
箱
） 

一
、
錫
柄
杓
二
つ 

一
、
錫
皿
一
枚 

一
、
錫
茶
碗
一
つ 

 

（
た
だ
し
、
さ
じ
一
つ
添
え
） 

 

亥
四
月 

 

63
昨
日
よ
り
、
大
和
横
目
一
人
が
、
そ
ち
ら
（
翁
長
村
）
で
の
勤
務
を
命
じ

ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
御
用
は
、
こ
の
大
和
横
目
に
引

継
ぎ
を
し
て
、
今
後
の
諸
事
は
、
大
和
横
目
と
相
談
し
て
措
置
す
る
よ
う
に

心
得
な
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
連
絡
す
る
。
以
上
。 

 
 

四
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
詰 

帳
当
座
筆
者 

翁
長
村
詰 

取
納
座
役
人 

 

64
四
月
二
十
一
日 

一
漂
着
土
佐
人
た
ち
に
、
以
前
に
、
木
綿
の
袷
（
あ
わ
せ
）
衣
裳
は
支
給
し

て
置
い
た
が
、
だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な
り
、
単
（
ひ
と
え
）
の
着
物
が
必
要
な

様
子
が
見
て
取
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
ま
た
一
枚
ず
つ
、「
琉
衣
裳
縫
い
」
で
、

な
る
べ
く
縞
入
り
の
も
の
な
ど
か
ら
支
給
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
在
番
奉

行
所
か
ら
相
談
が
あ
り
、
前
例
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
相
談
が
あ
っ
た
の

で
、
必
ず
そ
の
と
お
り
支
給
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
綿
紙
切
紙
に
書
き
付

け
、
御
書
院
当
の
宇
地
原
親
雲
上
が
取
り
次
ぎ
、 

                    

〔
虫
気 

む
し
け
〕
腹
痛
を
と
も
な
う

病
気
の
総
称
。 

〔
然
々 

し
か
じ
か
〕
確
か
に
。
十
分
。

は
っ
き
り
。 

 

上
聞
、
相
済
候
付
、
調
方
申
渡
候
也
。 

 

65 

覚 

単
衣
裳
壱
枚
完 

 

但
、
水
色
地
島
木
綿
布
調 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
三
人
江
被
成
下
候
間
、
急
度 

 

相
調
、
翁
長
村
詰
役
々
江
相
渡
候
様
、
小
細
工
奉
行 

 

所
江
可
被
申
渡
候
。
尤
裁
縫
之
儀
者
右
役
々 

 

申
談
、
琉
衣
裳
之
通
、
相
調
候
様
、
是
又
可
被 

 

申
渡
旨
、
御
差
図
ニ
而
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

四
月
廿
一
日 

 
 
 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

申
口 

 

右
之
通
、
被
仰
渡
候
間
、
小
細
（
工
脱
カ
）
奉
行
所
様
子 

 

次
第
、
土
佐
人
申
談
、
縫
調
さ
せ
、
詰
足
軽
引
合 

 

を
以
、
可
被
相
渡
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

四
月
廿
一
日 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

66
漂
着
土
佐
人
、
五
右
衛
門
与
申
者
、
去
ル
廿
日
よ
り 

 

喰
事
以
前
之
様
無
之
候
付
、
私
共
立
寄
、 

 

様
子
相
尋
候
処
、
虫
気
ニ
而
候
哉
、
右
通
喰
事 

 

進
兼
、
其
上
夜
中
然
々
寝
茂
不
罷
成
候
間
、 

 

道
そ
薬
り
被
成
下
度
旨
、
申
出
有
之
、
且
大
和 

 

横
目
并
詰
足
軽
よ
り
茂
、
右
五
右
衛
門
様
子 

国
王
に
上
奏
し
、
裁
可
さ
れ
た
の
で
、
調
達
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。 

 

65 

覚 

単
（
ひ
と
え
）
衣
裳
一
枚
ず
つ 

 

た
だ
し
、
水
色
地
で
島
木
綿
布
を
調
え
た
も
の 

 

右
は
、
漂
着
土
佐
人
三
人
に
支
給
さ
れ
る
の
で
、
必
ず
調
製
し
て
、
翁
長

村
詰
め
の
役
人
衆
に
渡
す
よ
う
に
と
（
い
う
こ
と
を
）
、
小
細
工
奉
行
所
が

命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
裁
縫
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
役
人
衆
と

相
談
し
て
、
琉
衣
裳
の
と
お
り
に
、
調
整
す
る
よ
う
に
と
、
こ
れ
も
ま
た
命

じ
な
さ
い
と
い
う
、
ご
指
示
で
す
。
以
上
で
す
。 

 

亥
四
月
二
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

申
口 

 

右
の
と
お
り
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
小
細
工
奉
行
所
の
事
情
を
見
は
か
ら

い
、
土
佐
人
と
相
談
し
な
が
ら
、
縫
い
調
え
さ
せ
、
詰
め
の
足
軽
の
裁
量
で
、

渡
し
な
さ
い
。
以
上
。 

 

亥
四
月
二
十
一
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

66
漂
着
土
佐
人
の
五
右
衛
門
と
い
う
者
、
去
る
二
十
日
か
ら
食
欲
が
以
前
の

よ
う
に
な
い
の
で
、
私
た
ち
が
立
ち
寄
っ
て
、
様
子
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
腹

の
具
合
が
悪
い
の
か
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
食
事
が
進
ま
な
い
様
子
で
、
そ

の
上
、
夜
中
に
ろ
く
ろ
く
寝
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
ど
う
ぞ
薬
を
支
給

し
て
く
だ
さ
い
と
申
し
出
が
あ
り
、
さ
ら
に
大
和
横
目
と
詰
め
の
足
軽
か
ら

も
、
こ
の
五
右
衛
門
に
様
子
を 

68



                    

〔
虫
気 

む
し
け
〕
腹
痛
を
と
も
な
う

病
気
の
総
称
。 

〔
然
々 

し
か
じ
か
〕
確
か
に
。
十
分
。

は
っ
き
り
。 

 

上
聞
、
相
済
候
付
、
調
方
申
渡
候
也
。 

 
65 
覚 

単
衣
裳
壱
枚
完 

 

但
、
水
色
地
島
木
綿
布
調 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
三
人
江
被
成
下
候
間
、
急
度 

 

相
調
、
翁
長
村
詰
役
々
江
相
渡
候
様
、
小
細
工
奉
行 

 

所
江
可
被
申
渡
候
。
尤
裁
縫
之
儀
者
右
役
々 

 

申
談
、
琉
衣
裳
之
通
、
相
調
候
様
、
是
又
可
被 

 

申
渡
旨
、
御
差
図
ニ
而
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

四
月
廿
一
日 

 
 
 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

申
口 

 

右
之
通
、
被
仰
渡
候
間
、
小
細
（
工
脱
カ
）
奉
行
所
様
子 

 

次
第
、
土
佐
人
申
談
、
縫
調
さ
せ
、
詰
足
軽
引
合 

 

を
以
、
可
被
相
渡
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

四
月
廿
一
日 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

66
漂
着
土
佐
人
、
五
右
衛
門
与
申
者
、
去
ル
廿
日
よ
り 

 

喰
事
以
前
之
様
無
之
候
付
、
私
共
立
寄
、 

 

様
子
相
尋
候
処
、
虫
気
ニ
而
候
哉
、
右
通
喰
事 

 

進
兼
、
其
上
夜
中
然
々
寝
茂
不
罷
成
候
間
、 

 

道
そ
薬
り
被
成
下
度
旨
、
申
出
有
之
、
且
大
和 

 

横
目
并
詰
足
軽
よ
り
茂
、
右
五
右
衛
門
様
子 

国
王
に
上
奏
し
、
裁
可
さ
れ
た
の
で
、
調
達
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。 

 

65 

覚 

単
（
ひ
と
え
）
衣
裳
一
枚
ず
つ 

 

た
だ
し
、
水
色
地
で
島
木
綿
布
を
調
え
た
も
の 

 

右
は
、
漂
着
土
佐
人
三
人
に
支
給
さ
れ
る
の
で
、
必
ず
調
製
し
て
、
翁
長

村
詰
め
の
役
人
衆
に
渡
す
よ
う
に
と
（
い
う
こ
と
を
）
、
小
細
工
奉
行
所
が

命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
裁
縫
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
役
人
衆
と

相
談
し
て
、
琉
衣
裳
の
と
お
り
に
、
調
整
す
る
よ
う
に
と
、
こ
れ
も
ま
た
命

じ
な
さ
い
と
い
う
、
ご
指
示
で
す
。
以
上
で
す
。 

 

亥
四
月
二
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

申
口 

 

右
の
と
お
り
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
小
細
工
奉
行
所
の
事
情
を
見
は
か
ら

い
、
土
佐
人
と
相
談
し
な
が
ら
、
縫
い
調
え
さ
せ
、
詰
め
の
足
軽
の
裁
量
で
、

渡
し
な
さ
い
。
以
上
。 

 

亥
四
月
二
十
一
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

66
漂
着
土
佐
人
の
五
右
衛
門
と
い
う
者
、
去
る
二
十
日
か
ら
食
欲
が
以
前
の

よ
う
に
な
い
の
で
、
私
た
ち
が
立
ち
寄
っ
て
、
様
子
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
腹

の
具
合
が
悪
い
の
か
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
食
事
が
進
ま
な
い
様
子
で
、
そ

の
上
、
夜
中
に
ろ
く
ろ
く
寝
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
ど
う
ぞ
薬
を
支
給

し
て
く
だ
さ
い
と
申
し
出
が
あ
り
、
さ
ら
に
大
和
横
目
と
詰
め
の
足
軽
か
ら

も
、
こ
の
五
右
衛
門
に
様
子
を 
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〔
居
合 

い
あ
い
〕
そ
の
場
に
居
る
こ

と
。 

 

相
尋
候
処
、
虫
気
之
様
有
之
候
。
就
而
者
煎
薬 

 
被
成
下
方
ニ
可
取
計
旨
、
被
申
聞
候
間
、
弥 

 

申
出
通
、
御
差
下
し
被
成
下
候
而
者
何
様
可
有 

 

御
座
「
哉
」
、
御
吟
味
之
上
、
何
分
被
仰
越
可
被
下
候
。
此
段 

 

御
問
合
仕
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
詰
取
納
座 

 
 

四
月
廿
八
（
一
カ
）
日 

 

平
敷
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
同
帳
当
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
田
筑
登
之
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

67
漂
着
土
佐
人
五
右
衛
門
与
申
者
、
虫
気
ニ
而
茂 

 

可
有
之
哉
、
去
廿
日
比
よ
り
食
事
進
兼
候
付
、
煎 

 

薬
被
下
度
旨
、
申
出
有
之
候
間
、
明
日
、
豊
見
城 

 

間
切
翁
長
村
江
差
越
、
看
脈
様
子
等
相
尋
、 

 

「
煎
」
薬
相
与
、
左
候
而
、
此
方
江
之
首
尾
、
明
後
廿
五
日 

 

四
ツ
時
分
、
登 

城
、
可
被
申
出
候
。
此
段
申
達
候
。 

 

以
上
。 

 
 

四
月
廿
三
日 

 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 

異
国
医
者 

 
 

玉
城
筑
登
之
親
雲
上 

 

68
漂
着
土
佐
人
五
右
衛
門
事
、
虫
気
ニ
而
可
有
之
哉
、 

 

喰
事
進
兼
候
付
、
一
昨
日
、
医
者
玉
城
筑
登
之
親
雲
上 

 

爰
元
江
差
越
、
看
脈
、
様
子
等
相
尋
、「
煎
薬
」
弐
袋
之 

 

分
者
居
合
之
上
相
与
ひ
、
三
袋
者
翌
日
是
又 

 

相
与
ひ
候
様
、
右
玉
城
よ
り
被
相
渡
、
其
通
呑
さ
せ
、 

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
腹
の
具
合
が
悪
い
様
子
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
煎
薬

を
支
給
す
る
方
針
で
対
処
す
る
の
が
よ
い
と
（
大
和
横
目
と
詰
め
の
足
軽
か

ら
）
説
得
さ
れ
た
の
で
、
確
か
に
（
土
佐
人
の
）
申
し
出
ど
お
り
に
、
指
示

を
出
さ
れ
支
給
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ご
検
討
の
上
で
、
ど
う
か
命

じ
て
い
た
だ
き
支
給
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
。
こ
の
こ
と
を
、
ご
連
絡

し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

亥
四
月
二
十
一
日 

 
 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
詰 

取
納
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
敷
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰 

帳
当
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
田
筑
登
之
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側 

様 

 

67
漂
着
土
佐
人
の
五
右
衛
門
と
い
う
者
、
腹
の
具
合
が
悪
い
の
か
、
去
る
二

十
日
こ
ろ
か
ら
食
事
が
進
ま
な
い
様
子
な
の
で
、
煎
じ
薬
を
支
給
し
て
ほ
し

い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、
明
日
、
豊
見
城
間
切
の
翁
長
村
に
向
か

い
、
脈
を
看
て
具
合
を
尋
ね
る
な
ど
し
て
、
煎
じ
薬
を
与
え
、
そ
し
て
、
王

府
へ
の
報
告
は
、
明
後
二
十
五
日
の
午
前
十
時
頃
に
登
城
し
て
、
申
し
出
る

よ
う
に
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
通
達
し
た
。
以
上
。 

 
 

四
月
二
十
三
日 

 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

異
国
医
者 
玉
城
筑
登
之
親
雲
上 

 

68
漂
着
土
佐
人
の
五
右
衛
門
の
こ
と
、
腹
の
具
合
が
悪
い
の
か
、
食
事
も
進

ま
な
い
様
子
な
の
で
、
一
昨
日
、
医
者
の
玉
城
筑
登
之
親
雲
上
が
当
地
に
到

着
し
、
脈
を
看
て
、
具
合
を
尋
ね
る
な
ど
し
て
、
煎
じ
薬
二
袋
の
分
は
そ
の

場
で
見
守
り
つ
つ
与
え
、
三
袋
は
翌
日
ま
た
与
え
る
よ
う
に
、
こ
の
玉
城
か

ら
渡
さ
れ
、
そ
の
と
お
り
呑
ま
せ
、 

 

私
共
立
寄
、
様
子
相
尋
候
処
、
今
迄
快
躰 

 

無
之
候
間
、
重
而
医
者
ニ
相
見
得
、
療
治
方
被
下 

 

度
旨
、
右
五
右
衛
門
申
出
有
之
候
付
、
詰
足
軽
相
談
之
上
、 

 

此
段
御
問
合
仕
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 

  

豊
見
城
間
切
翁
長
村
詰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

取
納
座 

 
 

四
月
廿
六
日 

 
 
 
 
 

真
栄
田
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

同
帳
当
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
田
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

友
寄
筑
登
之
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 
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漂
着
土
佐
人
五
右
衛
門
事
、
病
気
相
煩
、
先
達
而 

 

其
方
よ
り
相
与
候
煎
薬
服
用
為
致
候
得
共
、 

 

未
ニ
快
ク
無
之
、
右
付
、
重
而
療
治
を
受
度
旨 

 

申
出
候
段
、
翁
長
村
詰
役
々
よ
り
申
出
趣
有
之 

 

候
間
、
早
々
罷
下
、
療
治
い
た
し
、
左
候
而
、
明
後 

 

廿
九
日
四
ツ
時
分
、
登 

城
、
首
尾
可
被
申
出
候
。
以
上
。 

 
 

四
月
廿
七
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 

異
国
医
者 

 
 

玉
城
筑
登
之
親
雲
上 

 

70 

五
月
二
日 

一
先
達
而
、
野
元
一
郎
殿
・
堀
与
左
衛
門
殿
江
差
上
置
候
、 

 

元
録
（
禄
）
年
間
之
御
條
書
写
、
今
日
、
与
左
衛
門
殿
ゟ 

 

御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
ニ
付
而
御
返
答
有
之
候
事
。 

㈠
漂
着
土
佐
人
五
右
衛
門
、
病
気
ニ
付
、
私
共
不
断 

 

立
寄
、
様
子
相
尋
候
得
者
、
最
初
ハ
喰
事
進
兼
、 

私
た
ち
は
立
ち
寄
り
、
具
合
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
未
だ
に
快
い
状
態
に
な
ら

な
い
の
で
、
も
う
一
度
医
者
に
会
っ
て
、
治
療
を
受
け
た
い
と
、
こ
の
五
右

衛
門
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、
詰
め
の
足
軽
と
相
談
の
上
で
、
こ
の
件
で

ご
連
絡
い
た
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

亥
四
月
二
十
六
日 

 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
詰 

取
納
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
栄
田
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰 

帳
当
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
田
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

友
寄
筑
登
之
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側 

様 

 

69
漂
着
土
佐
人
の
五
右
衛
門
の
こ
と
、
病
気
を
煩
い
、
こ
の
あ
い
だ
貴
殿
が

与
え
た
煎
薬
を
服
用
さ
せ
た
け
れ
ど
も
、
い
ま
だ
に
快
復
せ
ず
、
そ
こ
で
、

再
び
治
療
を
受
け
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
と
、
翁
長
村
詰
め
の
役
人

た
ち
か
ら
申
し
出
の
説
明
が
あ
っ
た
の
で
、
早
急
に
往
診
し
て
治
療
し
、
そ

し
て
、
明
後
二
十
九
日
の
午
前
十
時
頃
に
登
城
し
、
結
果
を
報
告
し
な
さ
い
。

以
上
。 

 
 

四
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

異
国
医
者 

玉
城
筑
登
之
親
雲
上 

 

70 

五
月
二
日 

一
、
こ
の
あ
い
だ
、
野
元
一
郎
殿
・
堀
与
左
衛
門
殿
に
差
し
上
げ
て
置
い
た

元
禄
年
間
の
「
御
条
書
写
」
の
こ
と
で
、
本
日
、
与
左
衛
門
殿
よ
り
御
鎖
之

側
の
小
禄
親
雲
上
を
介
し
て
、
ご
返
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
、
漂
着
土
佐
人
の
五
右
衛
門
が
病
気
な
の
で
、
私
た
ち
が
不
断
に
立
ち
寄

っ
て
様
子
を
尋
ね
て
い
ま
す
が
、
最
初
は
食
事
が
進
ま
ず
、 

                      

70



 

私
共
立
寄
、
様
子
相
尋
候
処
、
今
迄
快
躰 

 
無
之
候
間
、
重
而
医
者
ニ
相
見
得
、
療
治
方
被
下 

 

度
旨
、
右
五
右
衛
門
申
出
有
之
候
付
、
詰
足
軽
相
談
之
上
、 

 

此
段
御
問
合
仕
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 

  

豊
見
城
間
切
翁
長
村
詰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

取
納
座 

 
 

四
月
廿
六
日 

 
 
 
 
 

真
栄
田
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
同
帳
当
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
田
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

友
寄
筑
登
之
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

69
漂
着
土
佐
人
五
右
衛
門
事
、
病
気
相
煩
、
先
達
而 

 

其
方
よ
り
相
与
候
煎
薬
服
用
為
致
候
得
共
、 

 

未
ニ
快
ク
無
之
、
右
付
、
重
而
療
治
を
受
度
旨 

 

申
出
候
段
、
翁
長
村
詰
役
々
よ
り
申
出
趣
有
之 

 

候
間
、
早
々
罷
下
、
療
治
い
た
し
、
左
候
而
、
明
後 

 

廿
九
日
四
ツ
時
分
、
登 

城
、
首
尾
可
被
申
出
候
。
以
上
。 

 
 

四
月
廿
七
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 

異
国
医
者 

 
 

玉
城
筑
登
之
親
雲
上 

 

70 

五
月
二
日 

一
先
達
而
、
野
元
一
郎
殿
・
堀
与
左
衛
門
殿
江
差
上
置
候
、 

 

元
録
（
禄
）
年
間
之
御
條
書
写
、
今
日
、
与
左
衛
門
殿
ゟ 

 

御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上
ニ
付
而
御
返
答
有
之
候
事
。 

㈠
漂
着
土
佐
人
五
右
衛
門
、
病
気
ニ
付
、
私
共
不
断 

 

立
寄
、
様
子
相
尋
候
得
者
、
最
初
ハ
喰
事
進
兼
、 

私
た
ち
は
立
ち
寄
り
、
具
合
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
未
だ
に
快
い
状
態
に
な
ら

な
い
の
で
、
も
う
一
度
医
者
に
会
っ
て
、
治
療
を
受
け
た
い
と
、
こ
の
五
右

衛
門
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、
詰
め
の
足
軽
と
相
談
の
上
で
、
こ
の
件
で

ご
連
絡
い
た
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

亥
四
月
二
十
六
日 

 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
詰 

取
納
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
栄
田
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰 

帳
当
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
田
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

友
寄
筑
登
之
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側 

様 

 

69
漂
着
土
佐
人
の
五
右
衛
門
の
こ
と
、
病
気
を
煩
い
、
こ
の
あ
い
だ
貴
殿
が

与
え
た
煎
薬
を
服
用
さ
せ
た
け
れ
ど
も
、
い
ま
だ
に
快
復
せ
ず
、
そ
こ
で
、

再
び
治
療
を
受
け
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
と
、
翁
長
村
詰
め
の
役
人

た
ち
か
ら
申
し
出
の
説
明
が
あ
っ
た
の
で
、
早
急
に
往
診
し
て
治
療
し
、
そ

し
て
、
明
後
二
十
九
日
の
午
前
十
時
頃
に
登
城
し
、
結
果
を
報
告
し
な
さ
い
。

以
上
。 

 
 

四
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

異
国
医
者 

玉
城
筑
登
之
親
雲
上 

 

70 

五
月
二
日 

一
、
こ
の
あ
い
だ
、
野
元
一
郎
殿
・
堀
与
左
衛
門
殿
に
差
し
上
げ
て
置
い
た

元
禄
年
間
の
「
御
条
書
写
」
の
こ
と
で
、
本
日
、
与
左
衛
門
殿
よ
り
御
鎖
之

側
の
小
禄
親
雲
上
を
介
し
て
、
ご
返
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
、
漂
着
土
佐
人
の
五
右
衛
門
が
病
気
な
の
で
、
私
た
ち
が
不
断
に
立
ち
寄

っ
て
様
子
を
尋
ね
て
い
ま
す
が
、
最
初
は
食
事
が
進
ま
ず
、 
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夜
茂
難
寝
、
難
儀
之
躰
為
有
之
事
候
処
、 

 
医
者
御
差
下
し
、
療
治
被
仰
付
候
以
後
ハ
、
漸
々 

 

喰
事
進
出
、
寝
安
躰
有
之
由
。
尤
、
咽
ニ
毛
之 

 

懸
る
様
つ
ん
の
む
ニ
差
障
迄
ニ
而
候
得
者
、
煎
薬 

 

之
儀
、
今
四
五
日
程
者
被
差
扣
度
、
右
五
右
衛
門 

 

申
出
有
之
候
。
此
段
御
問
合
仕
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
詰
取
納
座 

 
 

五
月
二
日 

 
 
 
 
 
 

真
栄
田
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同
帳
当
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
田
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

同
大
和
横
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

糸
嶺
筑
登
之
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 
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御
国
許
江
御
届
用
、
漂
着
土
佐
人
共
江 

 

品
物
渡
帳
之
儀
、
先
例
之
振
合
を
以
、
親
見
世 

 

役
人
名
前
ニ
各
致
奥
書
候
様
被
仰
付
、
帳
者 

 

爰
元
ニ
而
調
方
申
渡
候
間
、
右
役
人
両
名
□
□
（
唐
名
カ
） 

 

書
出
候
様
、
可
被
申
渡
候
。
是
又
、
土
佐
人
海
上
飯
米 

 

之
儀
、
先
例
通
、
於
親
見
世
致
手
当
候
様
、
被
仰
付 

 

候
間
、
前
々
之
例
を
以
、
日
数
三
拾
日
分
致
手
当
、 

 

尤
、
野
菜
・
肴
も
、
数
日
保
候
品
見
合
、
相
渡
候
儀
共
、 

 

都
而
如
例
被
申
渡
、
左
候
而
、
前
文
小
帳
調
方
ニ
付 

 

見
合
相
成
候
間
、
右
海
上
飯
米
品
立
書
、
爰
元
江
も 

 

差
出
候
様
、
可
被
申
渡
候
。
御
案
（
内
脱
カ
）
之
上
、
此
段
致 

 

問
合
候
。
以
上
。 

 
 

五
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

夜
も
寝
ら
れ
ず
、
難
儀
な
様
子
で
あ
り
ま
し
た
が
、
医
者
を
派
遣
し
、
治
療

を
命
じ
て
い
た
だ
い
て
以
後
は
、
だ
ん
だ
ん
と
食
事
も
進
み
、
寝
や
す
く
も

な
っ
た
様
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
の
ど
に
毛
が
ひ
っ
か
か

る
よ
う
な
状
態
で
、
勢
い
よ
く
飲
み
込
む
の
に
差
し
障
る
程
度
な
の
で
、
煎

薬
に
つ
い
て
は
、
も
う
四
五
日
ほ
ど
は
差
し
ひ
か
え
た
い
と
、
五
右
衛
門
自

身
か
ら
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
ご
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で

す
。 

 

亥
五
月
二
日 

 
 

 

 
 
 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
詰
取
納
座 

 

真
栄
田
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

帳
当
座 

 

新
田
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰
大
和
横
目 

糸
嶺
筑
登
之
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側 

様 
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鹿
児
島
に
お
届
け
す
る
漂
着
土
佐
人
た
ち
へ
の
物
品
支
給
リ
ス
ト
の
こ

と
は
、
前
例
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
親
見
世
役
人
の
名
前
の
箇
所
に
各

自
で
奥
書
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
帳
面
は
当
方
で
調
達
を
指
示
す
る
の

で
、
こ
の
親
見
世
役
人
両
名
の
唐
名
（
か
ら
な
）
を
書
き
出
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
佐
人
た
ち
の
渡
航
中
の
食
糧
の
件
は
、
前
例
ど
お
り
、

親
見
世
で
調
達
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
前
々
か
ら
の
事
例
に
よ

り
、
日
数
三
十
日
分
を
調
達
し
、
な
お
、
野
菜
・
肴
も
数
日
は
日
持
ち
が
す

る
品
を
選
ん
で
渡
す
こ
と
な
ど
、
す
べ
て
前
例
ど
お
り
に
指
示
さ
れ
、
そ
し

て
、
前
文
で
指
示
し
た
物
品
支
給
リ
ス
ト
の
調
製
に
つ
い
て
は
、
見
合
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
渡
航
時
食
糧
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
（
評

定
所
）
に
も
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
（
上
司
に
も
）
お
知
ら

せ
し
た
上
で
、
こ
の
こ
と
を
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

五
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

〔
漸
々 

よ
う
よ
う
〕
だ
ん
だ
ん
と
。 

 

〔
つ
ん
の
む
〕
勢
い
よ
く
飲
む
。
ツ

ン
は
強
め
て
い
う
接
頭
語
。 

          

〔
唐
名 

か
ら
な
〕
ト
ー
ナ
ー
。
琉
球

士
族
の
中
国
名
。 

〔
海
上
飯
米 

か
い
じ
ょ
う
は
ん
ま

い
〕
渡
航
中
の
食
糧
。 

     

 
 

里
主 

 
 

御
物
城 

 

72
去
三
月
、
漂
着
土
佐
人
共
江
被
下
置
候
為
草
り 

 

之
儀
、
最
早
及
大
破
候
間
、
今
三
足
ハ
被
成
下
度
旨
、 

 

詰
足
軽
共
ニ
付
而
申
出
有
之
候
。
此
段
御
問
合 

 

仕
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
詰
取
納
座 

 
 

五
月
九
日 

 
 
 
 
 
 

楚
南
里
之
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
帳
当
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
田
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
大
和
横
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

糸
嶺
筑
登
之
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

73 

覚 

為
草
り
三
足 

 

右
、
先
達
而
漂
着
土
佐
人
三
人
江
被
下
置
候 

 

草
り
切
癈
候
付
、
被
成
下
度
旨
申
出
有
之
候
間
、 

 

急
度
相
渡
候
様
、
可
被
申
渡
旨
、
御
差
図
ニ
而
候
。 

 

以
上
。 

 

亥 
 
 

五
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
之
通
、
被
仰
渡
候
間
、
草
り
相
届
次
第
、 

 

詰
之
足
軽
引
合
を
以
、
可
被
相
渡
候
。
此
段
致 

 

問
合
候
。
以
上
。 

 
 

五
月
十
一
日 

 
 

里
主 

 
 

御
物
城 

 

72
去
る
三
月
に
漂
着
土
佐
人
た
ち
に
支
給
し
て
お
い
た
イ
グ
サ
の
草
履
は
、

す
で
に
大
き
く
破
れ
て
い
る
の
で
、
も
う
三
足
は
支
給
し
て
ほ
し
い
と
、
詰

め
足
軽
た
ち
を
つ
う
じ
て
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
ご
連
絡
し

ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

亥
五
月
九
日 

 

 
 
 
 
 
 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
詰 

取
納
座 

楚
南
里
之
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰 

帳
当
座 

新
田
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰 

大
和
横
目 

糸
嶺
筑
登
之
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側 

様 

 

73 

覚 

イ
グ
サ
の
草
履
三
足 

 

右
は
、
さ
き
ご
ろ
漂
着
土
佐
人
三
人
に
支
給
し
て
置
い
た
草
履
が
擦
り
切

れ
た
の
で
支
給
し
て
ほ
し
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、
確
実
に
渡
す

よ
う
に
し
な
さ
い
と
い
う
、
ご
命
令
で
す
。
以
上
で
す
。 

 

亥
五
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
の
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
草
履
が
届
き
次
第
、
詰
め
の
足
軽
の
裁

量
で
渡
し
な
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
連
絡
し
た
。
以
上
で
あ
る
。 

 
 

五
月
十
一
日 
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里
主 

 
 

御
物
城 

 

72
去
三
月
、
漂
着
土
佐
人
共
江
被
下
置
候
為
草
り 

 

之
儀
、
最
早
及
大
破
候
間
、
今
三
足
ハ
被
成
下
度
旨
、 

 

詰
足
軽
共
ニ
付
而
申
出
有
之
候
。
此
段
御
問
合 

 

仕
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
詰
取
納
座 

 
 

五
月
九
日 

 
 
 
 
 
 

楚
南
里
之
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
帳
当
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
田
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
大
和
横
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

糸
嶺
筑
登
之
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

73 

覚 

為
草
り
三
足 

 

右
、
先
達
而
漂
着
土
佐
人
三
人
江
被
下
置
候 

 

草
り
切
癈
候
付
、
被
成
下
度
旨
申
出
有
之
候
間
、 

 

急
度
相
渡
候
様
、
可
被
申
渡
旨
、
御
差
図
ニ
而
候
。 

 

以
上
。 

 

亥 
 
 

五
月
十
一
日 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
之
通
、
被
仰
渡
候
間
、
草
り
相
届
次
第
、 

 

詰
之
足
軽
引
合
を
以
、
可
被
相
渡
候
。
此
段
致 

 

問
合
候
。
以
上
。 

 
 

五
月
十
一
日 

 
 

里
主 

 
 

御
物
城 

 

72
去
る
三
月
に
漂
着
土
佐
人
た
ち
に
支
給
し
て
お
い
た
イ
グ
サ
の
草
履
は
、

す
で
に
大
き
く
破
れ
て
い
る
の
で
、
も
う
三
足
は
支
給
し
て
ほ
し
い
と
、
詰

め
足
軽
た
ち
を
つ
う
じ
て
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
ご
連
絡
し

ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

亥
五
月
九
日 

 

 
 
 
 
 
 

豊
見
城
間
切
翁
長
村
詰 

取
納
座 

楚
南
里
之
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰 

帳
当
座 

新
田
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰 

大
和
横
目 

糸
嶺
筑
登
之
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側 

様 

 

73 

覚 

イ
グ
サ
の
草
履
三
足 

 

右
は
、
さ
き
ご
ろ
漂
着
土
佐
人
三
人
に
支
給
し
て
置
い
た
草
履
が
擦
り
切

れ
た
の
で
支
給
し
て
ほ
し
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、
確
実
に
渡
す

よ
う
に
し
な
さ
い
と
い
う
、
ご
命
令
で
す
。
以
上
で
す
。 

 

亥
五
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
の
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
草
履
が
届
き
次
第
、
詰
め
の
足
軽
の
裁

量
で
渡
し
な
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
連
絡
し
た
。
以
上
で
あ
る
。 

 
 

五
月
十
一
日 
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翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 
74
漂
着
土
佐
人
共
「
乗
」
無
来
候
伝
間
之
儀
、
当
夏
便 

 

御
国
船
大
聖
丸
よ
り
、
御
国
元
江
被
差
登 

 

候
付
、
右
之
船
頭
よ
り
、
水
主
共
江
伝
間
見
分 

 

為
致
度
旨
、
申
出
有
之
、
明
後
廿
二
日
、
足
軽
差
添
、 

 

其
元
江
被
御
遣
候
段
、
御
仮
屋
方
ゟ
御
掛
合 

 

有
之
候
。
為
心
得
、
此
段
申
越
候
。
以
上
。 

 
 

五
月
廿
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 

摩
文
仁
間
切 

 
 

下
知
役 

 
 

検
者 

 
 
 

地
頭
代 

 

75 

覚 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

摩
文
「
仁
」
仕
間
切 

 

漂
流
之
土
佐
人
乗
合
之
伝
「
間
」
馬
為
御
見
合
、 

 

一
昨
日
、
足
軽
内
藤
直
右
衛
門
、
大
聖
丸
水
主 

 

壱
人
召
烈
（
列
）
、
当
間
切
江
御
差
越
、
御
見
届
相
済 

 

申
候
。
右
伝
間
之
儀
、
御
国
元
江
被
差
登
候
付
、
兎
角 

 

御
仮
屋
御
方
よ
り
表
御
方
江
御
問
合
有
之
筈 

 

候
間
、
其
節
者
無
遅
滞
、
那
覇
江
引
廻
候
様
、 

 

内
藤
直
右
衛
門
御
申
出
之
趣
、
御
座
候
。
然
者
、
当 

 

間
切
之
者
共
、
船
乗
方
存
不
申
次
第
御
座
候
間
、 

 

伝
間
引
廻
方
之
儀
、
兼
城
間
切
糸
満
村
江
被
仰
付 

 

被
下
度
、
奉
願
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

西
掟 

                 

〔
兎
角 

と
か
く
〕
あ
れ
こ
れ
。
い
ず

れ
に
せ
よ
。
と
に
か
く
。 

〔
表
御
方 

お
も
て
ご
ほ
う
〕
評
定
所

の
下
の
御
座
。
表
十
五
人
。 

   

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

74
漂
着
土
佐
人
た
ち
が
乗
船
し
て
き
た
ボ
ー
ト
の
件
は
、
今
年
の
夏
便
の
鹿

児
島
船
大
聖
丸
に
載
せ
て
、
鹿
児
島
に
運
搬
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
大
聖
丸
の

船
長
か
ら
、
水
主
た
ち
に
ボ
ー
ト
を
見
学
さ
せ
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ

り
、
明
後
二
十
二
日
に
、
足
軽
を
付
き
添
わ
せ
て
、
そ
ち
ら
（
摩
文
仁
間
切
）

に
派
遣
す
る
と
、
在
番
奉
行
所
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
事
前
情
報
と
し
て
、

こ
の
こ
と
を
伝
達
し
た
。
以
上
で
あ
る
。 

 
 

五
月
二
十
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

摩
文
仁
間
切 

下
知
役 

検
者 

地
頭
代 

 

75 

覚
（
摩
文
仁
間
切
） 

 

漂
流
し
た
土
佐
人
た
ち
が
乗
り
合
せ
て
い
た
ボ
ー
ト
の
見
学
の
た
め
、
一

昨
日
、
足
軽
の
内
藤
直
右
衛
門
が
、
大
聖
丸
水
主
一
人
を
連
れ
て
、
当
間
切

に
出
向
か
れ
、
ご
検
分
が
済
み
ま
し
た
。
こ
の
ボ
ー
ト
は
鹿
児
島
に
運
搬
さ

れ
る
の
で
、
い
ず
れ
、
在
番
奉
行
所
か
ら
評
定
所
（
表
御
方
）
に
ご
連
絡
が

あ
る
は
ず
で
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
遅
滞
な
く
那
覇
に
廻
船
す
る
よ
う
に

と
、
内
藤
直
右
衛
門
殿
か
ら
申
し
出
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
う
で
は
あ
り
ま

す
が
、
当
間
切
の
者
た
ち
は
、
操
船
に
つ
い
て
知
ら
な
い
と
い
う
事
情
が
あ

り
、
ボ
ー
ト
の
廻
船
に
つ
い
て
は
、
兼
城
間
切
糸
満
村
に
命
じ
て
い
た
だ
き

た
い
と
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 

〔
南
風
掟 

は
え
お
き
て
〕
地
方
役
人

の
一
つ
。
ハ
エ
ウ
ッ
チ
。 

〔
大
掟 
お
お
お
き
て
〕
地
方
役
人
の

一
つ
。
ウ
フ
ウ
ッ
チ
。 

〔
首
里
大
屋
子 

し
ゅ
り
お
お
や
こ
〕

地
方
役
人
。
シ
ュ
リ
ウ
フ
ヤ
ク
。 

             

〔
手
当 

て
あ
て
〕
用
意
。
準
備
。 

 

 
 

五
月
廿
四
日 

 
 
 
 
 

玉
城
に
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
風
掟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
城
に
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
掟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
城
に
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

首
里
大
屋
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
城
筑
登
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
頭
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
嶺
親
雲
上 

 

右
申
出
之
通
、
船
乗
方
存
不
申
次
第
御
座 

 

候
間
、
願
通
被
仰
付
度
、
奉
存
候
。
以
上
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
在
番 

 
 

五
月
廿
四
日 

 
 
 
 
 

潮
平
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

検
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
嘉
喜
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

下
知
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
久
里
里
之
子
親
雲
上 

 

76-1 

同
廿
八
日 

 

漂
着
土
佐
人
共
人
数
・
荷
物
并
伝
間
等
、
乗
船
江 

 

乗
付
方
之
次
第
、
先
例
等
見
合
、
御
在
番
所
□
□
（
よ
り
カ
） 

 

御
相
談
書
相
仕
立
、
先
達
而
、
御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上 

 

を
以
、
堀
与
左
衛
門
殿
取
次
、
差
上
さ
せ
候
処
、
此
節
之
儀
者
、 

 

別
段
之
御
吟
味
を
以
、
左
之
通
、
被
仰
付
候
段
、
今
日 

 

与
左
衛
門
殿
よ
り
、
小
禄
江
被
相
渡
候
付
、
向
々
江
手
当 

 

申
渡
さ
せ
候
事
。 

 

76-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
田
清
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
与
左
衛
門 

 

亥
五
月
二
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
掟 

玉
城
に
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
風
掟 

山
城
に
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
掟 

山
城
に
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

首
里
大
屋
子 

宮
城
筑
登
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
頭
代 

徳
嶺
親
雲
上 

 

右
の
申
し
出
の
と
お
り
、
操
船
に
つ
い
て
知
り
ま
せ
ん
の
で
、
願
い
ど
お

り
に
命
じ
て
い
た
だ
き
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

五
月
二
十
四
日 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
在
番 

潮
平
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

検
者 

新
嘉
喜
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
知
役 

喜
久
里
里
之
子
親
雲
上 

 

76-1 

五
月
二
十
八
日 

 

漂
着
土
佐
人
た
ち
本
人
の
身
柄
、
荷
物
な
ら
び
に
ボ
ー
ト
な
ど
を
乗
船
さ

せ
船
積
み
す
る
順
序
に
つ
い
て
前
例
な
ど
を
見
合
せ
、
在
番
奉
行
所
と
協
議

書
を
作
成
し
、
さ
き
ご
ろ
御
鎖
之
側
の
小
禄
親
雲
上
を
つ
う
じ
て
、
堀
与
左

衛
門
殿
が
取
り
次
ぎ
、
（
在
番
奉
行
所
に
）
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
件

は
特
段
の
ご
配
慮
に
よ
っ
て
左
の
と
お
り
命
じ
ら
れ
、
以
下
の
文
書
（
76-2
）

が
、
本
日
、
与
左
衛
門
殿
か
ら
小
禄
に
渡
さ
れ
、
各
部
局
に
（
乗
船
・
船
積

み
の
）
準
備
が
命
じ
ら
れ
た
。 

 

76-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
田
清
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
与
左
衛
門 
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〔
南
風
掟 

は
え
お
き
て
〕
地
方
役
人

の
一
つ
。
ハ
エ
ウ
ッ
チ
。 

〔
大
掟 

お
お
お
き
て
〕
地
方
役
人
の

一
つ
。
ウ
フ
ウ
ッ
チ
。 

〔
首
里
大
屋
子 

し
ゅ
り
お
お
や
こ
〕

地
方
役
人
。
シ
ュ
リ
ウ
フ
ヤ
ク
。 

             

〔
手
当 

て
あ
て
〕
用
意
。
準
備
。 

 

 
 

五
月
廿
四
日 

 
 
 
 
 

玉
城
に
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
風
掟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
城
に
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
掟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
城
に
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

首
里
大
屋
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
城
筑
登
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
頭
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
嶺
親
雲
上 

 

右
申
出
之
通
、
船
乗
方
存
不
申
次
第
御
座 

 

候
間
、
願
通
被
仰
付
度
、
奉
存
候
。
以
上
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
在
番 

 
 

五
月
廿
四
日 

 
 
 
 
 

潮
平
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

検
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
嘉
喜
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

下
知
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
久
里
里
之
子
親
雲
上 

 

76-1 

同
廿
八
日 

 

漂
着
土
佐
人
共
人
数
・
荷
物
并
伝
間
等
、
乗
船
江 

 

乗
付
方
之
次
第
、
先
例
等
見
合
、
御
在
番
所
□
□
（
よ
り
カ
） 

 

御
相
談
書
相
仕
立
、
先
達
而
、
御
鎖
之
側
小
禄
親
雲
上 

 

を
以
、
堀
与
左
衛
門
殿
取
次
、
差
上
さ
せ
候
処
、
此
節
之
儀
者
、 

 

別
段
之
御
吟
味
を
以
、
左
之
通
、
被
仰
付
候
段
、
今
日 

 

与
左
衛
門
殿
よ
り
、
小
禄
江
被
相
渡
候
付
、
向
々
江
手
当 

 

申
渡
さ
せ
候
事
。 

 

76-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
田
清
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
与
左
衛
門 

 

亥
五
月
二
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
掟 

玉
城
に
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
風
掟 

山
城
に
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
掟 

山
城
に
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

首
里
大
屋
子 

宮
城
筑
登
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
頭
代 

徳
嶺
親
雲
上 

 

右
の
申
し
出
の
と
お
り
、
操
船
に
つ
い
て
知
り
ま
せ
ん
の
で
、
願
い
ど
お

り
に
命
じ
て
い
た
だ
き
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

五
月
二
十
四
日 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
在
番 

潮
平
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

検
者 

新
嘉
喜
里
之
子
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
知
役 

喜
久
里
里
之
子
親
雲
上 

 

76-1 

五
月
二
十
八
日 

 

漂
着
土
佐
人
た
ち
本
人
の
身
柄
、
荷
物
な
ら
び
に
ボ
ー
ト
な
ど
を
乗
船
さ

せ
船
積
み
す
る
順
序
に
つ
い
て
前
例
な
ど
を
見
合
せ
、
在
番
奉
行
所
と
協
議

書
を
作
成
し
、
さ
き
ご
ろ
御
鎖
之
側
の
小
禄
親
雲
上
を
つ
う
じ
て
、
堀
与
左

衛
門
殿
が
取
り
次
ぎ
、
（
在
番
奉
行
所
に
）
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
件

は
特
段
の
ご
配
慮
に
よ
っ
て
左
の
と
お
り
命
じ
ら
れ
、
以
下
の
文
書
（
76-2
）

が
、
本
日
、
与
左
衛
門
殿
か
ら
小
禄
に
渡
さ
れ
、
各
部
局
に
（
乗
船
・
船
積

み
の
）
準
備
が
命
じ
ら
れ
た
。 

 

76-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
田
清
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
与
左
衛
門 

 

75



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
集
院
次
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
上
五
後
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

才
領 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
兵
具
方
足
軽
三
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎖
之
側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
帳
主
取
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
司
官
座
筆
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

壱
人 

 

右
、
来
月
九
日
早
朝
よ
り
翁
長
江
被
差
越
、
漂
着 

 

人
共
江
近
日
中
便
船
有
之
候
付
、
薩
州
迄
差
送 

 

候
段
申
達
、
猶
又
、
漂
着
之
次
第
等
申
聞
事 

 

可
有
之
事
。 

 

76-3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附
役
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽
五
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎖
之
側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
帳
主
取
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
和
横
め
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物
奉
行
方
筆
者
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取
納
座
役
人
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
台
所
役
人
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間
切
役
々
弐
人 

 

右
、
出
帆
前
晩
、
漂
着
土
佐
人
并
荷
物
共
、
大
聖
丸
江 

 

無
（
乗
）
付
之
筈
候
付
、
翁
長
村
よ
り
、
右
人
数
中
途 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
集
院
次
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
上
五
後
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

才
領 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
兵
具
方
の
足
軽
三
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎖
之
側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
帳
主
取
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
司
官
座
の
筆
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

壱
人 

 

右
の
方
々
が
、
来
月
九
日
の
早
朝
か
ら
翁
長
村
に
出
張
さ
れ
、
漂
着
人
た

ち
に
近
日
中
に
船
便
が
あ
る
の
で
薩
州
（
薩
摩
国
）
ま
で
送
る
と
通
達
し
、

ま
た
、
漂
着
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。 

 

76-3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附
役
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽
五
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎖
之
側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
帳
主
取
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
和
横
目
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物
奉
行
方
筆
者
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取
納
座
役
人
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
台
所
役
人
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間
切
役
々
二
人 

 

右
の
者
た
ち
が
、
出
帆
の
前
夜
に
漂
着
土
佐
人
と
荷
物
な
ど
を
大
聖
丸
に

積
み
込
む
予
定
な
の
で
、
翁
長
村
か
ら
の
道
中
を
右
の
人
達
で 

 

〔
才
領 

さ
い
り
ょ
う
〕
荷
物
運
送
の

責
任
者
。
こ
こ
で
は
船
積
み
の
担
当

官
。 

                     

 

致
見
締
、
列
越
、
警
固
江
引
渡
方
可
有
之
候
。
尤 

 

中
途
可
成
丈
、
不
見
（
目
カ
）
立
様
、
列
越
、
夜
入
乗
せ
付
方 

 

可
有
之
、
且
𠸄𠸄𠸄𠸄
人
致
徘
徊
候
儀
茂
難
計
候
付
、 

 

猶
以
可
被
入
念
事
。 

 

76-4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附
役
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎖
之
側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
物
城 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
和
横
め
壱
人 

 

右
、
漂
着
人
乗
来
候
伝
間
、
天
気
次
第
、
大
聖
丸 

 

水
主
弐
人
・
琉
球
船
方
拾
弐
人
乗
付
、
中
途 

 

入
念
、
那
覇
川
口
江
不
目
立
様
、
夜
入
乗
廻
、
右
人
数 

 

出
会
相
改
、
大
聖
丸
江
積
入
、
警
固
江
引
渡
方 

 

可
有
之
候
。
尤
、
異
国
船
等
見
懸
候
ハ
ヽ
、
何
方
浦
江 

 

成
共
漕
入
、
忍
せ
置
候
様
、
分
而
可
被
申
渡
事
。 

 
 

五
月 

 

77
漂
着
土
佐
人
一
件
ニ
付
、
明
日
異
国
方
御
役
々
衆 

 

御
三
人
・
砂
糖
方
古
横
目
・
足
軽
三
人
・
御
鎖
之
側
・ 

 

日
帳
主
取
一
人
・
評
定
所
筆
者
一
人
、
其
元
江 

 

御
差
越
被
成
候
間
、
去
正
月
御
下
之
時
同
様
、 

 

御
馳
走
向
等
手
当
可
被
申
渡
置
候
。
此
段
申
越
候
。 

 

以
上
。 

警
護
し
、
連
行
し
て
、
船
の
警
備
役
に
引
き
渡
す
予
定
で
す
。
た
だ
し
道
中

は
な
る
べ
く
目
立
た
ぬ
よ
う
に
連
行
し
、
夜
に
な
っ
て
か
ら
乗
船
さ
せ
る
予

定
で
、
ま
た
、
英
人
が
徘
徊
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
な
お
一
層
、

念
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

76-4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附
役
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎖
之
側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
物
城 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
和
横
目
一
人 

 

右
は
、
漂
着
人
が
乗
っ
て
来
た
ボ
ー
ト
に
、
天
候
次
第
で
、
大
聖
丸
の
水

主
二
人
と
琉
球
の
船
方
十
二
人
が
乗
り
付
け
、
途
中
で
も
念
を
入
れ
、
目
立

た
ぬ
よ
う
に
、
夜
に
な
っ
て
か
ら
那
覇
港
に
回
漕
し
、
右
の
人
た
ち
が
立
ち

合
い
、
検
査
し
て
、
（
ボ
ー
ト
を
）
大
聖
丸
に
積
み
入
れ
、
船
の
警
備
担
当

者
に
渡
す
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
異
国
船
な
ど
を
見
か
け
た
な
ら
、

ど
の
浦
に
で
も
漕
ぎ
入
れ
て
隠
し
て
置
く
よ
う
に
、
と
く
に
指
示
し
て
く
だ

さ
い
。 

 
 

五
月 

 

77
漂
着
土
佐
人
の
一
件
に
つ
い
て
、
明
日
、
異
国
方
の
役
人
衆
三
人
・
砂
糖

方
の
古
横
目
・
足
軽
三
人
・
御
鎖
之
側
・
日
帳
主
取
一
人
・
評
定
所
筆
者
一

人
（
の
計
十
人
）
が
、
そ
ち
ら
（
翁
長
村
）
に
お
出
で
に
な
る
の
で
、
去
る

正
月
に
来
村
さ
れ
た
時
と
同
様
に
、
ご
馳
走
の
手
配
な
ど
準
備
を
し
て
お
く

よ
う
に
し
な
さ
い
。
こ
の
件
を
伝
え
ま
し
た
。
以
上
で
あ
る
。 

 

                   

〔
砂
糖
方 

さ
と
う
ほ
う
〕
薩
摩
藩
の

担
当
部
局
。
道
光
11
年
（
一
八
三
一
）

代
納
糖
制
導
入
以
降
に
設
置
か
。 

〔
古
横
目 

こ
よ
こ
め
〕
前
任
の
横

目
。 
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致
見
締
、
列
越
、
警
固
江
引
渡
方
可
有
之
候
。
尤 

 
中
途
可
成
丈
、
不
見
（
目
カ
）
立
様
、
列
越
、
夜
入
乗
せ
付
方 

 

可
有
之
、
且
𠸄𠸄𠸄𠸄
人
致
徘
徊
候
儀
茂
難
計
候
付
、 

 

猶
以
可
被
入
念
事
。 

 

76-4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附
役
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎖
之
側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
物
城 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
和
横
め
壱
人 

 

右
、
漂
着
人
乗
来
候
伝
間
、
天
気
次
第
、
大
聖
丸 

 

水
主
弐
人
・
琉
球
船
方
拾
弐
人
乗
付
、
中
途 

 

入
念
、
那
覇
川
口
江
不
目
立
様
、
夜
入
乗
廻
、
右
人
数 

 

出
会
相
改
、
大
聖
丸
江
積
入
、
警
固
江
引
渡
方 

 

可
有
之
候
。
尤
、
異
国
船
等
見
懸
候
ハ
ヽ
、
何
方
浦
江 

 

成
共
漕
入
、
忍
せ
置
候
様
、
分
而
可
被
申
渡
事
。 

 
 

五
月 

 

77
漂
着
土
佐
人
一
件
ニ
付
、
明
日
異
国
方
御
役
々
衆 

 

御
三
人
・
砂
糖
方
古
横
目
・
足
軽
三
人
・
御
鎖
之
側
・ 

 

日
帳
主
取
一
人
・
評
定
所
筆
者
一
人
、
其
元
江 

 

御
差
越
被
成
候
間
、
去
正
月
御
下
之
時
同
様
、 

 

御
馳
走
向
等
手
当
可
被
申
渡
置
候
。
此
段
申
越
候
。 

 

以
上
。 

警
護
し
、
連
行
し
て
、
船
の
警
備
役
に
引
き
渡
す
予
定
で
す
。
た
だ
し
道
中

は
な
る
べ
く
目
立
た
ぬ
よ
う
に
連
行
し
、
夜
に
な
っ
て
か
ら
乗
船
さ
せ
る
予

定
で
、
ま
た
、
英
人
が
徘
徊
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
な
お
一
層
、

念
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

76-4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附
役
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎖
之
側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
物
城 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
和
横
目
一
人 

 

右
は
、
漂
着
人
が
乗
っ
て
来
た
ボ
ー
ト
に
、
天
候
次
第
で
、
大
聖
丸
の
水

主
二
人
と
琉
球
の
船
方
十
二
人
が
乗
り
付
け
、
途
中
で
も
念
を
入
れ
、
目
立

た
ぬ
よ
う
に
、
夜
に
な
っ
て
か
ら
那
覇
港
に
回
漕
し
、
右
の
人
た
ち
が
立
ち

合
い
、
検
査
し
て
、
（
ボ
ー
ト
を
）
大
聖
丸
に
積
み
入
れ
、
船
の
警
備
担
当

者
に
渡
す
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
異
国
船
な
ど
を
見
か
け
た
な
ら
、

ど
の
浦
に
で
も
漕
ぎ
入
れ
て
隠
し
て
置
く
よ
う
に
、
と
く
に
指
示
し
て
く
だ

さ
い
。 

 
 

五
月 

 

77
漂
着
土
佐
人
の
一
件
に
つ
い
て
、
明
日
、
異
国
方
の
役
人
衆
三
人
・
砂
糖

方
の
古
横
目
・
足
軽
三
人
・
御
鎖
之
側
・
日
帳
主
取
一
人
・
評
定
所
筆
者
一

人
（
の
計
十
人
）
が
、
そ
ち
ら
（
翁
長
村
）
に
お
出
で
に
な
る
の
で
、
去
る

正
月
に
来
村
さ
れ
た
時
と
同
様
に
、
ご
馳
走
の
手
配
な
ど
準
備
を
し
て
お
く

よ
う
に
し
な
さ
い
。
こ
の
件
を
伝
え
ま
し
た
。
以
上
で
あ
る
。 

 

                   

〔
砂
糖
方 

さ
と
う
ほ
う
〕
薩
摩
藩
の

担
当
部
局
。
道
光
11
年
（
一
八
三
一
）

代
納
糖
制
導
入
以
降
に
設
置
か
。 

〔
古
横
目 

こ
よ
こ
め
〕
前
任
の
横

目
。 
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〔
右
之
旁 

み
ぎ
の
か
た
が
た
〕
こ
の

つ
い
で
に
。
以
上
の
あ
れ
こ
れ
。 

         

 
 

六
月
八
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

78
漂
着
土
佐
人
と
も
乗
来
候
伝
間
之
儀
、
此
節 

 

御
国
船
大
聖
丸
よ
り
御
国
元
江
被
差
登 

 

候
間
、
船
方
之
者
十
二
人
、
明
日
、
大
聖
丸
船
頭 

 

列
合
を
以
、
右
之
水
主
も
二
人
召
列
、
摩
文
仁
間
切
江 

 

差
越
、
明
後
十
日
、
那
覇
江
乗
廻
来
候
様
、
可
被
申
渡
、 

 

且
又
、
右
伝
間
之
儀
、
破
所
有
之
、
加
修
甫
不
申
者 

 

難
乗
廻
候
間
、
桐
油
・
餅
弐
升
・
間
之
板
壱
枚
・
壱
寸 

 

釘
百
五
拾
本
、
渡
方
被
仰
付
候
様
、
船
方
共
見
分 

 

之
上
、
申
出
有
之
候
間
、
是
又
、
渡
方
可
被
申
渡
候
。 

 

右
之
旁
、
御
案
（
内
脱
カ
）
之
上
、
此
段
致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
八
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

79 伝
間
壱
艘
、
長
四
間
半
、
中
差
渡
五
尺
壱
寸 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
と
も
乗
来
候
等
、
此
節
御
国
船 

 

大
聖
丸
よ
り
御
国
元
江
被
差
登
候
付
、
明
後 

 

十
日
、
摩
文
仁
間
切
ゟ
那
覇
川
江
乗
廻
方
被
仰
付 

 

候
間
、
那
覇
川
到
着
之
上
ハ
、
右
□
船
頭
相
合
、 

 

わ
ら
莚
ニ
而
堅
固
荷
作
相
調
さ
せ
候
様
、
可
被
取
計
旨 

 

御
差
図
ニ
而
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

六
月
八
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

78
漂
着
土
佐
人
た
ち
が
乗
っ
て
来
た
ボ
ー
ト
は
、
こ
の
た
び
鹿
児
島
船
大
聖

丸
に
載
せ
て
鹿
児
島
に
運
搬
す
る
の
で
、
船
方
の
者
十
二
人
は
、
明
日
、
大

聖
丸
の
船
長
が
同
行
し
、
右
の
水
主
も
二
人
連
れ
て
、
摩
文
仁
間
切
に
出
張

し
、
明
後
十
日
に
那
覇
に
廻
船
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

こ
の
ボ
ー
ト
は
破
損
箇
所
が
あ
り
、
修
理
し
な
け
れ
ば
廻
船
で
き
な
い
の

で
、
桐
油
・
餅
二
升
・
間
の
板
一
枚
・
一
寸
釘
百
五
十
本
の
支
給
を
命
じ
て

い
た
だ
き
た
い
と
、
船
方
た
ち
が
検
分
し
た
結
果
、
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、

こ
れ
も
ま
た
、
支
給
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
く
だ
さ
い
。
右
の
諸
事
項
を
合

わ
せ
て
ご
説
明
し
た
上
で
、
こ
の
件
を
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す 

 
 

六
月
八
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

79 ボ
ー
ト
一
艘
、
長
さ
四
間
半
（
約
八
メ
ー
ト
ル
）
、
中
間
の
差
し
渡
し
五
尺

一
寸
（
約
百
五
十
三
セ
ン
チ
） 

 

右
は
、
漂
着
土
佐
人
た
ち
が
乗
っ
て
来
た
も
の
で
、
こ
の
た
び
鹿
児
島
船

大
聖
丸
に
載
せ
て
鹿
児
島
に
運
搬
す
る
の
で
、
明
後
十
日
に
、
摩
文
仁
間
切

か
ら
那
覇
港
に
廻
船
す
る
よ
う
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
那
覇
港
に
到
着

し
た
ら
、
こ
の
船
（
大
聖
丸
）
の
船
長
と
会
い
、
わ
ら
莚
で
堅
固
に
荷
作
り

を
調
え
さ
せ
る
よ
う
取
り
計
り
な
さ
い
と
の
ご
指
示
で
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

六
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

80
明
後
十
日
、
土
佐
人
伝
間
、
摩
文
仁
間
切
ゟ
那
覇
川
江 

 

乗
廻
方
被
仰
付
筈
候
。
右
ニ
付
、
万
一
中
途 

 

異
国
船
抔
見
掛
候
ハ
ヽ
、
何
方
浦
江
も
差
懸
次
第
、 

 

陸
江
引
登
、
異
国
人
目
ニ
不
掛
様
、
格
護
不
致 

 

候
而
不
叶
候
間
、
早
々
其
手
組
い
た
し
置
、
伝
間 

 

乗
人
数
様
子
次
第
、
無
遅
々
罷
出
、
右
人
数 

 

相
合
、
格
護
方
取
計
候
様
、
中
途
之
間
切
〳
〵
江 

 

可
被
申
渡
候
。
此
段
致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
八
日 

 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

81 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目
衆
御
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附
役
衆
御
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
鎖
之
側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
物
城 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
和
横
め
壱
人 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
乗
来
候
伝
間
、
明
後
十
日 

 

摩
文
仁
間
切
よ
り
那
覇
川
江
乗
廻
候
付
、
那
覇
川 

 

到
着
之
上
者
右
御
人
数
御
出
張
御
改
被
成
候
間
、 

 

左
様
可
被
相
心
得
、
尤
大
和
横
目
江
者
各
よ
り
可
被 

 

相
達
候
。
此
段
致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
八
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

     

〔
手
組 

て
ぐ
み
〕
手
は
ず
。
段
取
り
。 

                

 
 

御
物
奉
行 

 

80
明
後
十
日
に
、
土
佐
人
の
ボ
ー
ト
を
、
摩
文
仁
間
切
か
ら
那
覇
港
に
廻
船

す
る
よ
う
に
と
の
ご
命
令
が
出
る
は
ず
で
す
。
こ
の
こ
と
で
、
も
し
途
中
で

異
国
船
な
ど
を
見
か
け
た
な
ら
ば
、
ど
こ
の
浦
に
で
も
差
し
か
か
り
次
第
、

陸
に
引
き
上
げ
、
異
国
人
の
目
に
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
保
管
し
な
く
て
は
い
け

な
い
の
で
、
早
急
に
そ
の
準
備
を
し
て
お
き
、
ボ
ー
ト
の
乗
員
の
状
況
に
よ

っ
て
は
遅
滞
な
く
駆
け
付
け
、
こ
の
乗
員
た
ち
と
合
流
し
て
、
船
の
保
管
に

努
め
る
よ
う
に
、
途
中
の
諸
間
切
に
指
示
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
件
を
連
絡

し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

六
月
八
日 

 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

81 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目
衆
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

附
役
衆
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
鎖
之
側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
物
城 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
和
横
目
一
人 

 

右
（
の
リ
ス
ト
）
は
、
漂
着
土
佐
人
が
乗
っ
て
来
た
ボ
ー
ト
を
、
明
後
十

日
に
摩
文
仁
間
切
か
ら
那
覇
港
に
廻
船
す
る
の
で
、
那
覇
港
に
到
着
し
た

ら
、
右
の
方
々
が
出
張
さ
れ
、
検
査
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
心
得
て
い

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
大
和
横
目
に
は
各
自
で
通
達
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

件
を
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

六
月
八
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

78



 
 

御
物
奉
行 

 
80
明
後
十
日
、
土
佐
人
伝
間
、
摩
文
仁
間
切
ゟ
那
覇
川
江 

 

乗
廻
方
被
仰
付
筈
候
。
右
ニ
付
、
万
一
中
途 

 

異
国
船
抔
見
掛
候
ハ
ヽ
、
何
方
浦
江
も
差
懸
次
第
、 

 

陸
江
引
登
、
異
国
人
目
ニ
不
掛
様
、
格
護
不
致 

 

候
而
不
叶
候
間
、
早
々
其
手
組
い
た
し
置
、
伝
間 

 

乗
人
数
様
子
次
第
、
無
遅
々
罷
出
、
右
人
数 

 

相
合
、
格
護
方
取
計
候
様
、
中
途
之
間
切
〳
〵
江 

 

可
被
申
渡
候
。
此
段
致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
八
日 

 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

81 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目
衆
御
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附
役
衆
御
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
鎖
之
側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
物
城 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
和
横
め
壱
人 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
乗
来
候
伝
間
、
明
後
十
日 

 

摩
文
仁
間
切
よ
り
那
覇
川
江
乗
廻
候
付
、
那
覇
川 

 

到
着
之
上
者
右
御
人
数
御
出
張
御
改
被
成
候
間
、 

 

左
様
可
被
相
心
得
、
尤
大
和
横
目
江
者
各
よ
り
可
被 

 

相
達
候
。
此
段
致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
八
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

     

〔
手
組 

て
ぐ
み
〕
手
は
ず
。
段
取
り
。 

                

 
 

御
物
奉
行 

 

80
明
後
十
日
に
、
土
佐
人
の
ボ
ー
ト
を
、
摩
文
仁
間
切
か
ら
那
覇
港
に
廻
船

す
る
よ
う
に
と
の
ご
命
令
が
出
る
は
ず
で
す
。
こ
の
こ
と
で
、
も
し
途
中
で

異
国
船
な
ど
を
見
か
け
た
な
ら
ば
、
ど
こ
の
浦
に
で
も
差
し
か
か
り
次
第
、

陸
に
引
き
上
げ
、
異
国
人
の
目
に
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
保
管
し
な
く
て
は
い
け

な
い
の
で
、
早
急
に
そ
の
準
備
を
し
て
お
き
、
ボ
ー
ト
の
乗
員
の
状
況
に
よ

っ
て
は
遅
滞
な
く
駆
け
付
け
、
こ
の
乗
員
た
ち
と
合
流
し
て
、
船
の
保
管
に

努
め
る
よ
う
に
、
途
中
の
諸
間
切
に
指
示
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
件
を
連
絡

し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

六
月
八
日 

 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

81 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目
衆
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

附
役
衆
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
鎖
之
側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
物
城 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
和
横
目
一
人 

 

右
（
の
リ
ス
ト
）
は
、
漂
着
土
佐
人
が
乗
っ
て
来
た
ボ
ー
ト
を
、
明
後
十

日
に
摩
文
仁
間
切
か
ら
那
覇
港
に
廻
船
す
る
の
で
、
那
覇
港
に
到
着
し
た

ら
、
右
の
方
々
が
出
張
さ
れ
、
検
査
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
心
得
て
い

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
大
和
横
目
に
は
各
自
で
通
達
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

件
を
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

六
月
八
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 
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里
主 

 
 

御
物
城 

 

82 

同
九
日 

一
早
朝
、
左
之
人
数
、
翁
長
村
江
被
差
越
、
土
佐 

 

人
共
江
、
近
日
中
便
船
有
之
候
付
、
薩
州
迄 

 

差
送
候
段
相
達
、
猶
又
、
漂
着
之
次
第
、
可
被
致 

 

尋
問
、
七
ツ
過
時
分
、
被
罷
帰
候
事
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
田
清
右
衛
門
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
与
左
衛
門
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
集
院
次
左
衛
門
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
上
五
後
右
衛
門
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

足
軽 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
藤
直
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
鎖
之
側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
禄
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
帳
主
取 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評
定
所
筆
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

比
屋
根
里
之
子
親
雲
上 

一
左
之
通
、
那
覇
役
人
方
并
翁
長
村
江
致
問
合 

 

候
事
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
め
衆
御
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附
役
衆
御
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽
五
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
鎖
之
側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
帳
主
取
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
主 

 
 

里
主 

 
 

御
物
城 

 

82 

六
月
九
日 

一
、
早
朝
、
左
の
方
々
が
翁
長
村
に
お
出
で
に
な
り
、
土
佐
人
た
ち
に
近
日

中
に
船
便
が
あ
る
の
で
薩
州
ま
で
送
る
と
通
達
し
、
ま
た
、
漂
着
の
経
緯
に

つ
い
て
尋
問
さ
れ
た
よ
う
で
、
午
後
四
時
過
ぎ
に
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
田
清
右
衛
門
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
与
左
衛
門
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
集
院
次
左
衛
門
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
上
五
後
右
衛
門
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽 

 
 

内
藤
直
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
鎖
之
側 

小
禄
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
帳
主
取 

兼
城
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

評
定
所
筆
者 

比
屋
根
里
之
子
親
雲
上 

一
、
左
の
と
お
り
、
那
覇
役
人
衆
な
ら
び
に
翁
長
村
に
連
絡
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目
衆
御
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附
役
衆
御
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽
五
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
鎖
之
側 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
帳
主
取
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
主 

                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
和
横
め
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
物
奉
行
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

筆
者
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取
納
座
役
人
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
台
所
役
人
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間
切
役
々
弐
人 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
共
事
、
此
節
御
国
船 

 

大
聖
丸
ゟ
御
国
元
江
被
送
越
候
付
、
出
帆
之 

 

前
晩
、
土
佐
人
并
荷
物
共
、
右
御
人
数
警
固
ニ
而
、 

 

其
元
よ
り
那
覇
江
被
列
越
、
乗
船
江
被
乗
付 

 

候
間
、
諸
事
其
手
当
い
た
し
置
、
出
帆
之
日
柄 

 

相
究
、
爰
元
様
子
次
第
、
何
角
不
差
支
様 

 

可
被
取
計
候
。
此
段
申
越
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

83
翁
長
村
よ
り
那
覇
江
被
列
越
、
乗
船
江
被
乗
付 

 

候
間
、
左
様
可
被
相
心
得
候
。
尤
、
大
和
横
目
者
翁
長
村 

 

詰
合
之
方
よ
り
相
勤
、
別
段
差
越
ニ
不
及
候
。
此
段 

 

致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
十
日 

 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 

84
漂
着
土
佐
人
宿
入
付
諸
道
具
之
儀
、
土
佐
人 

 

一
同
御
国
元
江
被
差
送
候
間
、
右
者
共
那
覇
江 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
和
横
目
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
物
奉
行
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

筆
者
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取
納
座
役
人
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
台
所
役
人
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間
切
の
諸
役
人
二
人 

 

右
は
、
漂
着
土
佐
人
た
ち
を
、
こ
の
た
び
鹿
児
島
船
大
聖
丸
で
鹿
児
島
に

送
致
す
る
の
で
、
出
帆
の
前
夜
、
土
佐
人
な
ら
び
に
荷
物
な
ど
を
、
右
の
方
々

が
警
衛
さ
れ
、
そ
ち
ら
（
翁
長
村
）
か
ら
那
覇
に
移
動
し
、
乗
船
さ
せ
る
の

で
、
諸
事
そ
の
準
備
を
し
て
お
く
よ
う
に
。
出
帆
の
日
程
を
決
め
、
こ
ち
ら

の
様
子
次
第
で
何
も
支
障
が
な
い
よ
う
に
取
り
計
り
な
さ
い
。
こ
の
件
を
伝

え
た
。
以
上
。 

 
 

六
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

83
（
漂
着
者
を
）
翁
長
村
か
ら
那
覇
に
連
行
し
、
乗
船
さ
せ
る
の
で
、
そ
の

よ
う
に
心
得
な
さ
い
。
た
だ
し
、
大
和
横
目
は
翁
長
村
詰
め
の
者
か
ら
勤
め

さ
せ
れ
ば
よ
い
の
で
、
特
に
（
那
覇
か
ら
）
出
張
す
る
に
は
及
び
ま
せ
ん
。

こ
の
件
を
連
絡
し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

六
月
十
日 

 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 

84
漂
着
土
佐
人
の
宿
所
に
備
え
付
け
た
道
具
類
の
こ
と
は
、
土
佐
人
一
同
が

鹿
児
島
に
送
り
届
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
者
た
ち
を
那
覇
に 
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大
和
横
め
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
物
奉
行
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

筆
者
壱
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取
納
座
役
人
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
台
所
役
人
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間
切
役
々
弐
人 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
共
事
、
此
節
御
国
船 

 

大
聖
丸
ゟ
御
国
元
江
被
送
越
候
付
、
出
帆
之 

 

前
晩
、
土
佐
人
并
荷
物
共
、
右
御
人
数
警
固
ニ
而
、 

 

其
元
よ
り
那
覇
江
被
列
越
、
乗
船
江
被
乗
付 

 

候
間
、
諸
事
其
手
当
い
た
し
置
、
出
帆
之
日
柄 

 

相
究
、
爰
元
様
子
次
第
、
何
角
不
差
支
様 

 

可
被
取
計
候
。
此
段
申
越
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

83
翁
長
村
よ
り
那
覇
江
被
列
越
、
乗
船
江
被
乗
付 

 

候
間
、
左
様
可
被
相
心
得
候
。
尤
、
大
和
横
目
者
翁
長
村 

 

詰
合
之
方
よ
り
相
勤
、
別
段
差
越
ニ
不
及
候
。
此
段 

 

致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
十
日 

 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 

84
漂
着
土
佐
人
宿
入
付
諸
道
具
之
儀
、
土
佐
人 

 

一
同
御
国
元
江
被
差
送
候
間
、
右
者
共
那
覇
江 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
和
横
目
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
物
奉
行
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

筆
者
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取
納
座
役
人
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
台
所
役
人
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間
切
の
諸
役
人
二
人 

 

右
は
、
漂
着
土
佐
人
た
ち
を
、
こ
の
た
び
鹿
児
島
船
大
聖
丸
で
鹿
児
島
に

送
致
す
る
の
で
、
出
帆
の
前
夜
、
土
佐
人
な
ら
び
に
荷
物
な
ど
を
、
右
の
方
々

が
警
衛
さ
れ
、
そ
ち
ら
（
翁
長
村
）
か
ら
那
覇
に
移
動
し
、
乗
船
さ
せ
る
の

で
、
諸
事
そ
の
準
備
を
し
て
お
く
よ
う
に
。
出
帆
の
日
程
を
決
め
、
こ
ち
ら

の
様
子
次
第
で
何
も
支
障
が
な
い
よ
う
に
取
り
計
り
な
さ
い
。
こ
の
件
を
伝

え
た
。
以
上
。 

 
 

六
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

83
（
漂
着
者
を
）
翁
長
村
か
ら
那
覇
に
連
行
し
、
乗
船
さ
せ
る
の
で
、
そ
の

よ
う
に
心
得
な
さ
い
。
た
だ
し
、
大
和
横
目
は
翁
長
村
詰
め
の
者
か
ら
勤
め

さ
せ
れ
ば
よ
い
の
で
、
特
に
（
那
覇
か
ら
）
出
張
す
る
に
は
及
び
ま
せ
ん
。

こ
の
件
を
連
絡
し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

六
月
十
日 

 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 

84
漂
着
土
佐
人
の
宿
所
に
備
え
付
け
た
道
具
類
の
こ
と
は
、
土
佐
人
一
同
が

鹿
児
島
に
送
り
届
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
者
た
ち
を
那
覇
に 
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列
越
候
節
、
一
同
差
越
、
大
聖
丸
船
頭
江
引
渡 

 
い
た
し
候
様
、
可
相
心
得
候
。
此
旨
申
越
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 

川
上
親
雲
上 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

85 

同
日 

一
今
日
、
土
佐
人
伝
間
摩
文
仁
間
切
よ
り
乗
廻
、
暮
時
分 

 

那
覇
致
入
津
候
付
、
横
目
・
附
役
衆
・
足
軽
并
鎖
之
側
・ 

 

里
主
・
御
物
城
・
大
和
横
目
、
出
会
、
相
改
、
則
大
聖
丸
江 

 

引
乗
、
御
船
手
よ
り
、
わ
ら
莚
ニ
而
致
荷
作
、
船
頭
江 

 

引
渡
候
事
。 

 

86
漂
着
土
佐
国
人
共
、
乗
船
江
御
乗
せ
付
之
儀
、 

 

兼
而
者
来
十
三
日
之
筋
ニ
而
候
処
、
十
四
日
ニ
被
仰
付
候
。 

 

尤
、
御
横
目
・
御
附
役
者
、
同
日
四
ツ
時
分
、
直
ニ
翁
長
村
江 

 

御
差
越
被
成
候
間
、
御
鎖
之
側
・
日
帳
主
取
茂
其 

 

御
心
得
を
以
、
御
差
越
被
成
候
様
、
且
右
土
佐
人
共
乗
用 

 

加
籠
并
荷
物
持
夫
等
、
御
手
当
被
成
候
様
、
私
よ
り 

 

可
達
上
旨
、
御
奉
行
様
ゟ
被
仰
聞
候
間
、
此
段 

 

致
御
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

附
、
乗
船
江
乗
渡
用
大
和
伝
間
両
艘
、
川
上 

 
 
 
 

五
後
右
衛
門
殿
江
御
手
当
被
仰
付
置
候
段
、 

 
 
 
 

是
又
、
御
奉
行
様
よ
り
被
仰
聞
候
。 

 
 

六
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

連
行
す
る
際
に
、
警
護
の
者
た
ち
一
同
も
移
動
し
、
（
道
具
類
を
）
大
聖
丸

の
船
長
に
引
き
渡
す
よ
う
に
心
得
な
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
伝
え
た
。
以
上
。 

 
 

六
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 

川
上
親
雲
上 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

85 

同
日
（
六
月
十
日
） 

一
、
本
日
、
土
佐
人
の
ボ
ー
ト
を
摩
文
仁
間
切
よ
り
回
漕
し
、
日
没
頃
に
那

覇
に
入
港
し
た
の
で
、
横
目
衆
・
附
役
衆
・
足
軽
な
ら
び
に
鎖
之
側
・
里
主
・

御
物
城
・
大
和
横
目
が
立
ち
合
い
、
検
査
し
、
す
ぐ
に
大
聖
丸
に
乗
せ
て
、

御
船
手
奉
行
所
か
ら
供
出
さ
せ
た
、
わ
ら
莚
（
む
し
ろ
）
で
荷
づ
く
り
し
、

船
長
に
引
き
渡
し
ま
し
た
。 

 

86
漂
着
土
佐
国
人
た
ち
を
乗
船
さ
せ
る
件
に
つ
い
て
、
か
つ
て
は
来
た
る
十

三
日
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
十
四
日
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
（
在
番
奉
行
所
の
）
横
目
と
附
役
の
お
二
人
は
、
十
四
日
の
午
前
十

時
頃
に
、
直
接
翁
長
村
に
お
出
で
に
な
ら
れ
ま
す
の
で
、
鎖
之
側
と
日
帳
主

取
も
そ
の
お
心
づ
も
り
で
、
（
翁
長
村
に
）
ご
出
張
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。
ま

た
、
こ
の
土
佐
人
た
ち
を
乗
せ
る
駕
籠
や
荷
物
持
ち
の
人
夫
な
ど
を
手
配
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
私
か
ら
王
府
に
上
申
す
る
よ
う
に
、
在
番
奉
行
様

よ
り
命
じ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
件
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 

追
記 

大
聖
丸
に
（
土
佐
人
た
ち
を
）
乗
船
さ
せ
る
た
め
の
日
本
の
伝
馬

船
二
艘
を
、
川
上
五
後
右
衛
門
殿
に
準
備
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
と
、
こ

れ
も
ま
た
、
お
奉
行
様
か
ら
伺
い
ま
し
た
。 

 
 

六
月
十
一
日 

 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側 

様 

                       

 

87
夜
前
、
嫡
子
本
部
里
之
子
親
雲
上
致
死
去
、
私
為
ニ
者 

 

本
家
之
又
従
兄
ニ
而
、
五
日
之
忌
相
掛
申
候
処
、 

 

来
十
四
日
、
土
佐
国
人
一
件
付
、
翁
長
村
江 

 

差
越
候
儀
、
御
物
城
差
越
候
而
も
相
済
可
申
哉
、 

 

何
分
之
御
返
答
、
早
々
被
仰
越
度
、
此
段 

 

致
御
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
十
二
日 

 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

川
平
親
雲
上 

 

88
漂
着
土
佐
人
共
那
覇
江
列
越
方
之
儀
、
来
十
四
日
ニ 

 

相
究
り
、
御
役
々
衆
も
同
日
四
ツ
時
分
直
ニ
其
元
江 

 

御
差
越
可
被
成
、
且
右
土
佐
人
共
乗
せ
用
加
籠
并 

 

荷
物
「
夫
」
夫
等
手
当
い
た
し
置
候
様
、
御
在
番
所
ゟ 

 

被
仰
聞
候
段
、
那
覇
役
人
方
よ
り
申
来
候
間
、
夫
々 

 

手
当
い
た
し
置
、
聊
無
支
様
、
可
被
取
計
候
。
此
段 

 

致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
十
二
日 

 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

89
漂
着
土
佐
人
共
乗
船
之
儀
、
来
十
四
日
ニ
被
仰
付
、 

 

御
役
々
衆
も
同
日
四
ツ
時
分
直
ニ
翁
長
村
江
御
差
越 

 

被
成
候
間
、
我
々
も
其
心
得
を
以
、
差
越
候
様
、
且
加
籠
・ 

 

荷
物
夫
等
、
手
当
可
有
之
旨
、
御
在
番
所
よ
り 

 

被
仰
聞
候
段
、
被
申
越
趣
相
達
、
遂
披
露
、
夫
々 

 

87
昨
夜
、
嫡
子
の
本
部
里
之
子
親
雲
上
が
死
去
い
た
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
は
、
本
家
の
「
ま
た
い
と
こ
」
に
当
た
り
、
（
慣
例
で
は
）
五
日
の
忌
引

き
に
な
り
ま
す
が
、
（
私
は
）
来
た
る
十
四
日
に
、
土
佐
国
人
の
一
件
で
、

翁
長
村
に
出
張
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
（
私
の
代
わ
り
に
）
御
物

城
が
出
張
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
何
ら
か
の
ご
返
答
を
早
急
に
い

た
だ
き
た
く
、
こ
の
件
を
ご
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

六
月
十
二
日 

 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

川
平
親
雲
上 

 

88
漂
着
土
佐
人
た
ち
を
那
覇
に
連
行
す
る
件
は
、
来
た
る
十
四
日
に
（
実
施

さ
れ
る
こ
と
が
）
決
定
し
、
（
在
番
奉
行
所
の
）
お
役
人
衆
も
同
日
の
午
前

十
時
頃
に
直
接
そ
ち
ら
に
出
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の

土
佐
人
た
ち
を
乗
せ
る
た
め
の
駕
籠
な
ら
び
に
荷
物
を
運
搬
す
る
人
夫
な

ど
の
準
備
を
し
て
お
く
よ
う
に
と
、
在
番
奉
行
所
よ
り
命
じ
ら
れ
た
と
、
那

覇
役
人
の
方
か
ら
言
っ
て
き
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
準
備
し
て
お
い
て
、
い
さ

さ
か
も
支
障
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
件
を
連
絡
し
た
。
以
上
。 

 
 

六
月
十
二
日 

 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

89
漂
着
土
佐
人
た
ち
の
乗
船
の
こ
と
は
、
来
た
る
十
四
日
と
決
定
し
、
（
在

番
奉
行
所
の
）
お
役
人
衆
も
十
四
日
の
午
前
十
時
頃
、
直
接
翁
長
村
に
出
向

さ
れ
る
の
で
、
我
々
も
そ
の
心
づ
も
り
で
出
向
す
る
よ
う
に
、
ま
た
加
籠
や

荷
物
持
ち
の
人
夫
な
ど
に
つ
い
て
も
準
備
す
べ
き
で
あ
る
と
在
番
奉
行
所

よ
り
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
（
貴
方
か
ら
の
）
書
面
が
（
評
定
所
に
）
到
着
し
、

披
露
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の 
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87
夜
前
、
嫡
子
本
部
里
之
子
親
雲
上
致
死
去
、
私
為
ニ
者 

 

本
家
之
又
従
兄
ニ
而
、
五
日
之
忌
相
掛
申
候
処
、 

 

来
十
四
日
、
土
佐
国
人
一
件
付
、
翁
長
村
江 

 

差
越
候
儀
、
御
物
城
差
越
候
而
も
相
済
可
申
哉
、 

 

何
分
之
御
返
答
、
早
々
被
仰
越
度
、
此
段 

 

致
御
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
十
二
日 

 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

川
平
親
雲
上 

 

88
漂
着
土
佐
人
共
那
覇
江
列
越
方
之
儀
、
来
十
四
日
ニ 

 

相
究
り
、
御
役
々
衆
も
同
日
四
ツ
時
分
直
ニ
其
元
江 

 

御
差
越
可
被
成
、
且
右
土
佐
人
共
乗
せ
用
加
籠
并 

 

荷
物
「
夫
」
夫
等
手
当
い
た
し
置
候
様
、
御
在
番
所
ゟ 

 

被
仰
聞
候
段
、
那
覇
役
人
方
よ
り
申
来
候
間
、
夫
々 

 

手
当
い
た
し
置
、
聊
無
支
様
、
可
被
取
計
候
。
此
段 

 

致
問
合
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
十
二
日 

 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

89
漂
着
土
佐
人
共
乗
船
之
儀
、
来
十
四
日
ニ
被
仰
付
、 

 

御
役
々
衆
も
同
日
四
ツ
時
分
直
ニ
翁
長
村
江
御
差
越 

 

被
成
候
間
、
我
々
も
其
心
得
を
以
、
差
越
候
様
、
且
加
籠
・ 

 

荷
物
夫
等
、
手
当
可
有
之
旨
、
御
在
番
所
よ
り 

 

被
仰
聞
候
段
、
被
申
越
趣
相
達
、
遂
披
露
、
夫
々 

 

87
昨
夜
、
嫡
子
の
本
部
里
之
子
親
雲
上
が
死
去
い
た
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
は
、
本
家
の
「
ま
た
い
と
こ
」
に
当
た
り
、
（
慣
例
で
は
）
五
日
の
忌
引

き
に
な
り
ま
す
が
、
（
私
は
）
来
た
る
十
四
日
に
、
土
佐
国
人
の
一
件
で
、

翁
長
村
に
出
張
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
（
私
の
代
わ
り
に
）
御
物

城
が
出
張
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
何
ら
か
の
ご
返
答
を
早
急
に
い

た
だ
き
た
く
、
こ
の
件
を
ご
連
絡
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

六
月
十
二
日 

 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 
 

川
平
親
雲
上 

 

88
漂
着
土
佐
人
た
ち
を
那
覇
に
連
行
す
る
件
は
、
来
た
る
十
四
日
に
（
実
施

さ
れ
る
こ
と
が
）
決
定
し
、
（
在
番
奉
行
所
の
）
お
役
人
衆
も
同
日
の
午
前

十
時
頃
に
直
接
そ
ち
ら
に
出
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の

土
佐
人
た
ち
を
乗
せ
る
た
め
の
駕
籠
な
ら
び
に
荷
物
を
運
搬
す
る
人
夫
な

ど
の
準
備
を
し
て
お
く
よ
う
に
と
、
在
番
奉
行
所
よ
り
命
じ
ら
れ
た
と
、
那

覇
役
人
の
方
か
ら
言
っ
て
き
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
準
備
し
て
お
い
て
、
い
さ

さ
か
も
支
障
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
件
を
連
絡
し
た
。
以
上
。 

 
 

六
月
十
二
日 

 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

89
漂
着
土
佐
人
た
ち
の
乗
船
の
こ
と
は
、
来
た
る
十
四
日
と
決
定
し
、
（
在

番
奉
行
所
の
）
お
役
人
衆
も
十
四
日
の
午
前
十
時
頃
、
直
接
翁
長
村
に
出
向

さ
れ
る
の
で
、
我
々
も
そ
の
心
づ
も
り
で
出
向
す
る
よ
う
に
、
ま
た
加
籠
や

荷
物
持
ち
の
人
夫
な
ど
に
つ
い
て
も
準
備
す
べ
き
で
あ
る
と
在
番
奉
行
所

よ
り
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
（
貴
方
か
ら
の
）
書
面
が
（
評
定
所
に
）
到
着
し
、

披
露
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の 
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〔
弥 

い
よ
い
よ
〕
ま
す
ま
す
。
確
か

に
。
き
っ
と
。 

     

〔
当
分 

と
う
ぶ
ん
〕
し
ば
ら
く
の

間
。
当
座
。 

〔
風
根 

か
ざ
ね
〕
風
の
勢
い
。
風
威
。

風
力
。 

  

 

手
当
向
等
、
翁
長
村
江
申
越
置
候
。
此
段
及
返
答
候
。
以
上
。 

 
 

附
、
乗
船
江
乗
渡
用
大
和
伝
間
、
手
当 

 
 
 
 

被
仰
付
置
候
段
も
相
達
候
。 

 
 

六
月
十
二
日 

 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 

90
御
方
事
、
明
日
豊
見
城
間
切
翁
長
村
江 

 

被
差
越
筈
候
処
、
忌
懸
被
致
候
付
、
翁
長
村
江
ハ 

 

御
物
城
被
差
越
候
而
茂
可
相
済
哉
之
旨
、
被
申
越
趣 

 

相
達
、
遂
披
露
候
処
、
弥
御
物
城
被
差
越
相
済 

 

候
段
被
仰
付
候
間
、
左
様
被
相
心
得
、
御
物
城
江
も 

 

可
被
相
達
候
。
此
旨
及
返
答
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
十
三
日 

 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 

91-1 

同
日 

一
明
日
、
土
佐
人
共
那
覇
江
列
越
候
筋
候
処
、 

 

当
分
之
風
根
ニ
而
者
大
和
船
出
帆
難
成
、
日
柄 

 

被
召
延
候
段
、
堀
与
左
衛
門
殿
ゟ
日
帳
主
取
兼
城 

 

親
雲
上
江
御
達
有
之
候
付
、
翁
長
村
江
も
左
通 

 

致
問
合
候
事
。 

 

91-2
明
日
、
横
目
・
附
役
衆
并
我
々
も
其
元
江
差
越
、 

 

土
佐
人
那
覇
江
列
越
候
筋
、
先
達
而
致 

 

問
合
置
候
処
、
当
分
之
風
根
ニ
而
者
大
和
船 

 

出
帆
難
成
候
付
、
日
柄
被
召
延
候
段
、
御
仮
屋
方
ゟ 

準
備
な
ど
に
つ
い
て
翁
長
村
に
通
達
し
て
お
き
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て

回
答
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

追
記 

乗
船
の
た
め
の
日
本
の
伝
馬
船
の
準
備
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
も
、

（
王
府
に
）
達
し
ま
し
た
。 

 
 

六
月
十
二
日 

 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 

90
貴
君
は
明
日
、
豊
見
城
間
切
翁
長
村
に
出
向
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
忌
引

き
に
当
た
る
の
で
、
翁
長
村
に
は
御
物
城
が
（
代
わ
り
に
）
出
向
し
て
も
良

い
で
す
か
と
い
う
内
容
の
（
貴
方
か
ら
の
）
書
面
が
到
着
し
、
披
露
さ
れ
た

の
で
す
が
、
確
か
に
御
物
城
が
出
向
し
て
も
よ
ろ
し
い
と
決
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
よ
う
に
承
知
し
て
、
御
物
城
に
も
通
達
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

件
に
つ
い
て
、
回
答
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

六
月
十
三
日 

 
 
 
 
 

川
平
親
雲
上 

 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 

91-1 

同
日
（
六
月
十
三
日
） 

一
、
明
日
、
土
佐
人
た
ち
を
那
覇
に
連
行
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
現
在
の
風

勢
で
は
大
和
船
の
出
帆
は
難
し
く
、
日
程
延
期
さ
れ
た
こ
と
を
、
堀
与
左
衛

門
殿
よ
り
日
帳
主
取
の
兼
城
親
雲
上
に
通
達
が
あ
っ
た
の
で
、
翁
長
村
に
も

左
（
91-2
）
の
と
お
り
連
絡
し
ま
し
た
。 

 

91-2
明
日
、
横
目
衆
・
附
役
衆
な
ら
び
に
我
々
も
そ
ち
ら
（
翁
長
村
）
に
出
向

し
て
、
土
佐
人
を
那
覇
に
連
行
す
る
段
取
り
を
、
先
頃
通
達
し
て
置
い
た
が
、

こ
こ
し
ば
ら
く
の
風
勢
で
は
大
和
船
の
出
帆
は
難
し
い
の
で
日
程
が
延
期

さ
れ
た
と
、
在
番
奉
行
所
よ
り 

    

〔
此
中 

こ
の
じ
ゅ
う
〕
先
日
。
近
頃
。

こ
れ
ま
で
。 

 

〔
首
尾 

し
ゅ
び
〕
始
末
。
処
理
。 

  

〔
御
物
御
計 

お
も
の
お
は
か
り
〕
王

府
の
通
常
の
会
計
か
ら
の
出
費
。 

〔
琉
球
国
役 

り
ゅ
う
き
ゅ
う
こ
く

や
く
〕
幕
府
が
諸
藩
に
課
し
た
国
役

普
請
（
く
に
や
く
ぶ
し
ん
）
と
同
様

の
意
味
か
。 

〔
国
役 

く
に
や
く
〕
幕
府
が
臨
時
に

国
を
定
め
て
課
し
た
河
川
工
事
な
ど

の
賦
役
。
こ
く
や
く
。 

   

 

被
仰
聞
候
間
、
此
段
問
合
い
た
し
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
十
三
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

92
漂
着
土
佐
人
海
上
飯
米
、
此
中
之
例
を
以
、 

 

日
数
三
拾
日
分
相
渡
候
様
、
那
覇
役
人
方
江
被
仰
渡
候
。 

 

然
者
、
御
当
地
江
日
本
他
領
人
漂
着
之
節 

 

諸
失
却
（
費
）
首
尾
方
之
儀
、
嘉
慶
十
五
午
年 

 

奥
州
人
漂
着
之
節
、
御
国
元
ニ
お
ひ
て
奉
得 

 

御
差
図
趣
有
之
候
処
、
運
賃
米
海
上
三
拾
日
、 

 

飯
米
者
御
物
御
計
被
仰
付
、
其
外
者
都
而 

 

琉
球
国
役
ニ
被
仰
付
候
「
旨
」
方
被
仰
渡
置
候
間
、
無 

 

間
違
、
其
首
尾
方
可
被
申
渡
旨
、
御
差
図
ニ
而
候
。 

以
上
。 

 
 

六
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

  
 

「
返
答
」 

93
去
五
月
、
漂
着
土
佐
人
万
次
郎
江
被
下
置
候
草
り 

「
本
文
相
達
、
遂
披
露
、
弥
相
渡
候
様
、
被
仰
付
候
間
、
於
其
元
ニ
買
入
」 

 

之
儀
、
及
大
破
、
今
一
足
者
被
下
度
、
申
出
有
之
候
間
、 

「
相
渡
候
様
、
可
被
取
計
候
。
以
上
」 

 

被
成
下
候
方
ニ
可
取
計
旨
、
詰
足
軽
ゟ
被
申
聞 

 

候
間
、
御
吟
味
之
上
、
何
分
可
被
仰
越
候
。
此
段
御
問
合 

 

仕
候
。
以
上
。 

 
 

 

「
即
日
」 

 
 
 

翁
長
村
詰
取
納
座 

 
 

六
月
廿
四
日 

 
 

「
上
」
伊
志
嶺
里
之
子 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

同
帳
当
座 

伺
っ
た
の
で
、
こ
の
件
を
連
絡
す
る
。
以
上
。 

 
 

六
月
十
三
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

92
漂
着
土
佐
人
の
渡
航
中
の
食
糧
は
、
こ
れ
ま
で
の
前
例
に
照
ら
し
て
、
日

数
に
し
て
三
十
日
分
を
渡
す
よ
う
に
、
那
覇
の
役
人
た
ち
に
命
じ
ら
れ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
当
地
（
琉
球
）
に
日
本
の
他
藩
の
者
が
漂
着
し
た
際
の
諸

経
費
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
嘉
慶
十
五
年
（
午
年
一
八
一
〇
年
）
に
奥
州
人

が
漂
着
し
た
際
に
、
鹿
児
島
で
指
示
を
受
け
ま
し
た
が
（
そ
の
時
は
）
運
賃

米
と
し
て
渡
航
中
の
三
十
日
分
を
、
食
糧
費
は
王
府
の
会
計
か
ら
支
出
す
る

よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
琉
球
国
の
財
源
で
負
担
す
る
よ
う

に
と
（
当
時
）
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
（
今
回
も
）
間
違
い
な
く
、
そ
の

よ
う
に
処
理
す
る
よ
う
に
差
配
し
な
さ
い
と
い
う
（
摂
政
・
三
司
官
か
ら
の
）

ご
指
示
で
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

六
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

93
去
る
五
月
、
漂
着
土
佐
人
の
万
次
郎
に
支
給
さ
れ
た
草
履
が
大
破
し
、
も

う
一
足
は
支
給
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、
支
給

す
る
方
向
で
調
整
し
て
く
だ
さ
い
と
、
詰
め
の
足
軽
か
ら
要
請
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
検
討
の
上
、
な
ん
と
か
（
支
給
す
る
よ
う
に
）
命
じ
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
件
に
つ
い
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

六
月
二
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰 

取
納
座 

伊
志
嶺
里
之
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰 

帳
当
座 

久
場
里
之
子
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側 

様 
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〔
此
中 

こ
の
じ
ゅ
う
〕
先
日
。
近
頃
。

こ
れ
ま
で
。 

 

〔
首
尾 

し
ゅ
び
〕
始
末
。
処
理
。 

  

〔
御
物
御
計 

お
も
の
お
は
か
り
〕
王

府
の
通
常
の
会
計
か
ら
の
出
費
。 

〔
琉
球
国
役 

り
ゅ
う
き
ゅ
う
こ
く

や
く
〕
幕
府
が
諸
藩
に
課
し
た
国
役

普
請
（
く
に
や
く
ぶ
し
ん
）
と
同
様

の
意
味
か
。 

〔
国
役 

く
に
や
く
〕
幕
府
が
臨
時
に

国
を
定
め
て
課
し
た
河
川
工
事
な
ど

の
賦
役
。
こ
く
や
く
。 

   

 

被
仰
聞
候
間
、
此
段
問
合
い
た
し
候
。
以
上
。 

 
 

六
月
十
三
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

 

92
漂
着
土
佐
人
海
上
飯
米
、
此
中
之
例
を
以
、 

 

日
数
三
拾
日
分
相
渡
候
様
、
那
覇
役
人
方
江
被
仰
渡
候
。 

 

然
者
、
御
当
地
江
日
本
他
領
人
漂
着
之
節 

 

諸
失
却
（
費
）
首
尾
方
之
儀
、
嘉
慶
十
五
午
年 

 

奥
州
人
漂
着
之
節
、
御
国
元
ニ
お
ひ
て
奉
得 

 

御
差
図
趣
有
之
候
処
、
運
賃
米
海
上
三
拾
日
、 

 

飯
米
者
御
物
御
計
被
仰
付
、
其
外
者
都
而 

 

琉
球
国
役
ニ
被
仰
付
候
「
旨
」
方
被
仰
渡
置
候
間
、
無 

 

間
違
、
其
首
尾
方
可
被
申
渡
旨
、
御
差
図
ニ
而
候
。 

以
上
。 

 
 

六
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

  
 

「
返
答
」 

93
去
五
月
、
漂
着
土
佐
人
万
次
郎
江
被
下
置
候
草
り 

「
本
文
相
達
、
遂
披
露
、
弥
相
渡
候
様
、
被
仰
付
候
間
、
於
其
元
ニ
買
入
」 

 

之
儀
、
及
大
破
、
今
一
足
者
被
下
度
、
申
出
有
之
候
間
、 

「
相
渡
候
様
、
可
被
取
計
候
。
以
上
」 

 

被
成
下
候
方
ニ
可
取
計
旨
、
詰
足
軽
ゟ
被
申
聞 

 

候
間
、
御
吟
味
之
上
、
何
分
可
被
仰
越
候
。
此
段
御
問
合 

 

仕
候
。
以
上
。 

 
 

 

「
即
日
」 

 
 
 

翁
長
村
詰
取
納
座 

 
 

六
月
廿
四
日 

 
 

「
上
」
伊
志
嶺
里
之
子 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

同
帳
当
座 

伺
っ
た
の
で
、
こ
の
件
を
連
絡
す
る
。
以
上
。 

 
 

六
月
十
三
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 

 

92
漂
着
土
佐
人
の
渡
航
中
の
食
糧
は
、
こ
れ
ま
で
の
前
例
に
照
ら
し
て
、
日

数
に
し
て
三
十
日
分
を
渡
す
よ
う
に
、
那
覇
の
役
人
た
ち
に
命
じ
ら
れ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
当
地
（
琉
球
）
に
日
本
の
他
藩
の
者
が
漂
着
し
た
際
の
諸

経
費
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
嘉
慶
十
五
年
（
午
年
一
八
一
〇
年
）
に
奥
州
人

が
漂
着
し
た
際
に
、
鹿
児
島
で
指
示
を
受
け
ま
し
た
が
（
そ
の
時
は
）
運
賃

米
と
し
て
渡
航
中
の
三
十
日
分
を
、
食
糧
費
は
王
府
の
会
計
か
ら
支
出
す
る

よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
琉
球
国
の
財
源
で
負
担
す
る
よ
う

に
と
（
当
時
）
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
（
今
回
も
）
間
違
い
な
く
、
そ
の

よ
う
に
処
理
す
る
よ
う
に
差
配
し
な
さ
い
と
い
う
（
摂
政
・
三
司
官
か
ら
の
）

ご
指
示
で
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

六
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 
93
去
る
五
月
、
漂
着
土
佐
人
の
万
次
郎
に
支
給
さ
れ
た
草
履
が
大
破
し
、
も

う
一
足
は
支
給
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、
支
給

す
る
方
向
で
調
整
し
て
く
だ
さ
い
と
、
詰
め
の
足
軽
か
ら
要
請
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
検
討
の
上
、
な
ん
と
か
（
支
給
す
る
よ
う
に
）
命
じ
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
件
に
つ
い
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 
 

六
月
二
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰 
取
納
座 

伊
志
嶺
里
之
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰 
帳
当
座 

久
場
里
之
子
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側 

様 
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〔
沸 

わ
か
し
〕
酒
な
ど
の
量
を
計
る

単
位
。
一
沸
は
一
升
・
一
升
半
・
二

升
な
ど
と
諸
説
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
上
」
久
場
里
之
子
親
雲
上 

「
下
」
御
鎖
之
側
御
方 

 

94 本
文
、
御
鎖
之
側
御
用
繁
多
ニ
付
、
那
覇
役
人
江
差
遣
、 

御
在
番
所
御
届
申
上
さ
せ
候
。
尤
此
通
弐
さ
つ
御
状
方
江
相
渡
、 

御
国
元
江
差
登
候
也
。 

 

外
題
ニ 

 
 

土
佐
人
滞
在
中
品
物
渡
帳 

一
中
白
米
七
合
五
勺 

一
醤
油
三
勺 

一
酢
三
勺 

一
塩
三
勺 

一
肴
八
拾
目 

一
野
菜
百
目 

一
上
味
噌
七
勺
五
才 

一
薪
木
壱
合
弐
勺
五
才 

一
割
多
葉
粉
五
匁 

 
 

右
、
壱
人
ニ
付
壱
日
分 

一
中
茶
三
匁 

一
炭
七
合 

一
菜
種
子
油
五
勺 

 
 

右
、
三
人
ニ
而
壱
日
分 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
当
地
滞
在
中
右
例
以
渡 

一
中
白
米
六
斗
七
升
五
合 

一
上
味
噌
六
升
七
合
五
勺 

一
右
入
小
壷
壱 

一
醤
油
弐
沸
七
合 

（
鎖
之
側
よ
り
返
信
／
同
日 

久
場
・
伊
志
嶺
宛
／
本
文
は
王
府
に
達
し
、

披
露
を
遂
げ
、
必
ず
渡
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
そ
ち
ら
（
翁
長
村
）

で
購
入
し
て
渡
す
よ
う
に
し
な
さ
い
。
以
上
。） 

 

94
【
本
文
は
、
御
鎖
之
側
が
「
御
用
繁
多
」
な
の
で
、
那
覇
役
人
に
遣
わ
さ

れ
、
在
番
奉
行
所
に
届
け
て
申
上
さ
せ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
二
冊
は
御

状
方
に
渡
し
、
鹿
児
島
に
さ
し
登
せ
ま
し
た
。】 

 

外
題
に
「
土
佐
人
滞
在
中
の
物
品
支
給
リ
ス
ト
」 

一
、
中
白
米
七
合
五
勺 

一
、
醤
油
三
勺 

一
、
酢
三
勺 

一
、
塩
三
勺 

一
、
肴
八
十
目 

一
、
野
菜
百
目 

一
、
上
味
噌
七
勺
五
才 

一
、
薪
木
一
合
二
勺
五
才 

一
、
割
り
た
ば
こ
五
匁 

 
 

（
右
、
一
人
で
一
日
分
） 

一
、
中
茶
三
匁 

一
、
炭
七
合 

一
、
菜
種
子
油
五
勺 

 
 

（
右
、
三
人
で
一
日
分
） 

（
以
上
、
漂
着
土
佐
人
が
当
地
滞
在
中
に
右
の
基
準
で
支
給
す
る
） 

一
、
中
白
米
六
斗
七
升
五
合 

一
、
上
味
噌
六
升
七
合
五
勺 

一
、
右
入
り
小
壷
一
つ 

一
、
醤
油
二
沸
（
わ
か
し
）
七
合 

一
右
入
徳
利
壱 

一
酢
弐
沸
七
合 

一
右
入
徳
利
壱 

一
塩
弐
升
七
合 

一
右
入
徳
利
壱 

一
塩
魚
四
拾
五
斤 

一
野
菜
五
拾
六
斤
弐
合
五
勺 

一
菜
種
子
油
壱
沸
五
合 

一
右
入
徳
利
壱 

一
灯
心
為
弐
勺
五
才 

一
国
分
多
葉
粉
四
百
五
拾
目 

一
炭
拾
五
斤 

一
中
茶
百
五
拾
目 

一
薪
木
七
束
五
合 

 

右
、
同
三
人
ニ
而
海
上
飯
米
故
実
と
し
て
三
拾
日
分 

 

渡
。 

一
壱
升
焼
鍋
弐
枚
ふ
た
共 

一
丹
後
壱
荷 

一
水
桶
壱 

一
水
釣
壱
緒
共 

一
上
焼
茶
家
壱
鉄
取
手
共 

一
同
煎
茶
々
碗
三
枚 

一
同
火
取
壱 

一
今
焼
屋
貫
壱
鉄
取
手
共 

一
今
焼
摺
鉢
壱 

一
同
す
ゝ
き
壱 

        

〔
灯
心
為 

と
う
し
ん
い
〕
灯
心
に
す

る
イ
グ
サ
の
芯
。 

    

〔
飯
米
故
実 

は
ん
ま
い
こ
じ
つ
〕
役

人
の
旅
費
や
日
当
と
し
て
支
給
さ
れ

た
米
と
副
食
物
代
の
銭
（
故
実
）。
故

実
飯
米
。 

   

一
、
右
入
り
徳
利
一
つ 

一
、
酢
二
沸
七
合 

一
、
右
入
り
徳
利
一
つ 

一
、
塩
二
升
七
合 

一
、
右
入
り
徳
利
一
つ 

一
、
塩
魚
四
十
五
斤 

一
、
野
菜
五
十
六
斤
二
合
五
勺 

一
、
菜
種
子
油
一
沸
五
合 

一
、
右
入
り
徳
利
一
つ 

一
、
灯
心
為
二
勺
五
才 

一
、
国
分
た
ば
こ
四
百
五
十
目 

一
、
炭
十
五
斤 

一
、
中
茶
百
五
十
目 

一
、
薪
木
七
束
五
合 

（
右
は
同
じ
く
三
人
分
。
渡
航
中
の
食
糧
費
と
し
て
三
十
日
分
を
渡
す
） 

 

一
、
一
升
焼
鍋
二
枚 

蓋
付
き 

一
、
丹
後
一
荷 

一
、
水
桶
一
つ 

一
、
水
釣
一
つ 

緒
付
き 

一
、
上
焼
き
の
茶
家
一
つ 

鉄
の
取
手
付
き 

一
、
上
焼
き
の
煎
茶
々
碗
三
枚 

一
、
上
焼
き
の
火
取
一
つ 

一
、
今
焼
き
の
屋
貫
（
や
か
ん
）
一
つ 

鉄
の
取
手
付
き 

一
、
今
焼
き
の
摺
鉢
一
つ 

一
、
今
焼
き
の
す
す
き
一
つ 
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一
右
入
徳
利
壱 

一
酢
弐
沸
七
合 

一
右
入
徳
利
壱 

一
塩
弐
升
七
合 

一
右
入
徳
利
壱 

一
塩
魚
四
拾
五
斤 

一
野
菜
五
拾
六
斤
弐
合
五
勺 

一
菜
種
子
油
壱
沸
五
合 

一
右
入
徳
利
壱 

一
灯
心
為
弐
勺
五
才 

一
国
分
多
葉
粉
四
百
五
拾
目 

一
炭
拾
五
斤 

一
中
茶
百
五
拾
目 

一
薪
木
七
束
五
合 

 

右
、
同
三
人
ニ
而
海
上
飯
米
故
実
と
し
て
三
拾
日
分 

 

渡
。 

一
壱
升
焼
鍋
弐
枚
ふ
た
共 

一
丹
後
壱
荷 

一
水
桶
壱 

一
水
釣
壱
緒
共 

一
上
焼
茶
家
壱
鉄
取
手
共 

一
同
煎
茶
々
碗
三
枚 

一
同
火
取
壱 

一
今
焼
屋
貫
壱
鉄
取
手
共 

一
今
焼
摺
鉢
壱 

一
同
す
ゝ
き
壱 

        

〔
灯
心
為 

と
う
し
ん
い
〕
灯
心
に
す

る
イ
グ
サ
の
芯
。 

    

〔
飯
米
故
実 

は
ん
ま
い
こ
じ
つ
〕
役

人
の
旅
費
や
日
当
と
し
て
支
給
さ
れ

た
米
と
副
食
物
代
の
銭
（
故
実
）。
故

実
飯
米
。 

   

一
、
右
入
り
徳
利
一
つ 

一
、
酢
二
沸
七
合 

一
、
右
入
り
徳
利
一
つ 

一
、
塩
二
升
七
合 

一
、
右
入
り
徳
利
一
つ 

一
、
塩
魚
四
十
五
斤 

一
、
野
菜
五
十
六
斤
二
合
五
勺 

一
、
菜
種
子
油
一
沸
五
合 

一
、
右
入
り
徳
利
一
つ 

一
、
灯
心
為
二
勺
五
才 

一
、
国
分
た
ば
こ
四
百
五
十
目 

一
、
炭
十
五
斤 

一
、
中
茶
百
五
十
目 

一
、
薪
木
七
束
五
合 

（
右
は
同
じ
く
三
人
分
。
渡
航
中
の
食
糧
費
と
し
て
三
十
日
分
を
渡
す
） 

 

一
、
一
升
焼
鍋
二
枚 

蓋
付
き 

一
、
丹
後
一
荷 

一
、
水
桶
一
つ 

一
、
水
釣
一
つ 
緒
付
き 

一
、
上
焼
き
の
茶
家
一
つ 

鉄
の
取
手
付
き 

一
、
上
焼
き
の
煎
茶
々
碗
三
枚 

一
、
上
焼
き
の
火
取
一
つ 

一
、
今
焼
き
の
屋
貫
（
や
か
ん
）
一
つ 

鉄
の
取
手
付
き 

一
、
今
焼
き
の
摺
鉢
一
つ 

一
、
今
焼
き
の
す
す
き
一
つ 
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一
黄
塗
多
葉
粉
盆
壱 

一
同
丸
茶
盆
壱 

一
同
枕
三
ツ 

一
桐
油
塗
夜
食
膳
三
枚 

一
上
焼
中
茶
碗
六
枚 

一
同
茶
皿
三
枚 

一
同
菜
皿
三
枚 

一
塗
箸
三
手 

一
め
し
匕
壱 

一
な
へ
匕
壱 

一
摺
木
壱 

一
高
行
燈
壱 

一
竹
灰
吹
壱 

一
わ
ら
箒
壱 

一
庖
丁
壱
刃
柄
共 

一
木
綿
袷
衣
裳
三
枚 

一
ま
な
板
壱
丁 

一
木
綿
袷
衣
裳
三
枚 

一
蚊
張
弐 

一
焼
酎
弐
拾
五
盃
入
小
壷
壱
本 

一
水
色
染
下
布
三
切
長
壱
丈
完
布
幅 

 
 

但
、
帯
用 

一
草
履
三
足 

一
木
履
三
足 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
入
用
ニ
付
渡
。 

 

右
通
、
相
渡
申
候
。
以
上
。 

                       

一
、
黄
塗
り
の
た
ば
こ
盆
一
つ 

一
、
黄
塗
り
の
丸
茶
盆
一
つ 

一
、
黄
塗
り
の
枕
三
つ 

一
、
桐
油
塗
り
の
夜
食
膳
三
枚 

一
、
上
焼
き
の
中
茶
碗
六
枚 

一
、
上
焼
き
の
茶
皿
三
枚 

一
、
上
焼
菜
皿
三
枚 

一
、
塗
り
箸
三
手 

一
、
め
し
さ
じ
一
つ 

一
、
鍋
さ
じ
一
つ 

一
、
摺
り
こ
ぎ
一
つ 

一
、
高
行
燈
（
あ
ん
ど
ん
）
一
つ 

一
、
竹
の
灰
吹
一
つ 

一
、
わ
ら
箒
一
つ 

一
、
庖
丁
一
刃 

柄
付
き 

一
、
木
綿
袷
（
あ
わ
せ
）
衣
裳
三
枚 

一
、
ま
な
板
一
丁 

一
、
木
綿
袷
（
あ
わ
せ
）
衣
裳
三
枚 

一
、
蚊
張
二
張
り 

一
、
焼
酎
二
十
五
盃
分
入
り
の
小
壷
一
本 

一
、
水
色
染
め
下
布
三
切
れ
。
長
さ
一
丈
ず
つ
。
布
の
は
ば 

 
 

（
た
だ
し
、
帯
用
） 

一
、
草
履
三
足 

一
、
下
駄
三
足 

 

右
の
も
の
を
、
漂
着
土
佐
人
が
入
用
な
の
で
支
給
し
ま
し
た
。 

 

右
の
と
お
り
に
支
給
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

                       

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 

親
見
世 

 
 

七
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

備
瀬
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

我
那
覇
里
之
子
親
雲
上 

 
 

右
之
通
承
届
申
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

七
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 

95 

覚 

は
せ
を
紙
六
帖 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
よ
り
被
成
下
度
、
申
出
有
之
候
間
、 

 

弥
被
成
下
候
方
ニ
可
取
計
旨
、
足
軽
方
よ
り
被
申
聞
候
間
、 

 

何
様
可
有
御
座
哉
、
御
吟
味
之
上
、
何
分
可
被
仰
越
候
。 

 

此
段
御
問
合
仕
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰
取
納
座 

 
 

六
月
十
七
日 

 
 
 
 
 

伊
志
嶺
里
之
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

同
村
詰
帳
当
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
場
里
之
子
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

96 

覚 

は
せ
を
紙
六
帖 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
よ
り
被
成
下
度
旨
、
申
出
有
之
候
間
、 

 

急
度
相
渡
候
様
、
可
被
申
渡
旨
、
御
差
図
ニ
而
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

六
月
十
八
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
之
通
、
被
仰
渡
候
間
、
紙
相
届
次
第
、
詰
足
軽 

 

亥
七
月 

 
 
 
 
 
 
 

親
見
世 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

備
瀬
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

我
那
覇
里
之
子
親
雲
上 

 
 

右
の
と
お
り
、
承
知
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

亥
七
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 

95 

覚 

芭
蕉
紙
六
帖 

 

右
は
、
漂
着
土
佐
人
よ
り
支
給
し
て
ほ
し
い
と
申
し
出
が
あ
り
、
必
ず
支

給
す
る
方
向
で
調
整
し
な
さ
い
と
、
足
軽
の
方
か
ら
要
請
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ど
う
判
断
を
下
す
べ
き
か
、
ご
検
討
の
上
で
、
何
ら
か
の
ご
命
令
を
下

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
件
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

亥
六
月
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰 

取
納
座 

伊
志
嶺
里
之
子 

 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰 

帳
当
座 

久
場
里
之
子
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

96 

覚 

芭
蕉
紙
六
帖 

 

右
は
、
漂
着
土
佐
人
か
ら
支
給
し
て
ほ
し
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、

必
ず
支
給
す
る
よ
う
に
し
な
さ
い
と
の
ご
指
示
で
す
。
以
上
で
す
。 

 

亥
六
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
の
と
お
り
、
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
紙
が
届
き
次
第
、
詰
め
の
足
軽
の 
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亥 
 
 
 
 
 
 
 

親
見
世 

 
 

七
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

備
瀬
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

我
那
覇
里
之
子
親
雲
上 

 
 

右
之
通
承
届
申
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

七
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 

95 

覚 

は
せ
を
紙
六
帖 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
よ
り
被
成
下
度
、
申
出
有
之
候
間
、 

 

弥
被
成
下
候
方
ニ
可
取
計
旨
、
足
軽
方
よ
り
被
申
聞
候
間
、 

 

何
様
可
有
御
座
哉
、
御
吟
味
之
上
、
何
分
可
被
仰
越
候
。 

 

此
段
御
問
合
仕
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰
取
納
座 

 
 

六
月
十
七
日 

 
 
 
 
 

伊
志
嶺
里
之
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

同
村
詰
帳
当
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
場
里
之
子
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

96 

覚 

は
せ
を
紙
六
帖 

 

右
、
漂
着
土
佐
人
よ
り
被
成
下
度
旨
、
申
出
有
之
候
間
、 

 

急
度
相
渡
候
様
、
可
被
申
渡
旨
、
御
差
図
ニ
而
候
。
以
上
。 

 

亥 
 
 

六
月
十
八
日 

 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
之
通
、
被
仰
渡
候
間
、
紙
相
届
次
第
、
詰
足
軽 

 

亥
七
月 

 
 
 
 
 
 
 

親
見
世 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

備
瀬
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

我
那
覇
里
之
子
親
雲
上 

 
 

右
の
と
お
り
、
承
知
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

亥
七
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仲
宗
根
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
親
雲
上 

 

95 

覚 

芭
蕉
紙
六
帖 

 

右
は
、
漂
着
土
佐
人
よ
り
支
給
し
て
ほ
し
い
と
申
し
出
が
あ
り
、
必
ず
支

給
す
る
方
向
で
調
整
し
な
さ
い
と
、
足
軽
の
方
か
ら
要
請
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ど
う
判
断
を
下
す
べ
き
か
、
ご
検
討
の
上
で
、
何
ら
か
の
ご
命
令
を
下

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
件
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

 

亥
六
月
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰 

取
納
座 

伊
志
嶺
里
之
子 

 
 
 
 
 
 
 

翁
長
村
詰 

帳
当
座 

久
場
里
之
子
親
雲
上 

 
 

御
鎖
之
側
御
方 

 

96 

覚 

芭
蕉
紙
六
帖 

 

右
は
、
漂
着
土
佐
人
か
ら
支
給
し
て
ほ
し
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、

必
ず
支
給
す
る
よ
う
に
し
な
さ
い
と
の
ご
指
示
で
す
。
以
上
で
す
。 

 

亥
六
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 

兼
城
親
雲
上 

 
 

御
物
奉
行 

 

右
の
と
お
り
、
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
紙
が
届
き
次
第
、
詰
め
の
足
軽
の 
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引
合
を
以
、
可
相
渡
候
。
以
上
。 

 
亥 

 
 

六
月
十
八
日 

 

翁
長
村 

 
 

詰
役
々 

     

戦前期の高安家。母屋は二棟並べて連結した茅葺きの建物であった。 

裁
量
で
渡
し
な
さ
い
。
以
上
。 

 

亥
六
月
十
八
日 

 
 

翁
長
村
詰
役
々 
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